


ピアノは私だ３

2014.11.10 Mon
本日は、まだ、１１月５日２０１４年なのだけれど、１１月９日までの記事は・・・、あっ、そ

うか、この記事がアップされる時は、すべて公開されているわけか？　予約投稿をやっていると

、記事内容に脈略がなくなってくる。それでなくてもないのに。

と、今年の５月２１日から１１月９日。これで、私のブログは、一旦、完結としたのである。今

、電子書籍に移し変えをしている。今やらないと、あとは、まぁー、時間がなくなるから放置状

態になっちゃうので、まだ、マヒナ(暇)中に、やってしまうのだ。

うな、文豪じゃあるまいし、とりたてて感慨に浸るなんちゅうことはないけれど、なんか、整理

しないと気が済まない性質。

と、電子書籍化と同時に、完結後のブログをどうしようか考えている。止めはしないけれど、開

店しているのか休業しているのか、ちと、怪しい感じになるはず。で、ブログのタイトルをどう

しようかしら？　FC2は、ひとつのIDではひとつのブログしか作成できないから、今あるIDのまん
まにする。ふたつ作るのめどう。あと、テンプレートも、セミプロの写真家が新しいトリオの写

真撮ってくれているし、第一、超格好いいというか、格好よく私をでっちあげてくれたポートレ

イトもあるし、追々、こちらに入れ替えちゃおぉぉぉぉぉっと。

で、タイトル候補なんだけれど、「101114」。これ２０１４年１１月１０日ちゅう意味だ。そう
、私の第二だか三だか、何番目かは分からないけれど、まっ、人生後半戦の再スタート日という

ことになるから、まっ、多少、意味深。うで、「ピアノも私だ」。どうかしら、二束の草鞋男に

なるから、「も」にしちゃう。でも、なんか、ぱしっとしねぇー。「ピアノは私だ３」「ピアノ

は私だ２-２」。まっ、これでもいいといえばいいんだけど・・・。「ピアノは私だった」「ピア
ノだった私」、過去形じゃなぁー、「あのピアノは今？」、悲し過ぎ。

私の今までのイメージもあるしなぁー、「余迷い日記」「昆布茶と盆栽」「初老日記」・・・。

そこまで年じゃねーしなぁー。

うだうだしてねぇーで、「ピアノは私だ３」にすんべってっ！

おっ、おっ、おっ、この記事がアップされる時、裕センセはランドセル背負って学校に行ってん

だよぉーーーん。なんか、ちょっと、愛らしいねぇー。

「１１月９日の追記」



昨日の記事で、「ピアノは私だ２」は完結致しました。けれど、素早くも、１１月１５日までは

、すでに、予約投稿。「ピアノは私だ３」なのですよ。っても、予約投稿した１５日までは、ア

ホ毎日更新は続くのですが、ブログリングタイムゼロ次元へ突入致しますので、まだ続くのに、

変なんだけれど、長期、本当に長期に渡り、お付き合い頂いた方々へ、本当に、メルシー僕です

。皆さん、お元気でね。まあ、ホームドラマも刑事コロンボも、永久には続かないから、私の愚

ブログだって完結はする。でも、生きている時間は続く、取り敢えずは。なんだかねぇー、社会

復帰するっていってんのに、ジャズの仕事がどばどば。シュビドゥビどばどば。嬉しいけれど、

シビレエイ。まあ、仕方がない。二束の草鞋は二足歩行の人間だから、できるはず、という訳の

分からない論理で、ロンリーマン。相変わらず、意味不明の裕センセ、でしたぁーーー。パチパ

チパチィーーー。



フレンチウーマン

2014.11.11 Tue
いや、俺は、オリビアのことは良く知らない。単に、俺のトリオのベース奏者なのである。私生

活は知らん。別に、音付き合いだから、諸々を知る必要は、あまりないのである。スコット・

ラファロの奏法を次代に引き継ぐであろう、非常に繊細で、クリアーな音を出すベース奏者。

物静かだし、でしゃばらない人だ。

でも、よくよく考えると、彼女は百戦錬磨の三人のオジサンと対峙している。

うん、凄いよなぁー、まだ、若いのになぁー。

ベース弾きは、芯は物凄く強い人が多いのだ。習得が、すげぇー難しいし、持ち運びできる最大

の楽器だから、続けるのは至難だ。

ブラボーっ！　オリビアっ！

creen>



三分の一

2014.11.12 Wed
あれ、１１月９日の記事で、ブログは一旦完結してんじゃなかったの？　毎日更新も黄色信号じ

ゃなかったの？　この記事って「ピアノは私だ３」ということなの？　はっはっはっ、今日は、

まだ、１１月６日なのだよ、明智君。全速力で、最後のマヒナ(暇)を搾り出しておるの
じゃ、お若いの。今までのように愚脳垂れ流しができなくなると思うと、横座りになり胸をはだ

けてしくしく泣いておるのじゃ。でもねぇー、せっかくね、「３」にしたんだったら、もう少し

詩心溢れる年輪を感じさせる年相応の文学臭溢れる芳醇高尚ブログに・・・、とは思うのだけ

れど、脳が捩れていて駄目だ。これを山下洋輔先輩はヨジレマイオスと名付けた。

元々、裕センセは非常に理論的な人だったのだ。つまり、マルセル・デュシャン、ジョン・ケ

ージ、サミュエル・ベケット、こういう系譜だったのであるが、ジャズ菌に侵された結果、バン

・ゴッホ、ジャクソン・ポロック、アルバート・アイラーとヨジレマイオス化してしまったので

ある。すべてはジャズ菌から始まったのだ。

ところで、ずっと、なんとなく書きたかったことがある。はい、「定年」です。ところで、私が

、もし、普通の寿命だと人生の三分の二を消化(っていうのかな？)して、残りが三分の一である。
仮にあと二十五年とすると、私の定年は六十二歳だから、「定年」状態が十九年ぐらいになる。

この十九年をどうするのじゃ？　という問題(というの？)が現れる。そうね、この二年強の時間は
、まっ、擬似定年だったわけだ。で、自分で自分を観察すると・・・。

ピアノの練習。コンサート。ブログ。小説も書いちゃった。美術の新作を作ろうかなっても思っ

たし、未完の作品、というか設計図だけの作品を三次元化しようかなと思ったり、料理して、庭

仕事でしょ、日曜大工でしょ、カミサンとちまちま結構旅行したでしょ・・・。いやぁー、な

んか、究極の貧乏暇な詩だね、これって。



しつこく閲覧数の謎

2014.11.13 Thu
しつこく記事の書溜めをしている。で、重厚な記事を、そもそも、書こうという意欲さえないの

に書き始めた。

以前、なんどか書いたことがある、この「閲覧数」なのだけれど、三つ、確認の仕方がある。一

つはブログ記事内右「アクセスカウンター」、二つ目、「FC2アクセス解析」、三つ目、「グーグ
ルアナリティクス」。なんとなく、三つ目が一番正確なような気はしているのだけれど・・・。

同じ日の数字を列記すると・・・。

7　4　6　6　2　8(カウンター)　10　11　17　8　3　19(アクセス解析) 
6　3　8　6　/　/ (グーグル)(/=集計まだ)

じぇんじぇん違う。といいつつ、どれが本当でも、別に構わない。でも、閲覧地域、アクセス解

析だと、米国営利組織が二位。ということは、どうも、私のブログを無感情にこよなく愛してく

れるロボット君たちのご活躍の気配が濃厚。ということは、さらにさらに突き詰めると、本当に

ご愛読して下さっている方は、3---5ぐらいという推定値となる。もう、深謝深謝のまたまた深謝
。本当にありがたい。

うーーーん、とはいえねぇー、インターネットだよねぇー、これ？　電話かファックスで済んじ

ゃうよな、うん。そうそう、FC2ブログ、一つだけBloggerにあった機能がない。「記事ごとの閲
覧数」。時々、まだ、開設したまんまの、そっちを見ると、記事によっては閲覧数５０なんてい

うやつがあるわけね。だから、私のブログは、じぇんじぇん読まれていないわけでもないわけで

もないわけ。とはいえ、グーグル検索エンジンにヒットし難いタイトルばっか付けてるのだ、

私は。偏屈というか意固地というか媚がないというか、まあ、フリージャズ屋なのだ、心底。

そのぉー、出したい音しか、わしゃ、出さんっ！　ということなのか、見方を変えると、裕セン

セのケースはテクがないから、そういうことにしておかないと格好が付かんのか？　もう、お客

様のご判断にお任せぇーーー。



シニア

2014.11.14 Fri
「フリージャズ」について書こうかなって思ったのだけれど、こっちにした。私の白痴識によ

れば、「シニア」は六十代以降を差すはずだ。５５歳は「中年」のはず。でも、会社で「シ

ニア」っていうのは、五十代。私も、そう呼ばれた。会社辞める時も、総務部長に、「あっあ

っあっ、やべ、シニア世代二十人いねぇーと、会社のチャージ増えるの、やべっ」と言われた。

因みに、総務部長はフランス人の大変な紳士だから、このような言い方はしなかった。よ。私と

同い年なのだ。

まったく、文責は持てないけれど、フランスの一部の公務員の定年は、５５歳なのだ。私の白痴

識によれば、TGVの運転手とか、学校の先生、警官、軍隊の人とかガスとか水関係の公社とか、
だったはず。５３で定年している人もいたなぁー、そういや。と、結局、私の年齢で定年してい

る人も多いわけね。ぶっちゃけ、一般論だから文責は持てないけれど、「フランス人の最大の人

生の目的は」、「定年」なのだ。分からなくもない、物凄い税金を四十年ぐらい払うから、返金

してね、という論理なのだと理解している。まあ、ぶっちゃけ、私も少し、そう思っていなくも

なくもももももももももないことももももものスモモだ。

ちと、待ちぃーーー、裕センセっ！　「ピアノは私だ３」の腰帯文。「定年を視野に入れた」愛

と笑いのフランス日記ってしないと、拙くねっ？　いちいちうるさいねぇー、君っ。だれなの？

ところで、ジャズの先輩たちは、ビートルズ、ローリングストーンズと同世代だから、七十代な

のだ。

なんかよぉー、算数が分かんないわけ。会社だとシニアでしょ。

でも、社会的には中年でしょ。ジャズ的には若僧。いや、若造の方がいいわね。あらぁー、まつ

こさん、お元気ぃーーー？　あたしは、とってもお現金ぃーーー。馬鹿垂れっての、このブログ

の作者っ！

「日本の私と同い年のお父さん」

住宅ローン　子供の学費　会社でぼろくそ　粗大ゴミだの窓際だの腋臭が酷いだのパソコンが駄

目だの満員電車遠距離通勤なにもお話しないカミサン万年課長万年部次長・・・。

ねぇー、同い年のオジサンっ、ちょんちょん、ねぇー、フリージャズバンド作ってもいいよって

、俺。いいよ、楽器駄目でも、年輪は半端じゃねぇーこと、教えたろってっ！



更新狂黄色信号

2014.11.15 Sat
わっはははははぁーーー、とうとう来ました、函館。じゃなくて、このタイトル。

うん、隙を見て続ける所存でございまするので、時々は覗いてやって下さいませ。

なんかねぇーーー、ぐぐっと来る記事のひとつもとも思ったのですけれど・・・、もう、止め処

なく流れる巨人の星的涙に目が霞むどころか、裕センセ自体が、どっかに流れて行ってしまいま

した。あっ、そうそう、昔、自作ギャグでね、水洗トイレの紐を引っ張ったらトイレごと、どっ

かに流れちゃうというやつを身振り手振りでやっていた。そぉーーーんな感じぃーーー。

アホのような毎日更新。まあ、アホといわれてしまうと、そりゃそぉーーーだ、なのだけれど、

その無内容というご批判はさておき、その更新力ちゅうのは、まっ、生きるというか生きている

原動力でもあるから、まっ、なに、それはそれ。うで、それができなくなっちゃうといえども、

私およびお付き合い頂いている方々の人生は止まりはしないから、皆さん、ご自愛下さいね。

うん、ブログは私の中で、かなり重要な位置を占めるようになった。でも、私の生きている中枢

はピアノであるからして、全力を尽くして、まず、私はピアノでなければならんから、ブログ力

の衰えは致し方なし。いやぁー、このブログの総タイトルを、付けた本人が一番噛み締めちゃっ

ている。フリージャズを、次代に繋げなければならんのじゃ、わたくしは・・・、ちと、オーバ

ーだな、こりゃ。正直、自分のためだわな、やっぱ。いや、そんなこともないなぁー、やっぱ、

そんなに長い歴史があるわけではない、このフリージャズ。風前の灯ではあることはあるけれど

、私、仲間一同、手弁当だのどしゃぶりの薄ギャラにもめげずコントラバスだドラムセットを

背負って続けておる。アホ集団といわれても、まあ、そうだけれど、とにかく続けておる。楽器

取っちゃうとさ、ただのアホになってしまうから、意地でも楽器は手放さないのであーーーる。



ピアノは私だ３予告編

2014.11.19 Wed
総タイトルの変更は難しい。すべてが凝縮しているからである。でも、どうして「３」なのか？

ブログの継続が、非常に難しくなった。この記事が、そういう意味で、初めての記事になる。

学校とコンサートの狭間で引き裂かれている。物理的な時間がない。

でも、「書く時間」と「物理的な時間」、秒針の速度が違う。それは、知っている。

一つだけ確かな答えは、「本当のフランスを知って頂きたい、もし、知りたい方がいらしたら」

という思いが強い。

だから、「３」とさせて頂いた。



クラスメート

2014.11.20 Thu
某ライセンス取得の学校に通い出したのが、１１月１０日。あえて、詳細は書かない。

私のクラスというか全校生徒は１２名。今回は、彼らの年齢、国籍、元々の出身国を列記する。

４４　フランス　セネガル

３８　フランス　セネガル

２３　フランス

２８　フランス

５５　日本　

３０　フランス　アルジェリア

３９　フランス　カンボジア

２９　フランス　アルジェリア

２３　フランス　レバノン

２９　フランス　ポルトガル

４６　フランス　チェニジア

２８　フランス　セネガル

諸々の人生、過去、未来、文化、宗教が、交差する。



人生という模様

2014.11.21 Fri
学校に通いだして二週間が過ぎた。ジャズメンなのか、学生なのか、境目がヨジレマイオス。

でも、ブログリングフィールが戻ってきているから、少しは心の余裕がでてきたのだろう。長書

きはできないので、手短にクラスメートたちが、なぜ、学校にいるのか、昨日書いた順番に行く

。左に年齢だけいれることにする。

44 不明
38 コンサルタント　解雇
23 ホテルマンの専門学校卒　職がない
28 車の整備士　転職予定
55 ジャズで食べていけない
30 勤めていた会社倒産
39 IT企業を自身で立ち上げ　倒産
29 パートの仕事しかない
23 元消防士　友人と起業予定
29 大工　腰を痛めて解雇
46 バーマン　勤務中に転倒し腰を痛める　代替えポストがなく解雇
28 映像作家　食べていけない

午前七時十五分、パリ郊外の小さな町の坂道をゆっくり歩いていく日本人の男。五十五歳だ。彼

の後姿に似合うのは、裕イサオのバラードピアノソロ以外にはない。彼の背中が悲しげに見える

のか、見えないのか、それは、あなた次第である。うん、私には、じぇんじぇん悲しげには見え

ない。めらめらとしたパワーを感じる。そんな感じなのである。



kubohatsucode

2014.11.22 Sat
とても美味しいと評判の惣菜屋の前に、小さな戸車が落ちていた。大きな戸車自体がないので、

余計な描写である。

その戸車は、ここは非常に作者の気合の入った一言、「錆びていなかった」。ちょっとチンケな

描写ではあるが、赤ちゃんのすべすべお肌のような銀色だった。ここ重要なので、マークするよ

うに。

私は、拾おうか、約二秒ほど熟考した。で、拾った。家の四畳半に持ち帰る。

フランス史の勉強を始める。えー、アル中の乱暴者、ボーっとレール、そこにアルトナンある

とー、ざっくばらんにバルザック、びびっているのユゴー？　そんなこと、侮れないブルトン、

あんたっ、ちょっと、フーコーで、頭がロランのバルト海のガストンでバシュラール・・・・・

。なんでも、日本語になるのだ。

なんか、立て付けの悪い窓の、ここ重要、「上下」が騒がしい。ヒソヒソ砒素・・・。

私は、建て付けの悪い木製の窓を開けに立つ。なんの音もなく、それは開いた。

れれれぇーーーのレッ！　で、机に戻ろうとしたら、げげげっの金太郎、わっわっわっ、拾って

きた戸車が、空母艦じゃん。じぃーーーと、凝視する、二重描写である。うなっ、馬鹿なっ、煙

もくもく。どわぁーーーーーん、野球帽、セロテープ眼鏡、作業着、ちび柴犬を引き連れた「ダ

ンディズムの極北オヤジ」が現れたぁーーー！

「ハジメマシテノマドリッド、ちみだね、あたいのcodeworkをお解読したのはぁ？」
「でね、イサオちゃん、ハムだびだの和ぁーぷ、ね」

「だぁーら、あたいの戸車にのってみんしゃいの空母だぜっての、ばぁーたれ」

裕センセ、恐る恐る、その、なんか「巨大な戸車」に乗ってみた。いきなり、マッハ3で、地上は
るかの綾瀬はるか。

「ふふふふふふぅーーー、俯瞰図とかよぉー、巨視的ってな、おめぇー、これだっ！」

追記

「あらあらあら、裕さんの奥さん」

「あらあらあら、久保はつじ先生の奥さん。いつも主人が、お世話になって・・・」



「いやぁーーー、奇遇ですねぇー、こんな所で・・・。なんとかなりませんかねぇー、こういう

人たちねぇーーー」



ジャメヴュ

2014.11.23 Sun
「デジャヴュ」、既視感、ご存知の方の方が多いと思う。じゃ、逆はとなると、未視感だから、

「ジャメヴュ」になる。

今日は、土曜日だから、学校はない。で、久しぶりに、ピアノを弾いた。

ここで、「ジュメヴュ」現象が起きる。私には、結構頻繁なのだ、これ。しばしば、「なんで俺

、フランス語しゃべれんの？」。

これはですねぇー、私の中で「脳ワープ」しているからなのである。福島の炭鉱、小学校、お玉

杓子、二宮金次郎のコンクリート像、校庭の銀杏の木、長靴の魚屋のお姉さん、10円の熱々コロ
ッケ、チクロ入りシャーベット・・・・・、と、こういうものが、あの、ちんけ描写の極北、「

走馬灯のように」に脳内を駆け巡っている内に、このような現象が起きる。

で、さっき、ピアノを弾いたとき、「えっえっえっ、僕、今、バイエルの勉強をしているのに、

なんで、ジャズなのぉーーー、五十年早いぞって、チビ助っ」と弾きながら、走馬灯が頓馬に脳

内回転していたんだわいっての。ほっといてくれって！



ピアノな午後

2014.11.24 Mon
今日は、11月23日2014年日曜日である。昨日、久保の兄貴の素晴らしい短編「戸車」に触発され
て記事を書いて、その勢いで、もう一つ書いた。もう、ちょっとでアップされる。と、この記

事は、明日のアップなのね。で、またまた、当分、更新でけんのである。学校、これはいいのだ

けれど、火曜日に新トリオにブリュッセルからゲストが来る。これも、本業だから、もちろん、

構いはしない。で、翌日、学校、午前中はサボる予定でいた。うな、馬鹿なっ！　その翌日は、

なんとっ、「緊急時の医療対応の日」だって。これサボると、単位が取れんのである。

わっちゃーーー、コンサート、打ち上げ、二日酔いで緊急医療っ！　まっ、人形だからいいけ

れど、本物の人だったら、私のはぁはぁで、当然にして酒臭いから、生き返るのであるけれど、

アルコール駄目な人だったら、やばい。

で、なるべく飲まないようにして、パリの息子のアパートで寝ることにしたわけ。一時間ぐらい

睡眠が増える。

睡眠愚プール。

じゃ、また、来週末に更新するね。



島国

2014.11.27 Thu
学校で、フランス史の勉強をして、ブックオフで買ってきた東大名誉教授のフランス史の本を、

通学列車の中で読み・・・。と、裕センセはエンジンが掛かると、クラーク・ケント化するので

ある。

でね、私の古脳がフル回転すると、搾り出されたかつての知能の栄光が、蘇るってなわけではな

くて、相変わらず、古回転。第一、知能の栄光なぁーーーんてもんが、大体、あんのかって？　2
ｍｍぐらいはあった、よ。

うで、フランスの歴史、本当に簡単に言うと、ぐちゃぐちゃで、元もとの「フランス人」っても

の自体がない。ケルト、ゲルマン、ローマン、イスラム、アジア・・・。民族的に、ぐっちゃ

ぐちゃのフリージャズなのだ。

でね、我が母国、日本は島国である。多少のぐちゃぐちゃはあった。

でもね、ヨーロッパのぐちゃぐちゃ弱肉強食グローバリゼーションは、もう、紀元前から始まっ

ていたわけ。大体、「フランス」というテリトリーが、なんとなく確立してきたのは、どんぶ

りで、１，０００年前ぐらいな感じなわけである。

日本人の礼儀正しさ、尊敬、謙遜、こういう美徳は、日本城という立地から来ていることがよく

分かる。

うん、これは素晴らしい。ヨーロッパはグローバリゼーション第三期に入ったと東大の先生が書

かれている。日本国は、第一期に入ったのかどうか分からない。グローバリゼーションは、外圧

から始まる。うで、「心の準備」が間に合わない。おっおっおっ、裕センセは、「最初から」渦

中へ、知らんかった。フリージャズメンの嗅覚なの？

私の中で、歴史の勉強は、別の段階に入った。そっ、勉強ではなくなった。



フランス人の起源　予告編

2014.11.28 Fri
なんか、よく理解できないでいる。イメージがぱしっとしない。

たとえば、ローマ人＝現在のイタリア人。ゲルマン人＝現在のドイツ人。もちろん、こんなに単

純ではないのだけれど、「簡単な図式」という感じだと、こうするとピンと来る。じゃ、フラン

ス人ってなんなの？　これが分からんのである。ちょっと、雑に整理すると、いい加減に昔昔と

するけれど、現在の「フランス領土に近い辺り」は「ガリア」と呼ばれていた。正直、ヨーロッ

パの一等地だろう。気候が温暖、肥沃な土地。ここに、インド・ヨーロッパ語圏のケルト人が中

部ヨーロッパから移住してくる。で、この人たちは、統一国家を作らずに部族ごとに暮らして

いた。

ここにローマ人が侵入してくるわけね。カエサルちゅうのが隊長。うで、このローマ帝国が支配

下に置く。つまり、今のフランス、スペイン、ポルトガルから、更にイスタンブール辺りまで

がローマ帝国だった。まぁー、イタリアだったと言った方が分かりやすい。これだけでかいと統

治が当時から、オジギャク、難しかった。でね、バルト海辺りのゲルマン人が南下、西へ。この

頃は地球は温暖化していなかったから、寒い寒いのだよ、あの辺りは。で、ローマ帝国に・・・

。げっ、予告編じゃなくなっちゃうから、後、簡単に・・・。

だぁーーーら、ガリアの土地の先住民はケルト人、ここにローマ人が入る。うで、ゲルマン人

が入ってくる。

で、ローマ帝国と呼ばれる広大な地域の一等地にガリアはあった。うで、ぐちゃぐちして、東ロ

ーマと西ローマになって、真ん中になんちゃらかんちゃらと、今のイタリアがあって、うんちゃ

らかんちゃらしているうちに、ゲルマンのゴート族が入ってきて、ローマ帝国が滅亡して・・・

。はあはあはあ、俺、疲れてんだけど、ねぇー。

結論、フランス人とは、ケルトとローマとゲルマンの混血なのだ。分かりやすくすると、ケルト

とドイツとイタリアの混血。

なんかさぁー、アメリカ合衆国の先駆者なのだね。諸々の民族のフリージャズだったのだ、この

国は。

「おフランス野郎」は、こういうことを認識しないといかんぞ。現在のフランスの、移民が問題

視されているって？　ばぁーーーたれっ、もともとが移民の国なのだ。結構いるのだ、いけしゃ

ーしゃーと、「裕さん、あの辺り、あたしはいかないわ、移民が多いから」。なんぞという在住

日本人が。第一、フランス自体が移民の集合体。うで、大体、俺たち自体(フランス在住の日本人)



が移民なのだっての！

追記　続くかもしれんけれど、疲れてっから禁則文字の推敲は、しましぇーーーん。お辞儀。

　



ガリアと呼ばれた土地

2014.11.29 Sat
紀元前６００年頃　古代ギリシャ人　植民都市マッサリア(マルセイユ)建設　ローヌ川沿いに北に
拡大

紀元前５世紀　ケルト人(中部ヨーロッパに住むインド・ヨーロッパ語系言語集団のひとつ)が本格
的に移動

紀元前５８年　ローマ人カエサル、ガリア武力征服開始　ケルト文明とローマ文明の融合が始ま

る(ガロ・ローマ時代)

３９５年　ローマ帝国(現在のポルトガル、スペイン、イタリア、フランス、ドイツ、イスタンブ
ールまでの領域)　東と西に二分

西ローマ帝国へゲルマン人が移動　更にゲルマン人東ゴート族が移動開始

４７６年　西ローマ帝国滅亡　この頃、既に融合が始まっていたケルト・ローマ人(ガロ・ロー
マ人)とゲルマン・ゴート族、ゲルマン・ブルグント族、およびゲルマン・フランク族との融合が
始まる

ケルト人、ローマ人、ゲルマン・フランク族、この融合体がフランク王国の起源である。更に、

ゲルマン・ブルグント族、西ゴート王国のゴート族、これが加わる。

８５３年　以前のローマ帝国領に、ほぼ、近いフランク王国が三分される

詳しいことは割愛させて頂くけれど、この辺りで、フランス、イタリア、ドイツの原型が始まっ

ている。西フランク王国を仮に現在のフランスとすると、当然、東のそれがドイツである。そ

して、西フランク王国にゲルマン・ヴァイキングがノルマンディーへ侵入してくる。

非常に大雑把な表記なのだけれど、私は史家ではないから、お許し願いたい。私が興味を持って

いることは、ひとつなのだ。「フランス人の起源」、以上なのである。昨日、書いた、ローマ人

＝イタリア、ゲルマン人＝ドイツ、フランスは、こういう風にいかないのが、長年の疑問だった

。どうして、フランスがラテンと呼ばれるのかもピンとこなかった。

フランス人とは、ケルト、ローマ、ゲルマンの混血なのである。しかし、教育学問上はローマ帝

国のそれを下敷きとしている。「ローマ化されたケルト・ゲルマン人」という結論なのだ。二十



一世紀の現在は、これにアフリカ大陸とアラブ諸国が加わった。フランスという国の繁栄は、こ

の移民の混合体がベースにある。アメリカの台頭がフランスを安易な世界ランキングから引き摺

り下ろしてしまったのだけれど、移民の集合体の先駆的な国、その歴史のノウハウは、絶対にア

メリカを凌駕しているはずである。自国の批判をしつつ世界一だと誇る、このフランスという国

、正直、心底、見直している。パリ市の標語「たゆたえど沈まず」。非常に身に染みる。この

国は、すでに、グローバリゼーションを歴史の中に内包している。なんの危惧もないのだ。絶

対に、沈まない、このフランスという国は。そんな柔な国ではなかった。我が母国の対応能力は

、私には分からない、残念ながら。

　



人間の歴史

2014.11.30 Sun
フランス史の勉強をしていると、よく分かる。領土拡大、殺戮。延々と、私たちは、こういうこ

とをしてきたのである。皆さん、ご存知の通り、同族を殺す、こういうアホなことをするのは我

々だけである。富岡多恵子さんは、人間を「ヒト」と書く。どうしてなのか、私はよく知って

いる。

第二次世界大戦の終戦から、たかだか七十年弱しか経っていない。

七十年前まで、延々と愚挙を繰り返してきたのだ、我々は。我々？　日本もフランスも止めたけ

れど、終わってはいない。世界の各地で、まだまだ愚挙は続く。愚かさに気が付くまで・・・。

ほとんど、日常が幻覚になってくる。馬鹿なことだ。

領土拡大、殺戮、たぶん、この原型は、私の独断では、性欲と打算と男と女、この図式にあるは

ずだ。男も女も、もう少し、その原型から抜け出した方がいいと思う。ホモとかレズ、それはそ

れで構いはしないけれど、そういう意味ではなくて、思考回路がフリーである限り、脳内の渋滞

は起こらない。愚挙の彼方に、我々は芸術というものを発明した。芸術、私には理知と同義なの

である。だから、芸術家の嫉妬だ諸々の戦闘体制、もし、そうならば、名乗らない方が賢明と申

し上げる。自称ほど、性質の悪いものはない。



緊急救助隊

2014.12.01 Mon
本日は、１１月３０日２０１４年日曜日。この記事のアップは明日。でね、さっき、ブログを開

いたら「人間の歴史」ちゅう記事が、私のブログに出て来た。書いた記憶がない。ということは

、私じゃないだれかが書いたのだろう。いや、私の中のだれかが、かしら？　ちょっと、びっく

りしたのだ。おっおっおっ、なに、この記事ぃーーーって。「アル中は今」の前兆なの？

またまた、来週末まで更新様とはお別れになる。その前に、先週の水曜日の学校風景。火曜日、

コンサートだったから、二日酔い。午前８時４５分、学校到着。すぐその後に、緊急救助隊の制

服を着たおじさんっても、私ぐらいの年、が、巨大なリュク背負って、片手に子供の人形、ベレ

ー帽にダリ髭、入ってきた。やや目が怖い。そりゃそうだろう職業柄なっと思った。

講義の前に、簡単な自己紹介をさせられる。目が笑っていない笑顔。本人の自己紹介。目が笑っ

ていない。そりゃそうだ生死の境目で生きて来たのだから、と思った。

午前９時から午後の６時半。昼食時間１時間を除いて、このおじさんのワンマンショウ。救助の

仕方の所だけ、超マジ。それ以外は、ジョーク、駄洒落。偏屈ジジィー、偏屈ババァー、緊急時

なのに纏わり付くガキ、気を失ったアル中、喉にものが詰まったおばはん・・・、迫真の物真似

の連続。この物真似力っ！

二日酔いの長ぁーーーーーーーーーーーーい一日を想定していた私。この超絶お笑い芸人緊急救

助隊隊長殿のお陰で、超絶的ワンマンショウを見させて頂いた。終わった時、生徒全員の拍手っ

！　生死の狭間の中で生きて来たからこそ出来る究極のお笑い芸であった。私は、目に涙さえ浮

かべていたのである。こんな講習会もあるんだねぇーーーって。

しかも、緊急時の対応は、もう、強烈に脳インプットされている。見事である。そして、私は緊

急救助士一級認定されたのだ。



ジャズメン的人生

2014.12.03 Wed
和風スパゲッティーを作ろうと思いながら、突然の寒波の中、リュック背負って坂道を上り帰宅

した。朝、学校に向かう時は気温一度で日中は四度。寒いのだ。で、帰宅したら、すでにカミサ

ンが夕飯を作っていたから、突然、ブロ愚りタイムができた。うっししし。明日は、学校の後、

コンサート。当然、うっししし、その翌日の午前中はさぼることにしちゃった。校長先生、事情

を知っているから、ノープロブレムだって。と、忙しいことこの上ないのだけれど、うまぁー、

四半世紀、超絶多忙状態をしていたから、難のこれ式で解決してしまう。でね、結構、こういう

感じ、いいのである。やはり、オヤジジャズメンの背中は、寂しげじゃぁーーー、イカさない。

ちょっと、笑っているような感じで、めらめらとジャズの炎が立ち込めているような背中がいい

わけなのよぉー。ジャズは本質的に暗い音楽だから、背中は笑っていないといけないというアル

キヘンデスメンデルスゾーン法則なのである。聞いたことない？　ところで、わたくしは英語が

クラスで三番目に上手い。アメリカの大学を出ているやつには、当然かなわないし、二年間ニュ

ーヨークをふらついていたやつにもかなわないけれど、最年長生徒としては立派立派のリンパ腺

。でもねぇー、ついついジャズメン英語になるのがタマにキズ。へぇーーーいめぇーーーん、

やぁーーー、ですべてが伝わるからヤバイわけ。「イサオ、あなた、英語上手いけれど、どこで

覚えたの、そういう英語？」という目をアメリカ人の素敵なシンシア先生はしているのである。

「はい、次は、シャルを使って文章を作りましょうね」。わたくしとニューヨークふらつき二人

、急にゲラゲラと笑ってしまい先生困惑。ニューヨークふらつきが笑いながら、「先生、俺、

ニューヨークのハーレムに行ってたんだけれど、シャルなんて使ったら殴られてたと思うよ」ゲ

ラゲラゲラ。もう一人の変な日本人生徒、「先生、シャルウイダンスウイズアス？」。先生、ゲ

ラゲラゲラ。なんか仲良しになってしまったのだ。シンシア先生、元デザイナーで二年半前から

臨時英語教師。俺より四つ年長の素敵な先生である。「オールデストの意味は？」「はい、俺

です」「イサオ、あたしです」ゲラゲラゲラ。

追記　上の写真、やっと、取り替えて、ついでにプロフィール写真の色調も変えちゃった。後者

を気が付いた方がいらっしゃったら、凄過ぎ嬉や。左から、伊沙子こと俺、オリビア・セママ、

真子ちゃんこと真師匠、ポール・シュヴィゲンシュローグル。会場にいらしたプロが撮ってくれ

たらしい。分からんのです。深謝致します。真師匠が、ほっと送ってくれたので。めどうなので

、禁則文字のチェックは、止めちゃった。ごめんちゃい。



お寒ぅございます

2014.12.06 Sat
本日は、はるばる来たぜ土曜日。学校とコンサートと、まったくもって五十半ばのオヤジがやる

ような生活ではない。でも、懲りずにしている。いつになったら盆栽と戯れる日が来るのだろう

？　ねぇーだろうなぁー、ジャズメンにはなぁー。全然関係ないけれど、俺の周りでゴルフして

いる奴は皆無。ゴルフ、すげぇー楽しそうなんだけれど、まっ、ねーだろうなぁー。ピアノさえ

、一丁前じゃないから、他の練習をする余裕はねぇーだろうなぁー。と、書き出してはいるのだ

けれど、脳内ブログリングシステムが崩壊しているから、特に、これを書くぞっちゅうのがない

わけ。だから、だらだら・・・。

おっ、考えてみたら俺の行っている学校の生徒の半分は、俺の子供たちの世代。どう考えてもそ

の父親の年代の生徒がいるのは、相当にして変ではある。一緒に英語の勉強なんてしているから

、へんてこりんな構図だ。まあ、うちの娘にいわせると、「うちのパパは、その精神病ではない

けれど、ちょっと、キチガイ的」って、先日、友だちにいっておったなぁー。変なオヤジでは

ない。キチガイ的オヤジ。なんだか分からん？　しっかし、寒いのだ。外も、懐も。



できたてYouTube

2014.12.07 Sun
先日のコンサートの打ち上げで、「俺よぉー、二月半ばぐらいからよぉー、社会復帰すっか

らよぉー、音楽活動とは、ちと、疎遠になるかもしんない」といったら、仲間から串刺しにな

った。意気地なし、裏切り者、堅気には戻らせん・・・。「えっ、あっ、いや、ちょっと、当初

だけ様子見で自制するっていう意味なのよぉーーー」。「ならいいけど、まっ、様子見ちゅうて

も一ヶ月ぐれぇーで十分やろ」だって。一度、「邪頭」の刺青を入れちゃうとねぇー、こうな

っちゃうわけね。でも、仲間たちのいっていることは、その通りなのである。ジャズ屋を続ける

ために社会復帰するから、止めてしまっては本末転倒。とはいえ、二束の草鞋のシビアさ

はよぉーーーく知っておるのだ、私は。世間様はそんな甘くはない。今までは、今より若かった

からなんとか体力が続いた。けれど、今後の人生気象情報は、この体力気力の衰えと共に荒波を

渡ることになるから、テイクイットイージー、メェーーーンシステムにおすがり付くしかないで

あろう。しかし、ジャズも世間様も手抜きをすると狸と呼ばれるから、それはでけん。

うもぉーーー、やっぱ、ジェームズ・ボンドの世界かよぉーーー。しゃーないわな。

ところで、最新コンサート映像をお送り致すのである。ベースがオリビアに代わって四回目のコ

ンサート。ポールがゲスト、これは二回目。すでに、強靭なユニットの予兆が現れている。我々

の音読みの素早さは、やはり、職業病。ポールと私は同い年。真師匠が一回り上でオリビアが二

回り下。この年齢年輪無視の無法地帯に生きる我々の勇姿っ！　「今出している音以外は評価の

対象にならない」という厳しいジャズの掟があるのである。チャンジー(ジーさん)になると、つい
つい、掟に背いちゃおうかなぁーもじもじとなりがち。「いやぁーーー、僕がね、若い頃はね、

凄い音を出していたんだよ、だからさぁー、いいじゃないの(コピーライト、日本エレキテル連合)
、なっ、お若いの」。で、仲間から串刺しにされる。「紀元前か、おめぇー、ばぁーろーーー」

って。

また、来週末、あっ、来週末もコンサートだよ、うひょ、次の更新まで、細切れに聴いててね。

お付き合い頂いている方々へは、もう、巨人の星的涙涙で九十度のお辞儀です。



布団の中で

2014.12.08 Mon
へたばっているから、布団に入り、目を閉じようとしたのだけれど、書き欲がなぜか込み上げて

来る。どうしてなのか？　もちろん、私は良く知っている。日毎の社会復帰準備の風景が、私の

中で堆積しているからだ。元々、私は「詩」を書いていた。視覚の印画紙に焼き付いたものを忘

れることは、容易いことではない。「肌の色」「宗教」、このふたつについて書かなければなら

ない。フランスに限れば、アフリカ移民、つまり、黒人アラブ人が非常に多い。それからアジア

移民、ベトナム、カンボジア、ラオス・・・、過去の歴史の流れの中で、こちらも多い。ポルト

ガル、スペイン、イタリア移民も多い。

黒人、アラブ人、黄色人種、白人。黒、茶色、黄色、白のカクテルである。回教徒、カトリック

、プロテスタント、仏教と、これまたカクテルである。

私は、肌の色、まったく関知しない。それから、私は無宗教であるから、こちらも関知しない。

そう、私は、それぞれが個々人で信じているものがあればいいと思っている。信仰という言葉は

、むしろ、好きなのだ。それが、私にとっては、ジャズという音楽かも知れないし、仲間たちか

も知れないし、うん、そうだな、でも、自然が最も好きだし、怖いし、諸々の我々の摩擦は飲み

込まれてしまう、などということは、生まれた時から知っていた。



差別

2014.12.09 Tue
ブログを更新する時間がない。なのに、更新している。疲れていると、頭が冴えてくることは、

皆さん、ご存知の通り。時間がないから、書き欲が凝縮する。

諸々の差別があるけれど、一番、分かりやすいのは人種差別だろう。私が、通っている学校の全

校生徒数は１２である。以前、その出身地を書いた。国籍がフランスでない生徒は、私だけだ。

私以外の１１名のうち、出身地がフランス国の生徒は、２名のみ。日本の方には、分かり難い、

こういう感覚は。つまり、単純に書いてしまうと、「白人は２人」なのである。黒人、アラブ人

、東洋人となる。

私は、フランスに上陸した時から、今まで、「排他的なジェスト」は、本当にわずかである。

まあ、一万回ぐらいだろう。私の仲間たちの「それ」は、推定するところに八十万回と思う。こ

ういう状況下で生きてくると、性格が歪む。

どうして、私だけ「移民」ではないのか？　単純に国籍が日本だからである。もっと、はっきり

書いてしまうと、「貧困から抜け出すために選択肢がなくフランスに来た」のではない。もっと

、金持ちの国から、私は「自分の意思で」、フランスに来た。ここから、そもそもの構造が違う

。

彼らと、毎日、ケバブ屋で食事をしながら話をしていると、浮かび上がってくるのである「本当

のフランス」が。

「差別」、そう、自分の能力外で「それ」をしようとすると、一番、簡単なのは・・・。カース

ト制度のようなものができてしまう。

白人が黒人とアラブ人と東洋人を「下に見る」、白人ではないから、という単純な数式。で、こ

ういう見方をするフランス人は、ご安心なされ、多数派ではない。だって、こちらが差別してし

まう、馬鹿な奴だと。能力無を露呈し過ぎ。

そして、人間の世界の拙いところは、差別される側が、逆差別のベクトルを描くのである。「白

人に、ジャズは分からない」なんていう、黒人の馬鹿助が現れる。

こういうことは、即刻止めるべきであるし、日本の方々の本当の意味のグローバリゼーションは

、申し訳ないけれど、これからだと私は思っている。大国の存続は、移民なしには歴史上はなか

ったから、日本の存続は、二つに一つ、子作りか移民。そして、前者は、日本国が世界最低レベ



ルなのだから、後者になる。お若い方々の方が、ピンと来ている様な気もしている。

なんか、申し訳ない。イサオ節から、少しずつ、本物フランスへとブログが移行し始めている。

じゃ・・・。

ピアノ練習中　裕センセ

「お父さん、米びずが空ですけれど・・・。ひえしかございません」

「ひえぇーーー、おい、玉枝、どうして？」玉枝、もじもじ。

「あわはないの？　あわあわあわのバブルぅーーー、きょ。りゃ、俺がバブルなの？」玉枝、

頷く。

「おい、玉枝、つまり、ピアノの稼ぎと出るお金のアルキヘンデスなの？」玉枝、頷く。

「おい、玉枝、しっかし、そうならそうと言って頂戴、ロンドンのMに電話すっぺ、そうなら」
「もしもし、Mちゃん、コードネームIY007のイッちゃんだよぉーーーーーん。あららららぁー、
Qちゃん？　お久しぶりねぇー、うで、仕事、ある？　あるあるある？　げっ、あり過ぎは駄目駄
目よぉーーー(コピーライト、日本エレキテル連合)、うで、あるわけね？」
「おぉーーーい、玉枝、苦労掛けたねぇー、悪いんだけれど、畑の奥のアストン・マーチンの鍵

とさぁー、ありゃ、ワルサーPPK、どこの箪笥に入れたっけね？」



日本に行ったことのあるフランス人

2014.12.10 Wed
私の周りに、結構いる。日本に行ったことのあるフランス人。彼らの意見は共通している。

礼儀正しい。身なりが綺麗。人が多いのにイライラ感がない。すべてが、丁寧できちんとして

いる。町が綺麗(注、町並みではありません)。町全体に漂う「暴力臭」がない。治安が途轍もなく
良い。食事が美味しい。交通費以外の物価は安い。

と、皆、絶賛する。私も同感である。私の返事は、「うん、僕も日本というか日本の人たち、大

好きなわけ、でね、外国人として行きたいのね、でも、僕、日本人だから、そうはいかんわけ、

分かるかしら？」。皆、分からんという。で続ける。「日本ちゅうところはね、会社依存症の国

なわけ、僕は駄目なの、そういうの、分かる？」というと、全員、ウイウイウイ。

たとえば、パリとかニューヨークとかロンドンで、うたた寝なんぞでけん。いつも身の危険感、

つまり、第六感が機能しているから緊張している。盗難、暴力と合法的ではないことが、いつ起

きてもおかしくないからである。ちょっと、動物の感覚。もちろん、我々も動物なのだけれど、

幸いにそっち方面は退化した。でも、こちらでは、なんか研ぎ澄まされてくる。

当然にして、こんな能力を使わずに生きていたい。今まで、私のブログにお付き合い頂いてい

る方々は、この「暴力臭」の原因がどこにあるのか、お分かり頂けると思う。多民族、多宗教、

貧富。これから発してくる。いや、違うな。それが悪臭の根源ではないな。その摩擦と衝突だな

。だから、摩擦と衝突がなくなれば、悪臭もなくなるという数式になるけれど、残念ながら、人

間様と呼ばれる退化した動物は、あんま、頭が良くないのである。違うな、脳力は途轍もなく発

達したけれど、どうも、あんまり英知がないのだ。折角ねぇー、芸術という素晴らしいものを先

人が発明してくれたのにねぇー。芸術、この社会的に無意味なもの、唯一、個々人の心の中に入

り込めるもの。あっ、俺って、やっぱ芸術至上主義者なんだろう。



二日酔い

2014.12.14 Sun
昨晩は、北駅の近くの短編映画製作会社でのコンサート。映画機材満載のホールに、ドイツの素

晴らしいアップライトピアノ、バーンシュタイン。もう、そこいら辺のグランドピアノを凌駕し

ている。

本来なら、ベースのオリビアがいるはずなのに、彼女は別のコンサート。真師匠とトランペット

のポールと私のトリオになった。ベースレスのトリオなので、どうしても、ピアノが饒舌になる

。ぎんぎらぎんに弾き捲くって、美味しいワイン、イベリコ豚のハムだサラミだ、山盛りチーズ

だと食べて飲み捲くった。結果、脳が赤ワインの中に浮かんでいる。

そういや、詩人の田村隆一さんの朝食はビールだったなぁー。私は、飲み助ではあるけれど、さ

すがに、朝から酒は飲まんなぁー。



寒い寒い

2014.12.15 Mon
今年のイル・ド・フランスの十二月は、結構、シビアにムサイ(寒い)。全身、札束塗れだと暖かい
のかしらねぇー？　そっちもないし、第一、贅肉もないから寒い。二日酔いから解放されたと思

ったら、咳と鼻水。熱っぽいから、一日中、眠い。これで、へこへこと学校に通っている。今日

の午後は、瞼との戦いであった。午前中は、中間テストみたいな感じで、はっはっはぁーーー、

書いちゃうね、またまた、一位なのだ。そっ、私は社会的な馬鹿なのだけれど、脳機能は、まあ

まあ、いい方なのだよ。頭がいい？　うーーーん、そうもいえるようないえないような・・・。

超高性能まではいかないにしても、馬力はあるはずなのだ。車だと、なんだろう？　

フェラーリまではいかんだろう。だって、嫌味じゃん、そういういい方。謙虚に、F1。えっ？

ひそひそ、裕センセの脳機能は、ガソリンと赤ワインのハイブリッド。プリウスぐれぇーだろっ

てなぁー。

おいっ、人のブログに、勝手に書き込みしないでっ！



私はKY？

2014.12.17 Wed
「KY」が「空気が読めない人」の略と聞いた時、その日本語センスのどん臭さに辟易したことを
覚えている。「あんなぁー、それこそ、日本語KYじゃん」と言ったのだ、私は。当時の部下に。

ところで、営業マンとして、約三千人のお客様に十四年の間に接した。クレームが来た回数が二

回である。その理由は、私がKYだからである。超絶的な低打率であることは知っている。けれど
、そのお客様に関しては、KYなのだ。

しかし、友人関係。たぶん、七人に一人ぐらいの割合でクレーム。

私は、酔うと「有吉化」するのであるが、私の方は、「親近感を込めてのジョーク」と解釈して

いる。これが、外れる。私の親近感ほど、あちらは、私に親近感を持っていない、から、「嫌

な奴」になる。

某日系企業の辣腕営業マンであった私の友人関係のクレームの高打率。どうして？　当然、後者

が私の本当の姿だからである。



TuとVous

2014.12.18 Thu
フランス語を齧ったことのある方は、ご存知の通り。英語のYouに当たる言葉が二つある。日本
語は、大変に複雑。

あなた　あんた　お前　おめぇー　てめぇー　君　おいっ　・・・

英語は一つなのに、フランス語は二つである。この使い分けに微妙なフランス人心理が現れる。

細かい説明は、へばってっからしない。

たとえば、ミュージッシャン。初対面から、問答無用でTu。先輩後輩年功はゼロ。うん、そう、
「仲間」ちゅうのは年功ゼロになるから、想像はできるはず。「仲間意識の強い職業」は、いき

なり、Tu。でも、私の息子と娘の友人が私の家で夕食なんちゅう時は、私はTuと言うのに、向こ
うはVousだ。年功感覚が、最近の若いフランス人の方が強い。ちゅうことは、「仲間」ちゅう感
触がなくなってきている、と、いうことになる。私は、どちらでも構いはしない。うん、オヤジ

だし、ミュージッシャンだから、私自身は「仲間」を大切にしたいと思っているけれどね。大切

だと思うんだけれど・・・。ウザイ？

でもね、私は緊急対応士一級なのだ。心臓発作で倒れている人の初期対応ができる。私がその場

にいると、存命率が四十パーセントぐらいになる。いないと、五パーセント。人間自体が、もし

、「仲間」と解釈すれば、私は、絶対にその人に駆け寄る。明日は我が身だけれど、我が身の周

りが、あまりに他人ではいけないと思うちゅうか、私が存命率を十倍ぐらいにできるんだから、

介入する。当然である。生きている人が残されないように助ける。だから、倒れさせんのだ。人

生は本人のものではないからである。他人のために生きている、生かされている、意欲をもらっ

ている、なんでもいいけれど・・・。



花金

2014.12.19 Fri
ミュージッシャンに、花の金曜日なんちゅうものはない。演奏がある日とない日となるから、曜

日はじぇんじぇんない。でも、オヤジ学生としてはある。で、花金なので、赤ワインをちびちび

やりながら、これを書いている。ついでに、先日の演奏も聴きながら。相当に、マニア向けにな

っちょる。

で、学校の試験に「エシェル通りから、北駅まで、大通りを通らずに最短時間で行けるルートを

書きなさい。および、道筋の歴史建造物、観光スポットも書きなさい」だって。第一、大半の人

はエシェル通りがどこどこ？　となる。幸い、私の最初のオフィスの近くなので知っているのだ

。結局、そこから北駅までの裏道を書けちゅうことなんだけれど、私のオフィスは、エシェル通

りの次の通りだから、これまた知っている。学校最年長の年の功である。やはり、積み重ねて来

たもの質量が圧倒的に多い。若いもんに負けんっ！　なぁーーーんてことはない。負けたいのに

、勝っちゃう。嬉しくないってのっ！　で、私が試験の度に一番である。「ずけぇーすげぇー」

と若造たちが騒ぐ。嬉しくない。五十五年も生きているし、同じ会社の旅行部門に十年。別部門

の営業マン十四年。当たり前だ。嬉しくない。

で、私はにこにこしながら「なろぉーーー、あのジジーーー」と、彼らがライバル心剥き出しで

かかってくることを大いに期待しているのに、皆日本語で、「センパイ、センセイ」だよ。ち

となぁー、お前ら優し過ぎっ！　俺なんて、引き摺り下ろしてくれっての！

一度よぉー、ジャズメン、やってみぃー。「その時」「生きている、その一瞬」しかないのだ。

だから、現在形が一番なのである。病身じゃないよ、秒針との勝負なのだ。と、まっ、そんなに

気張らなくてもいいけんちょも、毎回、俺が一番で、おめぇーらが、拍手なんかすんじゃねっ

ての！　このままだと、学校のビートたけしだぜっての！　おめぇーーーらの時代だよっての！



TuVousLa

2014.12.20 Sat
「Comme tu veux」裕イサオ日本語訳「ツブラのように」。

その前にSakuraiさんの「cocode note」の「手紙を書いた」を拝読。毎々と同じく、ふーーーむ、
と仰け反る。「天性のエッセスト」とは、sakuraiさんのことを指すのだ。この優しい目線、だけ
ではない、鳥瞰目線、でも、鳥瞰目線は、普通はキツイ文体になる。でも、sakuraiさんはなら
ない。この均衡、拮抗は脱帽なのである。難しい、本当に。私にはできない。追って書こうサク

ライ「君」のことは。

でね、久保(はつじ)の兄貴の愛犬の名は、この記事のタイトルである。兄貴は、ランボーに精通し
ているから、こんな洒落た命名をなさられた。しかも、である。「ツブら」と複数形なのだ。こ

こに、前人未踏のブログワールドを構築している兄貴の本領が現れておる。以下、わたくしなり

のkubohatsucodeの読解を試みてみる。

「つぶ揃い」兄貴の分身の術。ツブラが、ぎょわーーーん、百ぐらいになった状態。

「つぶらな瞳」これは、そのままである。ツブラの瞳。

「ぶつぶつ」これは、兄貴が、裕ちゃんの影響下の元に、ツブラにお話をしているミュージッシ

ャン用語。

「小粒」これは、ツブラが小さいからだ。

「ツブラのように」この解釈は難しい。嗅覚だぜっ。目線を地上に・・・、諸々の解釈ができる

。しかし、兄貴のことだから、たぶん、自由に生きろっ！　かちら？

ところで、兄貴はランボーに精通していると書いた。ランボー系、私の知る範囲では、アル中る

が大変に多い。これを、オジギャグとするのは、早計である。たとえば、ボードレール系は、麻

薬が多い。シュールレアリズム系も、そうである。で、アルバート・アイラー系は、

ぎょ、両方である。

幸いにして、わたくしは、麻薬はやらない。第一、アル中る、愛煙家。これに、麻薬まで加わ

ると・・・。

「親不孝の極北、ミュージッシャン、裕イサオが覚醒剤不法所持にて、成田空港にて逮捕されま

したっ！　おっ、両手にお縄、ジャンパーを被っております。あの、自己顕示欲の塊の裕

ちゃんが、頭からジャンパーぁーーー、世も末だっ。福島のご両親の面倒も一切せず、海外

プータローの裕ちゃん。家業も継がずのプータロー、そのそのその園まり子の本国への帰国が、

なんとぉーーー、この様ですぅーーー、あいつは、人間なのか？　全国閲覧数百七十万を誇る久



保はつじ氏へ、ご教示頂くしかないのでしょうか？　あの姿ぁーーー、鬼畜ぅーーー」って、な

っちまったら、いくらなんでも・・・。



小説「ピアノは私だ」

2014.12.21 Sun
という小説が、私のパソコンの中にある。ひとつの文学新人賞に応募。没。そのあと、もうひと

つに。没。どのレベルで没になっているのか、私は応募している文芸書を定期購読していないか

ら分からない。先方から、なんらの連絡もないから、当然にして没である。たぶん、いつものよ

うに下読み段階ではねられているはずだ。うーーーん、その理由を知りたい気も少しするのだけ

れど、うん、自分でも大体分析はできる。そう、たとえば、私がジャズピアノのコンクールに参

加したとする。絶対に予選ではねられる。あまりに自己流とか、めちゃめちゃじゃんとか、基礎

がなっとらんとか、せいぜい、大変に面白いが、コンクールの主旨に合わない。某文学賞の次席

になったとき、芥川賞作家であるおふたりの審査員から、まったく、同じ主旨のお手紙をそれぞ

れから頂いた。「とても良く書けているが、賞の主旨とは合わないため、見送らせて頂いた。次

回作に期待する」と。で、拗ねるのかというとじぇんじぇんなのである。なんかね、よっ、それ

でこそ裕ちゃんっ！　と自分でも思っちゃったりする。永遠のアンダーグランド。うん、それは

それで粋な感じ、ね。

ところで、小説「ピアノは私だ」を電子書籍化するか考えている。でも、公開してしまうと、出

版社からの出版の方向はなくなってしまう。「未公開作品」でなければならないから。でも、出

版社が顧みてくれる可能性は、ほぼゼロだ。そうなると、永遠に私のパソコン内。これも、ちと

、もったいない。まぁー、とにかくくだらない小説なんだけれど、これは、故意にノンサンスの

世界に肉薄しようとして書いたから、そうなった。読み終えると、なんらかの恒常的な至福感と

悟りの境地感が漂うはずなのだ。私自身は、大変に気に入っている。どうしようかなぁー？　

来年、考えっぺ。



ジャズ音

2014.12.22 Mon
ほんじゃらな　しとどの　かすがい　ためなもう

訳が分からんから　空回り

えー　毎度毎度のゴムバンド　お元気でしてはまりますか？

今日は日曜日　だから　明日は　月曜日って　俺たちが　決めた　そうじゃなくたって　かめへ

ん　日月日日でも

でね、私の敬愛する田村隆一さんの詩の一節に・・・

「鳥は鳥の中で飛ぶ」というのがある。

この意味を、分からん人は、うん、無粋だな。

えっ、じゃ、おめぇーは知ってんのか？　はい、知らん、でも、あまりに美しい。

DNAなんちゅう言葉まで浮かんじゃう。
おっ、「人は人の中で生きる」。ぎょ、やばいよねぇー、こういうフレーズ、ね。

詩を甘く見ると、やばいんだよ、な。訳分からないことを理解する能力。これは、大切なことだ

、お若いの。

「スマホ」、おスマに、ほの字。これぐれぇー、覚えろニャンっ！



六週目の学校

2014.12.23 Tue
なんか知らぬ間に、更新していた。今日は、１２月２２日月曜日。更新しようと開いたら、すで

に更新されていた。だれが書いたの？　俺だっ。予約投稿をセットしたこと自体を忘れておる

のじゃ。

とうとう、学校も六週目。だんだん、校長のしゃべり方に棘。

「リッツホテルからムーリスホテルまでの車移動のルートを地図を見ないでいいなさい」。１２

名の生徒の内、９名ぐらいが地図をちらちら。「俺は、５０回ぐらい説明している。六週目

だぞっ。週末に行ってみろっ、そんなに覚えられないならっ。はい、だれか？」。

「はいっ！」、いつも俺だ。「バンドーム広場からカステグリヨン通りに向かって走り、左折し

、モンタボー通りへ。その後、右折してアルジェ通り、再度、右折してリボリ通り」、「はい、

イサオ、完璧です。ムーリスホテルの手前のホテルは？」「はいっ、サンジェームズアルバニー

」「その次の有名なカフェは？」「はいっ、アンジェリーナ」「で、ムーリスの目印は？」「四

枚の旗です」。

「おい、お前ら、やるきあんのか？　六週目だぞっ、５０回リピートして頭に入らない？　ど

うやって、社会人するつもりなんだっ。難しいなら、行って来いっ！　いい加減にしてくれっ、

俺は、虚空に向かって教えてんのかっ、自覚しろっ！」

ひそひそ、なんかよぉー、校長機嫌悪いよなぁー

四十過ぎた親父に、なんだ、あの校長の言い方は、ふざけているっ

俺「まぁーーー、俺はよ、色々とキャリアあっからよ、知ってるけどな・・・。もじもじ、でも

よぉー、そんなもんなくともよ、普通は二回ぐらい聞いたら覚えるけどな。だってよ、そうじゃ

ないと、仕事にならんだろって。色々とよ、各自の自己弁護はあるだろうけれどな・・・」。



受けない

2014.12.26 Fri
年長の方々は、ご存知の通り「坊主の花簪」という、あれ？　諺だっけ？　がある。だぁーー

ーら、坊主頭に簪は刺せないから、無用の長物という意味なんだけれど、お若い方々に「かん

ざし」なんちゅうの分かるのか分からない。髪の毛に刺すアクセサリーの櫛みてぇーなもんだ。

それの先端にお花が付いてる。あっ、そうか、日本のねーちゃんは着物きる時付けるから知って

るわな。突然、久保の兄貴の「犬のうんち駄目張り紙」の記事に仰け反ってしまった。笑い泣き

という微妙な心情が、これほど、見事に活写されているブログなんぞ、そうそうはない。無料で

読めちゃう。感無料。やはり、師匠には勝てんのだ。人間、人生、兄貴はキュビズムしてしまう

凄い人だ。シュールだったりフォーブだったり、脳内万華鏡である。

ところで、沖師匠は七十三歳。真師匠、六十八歳。俺、五十五歳。会社だと、名誉会長、会長、

部長みてぇーな感じだわな。オリビアが三十七歳だから、課長代理にすんべぇー。

でね、俺のブログ、それから音楽、どう分析しても「受けてはいない」のである。若い連中は、

息子娘軍団以外は来ない。そうすっと、オリビアが多少、観衆の平均年齢を下げてくれているけ

れど、一般的には、俺より年長の方々の方が多い。で、どうも、俺より下の年齢層、および同

世代、および年長、どの層にも「受けている気配」がない。

若い世代　なんだぁー、あれっ！

同世代　まだ、やってんだっ、いい年こいて

年長組　もう、わたしはいい、ああいう音楽は、静かに暮らしたい

どの世代ともクロスしない。見事である。しかし、「我々は絶対に止めないし、媚たりしない」

。

どうして？　

アルチュール・ランボーが詩を書かなくなったのは二十歳の時だ。そこから、すべては始まった

。彼の詩の終焉から我々は生き始めたから、いまさら、止めない。ということなのね。これを、

反骨とか気骨とか骨のある奴と呼ぶ。

烏賊にだって骨あんだから、なめんじゃねぇーぞって！　えっ、蛸？　うん、ないねぇーーー。

だぁーーーら、俺は骨のある蛸じゃって！



息子と娘のプレゼント

2014.12.27 Sat
クリスマスのプレゼントに、息子がサンテ・ミリオンのグラン・クリュ、今、息子と一緒に飲ん

でいる。娘が、洒落たシャツ、白とスカイブルー、マチエールがとても綺麗である。いつも、

俺は、スーパーマンでしか衣類を買わんのである。だって、お洒落したってねぇー、なんも変わ

らんのだ。会う人が、毎日変わるのであれば、同じ格好をしていていいのである。なんなら、一

年ぐらい、同じもの着てても、俺は、あんま、気にならんのである。

私とカミサン、実年齢より十歳近く若く見える。いわゆる「若(馬鹿)作り」なのであるけれど、パ
リからたまに来るラグビーマンのような息子と、親馬鹿の小亀にぃーーー、別嬪の娘が家の中を

うろついていると、「老夫婦」という日本語が、脳内走馬灯。

うっううううぅーーー、立派になったのぉーーー、お前ら、なぁーーー、父ちゃんは、ハッピー

ハッピー法被だぜって！

おっ、親父が「しがないピアノ弾き」、りょ、反面教師の相対性理論の具現化が我が家なの

だっ！　裏自慢だぜって！　と書いたから表自慢に変質したのだ。



師走と学校

2014.12.28 Sun
師走。クリスマスイブ、クリスマス、コンサート、その他の飲み会、学校。忙しいことこの上な

いわりには、結構、ブログは更新されている。そんな無理してやる必要もないのに、なんか、ち

ゃらちゃらと書いてしまう。毎日のラジオ体操みたいになっているのかも・・・。

学校も後二週間。ぜえぜえぇ・・・。へたばってきている。もう一息。卒業証明と緊急対応士初

級証明書と健康診断書を持って県庁に行く。一ヶ月ぐらいで、プロライセンス取得となり、その

後は、超多忙生活が待っている。うへっ、二束の草鞋だっ、またまた。でもね、ここで私がへ

たばってしまうとね、おっ、六年後の定年、その後・・・。ここで、私がピアノの前から立ち去

ってしまうと、まず、私の仲間たちの職業妨害に自動的になる。いくじなしっ！　串刺し。六年

後に、また、よろちくね。ばぁーーーたれっ、戯け者ぉーーー、見放される。でだ、そうなると

、定年後は、一人寂しくソロピアノとなる。相当、悲しい、これは。仲間との丁々発止がインプ

ロビゼーションの醍醐味だから、ソロしかないとなると、老け込むなぁー。ということは、へろ

へろになりつつも続けるのである。ぎょ、なぁーーーんていって居るが、一月から五月まで、す

でに複数のコンサートが設定されているから、ゲルにできないわけ、ね。体力もつかなぁーーー

？

ところで、通学列車の中で「移民と現代フランス　ミュリエル・ジョリヴェ著　集英社新書」を

読んでいる。先日、パリのブックオフでたまたま見付けた。２€。非常に助かる、こういう値段は
。先日も書いた通り、私の通う学校の生徒内容は、外国人一名、これは私である。フランス国籍

移民二世九名。フランス人二名。移民二世の出身国、アルジェリア、チェニジア、セネガル、レ

バノン、ポルトガル、カンボジア。

本書によると、フランス人の三分の一が祖先の中に外国人がいる混合国家。フランス国籍の移民

の推定数約五百万人。フランス国籍を取得していない人口は不明。イルドフランス県は三人に一

人が移民。と具体的な数字とその実情が延々と出てくる。移民一世の生活、意識と二世との溝の

大きさに、予測はしていたけれど、改めて驚いた。ここで、あまり詳しいことは書かないけれど

、私と共通している意識がある。

母国でもフランスでも異邦人、エトランジェなのだ。

私は、幸いにして、自分の意思でそれを選んだ。そうではない彼らの心の奥の暗闇を理解するこ

とは、とても難しい。著者が何度も書いている。「フランスは元々が移民の混合国家である。排

他的な国ではない。それなのにフランスから阻害されているという異常な被害者心理からは何も

始まらない。民主国家であり、実力さえあれば、どんなポストにも付ける。むしろ、恵まれた国



にいるのだ。意識改革と努力、それだけで道は開ける。ゲットーの中に逃げ込むのは得策では

ない。ゲットー内の若者の失業率五十パーセント。これはおかしい」。もちろん、著者は諸々の

現実を十二分に掌握して、このように書いている。非常に熱い方だ。

先日も書いたけれど、「おっ、またまた、イサオが一番かよぉーーー、すげぇーすげぇー、ぱち

ぱちぱち・・・」、こんな定年が近付いている外国人のおっちゃんが一番じゃ、お話になら

んっ！　やっぱ、社会人になりゃーーー、嫌でも分かる。それまで待つか、このノー天気たち。

でもよ、俺は異邦人だ、だからよ、倍の努力がねぇーと同じにはならん。第一、日本人のおっち

ゃんが、フランス語と英語で授業受けてんだぞっての！　俺以外は、フランス語が母国語。お

っちゃんの頭、カチ割れそうなんだよって！　ぜえぜえ。いつもいわれる。「イサオさんみたい

にピアノ弾ければなぁー」。はい、練習あるのみ、なのだ。りゃ、ちと、オヤジブログにな

っちゃったぁー！　おめぇーーーら、応援してるぜって、愛の鞭、愛の説教な・の・よ。

　



年末

2014.12.29 Mon
俺ぐらいの年になると、誕生日とか、年の変わり目なんちゅうものは、どうでもえー。っても、

若い時分から、そうだった。俺は、他力の必要がない。誕生日とか年の変わり目とか、俺の意識

の外の社会的なピリオッド。もちろん、それはそれで、いい感じ。でも、俺は、日毎、脳内変革

に勤しんで居るから、別に、いらんのだ、うなもん。

と、別に水を差すブログじゃないよぉ、そっ、俺は、夏祭りとか、年中行事は好きな方だ。人間

が一体感を持つことは、大変にいいことでもあるし、大変に怖いことでもある。ベクトルの問

題だ。ジャズ隊は、いいのだっ、なんの制約もない。自分を磨くだけなのである。うん、磨いて

磨いて、海辺の小石化するわけね。アイデェンティティーなんぞ、いらん。小石で十分。

すっきりするどぉー。

ぎょ、などと、偉そうに書いて居るが、2015年は、すでにプロジェクトがぎっしりむっちり。

うーーーむ。まあ、どうせよっ、生きてんだったら楽しく行きたいわけ。二十歳でよ、詩書くの

止めたフランスの兄貴もいればよ、日本の金子さんみたいによ、七十で大衆食堂でカレー食べて

、息子にはステーキ。幸いにして、その後、エロ爺としてメディアで有名になって、後になって

、えっえっえっ、すげえー詩を書く爺さんって、皆で驚いた。

テレビもインターネットも、モノホンの検索はでけんと断言してしまう。情報？　文化でも文学

でもない。



2015

2015.01.01 Thu
明けましておめでとうございます。

本年も、ブロガーさん、ブロガーさんご家族にとりまして、良い御年になりますことを！

心からお祈り申し上げます。

こちらフランス、イルドフランス地方は超快晴。とっても寒いですけれど、私の展望台サロンは

サンルームと化して居ります。

長期に渡り、私の愚ブログにお付き合い頂いている皆々様。改めて厚く熱く御礼申し上げます。

今年は、私にとっては新しい出発年。ちょっと違うかしら？　どうやって「絶滅寸前県指定希少

音楽フリージャズの風前の灯火」的、灯火を私自身が守れるのかっ！　という、ちょっと悲壮感

さえ、まったく漂ってはいない年になるのですねぇー。テイクイットイージーシステムおよび難

のこれ式理論およびピアノ禁断症状と諸々の要素がクンズホグレツするのでしょうねぇー。で、

「うん、ピアノ、いやぁー、僕はきっぱり止めましたよぉー、意思が強いんだっ、僕ぅ」、と

いってみる。絶対に、両手が震え出し、目が鍵盤目になってくる。と、やっぱりブログの総タイ

トルこそ、私なのよねぇーと振り出しに戻る。



とても静かに始まった2015

2015.01.02 Fri
昨年の大晦日は、一日学校に行っていたから帰宅後、ややへろへろ。とても、友人宅へ行き午前

四時まで馬鹿騒ぎをする気にはなれず、カミサンと近所の美味しいと評判の寿司屋に行った。先

週末に散歩がてら寿司屋まで寒波の中歩いていった。店内、お洒落、並んでいるお寿司のサイズ

およびお魚の色合いもいい感じ。「三十一日、開いてますか？」「はい、通常通りです」「でも

、値段が特別なんでしょ？」「いいえ、通常通りです」「えっえっえっ、そうなんだ。でも、予

約しないと入れない？」「いいえ、大晦日はとても静かですので、予約の必要はありません」。

カミサンと、いいねぇー、静かにねぇー、お客さん五人ぐらいの寿司屋で大晦日、粋じゃん、そ

れも・・・。と、深酒なしの年越しという私には超珍しい状態が現れた。

ところで、パリもパリの近郊も地方都市も寿司屋だらけになってしまった。以前の中華料理店

が皆、寿司屋になってしまったので。もちろん、パリの日本人街の板前さんたちは日本人。それ

以外は、ベトナム人、ラオス人、カンボジア人・・・のはず。きちんとお寿司の勉強をした板前

さんもたまにいるけれど、お酢の入っていない、つまり、日本米モドキの白米の上にお魚。向こ

うが透けて見えるような・・・。これを、焼き鳥のタレに付けて食べる、なぁーーーんていう寿

司屋が一杯出現。

良くフランス人に「日本人の板前がいる店の見分け方」を聞かれる。「はっはっはっ、店名で分

かるよ。日本人経営じゃないところの店名・・・、東京、新東京、京都、大阪、いただきます、

おいしいね・・・、だろ。で、そうじゃないとこ、たとえば、桃太郎、松田、やすべえ、たから

、ビゼン、遊・・・、という感じね、簡単でしょ」。

とはいえ、ルマンとナンシーの寿司屋は出張のたびに行った。どちらもカンボジア人の板前さ

んだったけれど、非常に研究していて、美味しかった。その旨、板前さんに伝えたら、猛烈に喜

んでいた。ただし、何回目かに、「あのね、ちょっとだけ苦言なんだけれど、凄く美味しいわけ

。お米もゆめにしきでしょ？　俺には分かるよ。普通、モドキの日の出だからね。でね。お宅の

お寿司、でか過ぎなの。二口じゃないと食べれない。おにぎりとお寿司の間。うん、フランス人

の食欲には小さ過ぎる？　じゃ、お寿司の数増やしてさ、同じ量にしてみたら・・・」。

ところで、近所の寿司屋のお寿司。日本人ではない板前さんとすれば、なかなか美味しかった。

元々、フランスはお魚は美味しいところだから、美味しいお寿司を作る。そんなに難しいはずは

ない。技術さえきちんとしていればだけれど。

静かな寿司屋の大晦日。我々到着、午後七時五十分。店内のお客様、約十名。あっはぁーーー、

午後九時には満席！　推定のお客様の数百二十名っ！　築地市場の朝市の中で夕飯取っているよ



うな感じになっちゃって、それはそれで、いい感じ。



久しぶりのピアノ

2015.01.03 Sat
っても、一週間ぶりぐらいだから、ピアノ弾きではない方々の久しぶりとは、大分、違うはず。

普段、相当、ピアノ筋を酷使しているから、ピアノ筋さんたちには、当然にしてバカンスになる

。たぶん、一週間、南仏の海岸の長椅子に寝そべりシャンパン飲んでぇーという感じなのだろう

。で、久しぶりにピアノを弾き出すと、やはり、ピアノ筋さんたちも、バカンスの後だから溌剌

と飛び跳ねてくれる。一週間ぶりに犬小屋から大草原に解き放たれたワンちゃんみたいな感じ。

もう、私の指さんたちは、私とは関わりのない方々なの？　まあぁー、早い早い。首輪？　を引

いても、わちゃーーーと駆けて行ってしまう。飼い主？　の私はぜいぜいいいながらお付き合い

。しまいには、草原を引き吊り回されている。

おっおっおっ、俺ってよ、こんなピアノ上手かったっけ？　という他人事のような感慨が訪れる

。

今年は、イサオ、オリビア、マコト師匠とのアコースティックトリオの強化、および、同じメン

バーでエレクトリックトリオもやっちまおうという計画もある。オリビアは、以前、ロックバン

ドでエレクトリックベースを弾いていたのだ。それと、オリビアと、ピアノ、ベースでアコー

スティック

デュオのビデオを作ろうという計画もある。どっかの城跡とか工場跡とかで・・・。ベルリンの

トランペッター、ポールとの共演、リールのギターの名手クリスチャンとの共演、私のリール時

代のユニットのメンバー、ギターのミモザとの共演・・・、すでに、諸々のプロジェクトが動き

出している。

めげていても、疲れていても、多忙でも、私には仲間たちがいる。音楽は、一緒に、その瞬間、

それぞれの人生という時間を共有できる素晴らしいもののひとつなのだ。私の一貫した態度は、

絶対に、我々のユニットにバンドマスターはいらないということ。全員対等だし、なんの指示も

ない。一緒にぶち飛ぶっ、以上なわけね。私は、ややユートピック脳の持ち主であるから、せめ

て音楽の世界だけでもね、こうありたいのであるのだよぉん。いい年こいてとか、馬鹿かぁーと

かいわれても・・・。きょわぁーーーん。



A業力

2015.01.04 Sun
毎々の手前味噌。ご容赦を。おっ、今ね、「裕イサオ　シンセサイザー集」を聴きながら書き始

めた。我ながら、凄いオヤジだと思っちゃったりする今日この頃のごろごろ。謙虚は美徳なの？

　うまぁー、フランスでは駄目、ね。

でね、私は会社勤めの時は、「営業統括」という恐ろしいタイトル保持者であった。しかも、日

本の大企業のフランスでの株式会社の。従業員が二百名だから、サービス業の中では、一番、で

かいはずである。部下が三十人ぐらいいた。日本人、フランス人、そして、下請けさん。日本か

らの日本人、こちら在住の日本人、フランス人、フランス国籍の移民二世たちと、諸々の人々の

統括をせんければならなかった。うで、競合他社からは、凄腕営業マンとして恐れられていた。

わけ。これは本当のお話だから、本名でブログは書けないし、ピアノも弾けないのね。パリの日

本人社会は小さいから、いい評判も、逆も、すぐに蔓延する。でも、営業マンとして、私を悪く

いう人は、競合他社を除いては、それほど多くはないはずである。うん、私は、やな奴では基本

的にないからねぇー。

でだ、こういう凄腕系の営業マンが「自分のこと」つまり「ピアニストとしての営業」、これが

、じぇんじぇん駄目なの。

わっわっわっ、そういうもんなのね、人間ってな、その、つまり、良識ある芸術系は・・・。

そういう時代は終わっている。芸術家は、まず、なにより国際レベルの営業マンでなければなら

ない。たぶん、先駆者がアンディー・ウォホールだと思う。でも、私は、駄目なのだ。相変わ

らず、デュシャンのまま・・・。でもね、作品のクオリティーは、後者が圧倒している。極北営

業と無営業。アイロニカルな世界でしか、芸術系は生きてはいけないし、ジャフ君とか村上君み

たいな億万長者の出現は、私は、素晴らしいと思っている。芸術＝貧乏の図式は崩壊しても

らった方が楽しい。でも、俺は自分の営業は嫌いなのだ。どうしてなのか分からない。自己顕示

の仕方が複雑なの？



３９km地点

2015.01.05 Mon
今日は１月４日２０１５年日曜日。でも、この記事がアップされるのは明日、月曜日。私は学校

に行っている。月曜日から水曜日まで、フランスの歴史、地理、英語と続き、木曜日は実技。

あはぁー、これで卒業なのだ。マラソンの３９km地点みたいな感じで、国立競技場の歓声がなん
となく聞こえてくるような・・・。えっ？　うなわけない？

いったいなんの学校に行っているのか、現時点ではあえて書いていない。

生徒数１２名のうち、就職先が決まっているのは、一番年長の私だけなのである。でも、大丈夫

。私の同級生たち、彼らは明るいしタフだし、プロのライセンスをこれから取得する。大丈夫。

これから、人生という長い航海、ちょっとチンケな比喩だ、出発する兄貴たち。二十代後半で、

一回、挫折した兄貴たち。諸々の事情、解雇、自主退職、会社倒産・・・、で失業してしまった

中年のオヤジたち、新天地を求めて男性陣に一人だけの女性。

皆、同じ仕事に就くから、すっかり仲良しになってしまった。同級生から同業者へ。この仲間意

識は途轍もなく強い。私はミュージッシャンだから、この感じは良く分かる。徒党を組むのは嫌

いだけれど、一匹狼同士の仲間意識はいかしている。

パリの近郊で、諸々の人生が交差している。



寒波

2015.01.06 Tue
昨年のイルドフランス地方、寒い日があった記憶がほとんどないのに、今年は、寒波寒波。寒い

。

体感温度って、皮膚の表面ですよね？　分からない。皮下脂肪が多い人の方が寒くないのかしら

。熊なんて温かそうだ。それか、膨れたお財布も防寒になるの？　どっちもないから、ひたすら

寒い。さっき、学校から帰ってきて、ふむ、ちと、ピアノでも、なぁーーーんて思ったのだけ

れど、手がぱきぱき。諦めた。こういう状態で、私のいつもの奏法をやると、指骨折する。マ

ジで。新年コンサートが近付いているから、ちと、練習をしたい。しかも、考えたらオリビア加

入後のトリオが、トリオでやるのは初めてなのである。オリビアの繊細なベースを十二分に引き

出すには、珍しくスロー、バラード系で迫るつもりでいる。真師匠は、なんでもござれの超プロ

だから、バラードでもハードでも、「好きにしてっ！」以上なのである。

そういや、私のイメージもあるんだけれど、あんまり、スロー、バラード系は公の場ではやら

ない。まず、難しいのだ。それと、感情移入の仕方が、これまた難しいから、イモになり易い。

やっぱねぇー、ビル・エバンスの凄さは、逆にピアノ弾きの方が、良く分かるのかも知れない。

難しいのだよ、あんな色っぽい弾き方。で、すぐに捻り鉢巻でハードハードハードで煙に巻くと

いうベクトルを描く。まぁ、明るくていいといえばいいんだけれど・・・。ビルの弾き方やって

っと、病気になる。体育会系ピアノ、寒いからねぇー、体温めないとねぇー、と、結局、こうな

っちゃう。で、下手上手ピアノが出現するのである。まっ、いいか？



こっそり

2015.01.07 Wed
黒いジャージの上下に頬被り、ラバーソール(なんのことはないゴム底)の靴。キョロキョロ。
だれもいない。そぉーーーと「日本ブログ村」サイトへ。キョロキョロ。

「Inの順位？　ぎゃ、やっやばいぃーーー、１１位っ！」
ランキングバナーのない師匠のブログは？　ふっふっふっ、俺は過去記事のバナーを押したり裏

工作に奔走しておる人呼んで、裏・工作と申すもの。さぁーーーて、ぎょ、やっやばぁっっ、３

２位っ！

「いやいや、師匠のブログの推定アクセスは１７０万人、ダントツOutだっ！　ぎょ、俺、
１４位、師匠、ぎょ、やっやばぁ、俺が漬物石、１５位」

なんのなんの、注目度は師匠が上だっ！　注目記事注目記事ぃーーー。

「ぎょ、あらららぁーーー、俺の記事１４位ぃーーー、やばぁ」

「よっし、受けない音楽、裕イサオユーチューブチャンネルだっ！　

ぎょ、総再生回数８８５７回ぃぃぃぃぃぃぃぃ、登録者数１９名ぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ、

やべっ！」

たぁーーーりらりん、たーりらりぃぃぃぃぃぃぃんっ！　あっ！　小さな柴犬を連れた男と、な

ぜか目が合った。けれど、私は、ベーゴマの物真似をしながら、バレリーナ挨拶をして、こっそ

りとその場を去った。



兄貴の考察

2015.01.08 Thu
久保の兄貴が、私の愚ブログを記事の中で、複数回に渡り取り上げて下さった。ありがとうござ

います。しかも、スルドイ、ズバリの考察までして下さった。深々とお辞儀です。兄貴、「その

通り」です。

私、「も」、あえて「も」にします、駄目なのです、水戸黄門。

「定型」、これが体質上できないのです。それで、「ジャズ」は、私にはできなくて「フリージ

ャズ」なってしまいます。

我々は、リハーサルを一切しない。コンサートの打ち合わせも一切しない。反省もしない。

その時、その時、一瞬に賭けている。という不逞の輩。同じ曲を同じように三十万回弾くピアニ

ストもいる。こっちの方が受ける。なんどもなんども聴きに来る。裕イサオ、同じ曲をまず弾か

ないし、弾いたとしても、毎回、全然違う。「パン屋」なのに、なにが置いてあるか分からん、

そこそこ、そこが楽しいのよぉーーーという常連さんしか来ないのです。「ウヌ・バゲット・シ

ルブプレ」「へっ、きゅうり」を出す。「ぎゃぁーーーはははははぁーーー」と乗る方しか来な

いのです。というわけで、私はCDを作らないのです。ライブこそ私の音楽の根源なのです。

「定型」の極北に、伝統芸能があります。これはこれで素晴らしい。でも、私は駄目なのです。

「型」、これを受け付けないのです。すぐに喚く。離せっ離せっ、にゃろーーーって！

「受けないまま」、自己満足の世界へ・・・。そして、噴き零れるナルシスとプライドと気骨と

恍惚と満腹を、皆様方へ日毎、お届け致したい所存であります。げっ！

「脳内ハレーション」なのだっ！　私は、「もっと重症の男と出合った」。えっえっえっ、だれ

？　codenameKである。お辞儀です。えっ、私の方が重症？　うな、馬鹿なのコカバァーナっ！



マナカ

2015.01.09 Fri
「マナカ」？　ミュージッシャン用語にしたわけは、私は徒党は組まないからである。私は、そ

れが一番嫌いなのだ。個々人でばらばらの人間たちの密かな「マナカ」、これは、超絶的に愛し

ている。長期に渡り、私の愚ブログにお付き合い頂いている方々は、ご存知の通り・・・。あっ

、「ミツヒのアッコちゃん」。おいおいっ、なんのこっちゃか分からんっ！

１月９日２０１５年　パリは「戦争が始まる」雰囲気に包まれている

これ以上は、書きたくない。私は、そういう雰囲気が一番嫌いなのだ。

そういう雰囲気の中で、五十五歳の日本人のオヤジは、学校を卒業した。今朝、プロライセンス

の申請に行った。一悶着があった。フランス人なら、市役所に出向く、以上という書類が私には

ない。当たり前である。実家からほど遠い市役所に、「私自身ないし代理人」が行かなければ入

手できない。法定翻訳がいる。これを持って行く。物理的に無理である。

同行してくれた近所の同級生が、上手く立ち回ってくれた。代替え書類でオーケーとなる。

現在、「戦時中としての武器」を持った警官隊に囲まれて、諸々の作業をしている。卒業の喜び

自体がどこかに行ってしまいそうである。私は、諸々のものに参加はしない、けれど、心の中で

密かに黙祷した。

「定型」を、私が忌み嫌う理由は、「狂信」に近付くからである。「自由」、脳内だけでも、せ

めて、そうありたい。



複雑な気持ち

2015.01.10 Sat
「グローバリゼーション」、これがなんなのか私には良く分からない。簡単に言ってしまうと「

西洋化」みたいにも聞こえる。もっと直裁に「白人化」かも知れない。アメリカとかフランスと

かドイツみたいにならなければいけない。というようにも聞こえる。

私の母国は、超絶的な優等生である。ただし、だれも疑問葛藤なしにそうなった、「稀な国」。

これが素晴らしいのか、これまた私には分からない。少なくとも、現在のパリの状態、ピリピリ

感を理解不能と判断する。

これに反対する人々が当然にしている。ただし、狂信的なのは、ほんの一部の人々。じっと、考

えてみると、芸術家、フリージャズメン、超少数派である。相当な狂気がないと続けられない。

私は、その範疇に属している。

うーーーん、非常に重たい内容になってしまう。「切羽詰まった暴挙を誘発しているのは、なん

となく、こちらなのではないのか」という大きな疑問が沸いてくるのである。これを、ジャズメ

ンとして解釈すると、「ジャズメンの暴挙の根源は、そちら」である。という恐ろしい結論に

なってしまう。

でね、私の理論上は、一つしかないのである。「なにも信じないことを信じている」。脳が自由

域を出ない限り、暴挙は起こらないし、最終、ユーモア感がすべてを飲み込む。真理はないとい

う真理を多大なるユーモアと共に、真理として理解すれば、すべては・・・。

やはり、デュシャン師匠に出てもらう。「解決などない。そもそも、問題がないからである」。



書かない

2015.01.11 Sun
私は、元物書きの端くれだから、「書かない」ことのスタンスは明確にある。炎上が嫌だとかそ

ういうことではなくて、私には本質的な問題とは思えないからである。私の中の「書かない」リ

ストは、時事、政治、宗教、民族、個々の国の文化伝統・・・、となる。どうしてなのか？　そ

れは、個々人の問題だからである。私が物言いを付ける筋合いはどこにもない。唯一、こちらに

圧力が掛けられた時、これには明確にお答えする。以上なのである。

そして、とうとう、私は私なりの私の中の禁を破らざるを得ない。でも、非常に簡潔に・・・。

私の思いは記事「複雑な思い」の中に、活写されている。これ以上の言及は不要と判断している

。でも、一つだけ日本の方々に分かって頂きたい事がある。以前、「エッフェル塔爆破計画グル

ープ」がフランス国家警察の執拗な追跡の上に発覚し、逮捕、膨大な爆発物の押収という事件

があった。

そして、今回の事件・・・。フランスという国、フランス人の神経中枢に触れた。フランスは市

民革命の先駆者である。「言論の自由」という人権を多大なる流血の歴史と共に築き上げてきた

国である。そして、今回の流血は、彼らの中枢に抵触した。絶対に許さない。そういう国民だし

、絶対に屈しない。そういう国だ。

でも、非常に難しい・・・、私は、なんの擁護も弁解もしない。でも、加害者のバックグラウン

ドが気になってしょうがない。とりわけ、その両親の現在という恐ろしいイメージ・・・。低賃

金でゴミ回収、地下鉄工事をしてきた移民一世の人たちの万巻の思いと悲しみが、なんか伝わっ

てくる。世代の断絶感は分かるけれど、その断絶の距離と現状は、私のような「高級移民」に分

かろうはずもない。本当に、誤解しないで頂きたい。私は、テロも暴力も容認しない。理不尽な

殺戮。理不尽に人生が切断される。そして、である、亡くなった方の後ろに、生きている家族が

いる。個人の人生の破壊、その上に、である、この生きている方々の人生を破壊したからである

。そして、射殺された加害者の後ろにも、生きている家族がいる。彼らは、それも破壊した。こ

ちらにいる苦しみを彼らには理解できない。唯一、「生き地獄」こそ、彼らには相応しいと考

える。死が最後通牒、馬鹿にするな、生きている人々を。



秒読み

2015.01.12 Mon
うーーーん、いつまでブログが続くのか？　秒読み段階に入ってきた。その、続けりゃいいとい

うわけではないのだけれど、でも、続くことは、やはり、結構、人生時間上は、小さな問題では

ない気がしている。盆栽老人が、盆栽をいきなり触らなくなる。これは、やはり、相当にして、

なんらかの問題発生と理解できる。

で、私の場合は、別に重大なる問題発生ではなくて、人生時間の再構成というだけ。その構成上

からブログが漏れてしまうという疑惑。うーーーん、段々、そうなっちゃうだろうなぁーーー、

なんか、悲しい。

以前にも何度か書いた通り、「ピアニスト裕イサオを守る会」の会長なのよって、俺。プリオ

リティーはピアノにある。あっ、痛っっっっっっっ、すっすいませんっ、カミサンの次にね。老

夫婦はねぇーーー、楽しくないとねぇーーー。さっ、ピアノピアノ、えっ、料理？　ここで素早

い裕センセ。ジェームズ・ボンドの挙動で、えび天うどんを作っちゃったぁーーー、舐めんなよ

って、世間様。世間ってさぁーーー、だれだれぇ？　ローラ。



多忙

2015.01.14 Wed
今日も、ブログはパスしようと思っていた。昨日のコンサート映像をムービーメーカーにレジス

ターし、さあ、編集と画面を開いたら雑音。あれっ、まずいなぁーとオリジナルフィルムを見

たら、雑音がない。再レジスターとなり、時間配分に空きができた。昨日のコンサートは、オリ

ビア加入後のトリオがなぜかトリオで初めてやったのである。三人、超仲良しだし気心が知れて

いる。ハード系、バラード、スタンダードと私は弾きまくったのだ。気持ちえがったぁーーー。

三人、へろへろ目のまま、マッサージ室から出て来たような至福の垂れ目で抱き合った。もう、

止められんのだ、こういう人生。

パリの不穏な雰囲気と、私の社会復帰が刻々と近付いている中でのコンサート。なんか、音の世

界で合体ロボ化。至福の境地を三人で彷徨っていたのである。

なんか、珍しくインターネットで見たというお客さんが多かった。日本に行ったことのあるフラ

ンス人のお客さんで、ネットで日本人のグループ？　あっ、珍しいという感じでいらしたらしい

。プロのジャズシンガーも、ずっと聴いてくれた。ありがたいことに、皆、仰け反っていた。ジ

ャズ狂ファンのお一人が、私が珍しく「サマータイム」をイサオ節で弾いたので、半泣きしなが

ら喜んでくれた。「なっ、なつかしいぃぃぃぃぃぃぃねぇーーー、裕さぁーーーん」って。つい

でに、「マイフーリッシュハート」「タイムアフタータイム」も弾いちゃった。後者は、アンコ

ールの、またまたアンコールでオリビアとデュオ。真師匠が客席でじっと聴いてくださった。「

おわぁ、聴いてる方が楽ちぃぃぃぃぃぃぃん」と変な風に喜んでいらした。

とうとう、イサオ、オリビア、真師匠に沖師匠、この四人で、エレクトリックバンドをやること

に

なった。私、シンセサイザー、オリビア、エレクトリックベース。私「うにゃゃゃゃゃゃゃ、嬉

しいけんど、社会復帰の状況しだいねぇーーー、再就職、いきなりお暇ちゅうわけに

もねぇーーー」。皆に「弱虫、意気地なし、なんのために社会復帰するのじゃ、おぉーーー、ジ

ャズのためやんか、本末てんとう虫ぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」と小突き回された。羽毛ぉーーー、す

でに五月末までコンサート予定が入っているちゅうに、＋エレクトリックバンドの立ち

上げぇーーー！　三回ぐらいやろうぜぇ、だって！　おっおっおっ、折れねぇーぜっ！　シンセ

サイザーで、世間を見返したるぅーーー。ところで、世間ってだれなの？　具体的なお名前を挙

げてみろっ！　えーとえーとエートマン。

　



久保の兄貴は「ただの人」？

2015.01.15 Thu
久保はつじ兄貴の記事を読む度に、私の神経中枢に迫ってくるものがある。どうしてなのか？　

私も詩人こそ、天職だと信じていたし、「私は特別な人間」だと思っていた。「特別な人間」？

　本当に、心底、そう思っていた。５５歳と９ヶ月の現在、「今でも、そう、思っているの」？

私は、今でも、「同じことの繰り返し」が、どうしてもできない。二十四年間、私が蔑んだ「サ

ラリーマン」の生活をしていた。でも、毎日毎日、変えた。「仕事」は「遊び」と同義化しよう

としてきた。そうでないと、私は、エトルタの断崖に吸い込まれてしまうという体質なのである

。折れるわけにはいかない。私は、言ったことは訂正はしない。二十歳の糞生意気な私が言った

こと、これは現在でも時効ではないと考えている。それは、若い時分の自分への敬意なのである

。唯一、「あの糞生意気な二十歳の裕イサオ」に対峙できるもの、ぎょ、年輪を重ねた「更に

パワーアップした俺」しかいない。なめんじぇねぇー、若造っ！

と、脳内独り言を日毎繰り返している。この葛藤、この心の老いとの葛藤、葛藤していることが

現役の証明。この葛藤がない人は、そもそも、ブログは書かないだろう。

「久保はつじはただの人？」、とんでもはっぷん、詩人であり芸術家である。金子光春が「僕

はね、詩に愛想をつかしたから、今後、一切、書きません」って「言ってからの詩が金子光晴詩

集の四分の三を占める」。久保の兄貴は、このレベルに到達している稀な方である。たぶん、詩

人に本当になっちゃったからだぜって、兄貴っ！



おスマホ様

2015.01.16 Fri
社会復帰の日取りが大体決まってきた。ということは、１０日間ぐらいは、仮出所みたいな感じ

。うで、暇なのかというと・・・。もう一度、パリの歴史の概略の復習でしょ、新しいエレク

トリックバンドの曲作りでしょ、新しく買った携帯に職業用の諸々のインストールでしょ、うで

、家の諸々が老朽化しているから、諸々の修理でしょ・・・、と、暇にならん。あっ、そっ、エ

レクトリックバンドの名前、一瞬で決まった。仲間の承諾ゼロなんだけれど・・・、「IOM
ELECTRIC」、なんとなくスペルが違う気もするけれど、トリオの頭文字をとるとこうなるわけ
。もう、音作りを始めた。おっ、菩提樹の枝切りはどうすんべぇー、息子に押し付けかしら？

でね、結局、ブログを書いている時間は、今後、なくなる。と思うと、色々と書きたいことが脳

内炸裂する。で、今回、「スマホ」について書くことにした。予告編だと、「年齢によって似て

いる人が変わった俺」「脳シンセサイザー」「私のお気に入りブロガーさんたち」ちゅう感じ。

１０日間でなんとかすんべぇー。後は、へめらもである。ブログの閉鎖はしない。おっ、最後に

、前回のコンサートビデオ添付しちゃいます。私なりには、ずげぇーーーいい感じぃぃぃぃぃ。

今、BGMで聴いている訳。

はい、私の実家の小山の上に、「オスマ様」と、皆が呼んでいる神社があった。凄い長い階段

があったんだけれど、なんとなく、親父とお袋が「いっちゃ駄目」ちゅう目付きをしていた。

から、仲間と行った。階段脇の雑木林とか境内の隅に、パンティーとかブラジャーが一杯落ちて

いた。小学生の性欲に多大なる隠微な甘美なトラウマを授けてくださった。でね、「スマホ」と

いう日本語を聞くと、この神社を思い出す。

うで、ソニーの一番安いそれを買った。99euro、超絶的に安い。フランスは、アイホーンマニア
を除くと、ほとんど、皆、サムスン。サムスンにするべぇーと思ったんだけれど、おっ、日本語

はどうなるのだ？　ここで、胆略な裕センセ、ソニーなら入っているべ、となって購入。基本的

には入っていた。正解だった。でもでもでも、PoBox5.1が入ってねぇーーー、ケチっ！　ほんで
半日掛けてインストールトライ、挫折。グーグル日本語入力でよしとした。大体、私は、電話、

とりわけ携帯が大嫌いなのである。その、「仕事で使う」、これは分かるし現代社会では、マス

トだ。でもさぁー、バタンとトイレ。ズボン下げる。大ちゃん。「あっ、うーーーん、

えっ？　ちょ、ちょ、待ちぃ、うーーーん、こ」とやっている人を、お小水をしながら扉越しに

聞いた時は、正直、これ、病気じゃん、と思った。では、盛沢山なんだけれど、ビデオの前によ

、ノンセンスを一発、はい。

ハレー彗星はいつ見えますか？　はい、晴れの日です

ハレーションとカーネーションの関係は？　はい、晴れた日に金が入るとそうなります



裕さんは二枚目ですか？　はい、そう「でした」



だれかに似ている

2015.01.17 Sat
二年前ぐらいに、同じような記事を書いたのだけれど・・・。たとえば、年代ごとに「私が似て

いる俳優」が、少しずつ変わって来ている。

二十代　松田優作　ただし、松田さんを小さくした松田さん。で、女友達が、「イサオもさぁー

、後五センチだわね」「あっ、身長ね」「うーーーん、足が後五センチ長ければねぇー」=俳優に
なれた。じゃかぁーーーしぃーーー。

三十代　田村正和　最年少課長の後光もあったかも、よく似ていると言われた。えっ？　いい意

味じゃないの？　分からん。

四十代　役所公司　を、女っぽくした感じ、だって。よく分からん。まあ、確かに似てはいるけ

れど、役所さんの方が、ずっと、体格がいいし、男臭い、つまり、ずっとセクシーである。

五十代前半　ジャッキー・チェン　ただし、体と財布の貧弱な・・・、だって。じゃかぁーー

ーしぃーーー。

で、現在。母方の伯父さんに超似ていると言われる。伯父さんは、今年で九十歳。絵描きなんだ

けれど、一家五人は養えないから、定年まで県庁に勤めていた。非常に真面目な勤め人であり、

狂気の絵を描く凄い人である。二束の草鞋をずっとやってきた人である。定年後は、もちろん、

絵、旅行、遍路さんと動き回っている。今でも、電車バスに乗らずに、町中は徒歩である。

伯父さんは、とても、お洒落である。絵描きだから、着ているもののセンスは抜群。伯父さんと

私が二人でサングラスして、妹を中華飯店の前で腕組みして待っていた。妹到着。「げっ、親

子だぁーーー。うちの父親より伯父ちゃんにそっくりぃーーー」だって。

妹の分析では・・・、二束の草鞋、真面目と狂気、酒飲み、ベースケ、根が優しい、非常に似て

いるそうである。

伯父さんには、日本へ帰るたびに必ず会う。必ず、私のコンサートを聴きに来てくれる。「

いやぁーーー、イサオ君の音楽は、俺にはよく分かるんだよ、体全体で弾いている姿がい

いなぁーーー、あなたは、ピアノのバン・ゴッホだよ」。

伯父さん、絵の色々な賞を取っているし、なんかの週刊誌の表紙絵も描いていたから、もしかす

ると、目に留めている方もいらっしゃるかも・・・。でも、伯父さん、絵、気に入った人にあげ



てしまうから、画商は仰け反り。家に一枚も絵がない。



エッフェル塔

2015.01.20 Tue
またまた、フランス史のおさらいを始めた。覚えるのも早いのだけれど、忘れるのも超絶的に

早い。頭というのか記憶力がいいのか悪いのか自分でも分からない。ベルサイユ宮殿の建設年、

もう、すっかり忘れている。うーーーん、十七世紀だよぉーーーん、これしか覚えていない。

第一、覚え難いのだ。前身であるルイ十三世の狩猟の館の建設年が１６２４年。ルイ十四世が増

築を開始したのが１６６１年。ル・ヴォーが担当した二度の増築が１６９８年まで続く。その後

、マンサールが礼拝堂とオペラ劇場を建設。１７７０年に工事が完了しているから、百年以上、

工事をしていたことになる。フランス革命前夜みたいな時期まで、延々と続いていたわけである

。うーーーん、ベルサイユ宮殿の建設自体が、フランス革命の引き金なわけだ。いいや、１６６

１年から１７７０年って覚えちゃう。

でね、観光でフランスにいらっしゃる方々。別に、そんなややこしい年代などご興味がない。こ

れは経験上知っているのだけれど、聞かれた時に、えーとえーとエートマンではかっちょ悪い。

だから覚える。でも、実際に面白がってくれるのはエピソードの方ね。たとえば、「エッフェ

ル塔」・・・。

高さ３２４ｍ。でもね、一番上の放送用アンテナは後で設置されたから設計段階では３１２．３

ｍだった。で、１９３０年ニューヨークのクライスラービル３１９ｍができるまで、世界一高か

ったのだ。じゃ、東京タワーは？　３３２．６ｍなのである。じゃ、東京タワーの正式名称は？

　「日本電波塔」。いやぁーーー、私は、ずっとエッフェル塔のコピーだと思っていたら、設計

者の談話では「理想的な塔を数値で表したら、この形になりました」。つまり、エッフェル塔と

は関係がないということでした。これは、最近まで知らなかった。まあ、ちょっと、エピソー

ドちゅう感じ。で、エッフェル塔は１８８７年から２年２ヵ月で完成(しかも、無事故)。パリ万国
博覧会１８８９年。つまり、フランス革命百周年記念です。おっと、じゃ、二百周年記念の建造

物は？　オペラバスティーユとルーブルのガラスのピラミッド。で、エッフェル塔の設計担当

はエッフェル社。ここの社長がギュスターブ・エッフェルだったわけ。でも、実際の設計は二人

の社員が行ったよう。で、鉄製ではなくて、正確には錬鉄製。炭素の少ない鉄です。と、こんな

説明を早口でやられたら寝ちゃう。

ご存知の方も多いと思う。やっぱ、エッフェル塔のエピソードで一番面白いのは・・・。

ギ・ド・モーパッサン。

エッフェル塔建設(他に二案があったけれど)が決まる。当時の文化人、芸術家たちが建設反対の陳
情書。その反対派の一人にモーパッサンがいた。ははは、実際にエッフェル塔が完成すると、彼

はエッフェル塔のレストランに通い出したのである。そして、あの有名な台詞・・・。



「ここがパリの中で、いまいましいエッフェル塔を見なくてすむ唯一の場所だから」

さすが文学者。やることということがいかしている。

注　歴史の勉強にやや辟易。ブログ書きで「勉強したことに」しちゃったぁ！



5days

2015.01.21 Wed
社会復帰まで、後５日。ちゅうても、第一、復帰していないこと自体が変だよねぇー。もちろん

、私はジャズメンとして社会参加はしているけれど、あんま、必要がないわけ。だから、マネー

も入らない、から、食えない、から、もう少し、食えるところへ移動する。じゃ、復帰じゃな

くて、参加の仕方の変更ちゅうことかしらね。そうね、お金の湖に向かってぇーーーちゅう感じ

かしら？　でね、私はマネーはいらん。けれど、餓死はできんから、最小限度というスタンスで

ある。おっ、このユートピア的発想は、社会では通用しないのだ。私は売れっ子系体質だから、

仕事を始めるとばしばし。真面目にばしばしやっちまうから、がばがばとなる。少しでい

いって！　いっているのに。なんか、この芸能体質ちゅうのは、意外と社会では必要とされてい

るわけね。営業とかサービス業とか・・・。人と人の接触の最先端にいる仕事だから、非常に適

任者が限られるの？　まあ、空気読みとか、しゃべり過ぎないようで、結構しゃべっているよ

うで、本音は言わないとか。まあ、狡猾なわけだ。でも、私は、こういう営業接客ノウハウが嫌

いなのだ。嘘八百で脳が反転してしまう、から、ピアノでバランスを取っていた。私の営業脳は

相当優秀らしく、正直、本人が一番苦しんでいたのだよ。女性を口説いたりする時には、いいん

だけれどな、こういう才は。

ほほほ、明日は、「ルーブル美術館の歴史」を書くから、覚悟するようにっ！



ルーブル美術館

2015.01.22 Thu
ルーブル城という要塞が建てられたのは１２００年頃。フィリップ二世。この城が当時のパリの

西の端になっていたから、パリも小さかった。なんで要塞？　そう、セーヌ川を下ってバイキン

グが攻めて来るからである。フランス語でバイキングをノルマン人と呼ぶ。なんか現在のパリの

イメージからするとピンとこない。十四世紀にシャルル五世が要塞を城館へ改築。結局、フラン

ソワ一世の時代、正確には１５４６年にルネサンス様式に改築。ルーブル宮殿となる。カトリ

ーヌ・ド・メディシスの時代まで続く。ぜえぜえ・・・。で、ルイ十四世が１６６５年に更なる

改築を始めるのだけれど、ルイ十四世、幼少期にパリで暗殺され掛けたトラウマで、どうもパリ

がお好きではなく、結局、宮殿をベルサイユに移転してしまった。１６８２年である。

結局、ルーブルが宮殿ではなくなったのである。この頃から美術館化が始まっている。正式な発

足は１７９３年。この時の展示品の数が５３７点。ナポレオンの時代に収蔵品が増え始め、一時

期「ナポレオン美術館」という名称になっていた。

ありゃーーー、疲れちゃったよ。でね、世界最大の美術館のひとつ。ご存知の通りです。年間の

入場者数８００万人。美術館としては世界一位。一日１万５千人なわけ。で、現在の展示品の数

は３５.０００点。収蔵品は３８０.０００点。

面白いエピソード？　ふーーーむ、あっ、そうだ。どうして「モナ・リザ」がルーブルにあるの

？　はい、フランソワ一世、ダ・ヴィンチを宮廷に招いて擁護していた人。フランソワ一世が購

入したのである。この「購入」というのが、どうもピンとこない。二、三度、私は見ているのだ

けれど、日本人女性が「あら、画集とそっくりねぇー」とおっしゃって居られた。そういや、日

本からいらした知人が真顔で、「裕さん、外人が多いのねぇーーー」。

「えっ？　おっ、ぎゃーーーははは、オバサンっ、ここフランスだよって」。



One day is one day

2015.01.23 Fri
という台詞が出てくるCMがあった。この音感に仰け反った。ソニーのなんかのCMだった気が
する。

娘を空港に送りに行く。帰路、買い物。鄙びたタバコ屋でベンソンを買おうとしたら「ない」と

いうので、フォーチュナにする。なんとなくもち米が食べたくなり作る。社会復帰の準備。庭の

菩提樹の枝切りの続きをする。ぜえぜえ。息子が来るので、カレーの仕込みをする。ピアノの

練習。「赤とんぼ」を、裕節で「赤ボンド」に編曲する。ぜえぜえ。その後、これを書いている

。

作者注　「鄙びたタバコ屋」　同じ町の外れ。初めて行った。なんとなく、すべてが鄙びている

のに、ハーレーダビッドソンが、右の方に置いてある。カフェ兼用のタバコ屋なんだけれど、若

いカップルがだべり。ママさんが出てくる。たぶん、私と同じ年ぐらいだろう。すげぇーーー、

綺麗なママさんである。げっ。また、買いに行こうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ。

「赤ボンド」　とんぼをジェームズ・ボンド系にするという意味である。



枝切ジョー

2015.01.24 Sat
なんか、訳の分からないタイトルが浮かんだ。

私の展望台サロンの景色は、ハリセンボン化した菩提樹のぶっとい枝で遮られていた。ちびちび

と切り始め、本日午後、息子が残りを切ってくれた。どばっと、洗濯物を持って一ヶ月ぶりに、

昨晩、パリから帰って来たのである。高々、三十五キロしか離れていないけれど、私はお邪魔し

ない方針である。カミサンは、ちょこちょこ「お邪魔虫」。

親父であるわたくし。ぎこぎこ、十五分後、ぜえぜえ。これを繰り返している。二年間、放置し

ていたから、太い枝は直系五センチを超えている。梯子の上、足場が悪い状態で、ハリセンボン

を切るのは、至難の技であるし、私は、高所恐怖症。やばいのである。筋肉隆々ラグビーマンの

ような息子。菩提樹のど真ん中まで上り、どかっと座る。「あーーー、パパ、久しぶりに田舎に

来ると、空気の匂いがいいねぇー」なんていいながら、ぎこぎこ。「おい、お前、無理すんな、

疲れたら、下りて来い」「大丈夫、空気がいいなぁーーー」と二時間ぐらい休みなしで、ぎこ

ぎこ。

なんなんだっ、この体力。菩提樹の上で、お隣の奥さんと雑談までしている。私は、「ぼっ、ぼ

んじゅー」ぜいぜい。が精一杯なのだ。まあ、私より子供一人分体重が重いし、心脈が

ビィョン・ボルグなみだから、適わん。もしかすると、スーパーマンなのかっ、こいつ？　親父

は隠しているのに？　俺の息子なのに、怒っている姿を見たことがない。いつも、泰然として

いる。本当に、俺の子なの？　ばしっ、痛いっ！　カミサンは、一日中、洗濯して居った。

ははは、なんかねぇー、親父って、息子や娘が大人になると、大人しくなる。この字の通りね。

「大人」になる。でね、俺は生んでねぇーから、自分の子の実感はない。医学的なデータでは、

確かにそうなんだけれど・・・。俺は、もう直ぐ五十六歳で、息子が二十六で娘が二十四。親父

の実感？　全然ない。

俺は、ジャズメンだぜっ、あんたら、だれっ？　という傾向が、ちょっと、ある。いや、チビの

頃は、「親父責任感」、あり過ぎたけど、今はないという意味ね。こいつら食わせんと、と、親

父はしゃかりきだったんだぜっての。

大丈夫だよ、お前＝カミサン、お前の旦那＝俺、より、あいつらの方が、ずっと、立派だよ。大

丈夫。昨晩、テレビで「ＩＱテスト」の番組。俺は、「マツコの知らない世界」をユー

チューブ。翌日、カミサン、なんだか嬉しそうに、「あなたっ、あたし平均値だったっ、そんな

に馬鹿じゃなかったのっ」だって？



作者注　この不思議な喜び方が、内のカミサンである。えっ、俺？　あっ、二年前ぐらいに、「

この件」については書いたよぉーーーん。えっ、自慢？　そんなお下品なぁーーー。ピアノはア

インシュタインとだけ、申し添える。えっ？



ピアノ

2015.01.25 Sun
こういう核心的なタイトルを付けると、「あとがきシフト」が脳内を過る。で、書きそうになる

。やはり、物事には始まりと終わりがあるから、終わりが始まりにもなる。でも、人の人生は残

念ながらというのか幸運にもメビュウス現象はないから、終わりが来る。この循環が保てるのは

、生物学的に生きていないと駄目なわけだ。

本日は、２０１５年１月２５日、日曜日。なんか、「日曜日のあるべき姿のような日曜日」を過

ごした。素敵である。風呂、髭剃り、鼻毛切り、料理、ブログ、インターネット、スマホの諸々

のインプットと操作の把握。ピアノの練習。間もなく、この曜日感覚ゼロの世界が来るから、

逆に、愛おしい感じがしたんだろう。

この愛おしい感覚の延長線上に、スマホにゲームのインプットをするかブログを書くか、少し、

迷った。で、結局、ブログを書くことにした。スマホは、今後、私のパートナーになるから、後

日とする。

ところで、以前、書いた。私がピアノ教室に通い始めたのは、五歳の時である。福島県いわき市

の常磐炭田の最盛期の頃である。たぶん、日本中から諸々の人々が飯を食うために来ていたはず

である。ピアノ教室は、炭住長屋と呼ばれる一角の向こう側にあった。私の両親の家からだと、

その一角を横切る。私は、この一角を愛していたし、学友も、皆、そこの住人だった。あれ、な

んで私は違うのか？　大した話ではなくて、親父の職種が違っていたから、そう、なった。ど

うも、バイエルの教科書がハレーションしていた。でも、ピアノ教室の先生が綺麗だったから、

ちゃんと通った。綺麗な先生に褒められると、老人性欲の反対の幼児性欲みたいなものが刺激さ

れたから、当然にして、優秀な生徒になった。で、十二歳で止めた。このハレーションの違和感

が酷くなったためである。

ピアノとの再会というのか再開は、三十五歳。プロ登録したのがシジューの時。私は、二十三年

間の月日をワープしたのである。ピアノが、単なる道具、私のための道具という分かり易いもの

に変質したからだ。



楽器と家電

2015.01.27 Tue
本日から企業内研修の予定が、先方も忙しく延期になってしまった。仕方がないのでスマート

ホーンの最適化をすることにした。ある意味、こんなのん気な一日を過ごせるのも、嵐の前の静

けさ的休暇みたいなものなので、今の内に、精一杯エンジョイしちゃおっと。スマホを十二分に

使いこなさないと、仕事にならないので、今の内に、ばしっと掌握しなければ・・・。

ところで、「一番安い電化製品しか買わない主義」かも知れない。テレビ、冷蔵庫、パソコン、

電動芝刈り機、そして、スマホ。すべて自慢じゃないけれど、一番安い機種。でもでも、２９

９ユーロの東芝のパソコンは、私の能力にはぴったりだし、９９ユーロのソニーXperia E1。会社
勤めの時に使っていたiphone4とブラックベリーと比べても、私の能力使用範囲にはぴったり。上
級機種なんてじぇんじぇん必要がない。しかも、フランスは、「はい、もしも・・・」で、ひっ

たくられたりするから安物の方が気が楽である。インターネット、電話、メール、そしてバブ

ルゲームにしか私は使わないから十分なのだ。ビデオとか音楽鑑賞もしない。脳内に音が鳴り響

いているから、音楽、聴かないのです。

といいながら、掃除機はボッシュのサイレント掃除機だし、ガスオーブンと食洗機もやや高級。

内のカミサンがその形サイズ色合いに煩いからである。四角張っているのは嫌だ。丸いのも嫌だ

。真っ白も嫌だ。派手なのも嫌だ。成金系も嫌だ。さり気なく、なんとはなしにやや象牙色っぽ

い白で、デザインがシンプルなもの、なぁーーーんちゅうことになるから、結局、中の上ぐらい

のやつになる。幸い冷蔵庫は一番安いものが、たまたま、一番素敵だったのだ。セーフ。私はま

ったくもって無趣味人間だから、一番安いもの、必要なものだけ、以上みたいな感じなので、た

ぶん、一人で住んでいたらがらぁーーーん。なんの装飾もないということになる。実際、一人暮

らしの時はそうだった。っても、美術作品、その材料に埋まっていたけれどね。と、私の家の全

体の雰囲気装飾諸々の選択は、すべて、カミサン。なんの異論もない。お洒落過ぎないところが

、お洒落なんで、私は気に入っている。まあ、家が築１１５年だから、この家の元もとの雰囲気

と上手くバランスを取るということなんだろう。大理石の暖炉の脇に、銀色のハロゲンランプち

ゅう感じ、悪くないわけね。

あれ？　あーーー、楽器ね。楽器は、当然にしていい物がいいのだ。とりわけ、私のような２.７
流ピアニストなんかには、せめて楽器だけでも１流をっ！



宙吊り

2015.01.28 Wed
１月２５日の記事でブログは一区切りのはずだった。不定期更新へ。でも、今週の予定が延期

状態。この状態、バカンスでもないし、同じことだけれどお休みとも違うし、コンサート活動は

自粛しているし・・・。ミュージックとかブログ脳は停止しているのに、変な風な暇タイムが

現出。すでに脳も体もジェームズ・ボンド・シフトに移行しているのに、出動待機状態。宙吊り

だね、これは。

などといいつつ、スマホは準備完了。長年手こずっていた「赤とんぼ」のアレンジも完成した。

あとは、指に覚えこますのみ。来週の金曜日に、随分前から決まっていた我々には大きなコンサ

ートが待っている。この時に初演かしら？　「赤とんぼ」、管楽器系にはやり易い曲なのだけ

れど、ピアノにはミスマッチ。あのゆったり感と懐かしい感、これだけでは裕節にならないから

、この上に熱い迸りを被せる。ピアノという楽器は、元々、あまり、歌わない楽器。メカニック

だから叫びみたいのが出難いわけね、でも、それがないと裕節にならんから手こずっていた。

ふむ、暇だから「フライ・ミー・トゥー・ザ・ムーン」、これもアレンジしちゃおうかしら？



ジャズメン宴会芸

2015.01.29 Thu
考えたら、あまりハチャメチャ記事を書かなくなった。年？　山下洋輔トリオが開発したジャズ

メン宴会芸のひとつに「日本語を初めて聞いた外国人に聞こえる日本語」というのがある。

テナーサックス中村誠一、タモリ、アルトサックス坂田明と引継がれ磨かれた。一部、パクり

つつ、裕イサオ版を以下・・・。これは、へこへことお辞儀をしながらいわないといけなかった

はずである。

「いやぁーーー、あれこれはれましたぁー。めかさで、こけはまりますかぁ？　えっ、はたはた

。くなとんなのくんずほぐれつのひょうたん、くんなまし。へらまこいて、あとはへめらも

でぇー！　あさしゆめみしまぶたのははは、とうきょうとっきょきょかきょく。めけせてが、じ

くうをこえて、よじれまいおす。きゅーぴーきゅーぴーまよまよ」

タモリのフランス語版。

「セレラゴン、スダラマダヤン。アザヴゥジューバン、肉襦袢。網戸すめて、シモブクレ」とア

ラン・ドロンのダーバンの宣伝を真似てやる。それと、以前書いた「白鍵だけのチック・コ

リア」。これ、なんとなく裕センセのピアノに似ている。ぎょ！　タモリさん、当然、ピアノを

弾けない。物真似として適当にやっている、のに、似ているのである。なんか問題？　えっ、「

裕イサオのピアノ演奏品質保証書」を見せろ？　「セ・パ・ポッシーブルっ！」裕センセ、両腕

を広げ肩を窄めたぁ、見事なぐらいフランス人であった。ははは、最近、覚えた印象派オジギ

ャグ、これは私の発明じゃないけれど、見事なのでご紹介致す。

「スーラスーラとシスレーしまぁーーーす」

裕センセ作

「ひとのモネはやめろっ」「ちょっと、マチスっ」(マチスはフォーブ＝野獣派です)
「あっ、それ、どんピサロっ」、じゃ、シスレーしまぁーーーす。



プライドマン

2015.01.30 Fri
またまた、なんのことか分からないタイトル。うん、私が求職のために会社面接に行く姿をシュ

ミレートしてみた。面接担当と私の会話、〔〕内は私の同時進行の本心である。会話は面接担当

から始まる。

「えー、お名前は？　おいくつですか？　えー、裕？　さん？　サービス業が長いようですが、

客商売は、そんなに甘くはないですよ」

「はい、存じて居ります(馬鹿垂れっての、俺の履歴、ちゃんと読んでから言えっての)」
「お客様の空気を読むことが大切です」

「はい(あのねぇー、俺は泣く子も黙る凄腕営業マンだった。なめんじぇねぇー、おめー、
シジューぐれいだろがっ)」
「諸々のお客様が居りますから、臨機応変にご対応差し上げることが大切です」

「はい、今まで、諸々のお客様のご対応をさせて頂きましたので、多少は、掌握しているつもり

でございます(おめー、釈迦に説法だぜっての)」
「えー、当社は、ご存知の通り、美術文学音楽関係の知識が必要となって参ります。まっ、ここ

で詳しい説明は必要ないとは思いますが、ピカソとブラックの違い、村上龍と春樹の違い、カラ

ヤンがだれなのか、ぐらいは、最低知識として、掌握して頂かないとなりません、ご存じないと

は思いますが・・・」

「ピカソの名前は存じて居りますが・・・、その違い？・・・、厳しい職場であることは重々承

知して居るつもりでございます(おろ、俺よぉーーー、詳細書かんけどよぉー、俺のブログのご愛
読者様は、すべて知って居られるのだぜ、おい、シジュー)」
「ところで、ご趣味はピアノ？　いいご趣味ですな。いや、私はね、早稲田のジャズ研出身でし

てね、まっ、ピアノは、まっ、プロなんですよ、いや、いいご趣味ですね。気に入りました。

いや、まっ、あなたのレベルとは、ちょっとね、早稲田のジャズ研ですからねぇーーー、

いやぁーーー、ご趣味として、続けて下さい」

「あっ、ありがとうございます。いやぁーーー、とんでもないレベルですねぇー、素晴らし

いっ！　(おい、あんちゃん、俺よぉー、こう見えてもよ、パリの沖組の和歌(若)頭らぁーーー、さ
して、もらってんだぜ。なんめんじぇねぇーーー、こらぁーーー)」

と、内心がこうなる。わっ、年功序列社会人のような芸術家のようなプライドマンっ！　

当然っ、不採用ぉーーーーーーーーーーーーだっ！



プライドマン２

2015.01.31 Sat
私が通っていた学校の校長が、卒業の三日前ぐらいに、「そう、五十五歳の男性がお二人、学校

に来たことがあるんだけどね、お一人は、一流銀行の部長クラスだった方で、リストラで解雇。

パリの十六区の高級アパート、社用車、おまけに奥さんにまで逃げられてしまったそう、学校

にさ、申し込みに来た時、急に泣き出してしまって、対応、どうしていいか分からなかったん

だよ。もう一人の方も、大手保険会社の部長だった。リストラで解雇。同じく十六区の高級アパ

ート、社用車、高額な年収。でね、学校初日にさ、みんなにもやった、あのどの程度の知識があ

るかのテストというか、こっちが把握するためのやつね、その用紙を配ったわけ。そしたらさ、

その方、テスト用紙を投げ返してきて、いきなり椅子を蹴り、ふざけるなっ、俺をだれだと思っ

とるぅ、って怒って教室出て行ったんだよ、うーーーん、気持ちは分かるけれどなぁーーー」と

、その時、校長が私の顔を見た。

「あっ、イサオと同じ年だ。ここに来た経緯も少し似ているけれど、イサオはなんだか楽しそう

に毎日学校来とるよねぇー。彼らと全然違うよな」

「校長先生、僕はしがない課長だった。そのお二人とは全然レベルが違うし、僕は自主退職。自

分で選んだわけ」

「まあ、そうだけど、なんか嬉しそうだよな」

「あっははは、僕はジャズメンですよぉーーー、新しい仕事の方がずっと合っている。でかい会

社の営業課長とジャズメン、無理があるし、粋じゃねぇーわけ。うん、僕は嬉しいよ、本当」

「同じ年でも、いろいろな方がいるんだねぇー、やっぱ、イサオは根っからのジャズメンなん

だねぇー」

「うん、そういうことね」



プライドマン３

2015.02.01 Sun
じぃーーーと、赤ワインを飲みながら、自分で付けた記事タイトルの事を考えている。

「プライド」、これ英語。フランス語だと「フィアーテ」。じゃ、日本語は？　「自信」「自

意識」「自尊心」・・・、もう、ここから分からない。「自信」ということに仮にする。だから

、この記事のタイトルは「自信男」となる。

それで、私は自分では「そう」は思っていない。けれど、諸々の疑惑が込み上げて来る。でね、

その前に、ヘンリ・ミラーの一言をまず書かせて頂く。「私は、一個の人間？　否、私は世界史

であり人類史なのだ」と、これを超自信過剰、つまり、メガロと解釈されると話が途切れる。た

ぶん、ミラーがこれを書いた時、ウエスタンユニオンの電報の配達員をしていたはずである。彼

自身が「世界で最低の職務」と書いている。でもね、ミラーの凄いというか偉いというか、「実

際にやっている人間が書いている」ということです。ここが、どうも、私、我々がプライドマン

なのかのポイントである。

うーーーん、確かに私は、自分にあまり興味がないけれど、相手が上から目線で来ると、急にタ

ーミネーター。私は、嫌いだからだ。なんか分からんなぁー、私はいい人なのか悪い人なのか？

　自分でも分からん。うーーーん、私は絶対に「人に責任を擦り付けたり」しない。本人が惨め

過ぎるし、男たるものの最低と本当に思う。おりゃ、戦中派？　うーーーん、そうじゃないけ

れど、熱血漢とか、やっぱ、そういう系列なんだろうなぁーーー。あっ、「鈴蘭高校」って言っ

て頂戴。なんかさぁー、情けない男ってさぁー、いやじゃん？　組織のヒエラルキーの中でよっ

、ぺこぺこ。俺の上は、自慢じゃねぇーけど、カミサンだけだっ！

あれっ？　自分でも分からない。たぶん、裕さん？

いい人　三十パーセント

比較的いい人　二十パーセント

うーーーん、分かんない　二十パーセント

なんか、なんかが鼻に付く　二十パーセント

あの野郎、メガロじゃ、やな奴　十パーセント

番外編

うーーーん、優しくて素敵なんだけどぉーーー、でも、ジャズメンでしょ、お金、なさそぉーー

ー　八十パーセント



おいっ、だれっ？　追記すんなっちゅうのっ！

あっ、今、たった今、気が付いた。そう、私は「自分で体験してきた人の話しか聞かない」。な

るほどなぁー、理解したぜっ、自分の事をよっ。そっ、ジャズメンじゃねぇー奴の、ジャズの話

は聞かんのだっ！　偏屈ぅーーー、やな奴よねぇーーー、裕イサオって、だから、売れないのよ

。ヤバクない、この親父、ねぇ、マミ。わっ、マミちゃん、オヒサぁーーー。



凱旋門

2015.02.02 Mon
すいません、ちょっと当たり前のことを知ったかぶりに書いてしまいます。またまた、歴史の勉

強なのです。で、「凱旋門」、ご存知の通り固有名詞ではなく、「戦勝記念碑としてのアー

チ(門)」。でも、「凱旋門」というと＝パリのシャルル・ド・ゴール広場のそれを指すことが多い
。正式名称は「エトワールの凱旋門」。建設を命じたのはナポレオン。１８０６年から完成まで

三十年を要している。

そして、パリにいらしてご覧になった方も多いと思う「カルーゼル凱旋門」、これもナポレオン

の命。ルーブル美術館の入り口の反対側にある小振りの凱旋門です。こちらの方が、綺麗でお

洒落。で、ルーブル美術館からラ・デェファンスの「新凱旋門(俗称)」までの一直線八キロを「パ
リの歴史軸」と呼ぶ。

と、うなことはいいのだけれど、ラ・デェファンスにある日本ではなぜか「新凱旋門」と訳され

てしまった巨大な門の正式名称は、戦勝記念碑ではないから「友愛の大アーチ」。なんとなくイ

ンパクトが弱いせいか、こちらでは単に「大アーチ」と呼んでいる。単純に大きさを比べると、

大アーチがエトワールの倍。エトワールがカルーゼルの倍強となる。

でね、私の興味は、必ず脇道方面に行っちゃう。長年の疑問。「なぜにラ・デェファンスの大ア

ーチが曲がって建っているのか？」。その一直線上に並んでいるのに、ちょっと横を向いている

理由が分からなかった。なんとなく、ちょっと、お洒落な訳かしら？　６．３３度ずれている。

急に推理小説になる。なぁーーーんてことではなくて・・・。

十二本の柱が地中三十メートルのところまで埋め込まれていて、三十万トンの重量に耐えられる

ようになっているそうなのだけれど、ラ・デェファンス地区の地下には高速道路、郊外への快速

列車の線路、パーキング、各高層ビルへの配送品のためのアクセス、ショッピングセンター等々

が建設前からありました。

はい、十二本の杭を好き勝手打てなかった、のでした。知らなかったっ！

なんかねぇー、歴史の勉強といっても、私はすぐにエピソード方面に興味が湧いてしまう。結構

、真面目にエトワール凱旋門の歴史を調べていたら、なんか、突然、「あっ、そういえば・・・

、あれ、なんで曲がってんだ？」となった。よし、ついでにもうひとつ。

エトワール凱旋門の建設が始まった頃の現在のシャルル・ド・ゴール広場には大通りが五本だっ

たそう。現在は十二本。そして、この建設は遅々として進まずナポレオンの二番目の妃マリア・



ルイーズがオーストリアから嫁いで来た時、凱旋門の高さが五十センチで、ナポレオン、やっ

やばぁーーーとなって威厳を保つために張りぼてで誤魔化したそうです。うーーーん、偉い人の

気持ちは分からんねぇー。高さ五十センチの凱旋門、なんか可愛い。私だったら、日本エレキテ

ル連合のワンマンショウとかやってもらうんだけど・・・。



マドレーヌ寺院

2015.02.03 Tue
「マドレーヌ寺院」、観光でいらっしゃる方の長蛇の列を見たことがない。知名度が低いという

ことはないし、パリの一等地にある。マドレーヌ広場は車で幾度となく通ったけれど、「マド

レーヌ寺院」の内部に入ろうと一度も考えなかった。もう、随分前になるけれど、マドレーヌ広

場の近くでアポイントがあった。昼食後、一時間ぐらいその時間まで空いてしまった。本当に

突然、マドレーヌ広場の喧騒が嫌になり、「マドレーヌ寺院」の中へ。パリのど真ん中の静寂。

私も含めて三人しか内部にいなかった。このコントラストは今でも忘れない。私は教会建築に興

味があるから、どこの町でも必ず中に入る。ロマネスク様式の教会には、ゴシックの大聖堂とは

違う趣がある。でも、「マドレーヌ寺院」を訪ねるという気持ちが湧いてこなかったのが不思議

である。考えたら「サン・トギュスタン教会」も一度も入ったことがない。外観に圧倒されてし

まうせいかも知れない。

「マドレーヌ寺院」と呼ばれているけれど、正式名称は「マドレーヌ教会」である。ギリシャ神

殿を模した外観から「寺院」と呼ばれるようになったと推測する。新古典主義様式。ブルボン朝

の末期に建造が開始となっているけれど、正確な年代が分からない。長い間、放置されていたよ

うである。完成年は１８４２年。ということは、建造開始、フランス革命に突入。建築家が次々

と変わる。結局、ナポレオンがフランス軍戦没将兵顕彰施設として再度の建造の命を出す。ナポ

レオンの好みで現在の形になった。ナポレオン失脚後に完成、本来の建造目的であった教会に戻

された。外観との乖離はこうして生まれた訳である。守護神がマドレーヌ＝マグダラのマリア、

ギリシャ神殿風の外観、鐘楼がない。たぶん、これだけ辻褄が合わない建造物も稀だと思う。そ

の教会を取り囲むようにフォション、エディアール等々のお洒落高級食料品店、これもなんかギ

リシャ神殿風の建物とアンバランス。

結局、私が訪ねてみようと思わなかった原因が判明する。どうもナポレオンのメガロマニア趣味

を私は受け付けないようである。エトワールの凱旋門もあまり私の好みではない。でも、「マ

ドレーヌ教会」の内部、その静寂、私はなんか別のレベルの無時間世界というのか超時空という

のか、本当に感動したのである。見た目で判断しちゃいかんという当たり前のことに気付いたり

もしたのである。

長くなってしまう。うーーーん、ゴッホの代表作である「オーベェーニュ教会」。田舎の鄙びた

ロマネスク様式の小さな教会。ゴッホの壮大な夢想と共に超時空の世界へワープさせられた。メ

ガロマンにも色々な種類がある。私は、どうしてもゴッホに軍配を上げるのだ。でも、「オ

ーベェーニュ教会」は今でもそのままなのである。



サン・トギュスタン教会

2015.02.04 Wed
「サン・オーギュスタン」「サント・オーギュスタン」、結局、このタイトルの表記が一番フラ

ンス語の原音に近い。私は、中に一度も入ったことはない。詳しい歴史も知らない。今、初めて

調べた。１８６０年から１８７１年に掛けて建造と出て来た。さすがに、「おっ、オスマンのパ

リ改造の時じゃん」と反応するようになった。ヴィクトール・バルタール設計。折衷主義。ロマ

ネスク、ビザンティン、ゴシック。ドームの高さ１００m。このドームがイタリア風に見える。パ
リ市内の教会としては、珍しい外観である。と、これぐらいのことしか頭に入らなかったけれど

、機会があれば訪ねてみたい。観光で訪れる方も皆無のようなので、なんとなく、逆に行ってみ

たくもなる。同時期の教会に「トリニテ教会」(設計テオドール・バリュ)、それと、バルタール
設計、今はないレ・アールの中央市場だそうです。

どうして「サン・トギュスタン教会」が気になるのか？

パリ市内を縦横無尽に走るプロドライバーのルート。環状線から市内に入る時、日本語表記で、

ポルト・ド・アニエールから入る。マルゼルブ大通りに出る。この大通り、マドレーヌ広場まで

一直線。どうしてなのか渋滞がない。閑静な住宅街を抜けているせいなのか、地元の人しか通ら

ないのか、ナビゲーションシステムに現れないのか・・・、たぶん、すべてなのだろう。マドレ

ーヌ広場に到着する前に、「サン・トギュスタン広場」に出る(遠くから教会のドームが見える。
目印である)。そして、この交差点がパリの東西南に最短で行ける分岐点なのだ。オスマン、パピ
ィニエール、ボエシー、マルゼルブ通りが交差している。

慢性的な渋滞のパリ市内。なぜか、まったくそれがない場所がいくつかある。アンバリッド周辺

、エッフェル塔の裏辺り、セーヌの辺を走る高速レーン。それと、大統領官邸、大使館の周り、

首相官邸・・・、警官隊の厳重警備＝不法駐車不可＝ちんたら走行不可・・・。

あれ？　なんの話なの？　私は営業マン時代にパリ市内を走り回っている。ははは、左折する

時は、一番右側から大きく回る。右折の時は逆。出来る限り、道の真ん中にいる。つまり、右折

左折の車の塊の後ろにいかない。無闇にアクセルを踏まない。当然にして、ブレーキも無闇に踏

まなくなる。赤信号以外で、ほとんど止まらないから、制限速度を守っているのに断然早いので

ある。先日、たまたまプロ歴十年のドライバーの運転する車の後席に乗せてもらった。ばかでか

いベンツのＳクラス。コンピュータ制御による自動運転なの？　というぐらいス

ムーズな運転。無法地帯のパリ市内を、雑談しながらすいすい。私は「素人としては比較的運転

が上手い方」と思っていた。じぇんじぇんのじぇんじぇん、見事の一言。脱帽です。おまけに、

ややこしいパリの道、すべて知っている。車窓から見える建物、質問するとすらすらと概略を答

える。わっ！



あれあれ？　あっ、そう、この教会のドームはプロドライバーの目印ということでした。



ポール・シュヴィンゲンシュローグル・カルテット

2015.02.05 Thu
「Paul SCHWINGENSCHLOGLカルテット」です。ポールの名前の読み方、スイスの系たんさん
にご教示頂きました。系たんさん談ですと、ドイツ語は素直な読み方。フランス語の方が、なん

なんだぁーというご回答でした。言い回しは、違うけれど。改めて深謝です。私はドイツ語、

まぁーーーーーーーーたく、分からない。すべて、ビールの名前に聞こえるのです。

ぎょ！　あっ、スイスの子供たちはいつ勉強しているの？　わっ、フランスも同じです。つい

でに、フランス人は、いつ仕事しているの？　あっ、やばいかなぁー？　ジャズメンが、こ・ん

・な、発言・・・。

はい、でね、明日はポールが企画してくれた我々には大切なコンサートなわけね。「ackenbush
」で。「ポール・シュヴィンゲンシュローグル・カルテット・アット・アッケンブッ

シュ」(早口言葉みたいね)。ポールは、私より微妙に年上っても同い年だ。お互いにチャン
ジーだ。ベルリン在住のオーストリアのトランペッターである。グーグルすると、諸々諸々の諸

々が出てくる。つまり、「脳フリーのミュージッちゃんであり、無調性無機質な音よりメロ

ディーラインを残したフリーをやりたい」、私とビンゴなのである。このカルテットで、ベルリ

ンのジャズフェスティバルに出演の話もちらちらあるのだ。わっ？　ただし、東京大学と東

京「の」大学は違うので、この辺りは、要チャックね。学歴なんぞ、ジャズの世界ではゼロ。音

楽IQのみのジャングルだぜっ！

「ackenbush」、建築家Benoit SPINGAとアンヌさんがアソシエーションとして、私利私欲ゼロで
運営して下さっている。我々、つまり、フリージャズ屋、即興屋、舞踏屋、美術屋等々の活動の

登竜門のような存在です。改めて、うるうる、する。今回、オリビアは初登場だから、相当、緊

張る、かな？　てなことはない、彼女もプロだ。　



http://iyfreejazz.blog.fc2.com/img/20150205182507401.jpg/


へろへろもへジー

2015.02.07 Sat
昨晩のコンサートは痺れた。へろへろもへジーと化している。

オリビアの小さな車に、真師匠のドラムセットとコントラバス。コントラバスのアンプを積む

スペースがなくなった。結果、アコースティック。結果、ピアノとのバランスを考え、ピアノの

蓋は開けないことにする。アッケンブッシュのピアノは「ガボー」というメーカーの素晴らしい

ピアノなんだけれど、ショパン向き。ボリュームはそれほど出ないのである。こうなるとドラム

スの音量は絶大になる。真師匠の繊細なドラミングでも、圧倒的。結果、私とオリビアが相互に

音を聴き取れない事態と相成った。っても、始まっちゃったから、後は、へめらも。私とオリビ

アは演奏が良かったのか自分で分からないというへんてこな事態。

しかし、客席側から聴くと、物凄く音のバランスが良かったらしい。今、ビデオの編集をして

いる。

一時間で上がる予定。お客様、まったく立ち上がる気配なし。アンコールの拍手さえないのだけ

れど、次の曲を待っている気配がひしひし。当然、続ける。ノンストップで一時間半。それとな

く皆でエンディングへ持って行く。お客様、まったく立ち上がる気配ゼロ。次の曲を待っている

気配がひしひし。おわぁーーー、無理矢理、挨拶をして強制終了しちゃった。

不思議なんだけれど、お客様唖然、拍手をするのも忘れる忘我の境地。最後にミュージッシャン

の紹介をした時に、我に返りましたぁーーーという感じ。

うーーーん、分からない。普通は、相当いいできの演奏だったはずなんだけれど、私とオリビア

だけ、あっそぉーなの？　と人事のような感じ。早く、ビデオ見てみよっと。おっ、次は、エレ

クトリックバンドの立ち上げだよぉん。



国際ピアノコンクール１

2015.02.09 Mon
私の住む人口三万人の町の外れに、国立芸術センターがある。シアターの席数五百五十。西側の

畑に人工都市が出来るまでの県庁所在地だったから、こういうものがあるのだろう。ここで、年

一回、イル・ド・フランス地方では屈指の「国際ピアノコンクール」が開かれる。何年か振りに

決勝コンサートを聴きに行った。

世界中のクラッシックピアニストの卵が応募してくる。今回の応募者数八十名とのこと。最終選

考に残った数十二名。まず、この十二名の内訳に興味を持った。アジア系が四名いる。日本人、

韓国人二名、アメリカ生まれの台湾人。それ以外の国々、フランス、ドイツ、イギリス、東欧、

北欧。後者は、クラッシック音楽の発祥国であるから当然。私の感想は「西洋化の分布」がこう

いう形で見えること。もちろん、良くも悪くもない。けれど、私は天邪鬼であるから手放しに素

晴らしいっとも思わない。そもそも、私はジャズピアニストであるからルーツはアフリカ。そう

なると私のベクトルとは確実に違う。「ルーツがアフリカにある日本生まれのフランス在住のジ

ャズピアニスト」というとんでもないアイデェンティテーの持ち主となる。と諸々のことを考え

たので、何回かに分けてブログ記事にしてみようと思う。因みに前回の優勝者は中国人、その前

は日本人と、ほぼ毎回アジア人が優勝していることも書き添えておく。

ピアノ、西洋文明の英知の結晶。音楽マシーンである。これを日本人が弾くという根源的な問い

が生まれる。今に始まったテーマではない。日本、東洋と西洋、自国の文化のアイデェン

ティテーとか、当然にしてプロとして公の場に立つ連中には避けられない問いが生まれてくる。

しかも、私のように「これ」でジャズ、しかもフリージャズをやる。この最初の姿勢は当然にし

て問われる。なんでなんで？　って。これが、分からない。因みに、日本国は世界で一番ク

ラッシックとジャズのCDが売れている国なのだ。この買い手が重複しているのか分からない。多
少は重複しているとは思うけれど、やや、二分化していると推測する。私はクラッシック音楽は

、ほとんど聴かない。いや、ちょっと違うな。ジャズメンの和音構造の元になっている作曲家の

ものしか聴かない。リスト、ラフマニノフ、ストラビンスキー、ドゥビッシー、ラベル、サティ

、それから現代音楽の始祖、あれ？　そこそこ聴いてんじゃん。そうか、宮廷音楽系が駄目とい

うことか？　アルペジオとトリルでゲンナリしてしまう。あのね、ヨーロッパの宮廷での格好、

皆さん、ご存知でしょ。あの格好をしている俺をどうしても考える。みっともないのだ。なんか

悲しいし怒りさえ込み上げて来る。えっ、考え過ぎ？　お笑いならいいんだけど・・・。ベート

ーベンの和音構造の中にも痺れるものが多いなぁー。と、あれ？　現代ジャズはアフリカ、アメ

リカを経由してクラッシック音楽の和音構造を取り入れ、さらにボイシングと呼ぶジャズ特有の

和声を完成させたわけである。それに、各民族の持つこぶしとかリズム感が重なってそれぞれ

のジャズが出来る。わっ、そうなると私は「アフリカ、アメリカ、西洋、日本をルーツに持つフ

ランス在住のジャズピアニスト」。自分でも分かんなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁいっ！　アイデェ



ンティテーなんてあるんかいな？



国際ピアノコンクール２

2015.02.11 Wed
やはり、ピアノの話になると長くなる。記事を分ける。決勝コンクールの後、先日の自分の演奏

まで聴いてしまったから、頭の中が考える人と化した。

決勝に残ったメンバー。全員二十三歳。各音大のマスタークラスの生徒たち。フランス人女性パ

リ音大。アメリカ生まれ台湾人男性シカゴ音大。グルジア人男性モスクワ音大。

一部は自分の一番得意な曲。フランス、バッハ。アメリカ、ラフマニノフ。グルジア、リスト。

フランス、バッハ。抑揚がない。同じことだけれど平板な演奏。家にグレン・グールドのバッハ

全集があるから、どうしてもこれと比較してしまう。申し訳ないけれど、学生さんの演奏、以上

。

アメリカ、ラフマニノフ。前半三分の二のスロー部分。見事の一言。東洋人の指先のしなやかさ

と繊細さ。リズム感が独特というか日本人の私には良く分かる。沈黙パートを無音の音として十

二分に引き出している。私もたまにやる両手をクロスさせての演奏。フランスバッハのアルペジ

オとトリルに辟易していたので、すかぁーーーとする。

グルジア、リスト。彼の超絶技巧が前面に・・・。でも、音が金属的でいらつく。でも、技術は

確かな人だ。

三人の演奏を「見て」、今更ながらに当たり前のことに気付く。左手が右手のように良く動く、

逆に言うと、両手共にのべつ幕なし動いている。やっぱ、左手アルペジオが基本になっているわ

けだ。ジャズではやらない。ビル・エバンスが発明したコンパクトなルートレスボイシングを多

用するから、左手はそれほど動いているように見えないのだ。あれ？　どうしてルートレスなの

？　はい、ベースがやっているのです。そうすっと、左手ルートレスフォーノーツボイシング、

右手そのテンションとなる。これは、私も多用する。

と考えていたら、コンクールの二部がなっなんと！　現代作曲家の曲。同じ曲をそれぞれが弾く

のだ。しっしかもぉーーー！　そのタイトルが、なっなんと「To be Bil not to be Bil」だっ
てぇー！　びっくりしたぁ。ビルとはビル・エバンスのことなのだ。クラッシックのコンクール

で超意地悪な曲。その主旨が、ずばり、意地悪で作曲者が、「えーーー、ビル・エバンスは我々

クラッシックのピアニストとは違い、左手は二音ないし三音で全域をカバーするボイシングとい

うシステムを作ったジャズピアニストですが、これは、我々には出来ない。あっははは、で、彼

らに普段やらないことを、しかも、初めてバックにオーケストラを付けてやってもらうことにし



たわけね、ははは、で、最後に皆出来ないから、怒りが爆発するという曲なわけ、ははは」だ

って。

フランス、ビル。一つ凄いのは、やったことない曲、すべて暗譜していた。これは凄い。けれど

、平板。とりわけ、ビル・エバンスの名曲が時々挟まれているのだけれど、そのパートは、ごめ

んなぁーイモ。

アメリカ、ビル。私は期待していたのだけれど、柔らか過ぎ。ビル・エバンスの曲の部分も今

一ジャズしていない。でも、彼のドゥビッシー、サティは是非是非聴いてみたい。彼は、映画音

楽とか、そういう方面で開花すると思う。兎に角、指がしなやかで繊細なのだ。これは素晴らし

い個性である。それと東洋人らしい、ちょっと亡羊としたリズム感。私はファンになったよ。

グルジア、ビル。金属リストでいらついていたので期待度ゼロ。ぎょ、上手いっ。しかも、最後

の辺りでビル・エバンスのソロパートをさり気なくアドリブでちらっと入れた。お洒落だし、そ

の演奏の見事なこと。ぶるっとなった。こいつは只者ではないと感じた。

ヤマハフランスがスポンサーのひとつだから、当然、ピアノはヤマハのコンサートマスターGFX
である。F1カーに私には見えるのだ。飛び付きそうになるのである。しかしねぇー、同じ曲を同
じピアノで弾いて音色がまったく違う。まあ、弾き手が違うから当然？　それにしても「まった

く違う」ところが人間様のいいところかもねぇー。余談だけど。俺にも弾かせろっ！



国際ピアノコンクール３

2015.02.12 Thu
「To be Bil not to be Bil」、この曲、最後に更なる意地悪が待っている。結局弾けないので、ニャ
ロメェーって鍵盤をぶったたきピアノの蓋をばしぃーーーと閉めて退場するという演出。ちょ

っと、やり過ぎなんじゃないの？　ナンテール大学の音楽教授さん。面白いけれど・・・。は

はは、ヤマハGFXの蓋は、ご存知の通り、ばしぃーーーんとは閉まらないのだ。サキュリティー
システムでゆっくりと閉まる。余談だけれど。

はい、最終ラウンドは三人、オーケストラ付きでベートーベン交響曲第四番第五章。

フランス、相変わらず平板。アメリカ、彼にはミスマッチ。そして、グルジア・・・。

彼だけである。ずっと、オーケストラの方へ顔を向けて、頭で指揮をしていた。ピアノの入り方

抜け方完璧。演奏完璧。彼自身がベートーベンと化していた。見事の一言。

グルジアの彼の演奏を聴いてしみじみと思った。彼は「地元の音楽をやっている！」。京都の人

が琴の演奏しているのと一緒で、リストもベートーベンも「日常の音楽＝伝統芸能」。このレベ

ルには適わない。伝統をすべて背負って立って彼がいる。クラッシック音楽の王道なのだ。新し

い解釈とかそういうことじゃなくて、地の底から這い上がってくる東欧の文化を背負っている気

迫が違う。脱帽である。当然、彼が優勝した。なぜなのか二位がフランス。選考委員の方々、お

っおっ、パリ音大の方々が多いのですよねぇーーー？　アメリカ、三位。うーーーん、私は納得

出来ないよって！　でも、彼は、別の分野で行ける奴だ、大丈夫、マイフレンド。

うぉっと、帰宅して食事して自分の演奏を聴いた。まあ、右手のスピードは、もしかすると彼ら

を超えているかも知れない。うなことが問題じゃなくて、やはり、あたしゃーーー、ジャズ屋だ

よぉんという気迫が漲っている。そして、チャンジーの揺ぎ無い、まあ、良く言えば、自信と確

固たる自分のスタイルに満ち溢れている。悪く言えば、天邪鬼偏屈梃子でも動かんわしはぁーー

ー感が充満している。この訳の分からない存在感？　そして、ここ二年間の専業ピアニストの蓄

積の集大成であった。２．７から２．１流へ自ら認定したのである。自己満足？　

まっ、贔屓目なりの客観目線ね。なっ、なんなの、それ？



最新動画

2015.02.13 Fri
またまた、馬鹿動画を作ってしまった。久しぶりに本人登場。お初にお目に掛かる方々へは、ア

ンシャンテです。といっても実際の私は、こんな強面ではない。ビデオ冒頭の「えっ、もう、

始まってんの？」、ここだけが本来の私である。どうでもいい？　うまぁーーー、自己顕示欲

とも、ちょっと違うようなそのもののような・・・、うまぁーーー、そういう仕事だか

んなぁーーー。

ところで、私のアホぶりはいいとして、この曲は、大変に気に入っている。私の新しいエレク

トリックユニットのために、諸々作っているわけ。全部で五つ。そのうちのひとつです。「エレ

クトロ１　かもめ」、こっちもアップした。実際のコンサートでは、こんな感じにはならないけ

れど(もっと長くてハード)、仲間用のマケット、見本の意味で作った。はい。公共の場を勝手に仲
間との打ち合わせスペースにしてしまうのである。ポール(シュヴィンゲンシュローグル)なんてベ
ルリンに住んでいるから、そうそうは会えんからねぇー。



「空に沈んだ部屋」cocode note

2015.02.14 Sat
本記事のタイトルは、sakuraiさんcocode note１月１５日２０１５年付けの記事タイトルである。
この記事の中に「こちら側の窓から向こう側の窓の向こうの空が見える」という一行が現れる。

ジャズの帝王「マイルス・デイビス」の一言に、「俺は八小節だけ決める」というのがある。他

の音がどうでもいいという意味ではなく、その渾身の八小節への助走。その八小節へ辿り着くた

めの布石、たぶん、そういう意味のはずだ。

たとえば、私、山下洋輔さん、坂田明さん、無駄な音の堆積の中から全エモーションが立ち込め

てくるという奏法である。がしゃがしゃどしゃどしゃの狭間に、訳の分からないエネルギーが垣

間見えるというスタイル。饒舌体なのである。

マイルス・デイビス、そして、彼の初期ユニットのピアニスト、ビル・エバンス。彼らの演奏は

寡黙で無駄音がない。そして、ソロパートの八小節にすべてが凝縮される。キラッ、ギラッ、我

々が、わぁーーーと仰け反るような決め音が出てくる。マイルスの「タイムアフタータイム」の

ソロとか、ビルの「カインド・オブ・ブルー」のソロとか、私は何度聴いても仰け反る。これ以

上の音の組み合わせはできないし、まったく、はったり音のような無駄音がないのだ。これは究

極のテクニックである。

たぶん、山下さん、坂田さんは意図的にやらないと推測するが、私は「できない」「そんな究極

のテクニックがない」のだ。

冒頭のsakuraiさんの一行。何度読んでも、ビル・エバンスのソロが脳内を駆け巡る。上手く言え
ない。優しい詩目線のカメラアイ。矛盾しているけれど、カメラには真似ができないのだ。見事

の一言です。



海外の日本人

2015.02.15 Sun
うーん、どうなのかな、こういうテーマ？　まず、カテゴリー？　私の記事としては「人生」と

した。

なんか、時間はないのだけれど、私は書ける時にいきなり原稿用紙三十枚とか書いてしまうから

、下書きが溜まっている。「sakuraiさんcocode note」へのオマージュ記事も下書きのままであ
る(１５日の追記　アップしました。久保の兄貴のチョロも帰って来た。物体でさえ失うのが怖い
。ましてや生きているもの・・・。本当に幸いにして家の菩提樹は、どんと庭の真ん中にいます

。私は幼少期に、ずっと犬と一緒だった。どでかい秋田犬の「富士」と。彼は、私の身代わりに

自動車に飛び込んだ。私の代わりにです。彼がいなければ、私はいなかった。あいつの方が、俺

より優秀だったのに。咄嗟に俺の動きをあいつは読んだのだ)。

本日、２月９日の系たんさんの記事を読んで、またまた、書き始めてしまった。

「海外にいる日本人」、一般論として、つるまない傾向が強い。もちろん、友人知人ではなく、

たとえば、「日本人がパリの通りで倒れている」、まず、「日本人は立ち止まらない」という「

傾向」がある。どうして？　私の推測・・・。

日本人、日本でもそうなのだ。

海外にいるということが、なんとなくステータス、だから、同族に声を掛けない。

日本人は本音建前族だから、外国に来てまで同族に関わりたくない。

そして、我々のようなフランス在住者。「現地採用」というレッテルが付く。そして、そうでは

ない人からのいじめ、そうである人同士のいじめ。海外の日本企業は日本企業だから日本式を押

し通す。上司は日本から来る。しかし、ここはフランスだ。日本式では「すべてが通らない」。

摩擦。現地人＝フランス人、しかも、多国籍、多民族、多宗教の、である。日本からいきなり「

転勤させられた」、こういう方々も気の毒だし、「こういう方々」の「下で仕事をする」、こ

れも、やばい。

「現地採用同士の陰湿ないじめ」、これは、上司として私は排除した、けれど、「無理矢理転勤

海外」、こっちまで助ける余裕は私にはなかった。



成金趣味

2015.02.16 Mon
「成金趣味」の定義はないと思う。ただ、私がフランスの歴史記事みたいなものを書いた時、私

の神経に同じ感触。そう、ナポレオンの趣味が、私には「そう」感じられる。「ダサい」。

金、権力、名声、威厳、メガロ。女性のメガロは、ちょっと分からない。けれど、たぶん、同じ

と推測する。誤解を受けそうだけれど、「それに寄り添う」という選択肢も女性側にはあるかも

知れない。性差別である、こう言動は。私は、女性の方が優秀だと信じて疑わない。フェミニス

トなのだ。どうして？　男は消耗品と村上龍も言っている。以上なのだ。

「オスの意識」は、繁殖繁栄、自分の遺伝子の、となる。これを遂行するには「メス」がいる。

この「メスの誘致」に上記のものがいる。という公式だから、馬鹿なのだ。おかまのマツコさん

のインテリジェンスは素晴らしい。両性具有の見地からものを見るから、脱帽なのだ。

そうなのよぉー、あたいもね、おかま、でも、いいのよ。ありゃ？　

ちゃうちゃう、そうじゃねぇー。

はははぁーーー、繁殖繁栄を込み入った形でやるインテリジェントDNAは、「芸術家」。断言で
きる。だって、もてる。えっ、裕さんって、芸術家なの？　ぎくっ。う、違うよ、ピアノ弾き、

三流の・・・。おっ、もてんだなぁーーー、これがっ！　謙虚？　

結局、裕の野郎も馬鹿なのだっ。



飲酒ブログ

2015.02.17 Tue
これは、法律で禁止されていない。やれやれ。私の記事の四分の三ぐらいが「そう」なのだ。と

はいえ、飲酒の狭間の良識が、結構、多量の「未発表記事」を生み出している。とはいえ、私

は「炎上の元になるような記事」は、絶対に書かない主義である。だから、私のブログはつまら

ないのかも知れん。

いいもぉーーーん、それでっ。

でもね、「飲酒が、ちと、行き過ぎ」、こっちの方が断然面白い。自分でも。でもでも、すべ

て「未発表」である。考えてみたら、私のほとんどのコンサートが飲酒コンサートである。素面

コンサートはほとんどない。でもね、音の炸裂で事故はない。言葉の炸裂は、やばい、のだ。

はい、結論はね、私は「カカワリ」が嫌いなのだ。「リーブミーアローンシステム」と呼んで

いる。あれっ？　ちょっと、違う、かかわりたくないひととはかかわりたくないさいしょうげん

。でも自分でかかわりたい人と、無理矢理かかわる、まあーお客様とかは別。「アイルドゥーマ

イベストシステム」へ。これも、飲酒ブログだった。



秋田犬「富士」

2015.02.18 Wed
「富士」は、ツキノワグマにそっくりだった。首の下、四肢の先端だけ白い。分からない体重は

８５キロぐらいだったのだと思う。父が、そんなことを言っていた記憶がある。幼少期の私には

、とても大きく見えた。たぶん、今見ても、相当に大きな犬のはずである。これまた記憶が曖昧

である。私は十歳ぐらいだった。富士を連れて散歩に行った。正確には、私の腕力ではどうしよ

うもなかったから、富士に引き摺られて後ろを歩いていたはずである。幼稚園の方へ行き、小さ

な川の辺を歩いて木造の家々が立ち並ぶ界隈を抜けた。その界隈と、私の家へ向かう坂道の間に

、県道なのかな？　その辺りでは比較的大きな通りが通っていた。私と富士がその通りに出た時

、母が心配になったのだろう道の向こう側で待っていた。

母の姿を見て、私はその通りを咄嗟に渡ろうとした。左右をまったく確認せずに。その時、富士

が私を押し退けるように通りに飛び出した。どんという音。富士と衝突した車が止まる。車の前

に蹲る富士。私は、一瞬の出来事でなにが起きたのか分からなかった。母の顔が青ざめていた。

車を運転していたおじさんも動転していた。暫くすると富士がむくっと起き上がった。少しびっ

こを引きながら家の方へ歩き出した。私と母も、その後を付いていった。おじさんがしきりに頭

を下げていた。

富士は、その日からなにも食べなくなった。三日後、納屋の中で横たわる富士の様子がいつも

と違っていた。お腹が上下に動いていない。飛んでいって父に知らせた。

分からない、私になにが起きたのか、私自身が理解するのに何年も要したような気がしている。

父と母が地元のお寺に富士の立派なお墓を建てた。



遅延の遅延

2015.02.19 Thu
フランスの人気歌手に「エッチエン・ダオー」というハンサムなオジサンがいる。と、私は社会

復帰「エッ遅延・ダヨー」なのだ。これは、私の労働意欲の問題ではなく、フランスの雇用法が

超ややこしいから、契約書が簡単に作れないという事情による。日本語化している「フリーラ

ンス」。これがフランスの雇用法の中に、基本的にない。これで話がややこしくなる。

以前にも書いたけれど、フランス人は企業に帰属している意識はゼロ。企業は、従業員のこと

を守ってはくれない。フランス国家およびフランスの法律が守っているから、帰属しているのは

国なのだ。これは長所でもあるけれど、雇う側からすると、安易に従業員を増やせないとなる。

基本的に解雇は、ほぼ、できないからである。経営側には大変にシビアである。

それから、企業側は従業員の額面年収とほぼ同額を国に納めないといけないから、一見低収入の

従業員でも、企業の負担はかなりの金額となる。では、お店を開く？　商業権をまず買い取らな

いといけない。ここで何千万円という支出。これを回収するのは至難である。

と、フランス経済は絶対に活性化しない。アメリカ、日本とはまったくシステムが違うのだろう

。私の日本の知人が、あっという間にヨーロッパの小物を扱うお店を開いて繁盛していた。日本

帰国の際に訪ねていった。「わっ、物凄く高いだろう商業権」って聞いたら「えっ、なにそれ？

　お店の家賃だけよ」「えっ？」という変な外人会話となった。

まあ、浪人生の気分ってこんな感じなんだろうなぁーと思っているけれど、間もなく五十六歳に

なるおっちゃん。しかも異国でである。仕事および雇用先があるだけ、相当にハッピーチャン

ジーであろう。現実的には、私のケースは再就職は、ほぼ、ない。ましてや、元管理職。こんな

オヤジをどこも雇ってはくれないし、そもそも、その本人のプライドだなんだかんだで、その本

人の脳内も微妙なお年頃化している。あっは、これは、幸いにして私にはない。売れない

ジャズメン、以上なのである。



昔話

2015.02.19 Thu
なんか、「富士」のことが突然の閃光のように脳内を過り、当然にして、愛犬を通り越した存在

であるから・・・。諸々の過去の風景がぐわっと込み上げて来た。でも、ブログ記事としては書

かないだろう。すでに二十年前に書いた散文詩のような小説の中に「それら」は凝縮されている

。結局、小説の方は一発屋みたいになってしまった。唯一の単行本である。

私は岩手県で生まれて、仙台へ。幼稚園から高校卒業まで福島県のいわき市で育った。

常磐炭田。炭住長屋。共同便所。生協。魚屋。銭湯。吊り橋。高台の木造の巨大な病院。大きな

欅の木のある小学校。木造である。刺青をしたオヤジが多かった。炭鉱の閉山。残ったのは、病

院と小学校と床屋さんと・・・。結局、ゴールドラッシュのような小さな町で多感な時期を過ご

したわけだ。

「俺はよぉー、こんな紋々(刺青)背負ってるからよぉー、息子にすまねぇー、あんたみたいな堅気
の息子がよっ、俺んちの息子と付き合ってくれる。ありがてぇーこった。ありがとな、あんち

ゃん」

一升瓶からそのまま酒をカッ喰らうオヤジが泣きながら小学生の俺に話してくれた。

それを小説に書きたい気持ちもなくはない。でも、書きたくない。売名行為というか神聖な他人

の人生を上から目線で書くことはできない。それを書くのが文学である、という見解もある。

私は、嫌いである。私的なことは、そのままでいいと思う。小説なんていう形で、それを書く。

そういうしたり顔が嫌いである。だから、私はジャズメンになったのだと思っている。

この感触は、分かって頂ける方には、凄く良く分かるはずである。「それでも書く」のであれば

、富岡多恵子のような超人的な気概が必要だろう。だから、私は書かないし、ましてや、ブログ

記事としては書かない。そして、私が育った町は、もうひとつのゴールドラッシュを迎えている

のである。震災、復興という。諸々の男たちがやってくる。昔に戻ったのである。しかし、心の

被災はゴールドにはならない。



複雑

2015.02.20 Fri
私には珍しくずばっとしたタイトル。イサオ節だと「福that's」と書きたいのだけれど、そういう
気持ちにならない。社会復帰「エッ遅延・ダヨー」状態もある。それによってコンサートの日程

も入れられない。新しいエレクトリックバンド用の新曲もできている。つまり、いざ鎌倉状態な

のに浪人。というこの宙吊り感が今一つなのだ。

ブログは、日々の心の動きが結構如実に出る。そこが面白いのだけれど・・・。この宙吊り感の

せいなのか、ぶっちゃけ、うもぉーーー、文学したるぅーーーなんちゅう感じが込み上げて来る

。暇なのだ。ターゲットのないターミネーターみたいな感じかしらねぇー。「アスタラビス

タっ、ベイビーっ」と言っているのに次のページに行かないから間抜けだ。

こういう状態、私は大嫌い。もにょもにょ・・・。はっきりせいっ！　となる。この暇感がどう

も働き者体質にはシンドイ。

わっ、急に話が変わるけれど、日本の旦那ども、確かに「おいっ、お茶っ！」なんてやっていた

。私の同世代も言い方は柔らかいけれど基本ポリシーは同じである。どうして？　日本男

児ってこういうことだったっけ？　イギリスも含めるとヨーロッパに暮らして三十四年が経つ。

私個人は覚えていないのだ、この感覚。同じことをフランスでやると・・・。

「おいっ、お茶っ！」

「あなたっ、名前を呼びなさいっ、人にものを頼むのであれば・・・」

「すいません、カトリーヌっ、お茶っ！」

「その命令口調はなんなのですかっ！　フランスは男女平等民主国家のデモクラシーですっ。頼

むのであれば、きちんと礼節を保って下さいっ」

「申し訳ございません、カトリーヌ、お茶を入れてくれないかしら、もし、ご不都合等がなけ

れば、何卒、よろしくお願い致す所存の次第の幸甚でございます」

「あっ、丁度、入れようとしていたところよ、いいわ、ついでに・・・」

「あっ、ありがとうございます」

「あら、あなたっ、お茶っ葉どこ？」

「あっ、すいません、今すぐ、お持ち致します」

となる。いわゆる「草食系男子」の話ではないことは、これからフランスに来る日本男子諸君は

肝に銘じてね。余談になるが、裕センセ、リヨンのドラマー徹、料理は、裕センセ、簡単料理の

プロ。徹、プロ。真師匠に至っては、料理の本を何冊か出している。ジャズメンでさえこれだぜ

って。



ジャニーズ系の顔

2015.02.22 Sun
ゲストの組み合わせのせいなのだろう、ジャニーズ系の番組をユーチューブってしまった。

スマップ、嵐、カットゥーンと。

四十代、三十代、二十代の「日本のイケメン」らしいけれど、私は、あまり、こういう系列の顔

が好きではない。なんで？　はい、手前味噌も糞も糠味噌も含めて、私の顔がこの系列なのだ。

「日本だとイケメン、でも、ヨーロッパに来ると、やや、堀の深い東洋人」、以上なのである。

じぇんじぇん格好良くない。そこいら辺のフランスのあんちゃんに、ちょっと近い東洋人、それ

だけ。

でね、なんで見たのか？　ゲストが「西田俊之」「志村けん」「ビートたけし」、西田さんは同

郷だ。福島顔。志村さん「も」ハンサムではない。たけしの御大。いやぁー、格好いい。存在感

が違う。男の顔はこうじゃないと・・・。

あは、独断で、四十代ジャニーズ、みんな良い顔になった。でも、一番、好きな顔は中居君だな

。三十代、大野君の顔、いい感じである。二十代、亀梨君。小栗旬と同じで、ハンサムじゃない

けど、セクシーな感じ、つまり、俺流という気概を感じる顔である。

いやぁー、俺は「緒方拳の顔」が一番好きなのだけれど、幸いにして、うちの息子が良く似て

いる。



自閉症DJ

2015.02.23 Mon
シンセサイザーで、諸々の曲を作っていると、諸々の事を考え、諸々の事が分かってきた。

うーーーん、ここから音楽論のような人生論のような・・・。結局、「どうして私の音楽がヒッ

トしないのか」という根源的な問題？　じゃないのだけれど、私という自我の塊化け物がなんな

のか、つまり、私はあなたであるから、その人間の本質が見えてくる。

列記する。最初が私で二行目がシンセです。

私　テクを見せ付けたい

シンセ　うーーーん、いらないとは言わないけれど、これ見よがしのテクはいらない

ピアノピアノピアノ

リズムリズム　音

俺の音楽を聴けっ

あんた、だれなの？　みなで乗り乗り　

私は、日々の努力の積み重ねの賜物

いらねぇーーー、うなもんっ

君、ピアノを舐めてるのかっ

そういうレベルなの？　たかが音楽で

シンセ「あんなぁー、おっさん、あんたのピアノのテクなんて、いらん。みなで乗り乗り。固有

名詞、つまりね、裕イサオのピアノなんてもんは、いらん。リズムリズムリズム、踊り捲くって

お仕舞いちゅうことね。俺はDJ、諸々の自我の塊の連中の音楽を匿名でミキシングしていること
になっちょるけれど、だからよっ、俺は有名。おっさん、このパラパラ、まだ、分からんの？　

個性なんていらん。固有名詞もいらん。そういうメソメソ、自我自我との戯れ、ねっ、うなもん

いらん」

私、泣きながら「シンセ様っ、どうして、そのような偉大なる高遠なる真髄の根本の本質の究極

にお辿り致したのですかぁーーーーー、驚き桃の木のサンショウウオの魚っっっっっ！」

シンセ「裕ちゃん、金、金だよ、真理は」



追記

「おいっ、アーノルド、準備はいいかね。あいつを消せっ！」「裕センセ、あいつの言い分、一

理あり。機械的な音楽から、音自体を機械が出せるようになった。あなたはいらない。個性が氾

濫しているから、我々は、無機的な音が欲しい。そういうことだ、アスタラビスタッ！」「魚っ

、アーノルドっ！　機械に説教かよぉーーー、いい機会なの？」



虚空の空虚

2015.02.25 Wed
「きれぎれブログ」という記事はお蔵入りにしたつもりだった。でも、同じタイトルを付けよう

としたらパソコンの方が覚えていた。表向き毎日毎日更新しているのだけれど、もう、十日ぐら

い記事を書いていない。すでに書いた記事郡が勝手に予約投稿システムでアップされているだけ

である。ここまでして更新する意味があるのか疑問。

書きながら諸々のことを考えて、脳内整理をすることが本来のブログの醍醐味のはずだから、更

新は結果でいい。段々と逆になってきている。私は、ピアノを弾きながらも色々と考えるから、

結局、考えてばかりになってしまう。言葉と音。もう、脳がどっちかにして頂戴と言っている。

やはり、音思考に集約したくなってくる。

段々と記事内容が「老いの繰言システム」の方に向かっている気もする。内容の重複がやや始ま

っている。こうなると書く意味はなくなる。わっわっ、そうなるともっと内奥のそのまた内奥の

暗い暗い重い重い思いを書きそうになってくる。けれど、それは、私が偏屈なのか、どうもブロ

グという媒体ではやりたくないのだ。

りゃ？　ちょっと考えるふりをする。

なんか訳の分からん記事ですねぇー、裕センセ。



息子のアパート

2015.03.01 Sun
土曜日、日曜日と息子が不在のパリのアパートに夫婦で行ってきた。親友とシェアーしている小

さなアパートである。

呼び鈴のところに、当然なのだけれど、私の本当の苗字が書いてある。一瞬、芸名「裕イサオ」

との微妙な脳内のズレが起きる。おっ、カミサンと息子と娘は○○という苗字なの

かぁー？　と、脳馬鹿。私の芸名は十六年前から、当たり前なのだけれど公の名前だから、本当

の苗字を見ると、一瞬、脳ワープするのである。と、変な違和感と共に、大きくなった

なぁー、あいつも・・・という親父の感慨が込み上げて来る。その分、私がジーちゃんになった

。自然の摂理である。

でね、なんで行っていたのか？　私＝緊急大工屋、カミサン＝緊急掃除人。若い兄貴二人のアパ

ートとしては、汚くはないけれど、二人とも大工仕事駄目派、その友人連も駄目派。そうなる

と諸々の破損をだれが直すのか？　たわしじゃない私しかいない。風呂場のシャワーの支え棒、

台所の水漏れ、クローゼットの扉・・・。クローゼットの扉の修理は知恵の輪みたいで、面白か

った。

ところで、少しずつ、スマートフォンでブログを拝読することが増えてきた。まず、自分のブロ

グを見てみた。もちろん、記事は出てくる。レイアウトと文字が小さかったので変えた。お気に

入りブロガーさんたちを見てみた。パソコン画面と違いブログ村のバナーが出てこない。あっ、

そういうことぉーーーと、とりあえず、自分のブログで実験。諸々のやり方を試してみたけれど

、私のブログには出てこない。結局、新しい記事案内の下に、バナーではないようなバナー「日

本ブログ村エッセイ・随筆部門」という一文が入った。で、これを、押して下さいませという意

味ではなくて、「私がお気に入りブロガーさんのバナーを押せない」、これが問題なのである。

久保の兄貴は、もともとない。そんなバナーな、と言われてもない。ほほほ、過去記事からクリ

ックするのだっ！　スローさんは本文下にバナーが出てくるから押せた。sakuraiさん、系たんさ
んはバナーが出てこない。わっわっわっ、押せないのです。なんか本文テンプレートの、なんだ

っけ？　html？　のどこかに挿入すると出てくるのですけれど、私の実験は、すべて失敗でした。
お時間のある時に、ご改良のほどを・・・。おりゃ、スマホからのブログアップもやってみな

いと・・・。あーーー、しんど。なぁーーーんちゃってるのですが、待ち時間の多い仕事だから

、逆にブログタイムは、どばぁーーー、かしら？



落語

2015.03.02 Mon
いやぁー、あたしはね、自分の事ぉーを落伍家と呼んでる。うまぁー、高校受験までは、田舎の

エリートコースではあった。明るい未来を疑う者はおらんかった。見合い話まであったのだぞ。

しっかしである「詩」に染まった。落伍家への大いなる大一歩。それから大学受験が決定打とな

ったの邪。それからそれから商業主義真逆フランス男「マルセル・デュシャン」を心の師と仰い

だのが、決定打の後の場外ホームランとなったの邪。それからそれから、フランスの「現代文学

」にどばっと浸かり、自分でも小説を書いた。言語実験前衛小説を・・・。お金様たちから、決

定的に見放された。出版社もそっぽを向いた。筋金入りの落伍家へ驀進、その更なる原動力が「

フリー邪頭」という世界で最も聴かれない音楽に嵌った。こうして、完璧なる落伍家が完成した

の邪。邪ぁー、また。

注　「落伍家」とは、母国および社会全般からドロップアウトした者を指す言葉。自らの意思で

、それを選ぶ者も稀にはいるが、一般的には、その能力不足に寄るところが大きい。しかし、落

伍家も人の子、自己正当化として能動的にそれを選択したがごとき言動をしばしば行う傾向が

ある。具体例　世間が己の才を認めない＝才能がないという公式を理解しようとはせず、世間こ

そ無能であると自己本位からの視点を崩さないのである。「好事宴　サオイ・ウーユ編より」

コメント　裕イサオ

あなた(だれなの？)は、そうおっしゃるが、私の解釈では「落伍家」とは脳フリーのことを指す言
葉ではないのですか？　社会のしがらみからの解放はありえない。けれど、脳内だけは自分の領

域であるからにして、ここがフリーであることは、非常に大切なことなのである。そう、結果、

落伍家にならざるを得なかった、私のケースは・・・。おいおいおい(泣き)。

コメント返信　サオイ・ウーユ

裕さんへ、コメント、ありがとうございます。裕さんは、大学受験の失敗、日本社会への不適合

とこの辺りから落伍家の道を歩まれたわけですね。詩、デュシャン、小説、フリージャズと遍歴

なされて自己正当化に勤めていらしてきた。落伍家の典型的なベクトルですね。しかし、多芸は

無芸、器用貧乏、それから元々の才がないと自己正当化にアップアップなされているようにお見

受け致しますが？　自己正当化は、もう、いらない、開き直り、です、一番は。堂々と落伍家を

名乗ればよろしいかと・・・。

コメント　裕イサオ

どきぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ。あとは、独り言・・・、ぶつぶつ・・・、そうかぁー、女

装の道しか・・・。



現代

2015.03.03 Tue
「詩」「美術」「音楽」の前に「現代」が付く諸々の諸々。「現代詩」「現代美術」「現代

音楽」。なぜなのか、「難解」というレッテルが必ず付く。どうしてそうなのか、私個人は理解

不能。大体、同時代の人間のやることに「難解」などということはない。

あっはぁー、「そう思うという脳機能が、不自由という洗脳を受けている」、受けている責任は

脳の持ち主。

あっはぁー、それがいかんのではなくて、私は、大した分際でもないし、上から目線でもない。

単に、それじゃー、つまらないよなぁーって思うだけなわけね。でね、もう、宇宙規模で、なん

ども言われている定理。

バン・ゴッホが生存中は、今で言うところの「現代美術」より、たぶん、もっと、超絶的なキチ

ガイだと思われていた。私が、仮に当時生きていたならば、絶対に、彼を擁護した。これは、確

実に、そう、言えるのである。百年以上経ってから、追いついても、つまらないのだ。一回しか

生きてないから、先端を理解すると、おもろいどぉー。久保の兄貴の散歩、「人間の作ったもの

をすべて消して歩いてみる」。現代の詩なのだ。



System D

2015.03.05 Thu
「System D」、ちょっと英語みたいだけれど、これはフランス語。直訳すると「なんとかする」
という意味。Débrouille「上手くやって行く」という単語から来ている筈である。たとえば、「ボ
ービン(貧乏)だけど、心は錦ぃーーー」なんちゅう意味合いでも使える。私が好きな言葉だし、私
が多用するD(レ)ドリアン音階とも語呂がいい。

ところで、二年間の切磋琢磨君のお陰で、ブロックコードというテクニックが血肉化した。ちゃ

ら弾きをせずに、和音和音で決めるやり方なのだけれど、猛スピードでコードチェンジするのが

、やはり、相当に難しい。練習あるのみ。ふむ、自己分析してみて、やはり、かなり習得の域に

達している。ということは、そろそろ「次のステップ」へ、となる。これがパッと浮かんでこ

ない。沖至師匠には「イサオ、ブロックコードだけで、お前、食って行けるよ」なぁーーーんて

言われてしまった。ふむ、「次のステップ」ってなんだ？

「次のステップ１」とりあえず、ピアノは置いておく。シンセサイザーで、ちょっと違う音作り

をしてみる。あまり、テクニックを敢えて使わない。私の息子娘世代が、何気に聴ける。踊れる

。こんな曲を作ってみる。と、作ってみた。娘に聴かせたら、いい感じぃーって言ったから、

まあ、当たり。それと、私は元々ディスコ音楽が大好きなのである。結局、自分が踊りたい曲を

作りましたぁーーー、と単純なのだ。

「ステップ２」逆噴射療法。つまり、ジャズのスタンダードを譜面通り弾いてみる。直ぐに飽き

てしまう。そもそも、ジャズに譜面はいらんというルーツがあるから、飽きてしまうし、直ぐ自

己流に変えてしまう。まあ、譜面は、単なる演奏の目安という感じなので、その通り弾く練習と

いうのはジャズの場合は、末本倒転。

「ステップ３」わっ、ここからが本題なのである。家にあった息子と娘が使っていたバイエル

を引っ張り出してきた。フランスのそれはピンク色なので、バイエルではなくてピンクメソッド

と呼ばれている。勘違いする方も出てきそうな名称である。これを譜面台に乗せ弾いてみた。た

ぶん、五歳の時には・・・、うおっ！　五十年前だっ！　そこそこ普通に弾けたはずなのであ

るが、五十五歳のジャズメンがやるとギクシャク。まともな四拍子感ゼロ、および、左手のアル

ペジオがスムーズに行かない。いや、左手だけだとなんてことないのだけれど、右手を加えると

、左手はリズム、つまりシンコペーションしようとするから、とんでもなく変な感じ。わっわっ

わっ、ジャズ菌の威力に改めてクビキリテンギョウ(びっくり仰天)っ！　俺は進化したのか退化し
たのか？　分かんなぁぁぁーーーい。

あれ？　結局、「次のステップ」がなんなのか分からんのだ。現代音楽の和音分析とかか



なぁー？　たぶん、もう、指さんたちが把握していると思われる。えっ？　ヒット曲？　

魚っ！　じゃ、下に「裕イサオ世界戦略曲(爆笑)」添付すっからよ。大音響で聴いてくれ玉枝さん
。



週末用長文ブログ

2015.03.06 Fri
なんかね、書きたいことが二つ浮かんだ。ひとつは「五歳の俺」という詩のようなもの。もう一

つは「タモリさんとサダンジさん」。

「五歳の俺」

「ぶんぶんぶんはちがとぶ」、これが普通に弾けていたはずなのであるが、半世紀経った今の俺

は弾けない。ピアニストなのに、である。半世紀に渡って積もり積もった酒煙草人間関係・・・

。人生は初期化せんのであることぞ。sakuraiさんのひっそりコメントの中に、幼稚園の頃の我が
子というコメント返信が出て来た。そうかぁー、俺の両親もうるうるしていたわけだ。そして、

親父の俺も我が子のその時代、うるうるしていた。羽毛ぉー、チャンジーになっちゃったのね、

俺。諸々の毒素の堆積が、「ぶんぶんぶん」出来なくなった。でね、ほほほ、決め台詞。五歳の

私と五十五歳の私の間には、何もない。意味？　まあ、毒素の秋じゃねぇーけど、毒をもって毒

を制すじゃねぇーけど、今更、ぶんぶんぶんしている方がおかしいだろっての。皆、邪頭なの

だよ。あっ、意味？　まだまだ、折れねぇー、ということ。俺は、若い頃に戻りたいなんてゼ

ロだ。今の方がベターチャンジー。

「タモリさんとサダンジさん」

すいません、サダンジさんの漢字が出てこない。歌舞伎のサダンジさんです。なんかね、お笑い

芸人って、「喧しければいい」と勘違いしている。いろんな番組を見ていると、煩いし、声は大

きいし、画面前面に出ようという感じが充満し過ぎ。まあ、さんまさんの影響なのかしら

ねぇー、さんまさんは好きだけど。でね、「静かなお笑い」という事を考えると、タモリさん、

ダウンタウン松本さん、なんか、喧しくない。でね、でも、べらべらがちゃがちゃしないとお笑

いにならんのか？　日本エレキテルは、かなりいい感じである。特に中野さん、人見知り、出

不精、一日ホリゾンタル。で、たまたまバラエティーを見ていたら、七十四歳のサダンジさんが

出て来た。ゆぅーーーくりとお話する。

「レンタル　ビデオ　借りに　行った　レジの前を　通り過ぎても　なにも声を掛けられない　

そのまま　アダルトビデオのとこに行った　レジに出したら　サダンジさん　次の公演楽しみに

しています　と　言われた　ははは　変なビデオ　出してから　言わないで欲しいな　顔　ばれ

てるなら　入ったときに　いって欲しいな」　

「はい　SM好きです　でもね　警官みたいに　帽子かぶって　SとかMって紋章つけてもらわな
いと　どちらか　分からないな」

いやぁー、伝統芸能という定型の中で突出する人というのは、とんでもなくおもしろい。



フリージャズメンの対極のような方だけれど、ここにもメビウス現象が起きていると申し上げる

。

俺たちだって、おもろいどぉー。



白昼の正夢

2015.03.09 Mon
昨日、３月８日２０１５年、日曜日。快晴、最高気温約２０℃。カミサンと自転車。

私の住む小さな町から、隣村のゴッホ晩年の地まで、５ｋｍから場所によるけれど７ｋｍである

。川沿いの県道、町と村を横切る村道。上の麦畑の農道と川沿いに三本のルートがある。我々は

真ん中の村道。ぎこぎこと自転車。

印象派の画家たちがキャンバスを立てた場所に、描いた絵の立て看板がある。一杯あるのだ。印

象派の前身となった画家ドゥビィニ－も含まれる。

襟巻きを外し、ジャンパーを脱ぐ。アップダウンの道が続くから、自転車には結構キツイという

より、我々には・・・。鍛えている人たちが、どんどん追い越していく。我々、ぜいぜい。坂道

は歩き。ぜいぜいとやっていると、画家たちの「キャンバス跡」が、一杯出てくる。ぜいぜい名

利である。

ピサロ、セザンヌ、ドゥビィニー、ゴッホ。ゴーギャンは滞在していたけれど、ゴッホとごたつ

いていたのだろう、絵を描いていない。おっ、ゴーギャン。ジャズしてるなぁー、彼は・・・。

ゴッホもだけれど・・・、ありゃー、フリージャズだ。

快晴、ぜいぜい、自転車の左のペダルが調子悪い。カミサンがどんどん行ってしまう。

内のカミサン、フランス人だ。ピサロ、セザンヌ、ドゥビィニー、ゴッホ。そのフランス人の私

のカミサンである女の後姿と、この絵の巨人たち。そして、その絵の中に出てくる風景の中を走

っている私。福島県いわき市の常磐炭田のある町で育った私。突然の脳ワープ。えっえっえっ、

俺って、フランスにいるの？

たまに起きる。デジャブの反対現象。



印象派

2015.03.10 Tue
「印象派」、皆さんご存知の通り・・・、と書きたいのだけれど、なんか観光資源みたいになっ

ているから「その本質」が、どのように理解されているのか、私には分からない。と、なんか偉

そうではあるけれど、私の右側のプロフィール写真、実物の三倍ぐらい格好いいやつを見ても、

どう見たって、元美術家には見えないけれど、美術は専門だったのである。

「印象派」、十九世紀後半のフランスで生まれた「前衛芸術」。「印象派」という名称は蔑称で

ある。「前衛」だって観光資源になるのだ、百年ぐらいすると。

「光の動きを正確に活写しよう」とした。まあ、きちがい沙汰だ。このコンセプトに一番忠実な

のは「モネ」と「ピサロ」だと思う。本来的な真の印象派はこの二人。ちょっと独断？　これを

科学目線で分析したのが「スーラ」である。マルセル・デュシャンが大変に評価しているのは頷

ける。

「セザンヌ」、現代美術の原基。有名な少年の絵の腕が異様に長い。つまり、絵画を初めて平面

と理解し、画面構成という概念を発明した恐ろしい人である。遠近法からの解放は、

フォービズム、抽象絵画へと繋がっていく。さらには、絵画から額縁という概念を取り払うジャ

クソン・ポロック、マーク・ロスコへと・・・。セザンヌは別格。印象派の先を行っていた。マ

チスもモンドリアンも彼がいなければ、どうだったのだろう？　そして、究極の頭脳、デュシャ

ンへ。

「ゴーギャン」、もうこの人は絵描きというより、人生の達人であろう。そのバックボーンに絵

画があった。でも、彼の作品は人生、彼の人生そのものである。脱サラして蕎麦屋、脱サラし

てジャズメン(えっ、だれ？)、こういう系譜の先駆者だ。

「ゴッホ」、彼はエモーションを絵画の上で解き放った。フリージャズメンの先駆者でもあると

理解してしまう。ゴッホの凄まじいエネルギーは、ヘンリ・ミラー、ジャクソン・ポロック、ジ

ィミ・ヘンドリックスと連綿と繋がっていく。

と、ちょっと、独断ぽいのかな？　でもね、絵画鑑賞なんぞは、私はしない。美しいとかばっち

いとか心が和む、なぁーーーんていうこととは、制作している側は真逆マジきちがいなのである

。この辺りを理解して美術を見てみると、いや、違うな、理解しないで見ても意味がない、とい

うことだし、私は美術館には滅多に行かない。ある意味、画集で十分。

あっは、などと言いつつ、モンドリアンの実物、感銘を受けたし、デュシャンの絵描きの頃の作



品もぞくぞくした。筆息が伝わってくるからねぇー。おっ、やっぱ、真逆の結論。音楽はライブ

、これと一緒かな？　うーーーん、制作している側の前衛脳を理解してから見ないと、じぇんじ

ぇん、面白くないし、見にいく意味もない。芸術の歴史は人間の先端をいっていた人たちが

作ってきた。ということは先端脳がない人は、まあ、凡人の堆積の一角で蠢いているしかない

のだ、うん、私のように。凡人じゃねーと思ってたんだけどな、若い頃は・・・。まあ、いいや

って。もう、先端は無理だっての。おっ、ゴーギャンコードが残ってるぜっ、まだっ！



アンジャッシュ

2015.03.12 Thu
お笑い不条理コントの先駆者は「さまーず」なのだと思う。正確には大竹ワールド。さまーずの

漫才きのこ取りの中に・・・。

三村さん「きのこ取ってたんだよ」

大竹さん「なんで？」

三村さん「食うからぁーーーーー」その後、あまりの自分の大声に痛たたたたたぁーと脇腹を押

さえる。これは本当に痛いから。

彼らの次世代「アンジャッシュ」。仲の良いコンビというコント。

お笑いマガジンインタビューアー「仲の良いコンビは大成しないと言われてますが・・・」

アンジャシュ「そうですねぇー、我々、仲、良くはないですねぇー」

お笑いマガジン「仲良さそうですが・・・」

アンジャッシュ「いや、良くないですよ」、渡部さん「児嶋、こいつ馬鹿なんすよ、交換日記、

全部、平仮名ばっか。馬鹿じゃねぇーの」

その後、渡部さんと児嶋さんがいかに仲が悪いかと言い争い。「もう、お前の缶詰開けてやらな

いからなぁー」「ふん、今年の冬はマフラー編んであげねぇーからな」「土曜の夜、もう、カレ

ー作ってやらないからなぁー」、取っ組み合い。お互いのシャツを破るとお揃いのニコニコマー

クのＴシャツ。実に良く出来ている。彼らの次世代は「ロッチ」かな？

いやぁー、嵌り出すと止まらなくなる。こういう世界。



ピアノ覚書

2015.03.13 Fri
ちょっと、今日の記事は専門的になってしまう。私自身の覚書。

「ピアノ超絶技巧ドラゴンへの道」と自分で名付けた分厚いファイルがある。私は天邪鬼だから

、ピアノメソッドも自分で作った。既製品は受け付けないし、習得すると皆と同じになってし

まう。から、下手だからこそ、イサオ節にならんと意味がないので、こういうことになった。や

はり、二年強の切磋琢磨、習得のレベルに達している。そうなると、ちょっと前に書いた「次の

ステップ」を模索することになる。うーーーん、さすがにブログのタイトルを変えるようにはい

かないので、やや、悶々とする。ピアノは私であるから、このピントが合わないと、脳内ギクシ

ャクが始まってしまう。やや、焦る。

昨日、模索君の頭の中に、ピィーーーンと閃いた。この閃きも、延々と北島三郎の歌い方で「

模索ぅーーー、もぉさくぅぅーーー」とやっていないとやってこないから辛いのである。ふむ、

イサオ節をキープしつつ更なるステップアップ・・・。「ドラゴンへの道２」の、ほぼ、原型が

脳内で蠢きだした。

「その一」ブロックコードでメロディーを弾く。私の場合は、重複音を含めて左手四音。右手

三音。これでメロディーを弾く。つまり、テンションコード４、６、９音を付加する。非常に分

厚い四度和音で弾くから、むむむぅーーーと格好いいし、耳に実に心地良い。ベートーベンの喜

びの歌は、すでに完成しているのである。合間に、ちゃら弾きでスピードスイング。

「その二」ブロックコードを左手のみで行い、右手はマッハ３でソロをする。やや、脳破壊され

そうだけれど、これは出来るはずなのだ。すでにやってみた。超絶肩凝りとの闘いの幕が開いた

のである。

「その三」通常、左手でやるルートレスフォーボイス(根音のないテンション四和音)を右手でやる
。超押さえ難い。左手はルート音。これは、オーソドックスなジャズのスタイルなのだけれど、

右手の和音が複雑なので、泥臭くない知的モダーンな音になる。とはいえ、右手の動きがしんど

いしんどい。超絶肩凝りの悪化は免れないけれど、難のこれ式で乗り越える。

と、まあ、一、二年の切磋琢磨が推測される。ピアノの正式名称をここで発表する。すでに存在

しているインサイダー名称に、私がいくつかの単語を追加したものである。

ジャズフェスティバルの司会者案内。



「裕イサオ　on　・・・・・・・」
「高齢化社会用白黒鍵盤指関節増幅指先刺激ボケ防止器」

魚っつ！　魚っつ　はぷん　めぇーーーん！



無理な動き

2015.03.16 Mon
先日書いた「ピアノ覚書」という記事の中の「次のステップ３」。簡単に再度書くと、左手

ルート音、右手四和音。セブンスコードとか－５＝五音目が半音下がる、こうなると、中指と薬

指が股裂き状態になり、更に、小指も股裂き。こういう動きを猛スピードでやろうとすると、体

の具合まで悪くなってくる。

注意！　ピアノをこれからなさろうという方、および、すでになさっている方。「指に少しでも

痛み、違和感を覚えたなら、その動きは即刻中止することぉーーー！」。体調不良、怪我、最悪

はピアニスト生命を縮める。スポーツ選手と同じである。と、私も即刻中止。正確には、四和音

を三和音に端折ったのだ。うはははははぁ、音数を単純化した方がお洒落になる時も多々ある

のじゃ。でねもぇー、頭良さそうに見られたいから一杯入れたくなるのも人情なんだけ

れど・・・。しかし、ピアニスト生命には代えられない。それと、やっぱ、指の動きに無理があ

るとね、スイングしなくなる。イモになる。これはヤバイ。

はい、オジサンらしいまとめ。やっぱね、人生もピアノも無理な動きはやらん方がいい。わっ、

本当にオジサンらしい結論だねぇー！

余計な追伸。ジャズピアノの創成期のコードワークなんて、左手は、たったの二音なわけ。１と

３とか１と５音。これだけだったわけね。でも、皆、頭良さそうに(実際に良いということでは
ない)見られたいから複雑化した。このはったり競争が今日のジャズサウンドを作り上げた。
うーーーん、考え方によると我々は馬鹿なのかも知れない。これを成音趣味と言う。嘘。



スイング

2015.03.17 Tue
といっても野球の話ではないよ。ジャズのスイングね。おっと、その前に、なんとなくうんちく

を垂れたいのだ。年相応に。といっても、私のうんちくは「自分向け」。私以外の方へのうんち

くはゼロだ。それぞれでいいから・・・、まっ、人のことはどうでもえーのである。第一、親父

なのに、息子と娘へのうんちく、なぁーーーんもない。法に触れなければいいし、まっ、触れち

ゃうということも百パーなくはないかもしれんけれど、親父であることには変わりはない。

「うんちくその一」ドミナントコードって、音楽を齧った方はご存知の通り。やや不安定な音階

の五度上にできるセブンスコード。で、人間は主和音、トニックコードに気持ちが戻ろうとする

。心理学的な説明はわからん。サブドミナントは彩りを添える。わっ、トニック主和音＝安定し

た人生。サブドミは、その彩り。ドミナント、やや不安定。結局、ドミナント状態がトニックに

戻らないと破局を迎えるのだ。でね、我々、フリージャズ屋は、全部、無視。主和音がねぇー

から・・・。永遠のドミナントなのだろう。おっ、音楽で人工的な破局を日頃やっているわけだ

。

はっはははははぁーーー、そう、音楽すること自体がドミナントで、平穏なトニックライフに翌

日帰る。お客様方もそうなのだ。まっ、ホラー映画見たよぉぉぉぉぉぉぉぉぉんという感じかし

らね。

「うんちくその二」スイングしないジャズはイモである。即刻、止めた方がいいのだ。じゃ、ス

イングってなに？　そうねぇー、私がもっともスイングしていると思う連中は、ジョン・肩コル

ト

レーンのユニットと、キース・ジャレットのトリオ。前者のリズムセクションは、ご存知の通り

、地味ぃー・ギャルソンのベースとマッコイのピアノとエルビンのドラムス。このバックは強烈

である。エルビンのドラムスのせいかしら？　後者は、もう、ピアノ馬鹿、キースの超絶スピー

ドスイング。こんだけ、ピアノは私だしているミュージッシャンは稀である。もう、どちらがど

ちらを弾いているのか、境界線が消滅している。キースは鼻高神経質のちとやな奴とコンサート

のオルガナイザーから聞いたけれど、凄い音楽をする人が、別に良い人である必要はゼロ。と、

スピード、ノリ、俺が俺がのリズム感の合体ロボがスイングなのである。まあ、生きている証と

生甲斐剥き出しパワーがないとでけん。でね、ジャズをやりたい方は、リズムは相手の後ではな

くて、相手の前を行くぐらいの勢いがないとイモになるのだ。自己顕示君にならねばならん。

と、ジャズからも色々と、学ぼうとすれば学べるのであるけれど、別に、学ばなくてもいいので

ある。好きにして。



ピアノのある風景

2015.03.18 Wed
何気にタイトルを付けてみた。なんとなく格好良い。わっ、記事自体が格好良いわけじゃない

のに・・・。

私の脳内中央にグランドピアノがどぉーーーんと置いてある。こういう脳内風景になったのはそ

れほど昔ではないのである。会社、中間管理職、出張、部下の管理、社内の諸々の思惑、住宅ロ

ーン、子育て・・・の台風の非難小屋みたいなところに小さな電子ピアノが置いてあったのだ、

長い間。もちろん、脳内風景という意味でね。

それが、今じゃ、ほれっ、ご覧の通り。えっ、きょろきょろ。

間もなく五十六歳になろうとしているオヤジの脳内がこれでいいの？　という大きな疑問も沸い

てこなくはないけれど、脳内がこのようにすでになっちょるからどうにもでけん。知人のひとり

が「裕さん、そのアホな熱情が、いずれ花開くときが来るよ」だって。おっ、ということはわ

しは、まだ、蕾ちゃんなの？　いや、花はとっくに開いていて枯れ始めているの？　結局、どっ

ちなのかわからんけれど、どーでもいいわよねぇーと、志村けんさんと柄本明さんの芸者コント

の口調で呟く。

しっかし、十四歳のときに中学校の先生に何気に言った、あの、あの、あの一言。「裕君は、

将来、何になりたいの？」、私、きっぱり「先生、ジャズピアニストです」。有言実行するとは

、当時の私には遥か彼方の蜃気楼。



寓話「大きな時計」

2015.03.19 Thu
「立花君、大きな時計と、すごくちっちゃい時計があります。どちらが早いですか？」

「先生、そのような愚問は止めて頂けますか？　東京(の)大学に入れなくなります」
「じゃ、寓話君はどうかな？」

「はい、先生。小さい時計の方が早いです」

「どうしてかな？」

「はい、五分間隔の幅が大きい時計の方が長いからです」

「うんうん、そうだねぇー、続けて」

「はい、その幅が長い分、つまり、距離が長い分、遅いのです」

「うん、正解っ。じゃ、地球で一番大きな時計は？」

「はい、地球です」

「ぱちぱちぱちっ！　それより大きな時計は？」

「はい、宇宙ですが、我々の認識では太陽系とか銀河系ですかね」

「一日二十四時間となっているけれど、だれが決めたの？」

「人間です、けれど、宇宙の運行時間から算出されていると推測致しますので、理に適っている

とは思われます」

「じゃ、最初の質問に戻るよ。大きな時計とちっちゃい時計、どちらが早いのかな？」

「はい、小さい時計です」

「正解っ！」

追記　本記事、書いている途中でパソコンがダウン。今、ブログ村のマイページを開いたら、な

ぜか新着記事となっていた。クリックしてもなにも出てこない記事。なんか、それ自体が寓話

になっちゃったような・・・。すいません、なんだか思わせ振りな感じになってしまいました。

大した内容じゃないのに・・・。おっ、地球の自転に酔っちゃった男の話なぁーーーんてことが

頭に浮かんだ。考えたら、我々、なんもしないで自動的に毎日、世界一周してるのだなぁー！　

変な感じぃーーー。



過去ピアノ

2015.03.22 Sun
加古隆さんは、私の師匠、沖至ユニットのピアニストだった。一時期、フランス、しかも、私の

住む町の隣村に滞在。色々な意味で、私の大先輩である。

その「加古」ではなくて「過去」の方ね。

幼少期にピアノを齧った日本人女性は大変に多い。豊かな国なのだ。ピアノ自体が高い。でね、

高校三年ぐらいで、ほぼ、全員が止めてしまう。大学、嫁入り準備？

でも、嫁に行って二十年ぐらい経つとする。もっとでもいいよ。急に、「ピアノを弾けたこと」

を思い出す。

むむ、じゃ、弾きなさいよ、あんたっ！　なんで、折れるの？　「弾けるのなら弾きなさい」ね

。

たとえば、チック・コリアの「スペイン」。



別に

2015.03.23 Mon
昨日、赤ワインをちびちびやっていたら・・・。俺、昔の日比谷公園に師匠である沖至ユニット

を聴きに行く。公衆トイレに入る。ぎょ！　立ちション。俺の横にマツコ・デラックス。本当

にびっくりしたし・・・。俺は、その姿で軽く彼女に会釈した。「どっ、どうも」って。なんな

んだ、このイメージっ！

いや、うなことはどうでもえー。その、つまり、ピアノ、別になくてもいいし、弾けなくても

いい。人生に大した影響はない。私のようにド嵌り君は放置しておけばよろしいのだ。でね、ず

っと以前に書いたのだけれど、五歳から十二歳までピアノの先生についていた。その後、野球に

嵌り、止めちゃった。で、三十五歳の時に再会、再開。この布石になっているのは、二十二歳ぐ

らいの時にロンドンのバービカンセンターでキース・ジャレットのソロコンサートを聴いた。痺

れた。「俺もよぉー、ピアノ、あんな風に弾けたらモテモテだろうなぁーーーーー」、これが

布石。うん、ピアノ弾くと実際にもてるのだけれど、でも、チャンジーに今はなっちゃったから

、どうでもいいわよねぇーと志村柄本芸者の口調になる。そうなると、自分のために弾いている

とか、自分の内面を見詰めるために弾いているとか、その動機が、やや、孤高ラインを描き始め

るわけだ。

うーーーん、私も立派になった。嘘。



ジャズの良いところ

2015.03.25 Wed
今、ピアノの練習をしていた。その直後に、これを書く。ピアノ、絶好調なのである。

むふ、でね、ジャズって

素敵ぃーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ーと呟きながら弾いていたから、その「素敵」について書く。

はい、楽譜がない＝ユニフォームがない。禁治産者になりやすい＝不定形。喜怒哀楽好き勝手に

弾ける＝アル中になりやすい。

でね、何度か書いたのだけれど、ジャズのルーツ。辛い人生、でも、笑って歌おう。この黒人奴

隷の重い重い暗い歴史と、彼らは元々、明るい。この乖離によって生まれた音楽だから、元自閉

症の私には、すっと、脳に侵入した。

ネアカが暗い暗い暗い世間様と接触するとジャズになるという真理が生まれる。

だから、久保の兄貴、友だちが少ない、道理なのだ。私も、「数は少ない方」です。「質友だち

しかいらん」のです。いなくても、ピアノがある。げっ、

暗いぃーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

？　だぁーら、私はネアカなんでね、暗い世間とかかわりたくねぇー。早死に？　むしろ、算数

上は長生き、の、はず。医学的には？　知るかっての！　まあ、北野武が健在だから大丈夫だ

ろう。



芸能人

2015.03.26 Thu
私が芸能人なのか分からない。ジャズメンだから、たぶん、そうなのだろう。OOO、「一般人」
と結婚、なぁーんて書いてある。いつも、えっ？　と思う。なんなのだ、「一般人」って？

ところで、芸能人になりたい人々の何パーセントが「成功」するのだろう？　仮に百人に一人と

する。絶対にもっと凄い数値のはずだけれど。とすると、九十九人がどうなっているのか？　と

なる。

成功した人、たとえば、有吉さんとか阿部寛さんとかいるけれど、彼らは、一時期、いわゆる冷

や飯を食っていた。日本エレキテルもそうだ。でも、華々しく売れている。それは素晴らしい。

でも、百人に一人組みである。

残りは・・・、売れないまま、結婚、子供、結局、別の仕事へ。

それから、一発屋。一曲だけヒット。一ギャグだけヒット。突然、干される。二番目のケース

より、相当にしんどい。一度、当たった祭りの後の悲しい風景。「あの人は今」というやつだ。

シビアだろうなぁー。

でね、俺なんだけれど、どれにも該当していない。なんとなく、二番目が近いのだけれど、売れ

ないまま消えて行く。俺の場合は、売れないまま消えない。なんなんだろうね？　

まっ、フリージャズが「当たる」ことはないのだ。竹とんぼ、竹馬を世界に広めるのだっ！　に

限りなく近い。

「はい、本日は、お忙しい中、会場一杯のご来場っ！　本日は、世界フリージャズ大賞の一夜で

ございます。では、今を時めく女優、高科レナさんより、ベストグループ賞を発表っ、して、頂

きまぁーーーす」

「ベストグループ賞、は、どきどきしますねぇー、あっ、裕イサオユニットでぇーーーす」

「裕さん、佐藤真さん、オリビア・セママさん、ステージへっ」

もそもそ。

「はい、賞金、三千円、および、恵比寿様の縫いぐるみですっ！　裕さん、一言っ！」

「えーーー、いや、なに、今日は、へめらもでめかさでっ！　メルシッ、僕っ」

「では、フリージャズのノーベル賞と呼ばれるナンデ・ヤネン賞っ」

「あっ、裕イサオぉーーー」

「では、ベストジャズメン賞っ」

「あっ、裕イサオぉーーー」



結局、俺は三冠に輝いた。のだ。賞金九千円と恵比寿様の縫いぐるみが三つ。やったぜって、

のっ！　因みに、会場の席数は二十でした。



チーズ

2015.03.27 Fri
昨晩、ユーチューブで「マツコの知らない世界」をいくつか見た。「チーズ」が出て来た。私

はチーズ大国に長年住んでいるのに、まったく食べない。人の家にお呼ばれすると、かならず最

後にチーズの盛り合わせが出てくるので、この時だけ、食べるような振りだけする。好きでも嫌

いでもなく、私の食生活の中に必要がないもののひとつなのだろう。チーズを見ると、水戸納豆

を食いたいよぉー、イカの塩辛の中に飛び込みたいっ！　という感慨が湧いてくるから、ある

意味、迷惑でもある。たまに、日本に帰国すると、確実に太って帰ってくる。四六時中、なんか

を食べている感じがする。食べたいものが多過ぎるので、このようになるけれど、フランスでは

、昼と夜の二食。以上なのだ。まあ、考えたら、カミサンも娘も、おやつのようにチーズを良く

食べる。息子もそうだ。健康には良いんだろうなぁー。やはり、私だけ日本人なのだろう。味覚

だけね。

ところで、マツコさん、ほとんどのチーズを試食というより、全部、食べてしまう。ついでに、

「ビール、飲みたいわぁー」。ジョッキに入ったビールをコップの水。五秒ぐらいで空。お代

わり、五秒。この食いっぷりっ！　素敵だわっ！　わっ、あたしまで、マカオ。いや、そうでは

なくて、急に思い出した。日本だと、チーズはビールのおつまみだった。忘れてた。チーズ＝赤

ワインというフランス脳になっているから、あれ、あれ、あれ？　と哀川翔の口調になってし

まう。今度、やってみっぺ、ビールでオランダの固いチーズなんか良い感じだね。おっ、

よぉーーーく考えたら、私は、つまみも食べないのだ。酒のみ。太らんわけだ。



物体と生物

2015.03.30 Mon
私が、現代美術家として最後の展覧会を開いたのが三十八歳の時だったから、今から、早十八年

が経つ。バン・ゴッホの晩年の地で開催した。これが、現代美術家裕イサオにとっても晩年の地

になったわけである。

その作品の一部であるマネキン人形とトルソをインターネットで売りに出したら、アッと言う暇

もなく売れてしまった。まあ、マネキン人形、確かドゥゴール空港の近くの工場で、太股に穴の

開いてしまったマネキンを三万円ぐらいで購入。太股の穴をグラスファイバーで埋め、高価なア

クリル絵の具リキテックスで何度も丁寧に塗装した。とても綺麗なピンク色なのである。これを

三千円で売りに出したから、問い合わせが直ぐに来た。トルソの方も、一体八千円ぐらいした

はず。こちらもリキテックスで丁寧に塗装。やや、象牙色に近い白である。四体で四千二百円と

したのである。

娘が「パパ、大切な作品、寂しくないの？」。「えっ、あっ、マネキン人形は劇団の方が舞台装

置として購入してくれた。うん、もうひとつのクリエーションの中に彼女は移行したわけだ。い

いんじゃない、それで」と答える。

夕方、いつものようにビールを飲みながらピアノを弾いた。弾きながら脳内で・・・。

うんうん、物体は壊れるし消滅する。けれど、俺のピアノの技術は不滅だ。場所も取らないし壊

れもしない。あれあれあれ？　おっ、俺が生きている限りは・・・。わぁ、俺が壊れて消滅した

ら同じことだなぁ。じゃ、何が違うのだ？　れれれ、何も違わないじゃん。生きている人間の生

きた記憶が生きているけれど・・・、わっわっわっ、生きているものしか生きていないというこ

とか？　なぁーーーるほどぉーーーと。

その時のピアノ演奏は、なぜか練習を通り越した凄いものになった。



春の鬱

2015.03.31 Tue
今年の北フランスの冬は寒かった。昨日から、春一番が吹き荒れている。小さな小さな木々の葉

が芽吹き始める。

毎年？　なんだか「やや鬱」である。これに効く薬はなくて、私の場合は・・・。

ピアノを弾く。絶好調である。ブログを書く。お気に入りブロガーさんの記事を拝読する。ミュ

ージッシャン仲間に連絡する。次のコンサートの予定を組む。夜、「クローズゼロ」を見る。「

さすが鈴蘭だな、折れねぇー」なんていう台詞が染みる。

わっわっわっ、すべての思考回路がネガティブになってくる。そういう時、エトルタの断崖が脳

内を過り始める。やっ、やばいっ。このネガティブエレクトリックのパワーは半端ではないのだ

けれど、結局、その元になっているものがなんなのか分からん。五十代の鬱病、ここまで行くと

、これは恐ろしい。相当に切羽詰まった精神状態になってしまう。

でね、その根源がなんなの？　そう、マルセル・デュシャンの晩年のインタビュー。「人は、

ただ、存在しているだけで疲れているのです」だって！　ほたら、我泣き濡れて鬱と撓むる。以

上なのだ。しっかし、こういう時のピアノ、我ながら凄い演奏をする。おいっ、裕ちゃん、身が

持たんぜって！　スマイル、スマイル、スマイルス・デイビス。この野郎っ、豆まい

たるぅーーー、あっち行けってのっ！　鬱君っ！　あら、久しぶりじゃね？　鬱君の登場。君、

僕はね、慢性鬱だから議論の余地はないよ。もう、四十年ぐらいだよん。主治医によ、「俺、鬱

病で

すってよ、自分で言ったらよ、いつからっていうから十七歳ぐらいからって答えたら、くすくす

笑いやがった。まともに暮らしてんじゃん、あんたっ。くすくすくすだってよ」。



もの

2015.04.01 Wed
私は物を集める趣味が皆無である。もちろん、コレクターの気持ちも理解できる。それはそれで

、とても楽しいはずである。

とはいえ、執着のある物、思い出の詰まった物とかは少ないながらある。売りに出したマネキン

人形、トルソもその内の一つ。でも、整理することにした。考えてみたら、ある意味「物持ちの

いい人」という部類に入る。妙におセンチでもある。たとえば、私が初めて購入したトヨタカロ

ーラDX1985年型。これは友人が今でも乗っている。妙に嬉しい。廃車はなんか嫌なのである。ず
っと走っていて欲しい。私と一緒に随分旅をした車だから・・・。結局、現在はホンダシ

ビック1997年型に乗っているのである。ほとんど刑事コロンボのプジョーみたいではあるけれど
、元気に走っていて欲しいのだ。最初のエレピも友人のミュージッシャンが大切にしてくれて

いる。あれ、車もピアノも電子ピアノも、すべて二代目、二台目。楽器は致し方ない、私のレベ

ルアップに楽器の機能が付いていけなくなってしまったから交換となった。初代の韓国製サ

ミックは楽器店に下取りしてもらったから、どこかのお家でバイエルを奏でているはずである。



東洋ピアノ

2015.04.02 Thu
確か日本のヤマハが世界一のピアノ生産業者のはずである。それからカワイの生産量も相当な

はず。それから韓国のメーカーが複数ある。ヤン・チャン、サミック、ダイウー・・・。中国製

のピアノは楽器店で内部を見た。随分前なので、相当変わってはいると思うけれど、私の見たそ

れは、木工細工。ピアノの内部として見ると大きな？

日本、韓国、中国のピアノも含めて、ひとつ共通しているのは「音が明るい」、良く言えば。悪

く言うと「金属的」。どうしてなのかたまに考える。私の推論は「東洋人の音感から来る」。確

信も確証もない。比較的、カワイのものが金属的な感じが少ないように聴こえる。カワイ派のジ

ャズメンが多いのも理解できる。

私は、やはり、幼少期にヤマハのピアノで基礎だの音感教育を受けたから、今でも、ヤマハのピ

アノの音が一番分かりやすい。小さい頃の脳内インストールは凄いのだ。一音一音の音の

エッジがクリアーだから分かりやすい。いや、分かりやすいから、そのように聴こえるのかしら

？

ヤマハの電子ピアノの音源は、ヤマハGFX。素晴らしい音である。ローランドはベェーゼンド
ルファーのはず。重い重い音。スタンウェイが真ん中ぐらいかしら？　ヨーロッパのべヒシュタ

イン、バーンシュタイン、プレイヤル、ペトロフ、ガボー・・・、どれも独特の音色。

やはり、手作りの楽器という感じが本当にする。たとえば、ヤマハのピアノは製品。工業製品と

いう感じ。高品質の製品。逆に、ここが気に入っている。味わいは弾き手が出すのだ。とは

いえ、GFXは手作り。日産のGTRを思い出す。なんか似ているのである。このふたつ。

追記　今、思い付いた。日本の実家にあるヤマハのピアノ。こちらで聴く音と違う。湿度のせい

でフェルトがしけっている。もしかすると、多少、金属的な音の方が、日本の風土には適してい

るのかも・・・。音が丁度よくなる。乾燥したこちらで弾くから、金属的に聴こえるのかも。

うーーーん、GFXもGTRも、味わいを排除した究極の製品という感じがどうしてもする。日本の
物作りの頂点のひとつなんだろうなぁー。どちらも日本のクラフトマンの心意気の結晶だけれ

ども、人間味というより究極の製品。この没個性が逆に日本の心なのかしら？　クラフトマンた

ちの物作りの真剣さが彼らの個性自体まで凌駕している。これは脱帽なのだ。わっ、それを超個

性で弾こうとしている私はなんなのだ？　おっおっおっ、ジュスイフロンセェー！　ぎょ。



きみまろさん

2015.04.03 Fri
「マツコの知らない世界」を見ていたら、「漫談」というのが出て来た。で、見た。「綾小路き

みまろ」「中高年のアイドル」・・・。

えっ、「漫談」って、まだ、存在していたの？　お玉杓子、竹馬、竹とんぼの世界だと思って

いた。いわゆる「昭和」というやつである。小学生の頃、小川の辺で「黄金バット」の紙芝居を

見ていた。わくわくしたし、ソースの付いた薄いせんべいが超美味かった。私は野球狂＋ピアノ

教室＋炭住長屋という「引き裂き時代」の真っ只中であった。紙芝居、素敵だった。別の世界を

垣間見た。「ヒーロー」という。うるうる。

あれっ？　で、「きみまろさん」の漫談を見た。げらげらげら。小川の辺の紙芝居を思い出した

。「潤んだ瞳、輝く目脂」の状態にて大笑いした。凄い人である。

まず、ブレイクしたのが五十一歳。マックス・エルンストの初めての個展と一緒である。今時、

ずけぇー。そのプロモートの仕方が「中高年の団体旅行の大型バスが止まるパーキングで

」「「「カセット」」」を配っていた。このアナクロニズムは凄い。しかし、理由を聞いて、更

に凄いと思った。彼のお笑い＝ビジネスでもある、のターゲットは中高年。六十代以降。おっ、

私は、その予備軍。まあ、二軍のベテランで一軍昇格が間もなく、という位置ね。シーデーを知

らない。聴く機材がない。操作が分からない。うーーーーーむ。

マツコ「ねえ、きみまろさん、あんなこと言って大丈夫なの？」

きみまろ「全然ぇーーーん、誰も自分のことだと思ってないから」

私は仰け反ったっ！　私は、「すべて自分の事に」聞こえた。まったく、腹は立たない。げらげ

らげら。あっ、そうそう。以上なのだ。可笑しいなって、ジャズメンの俺がそう聞こえた。

ちょっと、若者に近い位置にいる俺が・・・。わっ、もし、そうであれば図太いし、ずうずう

しい。お辞儀です。

ところで、「私のマーケッティングの選択肢のひとつ」として、「フリージャズ、懐かしの」、

この路線があった。熱狂的なフリージャズファンは、現在、七十代前半。ふむ、まあ、選択肢の

一つではあるけれど、きみまろさんには失礼だけれど、この人たちは、そんじょそこらで笑わ

ない。偏屈の塊なのだ。ここに私が入り込む。体はぼろぼろになる。堅気じゃねぇーんだな、こ

の人たち。やばいのだ。

きみまろさんのネタのベースが駄洒落。これは、お笑いとして、とうに、廃れている。しかし、



きみまろさんは堂々とこれをベースにしている。素晴らしいの一言です。ここまで、オジギャグ

を突き詰めた人も稀であるし、テーマ自体の暗さは凄まじいのに笑ってしまう。この「丸い毒舌

」「毒のない毒舌」、これは、ビートたけしも有吉さんもでけん芸である。

安住アナ「きみまろさん、お墓を見に行きましょう」

きみまろ「うん、ぼちぼち、行こうっ」

こういう駄洒落、凄いなぁー。私の同僚のベストのひとつ、「思い出のサラダって知ってる？　

海藻サラダ」。



鬱君、ごめん

2015.04.04 Sat
鬱君(うっくん)、ごめんなぁー、久しぶりに登場したのに台詞はないし、一回だけ。ごめん
なぁー、出番がなくてな。俺には、日本エレキテルじゃねぇーけど、いろんなキャラがあるん

だぜ。ジャズ菌さん、評論家の石頭さんとかよぉー、ごめんな、出番が少なくてよ。大体よっ、

裕イサオ自体が芸名だから、キャラのひとつなのだよ。きゃラっ！

鬱君、君もね、僕の分身ではあるけどね、きみまろさんに言わせると「先がない」から、ごめ

んなぁー、あんまり登場の機会はないねぇー。ジジイは忙しいのね。鬱君、そんなにしょんぼり

するなよ、まっ、大丈夫、来春には、また、登場できるから早まらないでね、馬鹿なこと、お笑

いじゃない方はしないで頂戴ね、俺の分身なんだから、考えて頂戴っ、でも、君がいなくなると

、寂しいのだよっ！

漫談社編集部　裕センセ特有のレトリックスぅーーーーーーーーーーーーーーーー。



人形の嫁入り

2015.04.05 Sun
さっき、私のマネキン人形が嫁入りした。嫁入り先は、私と同じぐらいの年齢のアーティストの

家である。むふむふむふ、異存はない。八月にビィラソー城で彼の作品の一部として、再会でき

るのだ。むふむふむふ、異存はない。良かったよぉーーーーーーーーーーーーーーーー嫁入り先

がアーティストのお家。異存はない。

りゃ？　マネキン人形で、この状態、ということは、本物のうちの娘の嫁入りの時はどうなる

のだ？

ところで、嫁入りした先の彼は、なっなななななななななんと、元ドラマーなんだって！

おりゃーーーっ！　彼の展覧会を私が見に行く約束と、次のコンサートは彼が聴きに来てくれる

のである。

おりゃーーーっ！　マネキン人形でこの状態。本物の、わっわっわっ、別嬪の、

りゃゃゃゃゃゃゃゃゃ、娘が、わっ！

自分が怖いの。



IY33

2015.04.07 Tue
「国木田先生、フランスに送り込んだネタミネーターIY33が返送されて来ました」
「まあ、故障が多いんだなも、こいつ。で、今回は？」

「肩筋肉、軽い鬱、頭がぼーーー」

「まあ、こいつ古いかんなぁー、肩筋いかれてんだろ。大体、ピアノロボだかんなぁー、消耗

もしょうもない、きみまろさんじゃん」

「軽い鬱？」

「こいつよ、ロボットのくせによ、不良品だっ、だから、そうなる。ロボットにも不良、ぎゃは

っはははははぁ、きみまろさんだ」

「頭の不良は？」

「わっ、こいつねぇー、超絶IQ脳を入れちゃったんだけれど、本体、安普請なのね、脳負けだ」
「国木田先生、こういう台詞、作者のお自慢にしか聞こえないのですが？」

「わっ、下田っ、気が付いたのね。やぁーーーらしいわ、あなた」

「マツコ化は手術中に・・・」

翌日の裕イサオ。

たぁーーーりらりん、なんか、肩軽りぃー。二日間よ、超絶肩凝りでよ、具合が悪かったのだ。

ベートーベン弾いたっ！



路頭の石

2015.04.09 Thu
本来なら、今年の２月１日から「社会復帰」のはずだった。それが「契約書」の作成が難航し

遅延。結局、「契約書」、できたのだけれど、相互了解には至らなかった。すべてが初期化した

のである。五十五歳の親父にはシビアな状況となった。とはいえ、フランスは契約書がすべてで

あるから、迂闊にはサインできないのである。雇用する側もされる側も・・・。致し方ない。

あまり詳しい事情は書けないけれど、一言で言ってしまえば、私のキャリアが逆噴射したので

ある。つまり、多くを知り過ぎている。これはスパイと一緒で、雇う側もヤバイのである。と、

こんな感じぃーーー。まあ、しゃーーーない。雇用される側が、会社の経理だの総務だの雇用契

約だの、フランスの雇用法だの、こういうことに、あまりに精通している。やり難いことはなは

だしいのだ。なんぼ、私の物腰が柔らかくても、元現役スパイ(スパイではなかったけれど)の臭い
のようなものが出ちゃう。くくくぅーーー。しゃーーーない。

で、がくっとなるのか？

私の場合はならないのだ。なんのなんのぉーーー、折れねぇーーー。馬鹿なのかな？　物事の初

期化は、始まりなのだ。むむむぅーーー、なんのなんのぉーーー。もう、フリージャズ界のきみ

まろさん化も、やや、具体化しそうな感じぃーーー。



オシリスの火

2015.04.10 Fri
古代スフラン王国の神話の中に、「オシリスの物語」がある。ご存知の方は、いるはずがない。

実際には、ないからである。「オシリス」、つまり、日本語に直訳をすると「お尻に火の付いた

五十五歳の今風に言うミュージッシャンで後二ヶ月ぐらいで米櫃が空になりそう」という男のこ

とである。大変に余計なことではあるが、なっ、なんとスフラン王国チラシ瓦版随筆部門で、

なっ、なんと７位なのだっ！　失礼をば致した。うるうる。

オシリス、五十五歳が中年なのか高年なのか初老なのか？　当時は、老人と海じゃね、老人であ

った。

オシリス、長年営んできた蚕の養殖を手放し、竪琴のみで生計を立てようとした。しかし、当時

の人々には理解が非常に難しい奏法であった。失敗である。蚕の養殖場に再就職を求めるが、

解雇、採用前に・・・。

切羽詰まったオシリス。夜のルタエトの断崖に向かう。しかし、元々の高所恐怖症。断崖の端ま

で行けない。さすがに、このシチュエーションでは、これは、お笑いになってしまう。バヤ

イっ、などとミュージッシャン用語を口ずさむ場合ではない。にじり寄る。わっ、波の飛沫が並

みではないので涙の波に呑まれそうになる。愛飲していたスフランワインを駱駝革の酒入れから

がぶがぶがぶがぶがぶ。たぁーりらりぃーーーん。変な元気が込み上げ、夜の波飛沫に向けて飛

んだッッッッッッッッッッッッッっっっっっっっっ・・・・・・・！

オシリスは、すっかり忘れていたのである。彼はシニアーマン。空を飛べることを・・・。

りゃ、駱駝革の酒入れを持ったまま、飛びながら、全部、飲んじゃったのだ。

裕イサオ追記　オジサンでも飛べるという逸話ちゅーのか神話ちゅーのか、まあ、がんばろうぜ

って！　チャンジー軍団。もちろん、俺に言ってんだっ、自分でよっ！　しょぼくれたオヤジ、

見たくねぇー、自分でよ。見てくれがしょぼくれてるから、バヤイってのっ！



一人ライブ

2015.04.11 Sat
やや、脳内低気圧である。こういう時は・・・。まあ、実際の生活が切羽詰まると、一番最初

にカットは、そう、時代の贅肉である芸術芸能である。おっ、しかしである、私の場合は、つ

まり、その贅肉そのもの。おっ、「生活に切羽詰まった贅肉」は、どうなるのだ？　と、赤ワイ

ンの勢いで書き始めたら、自分でもヤバイ結論が突然導き出されてしまったのだ。

やつれる　めそめそする　鬱になる　空を見上げる　溜息を付く　しょぼーん　

セ・ショボーンっ　ショボン玉ホリでェー

とは、私の場合はならない。ピアノを弾くのだ。この脳内低気圧の低気圧の圧力はジャズの根源

であるからにして、普通なら「家ピアノ」は練習であるが、こういう低気圧の圧力があると

ジャズるから、凄まじい演奏になるけれど、聴いているのは俺、つまり、演奏者のみなのだし、

おまけにサイレントピアノだからヘッドホーンだろ？　篭りのオジちゃま状態で、凄まじい演奏

をするのである。

いやぁー、裕ちゃんのピアノの凄いことっ！　これは客観的に、ずげぇーのだ。もう、自意識を

通り越して・・・、えっ？　納得出来ない？　うじゃ、その俺の指さんたち、まあ、俺の管理下

ではあるけれど、その指さんたちのパワーは、もう、凄まじい。もしかすると、弾いてるの、俺

じゃないのでは？　はいはい、指さんたちです。お辞儀である。

と、いじめる気はないのに、超絶サディストである「世間」という実態のないもの。この野郎に

対抗するために、私にはピアノがある。いや、それぞれが、それぞれの「武器」があるはずだ。

あれ？　ちょっと、知りたいな、皆さんの「武器」ね。

本当、「世間」ってよ、顔のない化け物だよねぇー。あれあれあれ、宮崎さんの映画の中に「顔

なし」ちゅぅのいたよな。そっくりだねぇー。はい、今日の逸話、神話、寓話、はい、「世間」

とは我々の鏡像なのだ。わっ、たまには元詩人させて頂戴っ！



老い

2015.04.12 Sun
これは、突然、こない。良心的なのだ。社会復帰の契約が初期化してしまったから、次の修復に

向けて、当然、諸々を・・・。初めて、パソコンで履歴書を作った。カミサンに写真を撮って

もらった。

わっ！　一応、軽い軽い笑顔ではある。けれど、「春の鬱」が目力に如実。「鬱顔」である。こ

の顔に、「励ましの言葉」は効かない。それを良くご存知の凄いブロガーさんがいらっ

しゃるのだ。「爺」間違えた「自慰」あれ？　なんだっけ？　「自癒」だな。これしかない。深

謝です。「４月は残酷な月」(T・H・エリオット)。

ところで、その凄いブロガーさんの「尻」についての記事を読んだせいなのだろう。私の顔。「

鬱顔」はマイナスする。

1. 輪郭が曖昧
2. 肌ぱさぱさ
3. 白髪

スーツにネクタイ。弱弱しい目力＋これだのコレラ。唯一の救いは、ほんの２ｍｍぐらい、

ピース・ブロスナンに似ている。ダニエルの前のジェームズね。

わっ、ここまでが、前書きなのだぞぉー。

うん、その契約初期化も、詳しくは書けないけれど、単純に私の偏屈からくる。どうしても迎合

ができない。納得できないことはやらん。こうして範囲が狭まる。間もなく五十六のオヤジがこ

うだから収拾が付かない。しかし、米櫃が空になる恐怖が過る。しかし、治らん。この偏屈の根

源が芸術からきていることは、私は良く知っている。出所はクリアーなのだ。でも、治らん。

うーーーん、あまり書きたくはない台詞がある。けれど、やはり、書こう。

私は、絶対に戦争には行かない。それだけなのだ。たとえ、死刑であっても。

と、ここまで格好を付けなくてもいいのだけれど、ポリシーは変わらない。そういうもののない

男は大嫌いである。ジャズ魂なんだろうなぁーーー、こういうの。



夢見る財布

2015.04.13 Mon
ワールドオーダーのデビュー曲「ワールドオーダー」。私は彼らの大ファンである。日本エレキ

テル連合と同じでブレイク前からの大ファン。確か、息子がユーチューブ検索をしていたら引っ

掛かった。あれ、まだ、息子が家にいたということは、三年以上前。「パパ、なんか凄い日本の

サラリーマンのビデオ見たよ」「どれどれ。わっわっわっ、凄げぇーーー、何者だ？」と色々と

調べたら、須藤さんのとんでもなくオリジナルな経歴。即大ファン。踊りも凄いけれど、音楽、

歌詞も私は大好きである。で、「ワールドオーダー」を昨晩、久しぶりに聴いた。曲の中に、何

度聴いても「夢見る財布ぅーーー美しきダンス」という歌詞が出てくる。さすが須藤さん、粋な

歌詞を書くものだとずっと思っていた。しかし、一瞬、うな馬鹿な？　須藤さんは裕イサオのよ

うな愚脳派の方ではない。お笑いも良く理解なさっている方ではあるけれど・・・。今調べた。

ほれっ！　案の定だっ！　「夢見るサイクル」でしたぁーーーーー！

ついでに、初めて須藤さんの引退試合を見た。アメリカの小柄なファイター。総合格闘技全米チ

ャンピョン。もう、見るからに暴力の塊という感じ。試合直後、いきなり寝技。須藤さんが下。

一年間、首の負傷で試合に出れなかった須藤さんが、下で必至に防衛している。頻繁に飛んでく

るパンチ。辛うじてかわす。負傷していた首が痛そう痛そう、須藤さんの顔が歪む。私は慢性首

両肩の神経痛であるから、とても人の首とは思えない。私の首まで痛くなってくる。とはいえ、

もし、私が須藤さんの位置にいたら、骨折(腕とか・・・。首はヤバ過ぎ)、気絶ないし相手の戦意
喪失。必至の須藤さんが、下から「三角」という技。決まらない。足が相手の首から外れてしま

った。その瞬間、上から凄いパンチ。辛うじてかわす。また、寝技体勢。須藤さん、苦しそう。

わっわっわっ、突然、再度の「三角」。相手の首に絡み付く。腕と足。一瞬にして相手ギブア

ップ。須藤さんの勝利。

須藤さんの凄いところは、その試合の入場も物凄いのだけれど、試合後、勝っても負けてもすぐ

相手のところに行く。相手への挨拶、労い。そして「我々はひとつの横断幕」を掲げる。この

日は、突然、リングの上で引退発表。ほんの一瞬、声が詰まるけれど、最後まで笑顔。凄い人だ

。格闘技で体も心も鍛え上げられている。ジャズメンが真似できるか？　無理だ。

余計な追記

ついでにジャニーズ事務所のなんとかというグループがワールドオーダーの踊りをやるという

番組。須藤さん、素晴らしい百点満点とおっしゃっていたけれど・・・。私の目にはイモ。いか

に

ワールドオーダーのテクニックが難しいのか逆に鮮明になった。個人自己表現の塊のこっちの連

中が見ると、彼らの踊りは逆恐怖なんじゃないのかな。あの一体感は・・・。そういや、山下洋

輔トリオ(山下さん、坂田明、小山彰太)がドイツデビューの時も、なんなんだっ、あの一体



感っ！　びっくりぃー、　という感想だった。ドイツ人の司会の案内が「ヨースケ・ジャマシー

、アキィーラ・サクラ、ショー・タコヤマ」だったのだ。



おっさんの就活

2015.04.14 Tue
わっ、なんだかパソコンの調子が悪い。かなり大事なメールを書き始めようとしたらパソコンダ

ウンで勝手に空送信されちゃったし、今、ブログを書こうとしてタイトル入れたら「おフランス

」とタイトル検索されパソコンダウン、勝手に公開。失礼致しました。考えたら、諸々の不調。

就活、ホンダシビック、自転車、半地下と風呂場の電気、パソコン・・・。おまけに首肩の神

経痛。満身創痍？　本日のフランスは快晴、二十四度だというのに一番上の階のホールに篭って

就職活動。無粋である。

ここで、大変に大きな？　私だけではないのだけれど、絵描きとか舞台俳優とかジャズメン

とか・・・、その趣味でやっているわけではないのに、食えない連中がほとんどなのだ。結局、

世間様からすると「自称芸術家芸能家」と見なされる。つまり、失業者と見なされるのだ。で、

たとえば、私自身がなんのなんのぉー、世間の冷たい風、うなもん、ピアノで吹き飛ばし

たるぅーーーというマインドベクトルであればいいのであるが、そうじゃないと冷たい風が染み

るわけだ。これは、己の問題なわけね。自分自身で、むむ、オレハシツギョウシャなのか？　こ

う思い始めると、ちと、ヤバイ。当然にして、この微妙な心のバランスから春野鬱男君が出現

する。

わっ、答えは一つなのだ。二束の草鞋。算数上はこれしかないのだ。社会人と禁治産者の両方を

同時進行するのである。しんどいけれど、しゃーーーない。

と、やれやれ、今、やっと就職先が決まったのだ。正直、ほっとしました。このまま行くと、ピ

アノまでおかしくなってくるはずだからねぇー、とはいえ、こっちは絶好調なわけ。たぶん、俺

自身が必死でレゾンデェートルを知らぬ間にまさぐっているのだろう。やはり、このブログの総

タイトルは恐ろしい真実なのだねぇー。わっ、もし、ピアノがなかったら？　考えるだに恐ろし

いけれど、でも、逆か？　なかったら会社辞めたりしねぇーだろってな。やれやれ。まあ、俺み

たいなタイプの男とは、一緒にならん方がいいよぉーーー、ねえ、お若い方々。



ありがとうごいす

2015.04.15 Wed
私の愚ブログ。一年前ぐらいに３位になったことがある。短期間だけね。普通は、十番半ば前後

をうろうろ。いやぁー、これだけでも大した順位である。なっなんと、本日現在、５位ですって

！　すっ、すいませぇーーーん、お気使いなく・・・。もちろん、嬉しくないなんてことはあり

ません。順位というより、そのお付き合い頂いている方々の心意気、マイケル・応援シフト、こ

ちらが、本当に嬉しいです。しかも、やや、春野鬱男君になっていると、染みる。

いやぁー、なんか文識しかない人間関係、粋だな。なんかイグねぇー？　

こういう感じ、ねぇー。

さてと、就職も決まったしよ、あとはミュージックミュージックっ！

深々とお辞儀です。見えねぇーか？　メルシー・僕。アンフィニモン。アビアントのボンコラァ

ージュのボンジョーネです。



新人５５号

2015.04.17 Fri
昨日は、契約書にサイン。簡単な新人研修。

起きる。朝風呂。スーツ。この姿で台所。娘が入ってくる。「あっ、どちらさまですか？」

「えっ、パパだけど・・・」「わっ、だれかと思ったよ。スーツ着ると結構、格好いいよ」。

まあ、虫眼鏡で見ると、ピース・ブロスナンに２ｍｍぐらい似ているところが、たぶん、３２ｃ

ｍぐらいになっていたはずである。あくまで、「客観的に」だよぉん。

絶対に、私だけではない。私は、百戦錬磨の元営業マン。「けっ、緊張？　するわけねぇーだろ

って」とはならない、緊張するのだ、いくつになっても。これは、絶対にいいことである。何百

回とコンサートをしているけれど、やはり、当日は「ジャズメンなりに」緊張している。うん、

やはり、私は世間を舐めたりはしていないのである。真面目なのだ、ということが分かった。

なんかね、自分が、少し可愛いと思った。繰り返しになるけれど、こういう方は、相当数いら

っしゃる。特に日本人は、基本的に真面目な民族だから、その数はフランスの比ではないはずだ

。でも、私は、自主的に会社を辞めたから「再」就職となっているけれど、これが、リストラと

いう外圧から派生していたら・・・、いやぁーーー、私の年齢で、だよ。これは痺れるし、奥さ

んも含めて、メンタルコントロールは難儀だ。まあ、はっきり、書く。

人間の作った会社の作るもの。正直、なくてもいいものばかりである。これで皆食べている。も

ちろん、構わない。だからこそ、もし「優良企業」という概念を作るのであれば、どうせ、どう

でもいいものしか作っていないから、社員の幸せを第一にするべきである。刹那の裏返し。企業

とは、金儲けマシーンであってはいけない。どうでもいいものを作って売って、どうでもよくな

い人の人生を豊かに、少なくとも社員の人生だけでも。それが、私にとっての「会社」。あれ？

　これってよ、ミュージッシャン用語だよね？　



オジギャグ人生指南

2015.04.18 Sat
「裕センセ、いつも笑顔の秘訣は？」

「えっえっえっ、私は笑って居らんが？」

「マタマタのタマタマぁー、ご謙遜を・・・」

「あっ、なるほど、顔の筋肉がすべて垂れちょるから、そう見える、ということなんじゃないの

、だから、秘訣って言われても秘尻だ」

「裕センセ、人生とは？」

「えっ、ジンセイ？　あっ、セイジンのことね、(一般人の)言葉で言うから、わしには分からん
のじゃ。そうねぇー、生まれた時は皺くちゃでよ、寝たきりじゃん、うで、一周して元に戻る。

でも、カーちゃんの腹じゃなくてよ、土によ。まあ、人間はいなくても地球は泣かない。植物か

ちらね、やっぱ、うで、腐葉土に不要な人間が戻るわけじゃないのかちら？　人間を擁護したっ

て介護と用語の問題しか残らんから、ようござんしょ、ね」

「マタマタのタマタマぁー、裕センセお得意のペシミズムのみみずじゃないですか？」

「えっ？　ぶっちゃけよぉー、死んで土に返る。そんなに大きな問題なの？　馬鹿でも偉人で

もジャズメンでも、同じこっちゃ。あんたねぇー、その知らんけど、人間ちゅぅもの過大評価し

過ぎよ」

「わっ、ヨーロッパに長年住まれていらっしゃる裕センセから、そのようなお言葉？」

「あんた、絡むじゃない？　その指輪、何カラム？」

「えっ？」

若い頃は、「死」がひとつの甘美な幻影であった。たぶん、生きることに夢中だったし、その真

っ只中にいたからである。

体も顔も、筋肉に満ち溢れていた。メスを捕まえ繁殖する。そうは思っていなくても、性器が言

うことを聞かない。

年を取ると、真逆の意味で性器は言うことを聞いてくれない。

筋肉に満ち溢れた脳と性器に引き裂かれる。理知と性欲の狭間で、理性的な人間に、言葉本来の

意味の「人間」というものになろうとしていたはずである。

そして、なりそこなった。

なりそこなったから、今度は、「死」が怖い。



勝手なものである。人間という動物は。

「編集部のひそひそ」

裕センセってよ、お笑いなの、どっちなの、マジなの。どこの出版社に書いてるの？　こういう

、訳の分からん分裂文体。漫談社なの、思潮社なの、ユリイカなの、サキイカなの？　

ぎくっぅーーー、裕だけんちょも、わたすは、あさすすんぶんか、スイングじゃぁーーーなるか

、現代詩手帳にしか果敢にも、書かんっ！　あとは、日本ブログ村っ！



自分へのプレゼント

2015.04.19 Sun
二十一年前に、初めて作ったピアノ曲「プロローグ」。これを自分の誕生日プレゼントのために

、自分で再演してみた。

五十六歳の見事な親父に衰退したのだ私は。明日は、カミサン、息子、娘と一家で食べ放題の寿

司屋に行くのだ。もちろん、板前さんは日本人じゃないけれど、私が、ふむ、これなら許せると

太鼓判を押したお店。雰囲気もいいわけね。板前さん、かなり日本食の勉強をしていることが分

かる。こういう寿司屋は、私は嫌いではない。しめ鯖なんかもあるから、いい感じである。食べ

放題っても、私は少食だから、相撲取りのようには食べられない。でも、なんか、ふむ、たまに

は大食？　というボービン的食欲が湧いてくるところがいいのである。結局、少食だけれど。あ

っは、私の少食の差額は、ラグビーマンのような息子が、すべてチャラにするはずだから、元は

取れる。せこぉーーーーー。こういう感覚ねぇー。

まあ、毎回、私の誕生日のプレゼントに私以外の一家は頭を抱える。欲しいものが一切ないのだ

。

「パパ、なんかさ、必要なものある？」

「特にはないけど、そうだな、ヤマハのGFXかな？」
「それ、グランドピアノでしょ？　いくらぐらいするの？」

「中古で、たぶん、八百万円ぐらいだと思うけど・・・」

「他には？」

「うーーーん、安酒と煙草と、あっあっあっ、福島県いわき市の「魚え」さんのうな重」

「他には？」

「うーーーーーーーーーーーーーーーーーーーん、しいてあげれば、ビックの百円ライターを入

れる鉄の入れ物オリジナル、なぁーーーんて素敵だねぇー。でも、やっぱ、ヤマハのC3の方がい
いなぁー」

と、禅問答。物欲のない人へのプレゼント選びは難儀である。高級な酒も駄目。いつも吸ってい

る煙草しか吸わんし。

と、うんじゃ、私自身のプレゼントは？　というわけで、「プロローグ」を弾いた。

羽毛ぉーーー、技術の差は歴然っ！　これで、十分なのだよ、俺は。生きて来た軌跡は、すべて

無形ではあるけれど、ピアノの技術として凝縮している。技術っても、諸々の諸々の諸々の蓄

積が、すべて「音」に凝縮しているということ。



ハぁッピっ　ジィジィー　トゥー　裕

ハぁッピっ　ジィジィィィ　トゥ　裕

ハッピぃーーーーー爺ぃーーーーーーーー　クソジジイぃーーー

法被ッ　爺ぃーーーーーーい　トゥー　裕

おいっ、だれだってのっ！　歌ってんのっ？　えっ、ジャズ菌さんハーモニックバースデェー？

もしかして、うなわけないけど、「バカリズム」、俺の　A響受けている気配？　ちょっと、する
、けど・・・。凄いっ、彼は。昨晩、初めて見た。見事である。裕センセの百万倍凄いっ！　同

系列だな、彼は。



芸名と本名

2015.04.20 Mon
さっき、ラグビーマンのような息子が自分のアパートへ帰って行った。台所の納戸の外した重い

扉を、半地下室まで、軽々と運んでくれた。私の息子なのに、まったくイライラしない。そして

、この筋力。衰退の一途を辿る私には頼もしい限りである。

ところで、芸名「裕イサオ」。この野郎は、昨日で十七歳になった。そして、明日から、また、

本名が復活するのだ。どちらも、私なのだ。どちらも実在しているし公の名前。「裕イサオ」の

野郎は、ピアノ弾きであり、小説なんかも書く。元々は美術家という究極の道楽野郎である。本

名の方は、非常に真面目な勤め人なのだ。明日から、そっちの方、えっ、俺？　も、復活なさる

。と、いよいよ、ブログの更新はシビアになる。と言っても、九時から五時という仕事ではない

から、多忙と暇が交互に来るはずである。まあ、ホストクラブみてぇーな感じである。人気商売

だから、なるべく、人気が出ないようにするしかない。私のブログのように・・・、りゃ？

暇、隙を見て更新はしようと思ってます。ふむ、とはいえ難しいから、お気に入りブロガーさん

の記事を携帯で拝読する、こんな感じかしら？

ところで、芸名「裕イサオ」、この野郎を生かすも殺すも私の一存なのである。しかも、犯罪に

さえならん。だからこそ、くくくくくくくくくぅーーーーー、大切にせんといかんのじゃ。昨

日で、五十六歳になった芸術芸能馬鹿助を・・・。でね、どっちが本当の私なのか？　

おりゃーーー、芸名の方である。

今まで、お付き合い頂いたブロガーさん方へ、深謝です。と言っても、更新はするぜって！　だ

れだっ、泣いているのは？　おっ、あんまり暇で、結構、更新してたりして・・・。分からんの

です。人気商売だから。あれ、そうじゃなくて、「５位」なんていうプレゼントも頂いたし、健

筆健筆、よろしくお願い致します。拝読はするのだぞぉー。

と、「あとがき」風なんだけれど、「人気が出ないと」「毎日更新となる」。裕の野郎は、後者

を望んでいるのだっ！　バァーローと本名の方が怒る。バランスだねぇー、やっぱ。ぶらぶらと

世渡り、こういうのがいいけれど、私は真面目人間、できないのです。フィフティーフィ

フティー、これがいつまで経ってもできない。やることは１００パーじゃないと気がすまん。馬

鹿である。



メリーとハリー

2015.04.23 Thu
なんか素敵なラブストーリーのようなタイトル。なんのことはない「めりはり」のこと。昨日は

朝五時に起床、帰宅が夜十一時。新人なのにいきなり大役。前日は緊張のあまり熟睡できな

かった。そして、その大役はぎくしゃくと今一になるような予感が脳内を過り、さらに緊張。で

、そうなったのか？　これが自分でも恐ろしい。二十四年間のハードワークの感触が、あっとい

う間に蘇り、新人の気配などゼロである。この現役の感触の戻りの早さに自分でびっくりしてし

まった。すっきり爽やかスーツ姿のわたくしが、あっという間に出現していたのである。

いやぁー、気に入った、新しい仕事。とりわけ、昨日のハードワークの翌日、つまり、今日はオ

フ日である。このめりはりがコンサートみたいでいい感じぃー。考えたら、二十四年間、毎日毎

日ハードワークの連続。昨日のような日を延々と毎日やっていたのだ。ジェームズ・ボンド

だって、仕事とオフがあるのに・・・。いいねぇー、こういうの。とりわけ、ミュージッシャン

には。

今、パソコンでお気に入りブロガーさんたちの記事を拝読。携帯で読むの、字が小さくてしん

どい。系たんさんの写真の綺麗なことっ！　さすが一眼レフですねぇー。もちろん、その腕前も

、です。携帯だと、村のバナーが押せないのですよ。あれ、私信なの記事なの？

ところで、昨晩、へとへとに疲れてベッドに入ったらおかまのターミネーターという物語が浮か

んできて、眠れなくなってしまった。その内に書こうかしら。あらすじなんだけれど、シュワち

ゃんが全裸で未来から飛んで来るのだけれど、おかまなわけ。「あら、いやぁーーーん」とい

って、手ブラと下を隠して新宿二丁目のバー「かまた」に駆け込む。ママのかまたがシュワちゃ

んに恋をしてしまう。おかま名「アナドンナ・シュワルツ」。同じ時刻に、やはり、ハンサム男

が未来から。粉田サラをターミネーターから守るため。でね、ターミネーターのそのミッション

がね、粉田サラの抹殺じゃなくて、粉田ジョンが生まれないようにすること。つまり、サラとハ

ンサム男がねんごろになることを阻止するために送り込まれたおかまロボットなのだ。ハンサム

男のおかま化が使命なのだねぇー、皆さん。いいと思いません？　じぇんじぇん、暴力ゼロのタ

ーミネーター。つまり、オーカマーターなのだよ。げらげらげら。

「今日の一更新、明日の活力」。あらぁーーー、これ、だれかのパクリじゃないのぉーーー、裕

センセ。



昔々

2015.04.25 Sat
昔々、フランクと呼ばれる国に、お爺さんとお婆さんがいました。お爺さんの名前は、一茶夫で

した。昨晩というよりは、正確には今日の早朝、午前一時半に起床し、狩りに出かけました。帰

宅したのは、午前八時でした。三時間しか寝ていなかったので、もう一度、三時間寝ました。睡

眠不足と、大好きな酒不足で、よれよれでしたが、村の瓦版を書き始めました。

お話を戻します。お爺さんは、二度の三時間睡眠のあと、昼食をお婆さんと取りました。一杯

だけ、赤ぶどう酒を飲みました。それから、半分眠っている目の状態で、お婆さんが踏ん付けて

壊してしまった色眼鏡を買いに行きました。その日の狩りの獲物は、すべて色眼鏡に変わりま

した。

昼食の時、お婆さんは、肘の故障をお爺さんへ訴えました。つまり、家事ができないということ

でした。掃除洗濯料理を含め、布団敷きもできないそうです。おまけに、髪も洗えないと・・・

。しかし、お婆さんは、お爺さんの睡眠不足に気付き、故障した右手を使わずに左手だけでやり

とげました。

「爺さんや、おりゃー、髪も洗えねぇーだ」

「すかたねぇー、眠いけんど、おれがやるべ」

「すまんなぁー、あんた、三時間しか寝てねぇーな。わりぃーから自分でする」

「わりぃーなぁー、おれも肩の神経痛がひどくてよぉー、手がしびれとるんだ、濯ぎぐれぇーは

でけるから、遠慮すんな」

「すかすよぉー、おれがよぉー、右手動かん、で、あんたが肩しびれとる」

「大丈夫だぁーーー、歌って踊って、なんとかなるべさ、すんぱい、すんな」

「すかすよ、やべぇーでねぇーか」

「やべぇー、ときゃーーー、娘の鶴子をよ、嫁さいかせんで看護婦になってもらって、家にいて

もらうべ、そう、すっぺ、そん時はよ」

というフランク語の会話があった。お爺さんとお婆さんは、お互いに「仲間」と呼び合い、なん

かルンルンしていた。

お話を戻す。

お爺さんは、村の瓦版を書き始める前に、大好きな竪琴を弾いた。なんと、弾きながらお爺さん

は眠っていた。のに、お爺さんの指さんたち、物凄い勢いで竪琴を奏でていたのである。眠り狂

四郎とのちに名付けられた。ところで、お婆さんの右肘に、運動用品の「さぽた」というものを



巻いたら、少し、改善した模様であると記されている。

NG

午後四時。「今日のお昼は、なに食べようかな？」「えっ？　あなた、大丈夫？」「えっ、今日

って日曜日でしょ」「えっ、土曜日の午後よ」「えっ、さっき、寝て起きてコーヒー飲んでたば

こ吸ったけど・・・」。裕センセの疲労したヒーロー脳内で、一日が四十八時間化していた。

作者注

仕事＝狩り　この公式は、久保はつじ氏の過去記事より脳内インスパイヤーされたものです。



雨の日曜日

2015.04.26 Sun
今日は４月２６日２０１５年日曜日。久しぶりに雨。ずっと快晴日が続いていた。サロンの植木

を庭に出したから、今、シャワーを浴びている。カミサンの右肘の具合が悪いし、娘は車で出掛

けてしまったし、ホンダシビックは修理工場。どこにも行けないから、風呂に入り、これを書い

ている。うん、こういう日曜日もいいもんだ。シェルブールの雨傘のメロディーなんか思い出し

てしまう。

社会復帰第一週を無事にこなしたから、とりわけ、いい感じぃー。火曜日、午後仕事。水曜日、

朝から夜。木曜日、オフ。金曜日、午後から夕刻。土曜日、深夜から早朝。考えたら、結構ハー

ドなのだけれど、管理職じゃないし、家に帰って仕事のリポートを会社にメールしておしまい。

その日暮らしなのだ。いいねぇー、家に帰ったら脳が簡単にオフになる。課長時代に脳オフは不

可能だったから、新しい仕事はミュージッシャンにはいい感じぃー。ピアノの調子も実にいい

しね。こういう気分の時の雨の日曜日。うん、恵みの雨だな。ふむ、記事ひとつ書き溜めした

から、ブログの更新も、毎日とはいかないけれど、まあ、できる目処も付いた。

あっ、そうそう、新しい仕事の最大のメリットはね、「断ることもできる」こともあるけれど、

私は断らない主義。その代り、「事前にコンサート日を伝えておけばオフ日にしてくれる」こと

。コンサート日程は、少なくとも一ヶ月前には分かっているから、会社にも迷惑が掛からんのだ

。５月から本職の方も、再始動なのだよ。人生設計の設計図が具体化してきたんだねぇー。むふ

ふふふぅー。



コマーシャル

2015.04.27 Mon
よくよく考えたら、俺はミュージッシャンである。なんで宣伝をせんのだ？　ブログで？　その

ためダッタン人？　どうでもよくないけど、どうでもいいわよねぇーーー、と、なんでなるのだ

ろう。おいおい、老いじゃね？　芸術は性欲の爆発だったはず。いやぁーーー、わしは、もう、

いいでげす、しょーべんするだけで・・・。これは、拙いのだよ。まあ、物欲がない。それそれ

、裕センセっ！　その清貧志向が駄目なのですよ、君っ！　音楽も製品なのだ。と、たまに宣伝

してみる。あっ、それとね、「閲覧数を増やすための実験ブログ記事」ちゅうのやってみんべ。

そっ、ご夫人ものだよ・・・。わっ、裕センセのご夫人もの？

あれ？　再生リストの添付の仕方、分からん。とにかくよっ、俺のよっ、ユーチューブチャンネ

ルに行くとよ、再生リストが出てくる。好きなの聴いてみっての！　ピアノソロがいいのかしら

？　結構、リリックなんだね、俺ってよ。

俺の　音楽　たまには　聴けっ　ての

あららららぁーーー、強気の裕センセで

した・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

東北大震災から一年半。やっと、この曲を、再度、弾けるようになった頃の動画です。「海」を

連想する曲が、一切、弾けなくなっていたので。

追記　久保はつじ兄貴の４月２７日２０１５年付け「気」という記事を拝読した。おっ、私は兄

貴の心の松葉杖に少しなっちゃったかも？　光栄の一言です。兄貴のブログこそ、私に

とっての松葉杖、およびインスピレーションの宝庫なのです。こちらこそ、感謝。ところで、こ

の記事の中に「循環質タイプ」という私の知らない言葉が出てくる。兄貴の説明文をそのまま写

してみる。「人あたりが良く社交的、親切でユーモアに富み温かみのある人柄」。ブログの総タ

イトルを「循環質タイプは私だ」に変えようかしら？　まるで、私だ、なのだ。だから、私は慢

性鬱。躁鬱ではなく、鬱々。そういうことだったのか！　鬱？　そうだなぁー、恒常的な至福感

という意味合いも含んでいるかも知れません。悟りの境地？　四十五年前ぐらいから始まってい

るようにも思えるのです。　



カテゴリーの微変更

2015.04.30 Thu
「日本ブログ村」のカテゴリーを、少し、変更。二年半、お世話になっている「エッセイ・

随筆」。これは、私のホームである。ここでの出会いは、大変に貴重だし、今もって、心の松葉

杖である。しかし、である。私は、ジャズメンなのだ。どうして、エッセイ・随筆なの？　これ

が自分でも良く分からない。まあ、「元文学青年の名残」かもしれん。で、三十パーセントだけ

なのだけれど、カテゴリーを「ジャズ」に変更した。以下、「ジャズカテゴリー」へのご挨拶文

です。参加人数が、私のホームと、ほぼ、同じ。しかも、閲覧数が、私のホームよりさらに少

ない。気に入りました。閲覧数は、二桁でいいのだ、私は。つまり、九十九までね。なんかね、

グーグルアテナリックスを三ヶ月振りに見てみたら、なんとぉーーー、南東ぉーーー、一日、五

十七なんていう数字の日があった(一日だけです)。うーーーん、ありがたいけれど、私のコンサー
トで「一番多かった観客数」は、たぶん、二百人だったはず。いやぁー、二桁でいいのだ。

「ジャズ的ご挨拶」

えーーーと、AとBがございます。この度、ちびっとだけ、そちらのカテに参加させて頂きました
の頂きます。わたくし、二年半に渡り、エッセイ・随筆部門にて、お世話になって参りました。

文章のプロの方々とまっこう勝負のマッコイ・タイナーのまっこう鯨。そして、敗れ去り、路頭

の石と化した？　ちびっとはあるけんちょも、うでね、俺はミュージッちゃんである。やはり、

生活の糧はジャズカテだろうがぁーと自問自答、自答販売機と化し、このようなケツ断を下した

わけで、ついでに、腹まで下した。

「裕イサオ超絶略歴」

ヤノピ　五歳から十二歳　三十五の時　再開　俺は美術家だったから　山下(洋輔)さんに　俺の作
品の中で　ヤノピをくんなまし　してもらう予定であった　けれど　山下さんは　いそがしい　

若造の展覧会にお付き合いする時間は　ねぇー　で　自分で弾いたら　美術作品よりうけた　そ

れから　尻に火が付きヤノピを弾き捲くる　そのうちに　沖至　師匠である

　との出会い　飴鞭で鍛えられた　いつしか　ズゥージャのヤノピストとなりはて　沖師匠　お

よび　俺の　もう一人の師匠　佐藤真を含めた俺のヤノピトリオ　はい　俺　ヤノピ　真師匠　

ドラむっつり　オリビア　ベースにて活動しております　と　おパリ周辺で　やっちょる　股に

　日本へ行くこともある　そんときは　ソロヤノピが多い　以上である

「追記」

ジャズファンあっての、というか、「フリージャズファン」の熱気は恐ろしい。鈴蘭高校である



。しかし、私の生活の糧が、それであるから、カテを変えた、ちょっとね。よろくし、です。



下ネタブログ

2015.05.02 Sat
このタイトルを付けようとしたら、「詩も寝た」と出て来た。閲覧数量産ブログの試みという、

どうでもいいアイディアが浮かび、「ご夫人もの」を書こうとした。なにひとつ、出てこない。

こっちも、チャンジーだから、チャンバーの生態、まったくもって興味が湧かない。どうでもい

いわよねぇーーー、と「けんやっこ」(志村けんの芸者コント)になる。

うん、私は「おばさん」大嫌いである。年齢じゃないの。若おばさんも凄く多い。女は女のまま

でいる努力がいる。それは、男も一緒で、両性具有などという高尚なものではない、性別のな

い人々、おじさんとおばさん。これは、嫌いだ。ふむ、相当に、その量は、お互いに減ってはい

るけれど、やはり、一抹の色気は、おじさんもおばさんも欲しいところであろう。

などと、偉そうに書いて居るが、私も色気はない。うな、馬鹿なっ！　それなしで、ステージに

立つ。ありえないっ！　須藤元気の名言のひとつ、「はい、もう少し、もてたいと思って始めま

した(ワールドオーダーのことね)」。

でね、今、「かくれんぼ」のアレンジをしている。「もぉぉぉぉぉぉぉいいかぁーーーーーーい

、まぁだぁだぁよぉーーーーーーー」、弾きながら、どうしても、日本エレキテル連合の細貝さ

んと朱美ちゃんが脳内を過る。けっ、私なりにシュミレートしてしまおう。

---------------------------------------------------------------------------------------------

高科はパリの一等地にオフィスを構えるIT企業の営業部長である。認知した子供たちだけで８人も
いるモテモテ男である。深夜のホテル「メリィディアン・エトワール」。高科は、激務を終えて

、ビールを飲んでいた。スイートルームの奥のバスルームでシャワーを浴びるマミがなかなか出

てこない。高科は、珍しく、ほんの少し、イラつく。

濡れた髪、ナイスボディーにクリーム色のバスタオル。描写が面倒なので、グラビアアイドルの

よう、と簡略化する。

「マミ、随分、長いじゃないか」

「あら、ごめんなさい。じらしちゃった？」

「うん、俺も忙しいからね」

「そういう言い方が好き。欲しいのね？」

「早く、１局、済ませたいな」

「その古風な言い方が素敵」



「さっ、１局っ」

二人は、碁を指し始めた。げっ。



かごめ

2015.05.03 Sun
「かごめ」、トマトジュースのことではなくて、童謡の「かごめ　かごめ」のこと。

この曲の歌詞の一部、「籠の中の鳥はいついつでやる」。この歌詞とメロディーが会社を辞め

る時、ずっと頭の中で木霊していて、その頃、映画「デッド　オア　アライブ１」を延々と見た

。この曲とこの映画にインスパイァーされて作った曲が「ラストシーン」。

そうなんだよなぁー、「ジャズ」のカテゴリーにも登録したから、ちょっと、スタンス変えん

とね。

あっ、そうそう、俺は、そうだな、でようとして籠の蓋に片方の羽を挟まれた、ちゅう感じだね

。折れねぇーぜっての。でも、羽は大切に。えっ、なくなっちゃったの？　そんなカバなっ！



クレームゼロ

2015.05.04 Mon
「クレーム１」裕２８歳。旅行会社新人アシスタント。OO交通社大阪OO呉服店様ご一行。先輩
方がなぜか目配せ。だれも担当しようとしない。「おい、それよ、裕に行かせろよ」。裕が担当

することになった。ドゥゴール空港へ迎えに行く。バゲージルームに上る透明なエスカ

レーターのチューブの出口で待つ。４０人の男性が出てくる。全員、パンチパーマ、サングラス

、エナメルの靴。バスへご案内。別途スーツケースを積み込む。「お早うございます、皆様方の

担当をさせて頂く裕と申します。よろしくお願い致します。パリまでの道すがら、お疲れとは存

じますが、滞在中の注意事項等を簡単にご案内させて・・・」。その時、アシスタント席の背の

裏側に蹴り。「おいっ、あんちゃん、うるせえんだよっ、寝かせろよ」。

「クレーム２」裕３８歳。旅行会社手配課長。「課長、お客様が凄い剣幕なんですが・・・」「

うん、俺に代わって」。「もしもし、お電話代わりました。裕と申します」「おめーか、責任

者は？」「はい、手配を担当させて頂いて居ります」「うめぇー、飯屋、教えろよ」「お泊りの

ホテル内に星付きのレストランがございます」「昨日、食べてよ、不味いからおめぇーに電話し

てんだろうが、馬鹿野郎っ。美味いうどん屋、教えろ」「はい、畏まりました・・・」。翌日、

「俺、明日帰るからよ、フライト変更しろ、５分以内に返事寄越せ」。エールフランスに電話。

なかなかコンファームが取れない。１０分後、「馬鹿野郎っ、いつまで待たせんだ、なめとん

のか、おりゃー」。裕の中でなにかが切れた。「お客様、現在、エールフランスの回答を当方

も待って居ります。当社の飛行機ではございませんこと、ご理解頂けませんか？　それと、わた

くしお客様から馬鹿呼ばわりされる筋はございません。なめる、馬鹿野郎、て

めぇー、止めて頂けませんか？　普通にお話しできませんか？　わたくしにも限界がございます

。ご了解願います」「おっ、あんちゃん、悪かったな。もう、ちっと待つよ」。出発当日、お客

様より「裕つぅー、あんちゃん出してくれ。おい、俺だ俺だ、なんかよ、いろいろ無理言って

悪かったな。また来るからよ、よろしく頼むわ」。

「クレーム３」裕５０歳。日系企業営業統括。「ねえ、裕さん。この絵、近所の額縁屋に

持っていってよ」「はい、トラックの手配を致します」「馬鹿ねぇー、あんたが持っていってよ

」「よろしいですか、わたしが個人で徒歩で持っていく。ひったくられた。どうなると思い

ます？」「大丈夫よ、近所だから・・・」「その絵の作者、右下に入ってますよね。わたしの査

定で２千万円以上と見えますが・・・」「あなた詳しいわね、その通りよ」「わたし個人の責任

ではお引き受けできません。手配の一環として当社にてのお引き受けとなります」「水臭いわ

ねぇーーー、あなたっ、いいわよっ、自分で持っていくからっ！」

登場人物を仮に「裕」とさせて頂いた。全人類の中の一人の男としての仮名である。この男は、

一見、優男の草食系に見えるのであるが、実は「鈴蘭高校出身」(嘘)なのである。理不尽な物言い



の前では、目が赤く光る時がある。いわゆるターミネーター目になるのである。その目付きの

時は、小栗旬に少し似ていることもなくもない。



遅いパソコン

2015.05.05 Tue
ここ、数週間、パソコンが凄まじく遅い。相当、容量をとっているだろうユーチューブ動画のス

トックを娘のハードディスクに移したり、諸々をデータ(D)に移したり、溜まっていたメールを空
にしたり・・・。まったく改善しないところをみると、Freeの回線の問題なのだろう。そうい
えば、私の住む地区にOrange社が高速ケーブル？を設置した。どういうシステムなのか、まった
く分からないけれど、セールスの方が、なんどか勧誘にきた。「とにかくパソコンの起動が早い

」とのこと。どうも、その頃から、パソコンが凄まじく遅くなったから、なんか関係があるのか

しら？

今日は、午後から仕事。フランスの歴史のおさらいをしないといけないから、早起きして始めた

。「凄まじく遅いパソコン」＋「私は、あまり、歴史に興味がない＝凄まじく遅い脳」。脳がパ

ンク。結局、ブログっているのだ。

歴史に興味がないわけではないのだけれど、その「勉強」とか「暗記」。こうなると、まるっき

り私の脳は動かなくなる。しかし、やや、週刊誌ネタみたいな疑問が湧くと、そこばかり調べる

。たとえば、ジャンヌ・ダルクの生誕日と火刑になった時の年齢は？　とか、これは以前にも書

いたけれど、モンサンミッシェルがイギリスにもあること。それからマイケル(ミッシェル)の石と
呼ばれる小島がアイルランドにあること。この三つがケルト人の聖地、つまり、聖ミカエルを守

護神としていること。そしてそして、この三つがヨーロッパ地図を引っ張り出して定規を当てる

と一直線になっている。こういうお話は、脳ワープを誘発するから嬉々として調べ捲くる。それ

から、これも以前書いた。ベルサイユ宮殿に水を供給するための巨大ポンプ。「マルリーの

機械」。もう、ベルサイユ宮殿の歴史は、まるっきり脳インストールできないのに、こっちは夢

中になって調べたし、その跡にも行ったし、復元模型まで見に行った。

うーーーん、楽譜通りピアノを弾こうとすると、寝てしまう。おっし、ここをいじってシンコ

ペーションして、ここは端折ってとイサオ節にしてしまうと、アホのように弾き捲くる。まっ

たく、これも同じことだ。すべては、ジャズ脳の断面図なのだろう。



ミッシェルとマイケル

2015.05.07 Thu
「聖ミカエル」のフランス語読みが「ミッシェル」、英語読みが「マイケル」、スペイン語だと

、そのまま「ミカエル」。ご存知の方も多いと思う。マイケル・ジャクソンはフランスでは「ミ

カエル・ジャクソン」と呼ばれている。この名前、世界中で多い。「聖ミカエル」＝大天使、空

へ大きく飛び立つイメージが強いから、大変に人気がある。

昨日は、一日、仕事。家を出たのが午前八時で帰宅が夜の十時半。本日は、マリリン朦朧である

。ハードだったぁーーー。と、それはさておき、わっはははぁーーー、モンサンミッシェルに行

って居ったのじゃ。

巨大駐車場とモンサンミッシェルを繋ぐ橋が完成したのが昨年の夏。それ以降、初めて訪れた。

修道院へのアクセスが、凄く遠くなったけれど、もちろん、モンサンミッシェルは以前のままで

ある。ここに大きな謎。私は、以前、一度か二度、訪れたことがあると公言しているのだけれど

、いつ、だれと？　そして、実際に訪れて、どこかで見た風景であることは分かるのだけれど、

どうにも「私が以前、そこに実際にいた実感、記憶がない」のである。私自身、内部で大きな

疑惑。もしかしたらユーチューブの見過ぎで、訪れたように思い込んでいる可能性も大。いや、

どきっ、聖ミカエルの悪戯？　あっははははは、そう思い込んでいると三回目には頭に大きな穴

が開くのだぞ！　この逸話、ご存知の方も多いと思うので、わざと書かない。はい、それは７０

８年だった。

ところで、あまり悪口は書きたくないけれど、「プラールおばさん社？」。モンサンミッシェル

の独占企業と化している感じ。オムレツ、お土産屋、サンマロ湾の見えるレストラン・・・、良

く見ると、すべて「プラール名」。もちろん、構いはしないけれど、オムレツ、３９ユーロ、長

蛇の列。これには、仰け反った。私は、参道の小さいフレンチフライドポテト屋。おばさんが

一人、せっせとポテトを揚げている。これにフランクフルトソーセージ。ケチャップとマスタ

ード。モンサンミッシェルの城塞の海の見えるところに座って食べた。かもめが二羽、私

をじぃーーーと見ていた。美味かった。５.８０ユーロ。フライドポテトを頬張りながら振り返
ると、私の後ろに巨大な修道院。今年で、１３０７歳。まあ、おい、そこの若造っと呼ばれても

異論はない。



１７時間２４分

2015.05.11 Mon
本記事のタイトルは、昨日(５月１０日２０１５年日曜日)の私の労働時間である。通勤時間は含ま
れていないから、実際は、起床午前４時３０分、帰宅、翌日の午前２時３０分。私の新しい仕事

の内容は、諸々の障害も出るかも知れないので詳しくは書けないけれど、グレーのベンツEクラス
の脇に、スーツ姿に薄いサングラスを掛けた哀川翔みたいな私がノルマン

ディーの海岸にいた。そう、私は英国諜報部員なのだ。嘘。

本日は、当然にしてオフ。マリリン朦朧である。明日は、コンサート。その後は、また、仕事。

来週には、リールでクリスチャン・バッサールとのデュオコンサート。忙しいぞぉーーー。

でも、久しぶりの二束の草鞋も、結構、楽しくやっているのだ。あるブロガーさんから以前メ

ッセージを頂いた。「裕さん、両手両足、全部で四束までいけますよねぇー、ブログ止めないで

」と。

「おーーー、俺は、元気だぜっ！　折れねぇーーーよって！」

さぁーーーて、明日は、我々のトリオにベルリンからポールが来る。ぶち切れたるぞ、ピアノで

。



酒

2015.05.12 Tue
「酒」、ミュージッシャン用語だと「ケーサ」。毎々、自分のお話で恐縮である。あれ、自分の

ブログだからいいのか？　あのね、私は、その、もじもじ、「自己顕示の化け物」ではない。も

ちろん、ミュージッシャンだから、強いのかもしれないようで、あんま、ないのだ。私とか自分

とか、大したお話ではないからである。というか、私が、大した野郎ではないということのよ

うな、いやぁー、ジャズピアニストだから、多少、大しているような気もするような、しないよ

うな、もじもじ・・・、おめぇー、フレーズ、なげぇーーー。

ところで、初めて酒を飲んだのは、私は真面目人間だから二十歳である。ビールをコップ半杯。

倒れて、トイレで、げげげの喜太郎であった。たぶん、親父もお袋も、酒を飲まないから、酒に

弱い体質なのだと思う。うん、「酒に弱い体質」と呪文を唱えているうちに・・・。

「裕さん、お酒は？」

「いやぁーーー、僕は酒に弱い体質でねぇー、一本までだな」

「なにをですか？」

「えっ、あっ、ワインを一本」

「あぁーーー、週に？」

「えっ？　一日だけど」

「えっえっえっ、アル中じゃん」

と、このようになった。どうしてか？　はい、私が変なおじさんです。ではなくて・・・、

まあ、八十年前後に東京の美術予備校。周りは、皆、阿部薫のような飲み助ばかり。一種の集団

自殺だねぇー、あの頃は。しかも、新宿に住んでいた。風呂のないアパートだよ。と、別に、私

はノスタルジーゼロ人間無粋君だから、昔の歯ナシは、どうでもいいのだ。こういう状況下にい

たから、なんか、鍛えられてしまったのである。

当時の俺の会話を再現しよう。

「生きている証って、いつも、死を内包していることなんだと思う。だから、私は酒を飲む。微

細な死の延長が酒なのだ。小刻みに毎日毎日、侵食してくるそれと対峙しているのか？　否、融

和と言うべきであろう。だから、酒は、仮の死なのだ」

と、二十歳の裕センセはのたもうていたのたのまたたびでだらくした。かも、ふんっ！



「はい、堕落は駱駝」。

作者追記

この記事も「酔った勢いで」である。久保はつじ兄貴の「酒嫌い」という記事からインスパイア

ーされていることは、書き終わって、明白だと感じたのである。



売れっ子

2015.05.13 Wed
もう、既に「売れっ子」の兆候。やばいのだ。どうしてなのか、もちろん、自分で分かっている

。ハンサムだから？　まあ、２ｍｍぐらいは・・・。物腰が穏やか？　まあ、諸々の要素はある

けれど、私は、こう見えても(見えねぇー)、元営業マン、つまり客商売、サービス業の、たぶん、
「超」が付くプロなのだ。

ピアノは、じぇんじぇん売れないのに、社会復帰すると、すぐに、こうなってしまう。これが、

私にはやばいのだ。

うぇーーーーーん、私は、根っからのサービス業なの？　うん、ちょっと、そういうところは

ある。

ふふふ、私は以前にも書いたけれど、「サディスト系」なわけ。「暴力系」も少しある。「破

壊系」、これも、ある。と、ちょっと、一歩、間違えると、小指がなくてもおかしくない方向に

も行きそうな気配なのだ。でも、ピアノが弾けなくなるから、堅気だよって。と、こんなに物騒

ではないけれど、そういうベクトルは、かなり、ある。「暴力力」と私は呼んでいるけれど、男

の子は、これぐらいのパワーは必要だ。毎日、狩りに行くんだから・・・(あら、また、師匠が出
て来たぞ)。

でね、まあ、チャンジーだから、当然にして丸くはなった。その前に、第一、私の見てくれが優

男の典型である。いわきのおばあちゃん占い師によると、この暴力と女々しいところが同時進行

しているから、彼は大成するとのこと。四十の時に・・・。おっ、おばあちゃん、まだ、なんだ

けれど・・・。

でね、それと、この客商売なんだけれど、擬似マゾごっこみたいで、私には新鮮なのである。マ

ルキ・ド・サドがザッヘル・マゾッホの役をやる。なんかね、妙にいい感じなのである。ただし

、お客様が限度を超えると、当然にして、サド侯爵になる。

まっ、算数上は、そういうことになる。

えっ？　やばい？　人格が？　うなことはないよ。切れたりしないもん、僕。サディストだか

らねぇー、紳士なわけ。分かってくれ玉枝、このパラドックス。



ミッション

2015.05.15 Fri
今、記事のタイトルを付けたけれど、全然、関係ないことを書く。パソコンの調子が超絶的に

悪い。来週のミッションの下調べをしないといけないし、先日のコンサートの動画編集もしない

といけないし・・・、とブログを書いている場合ではないのであるが、超絶的に遅いパソコン。

画面変えるごとに煙草が吸えてしまうという、このスピードでは仕事にならん。と、やや、いら

ついていたら、とうとうパソコンの方からご案内。「機能がおかしくなっています。インスペ

クションしますか？」「はい」「ひとつ怪しいやつを発見しました。削除しますか？」「はい」

とやったら、スピードが戻ったけれど、全部、再ログインしないといけなくなった。羽毛ぉーー

ーと、ブログを書き始めてしまった。第一、編集しないといけない動画、今朝からダウンロード

？　自分の動画なのに、なんでこうなるのだ？　ムービーメーカーのレジスターした動画を開く

のに三時間も掛かっている。

で、「ミッション」なんだけれど、格好いいでしょ？　私の新しい仕事は、ミッションごとに完

結するからいいのだよぉー。このその日暮らし感が粋なのだ。本当に、コンサートみたいで気

に入った。はいはい、裕センセ、早く、その下調べ、準備して下さい。えっえっえっ、パソコン

が遅くて・・・、嘘付きっ、もう、直っているんじゃないの。ルネッサンス様式について調べて

たん

じゃないの？



12052015

2015.05.16 Sat
股股、しばらく、ブログを書けなくなる。ラシアタゴトシ(新しい仕事)とコンサート。

と、とりあえず、日本ブログ村ジャズカテゴリーにも登録しているから、我々の先日のコンサー

ト動画をアップしておく。細切れでもいいから、聴いて頂戴。このカルテット、バンマス(バンド
マスター)不在。なのに、皆仲良しだから、超絶的にバランスがいい。佐藤真師匠のドラムスを筆
頭に、私、ポールと同年代、そこに三十代のオリビアのベース。ばらばら世代なのに、超仲良し

なのだ。

今回のコンサートは、「裕センセ社会復帰記念コンサート」という意味合いも、私自身には

あった。そのですね、フリージャズの火を消さずに、それが出来るのかという正念場だったのだ

。うで、出来る目処が付いた。から、私の燃え方は半端ではなかったのだぞって！　おっ、し

かも、二十代の日本別嬪娘が二人来てくれた。アヤカとチハル。アヤカは、なんども足を運んで

くれている。チハルは、ワーホリでパリへ。モッズヘアーで研修。仙台のねーちゃんだ。私も幼

少期は仙台である。同郷のよしみで、チハルのために、勝手にアンコール曲を弾いたのだ。ど

うだっ、参ったかっ！

真師匠の談話　「今晩、絶対、このカルテットのベスト演奏、間違いないね」　その後、皆で飲

み捲くったのだ。



フランス人と定年

2015.05.21 Thu
ブログ更新が切れ切れになってきた。致し方ない。これから、コンサートのためにリールへ行く

のだけれど、少し、時間ができた。記事を書くことにした。なんとなく、現実的なことを書く

ので、お若い方々には、たーりらりんだろう。

以前にもなんどか書いたけれど、「一般的なフランス人」、金持ち、資産家とか高給取りとか、

こういう人々のことは分からない。その一般的なフランス人の楽しみは、もちろん、子供の成長

、家の購入、こういったことを除いてという意味で、極論するとバカンス、そして、永遠のバカ

ンスである定年。

今朝、歯を磨いていて、なんとなく気が付いた。私の定年、後、５年と１１ヶ月なのだ。そんな

先ではない。

ふむ、私の現在の基本的な人生設計は、実に単純。「絶滅寸前の世界指定の野鳥のようなフリ

ージャズの火を消さない」。私は、第一次世代からすれば、第三世代ぐらいに位置している。非

常に少ない。その少ない人口のひとりである。こうなると、意地でも続けるのだ。これを遂行す

るために、定年という状態は、非常に助かる。まあ、餓死しない程度の保障はあるから助かる

のだ。と、算数上は、私の新しい仕事を、後、５年と１１ヶ月続ければ、フリージャズオンリー

ライフがやってくる。うん、これは嬉しい。とはいえ、新しい仕事は、そんな仰々しいものでは

ないけれど、プロライセンスを所持していないとできない。つまり、このライセンスがある限り

、逆に定年はないのだ。先輩方、七十歳で引退が多い。

ふむ、仕事とコンサートを交互にやっている。考えてみたら、「フリージャズの火を消さない」

、この私の基本スタンスに、なんらの支障もでていない。私の職業選定は正解だった。支障がな

いのであれば、続けていても構わないということになる。まあ、六十二歳の誕生日に考えよう。

むふふふふぅー、職業選定が正解だったという確証が取れた現在、私は上機嫌なのである。ほ

ほほ、明日の夜は、ギターの名手、クリスチャン・バッサールとのデュオで、この上機嫌が炸裂

するのだろう。いい感じぃーーー！　また、ブログ更新は、ボサリ(さぼり)ノバのサンバのチャチ
ャチャですのリオでじゃねぇーろっ、リールだよぉぉぉぉぉん。フリージャズハッピーチャンジ

ーへ驀進中っ！



完全燃焼

2015.05.24 Sun
今日は、５月２４日２０１５年日曜日。昨晩、へろへろ状態でリールから帰宅した。へろへろ状

態なのに早起きして、コンサートビデオの編集をしている。

クリスチャン・バッサール。私と同じ年。リールを本拠地に活躍するクラッシックギタリスト。

著名なミュージッシャンなのだ。とはいえ、超オープンマインドの持ち主だから、私のような「

訳の分からないピアノ弾き」とも共演してくれる。今回で、三度目の共演。毎回、私には難儀な

のだけれど、これが、新しいことに挑戦しているぞっ！　という緊張と高揚と難のこれ式感が、

私の体内で渦巻くから止められない。彼のベースはクラッシック音楽、私はフリージャズ。異種

格闘技。モハメド・アリとアントニオ猪木。とはいえ、我々は格闘している訳ではないから、お

互いの接点を探す。しかも、お互いのいいところをお互いに引き出そうとする。こんな素晴らし

い人間関係は、そうはない。

私は、フリージャズ屋だから、リハーサルはしないのだけれど、クリスチャンとは、そうはいか

ない。四時間ぐらいやった。どうも、なにかがしっくりしない。ふむふむと考える。このギター

の名手を、私のドシャメシャピアノで押し退ける訳にはいかない。でも、遠慮すると裕イサオで

はなくなってしまう。このジレンマ。むむむ、夕飯のピザを買いに二人でスーパーへ行く。む

むむ、おっし、俺は馬鹿だけれど、利巧だー(リコーダー)があったとなり、子供用のそれをスー
パーで買った。とうとう、リコーダーデビューしてしまった。私のドシャメシャピアノの演奏時

間を短縮する目的があったから、そういう意味では正解だった。下手ピアノに、ドが付く下手

リコーダー。ふむ、なんか知らないけれど、バランスが取れたのだ。

コンサートの打ち上げで、クリスチャン。「なあ、イサオ、来年辺りさ、二人で日本ツアーやら

ない？」。私、「うん、いいよ」。

と返事をしたのだけれど、ほほほぉーーー、私とのデュオもいいけれど、合間に、彼のソロギタ

ーのコンサート企画しちゃおうっと。この超オープンマインドのギターの名手に、私のピアノは

いらないとも思うし、そのいらないものがあるのも面白いとも思うし・・・、「音楽とは自分が

演奏することだけではない」という素晴らしい真理が脳内を過る。究極の人間関係が自然構築さ

れるところが、音楽のパワーでもある。謙虚であることは悪いことではないねぇー。



トライ

2015.05.25 Mon
新しいことに挑戦する、トライしてみる。うひょ、私は、正直、それほど好きではない。

そりゃーーー、そういう年齢なのだ。で、そういう年齢を無理矢理、そういう方向に持って行く

。もちろん、自分の意思だから構いはしないけれど、しんどい。わっ、ミュージッシャンとす

れば、拙いのかなぁー。といいつつ、今回のコンサートは、挑戦とかトライに近かった。で、へ

ろへろになった。で、へろへろになって帰ってきて、お肉をむしゃむしゃと食べたのかというと

、わっ、うどんとシュウマイという、いつもの粗食だ。大丈夫かいな、弱肉強食の西洋社会で、

あたしは生きていけるのかしら？　たっはぁーーー、これがね、折れねんだな、うどんのように

。なん

ちゅう、比喩なんだろう？　元、詩を書いてたんだよ、あたしは。まっ、「俺のこの挑戦を

聴けっ」ということにしておこう。



パリという名の欲望

2015.05.28 Thu
もちろん、このタイトルは映画「欲望という名の列車」のもじり。

さすがに、段々と忙しくなってきて、ブログを書く時間がなくなってきた。時間以上に、書きた

い欲求が薄らいでいる。仕事人とミュージッシャンに脳が集約し始めている。

本日は、仕事の一環なのだけれど、初めてパリの観光バスに乗ってきた。改めて二階席から見た

パリは、やはり、「見事」。まあ、世界に名立たるパリ。構造体としての町として見ると、見事

の一言。でも、私が見てきたパリは、王様貴族たちが作り上げた部分。ここに庶民の生活はない

。重厚ではあるけれど、権威という名の書割にも見えてしまう。

私のホームであるジャズクラブ「バビロ」も、息子の住む二十区も観光バスは通らない。

生活、人の臭いのない歴史建造物の数々。現在は、巨大資本が牛耳っているのだろう。もし、私

が今日見てきたものがパリであるなら、正直、なんの興味も湧かない。

見事に構築された町という器。そこに巨大な権力の残像を見ることはできる。その歴史はおもし

ろい。でも、町とは、その器の中で蠢く我々のことなのだ。そう、見事なピアノが素晴らしいの

ではなく、その生きている、弾いている、その人、その人の人生が素晴らしいということ。



人生の縮図

2015.05.29 Fri
私は、旅行会社に十年。営業マン十四年。そして、新しい仕事。

すべて、お客様に接する仕事である。当然にして、諸々のご不幸にも接してきた。

盗難、離婚から始まり、急死、事故死、ご病気、ご遺族、ご遺体を日本へ、遺品の数々・・・。

諸々のご不幸の中でも、私の神経に最も抵触してくるものがある。鬱病を含めた精神疾患である

。

私自身が自閉症を患っていた時期があるから、身に染みる。他人事とは思えない。とりわけ、中

高年の「それ」は、私自身が辛くなる。私の鬱は思春期とクロスしていたから、まだ、完治のベ

クトルは残されていた。しかし、中高年の「それ」、先がない。

なんとかお役に立ちたいとは思う。しかし、ご本人の内的パワー以外には、道標はないことも、

私は知っているから、尚更、複雑な思いが走る。本日は、午前四時に起床。個人情報に触れるこ

とは、当然にして書けないけれど、ほんの少しだけ、私の笑顔が今日はお役に立てたと確信して

いる。私の笑顔の裏側が絶対に伝わった。無言の内に、と、確信している。

私の笑顔は客商売のそれでは、絶対になかったからである。



五十六歳

2015.05.30 Sat
この年齢が、中年なのか高年、初老なのか分からない。相対年齢という考え方もあるから、なん

ともいえないけれど、まあ、高年であろう。お若い方々にすれば、当然にしてチャンジーである

。ところで、私は一種の流行語みたいな「ババァー」「ジジィー」、好きではない。sakuraiさん
のブログ記事の中にも、ちらっと、私と同じ感触が出てくる。

相対年齢、つまり、年長者からすれば、私は若僧。精神年齢は？　でも、医学的な肉体年齢は、

たぶん、初老。私は、なんらのスポーツもしていない。あえて揚げれば、スポーツピアノ歩く自

転車思い出し水泳庭仕事大工仕事、以上である。内臓は、酒煙草で鍛えている。そのせいか、少

食だから、コレステロールゼロ体質。なんか、裏返し健康体なの？

「元自閉症の五十六歳の人生論」

1) 対人恐怖症　
これは自意識過剰、承認欲求過剰から起きる。五十六歳になると、ほとんど、ない。ある意味、

元自閉症の逆噴射で、皆無に近い。自分、他人からの目、どうでもよくなっている。感性全体が

コスミックだな

2)鬱
これも、病的ではなく、普通のそれだ。若い頃は、フェラーリみたいに全力疾走をしようとして

いた。随分長い間、私は、それをしてきた。生き急ぐということは、死への恐怖と表裏をなして

いた。怖いから、生きる、でも、日毎、その怖いものが脳裏から離れない。しまいには、一切れ

のパンみたいに甘美な幻想にもなる。五十六歳になると、生き急ぐ感はない。どうして？　肉体

の消滅など、どうでもよくなっているからである。刹那？　そうじゃなくて、別に後悔は、まる

っきりないから、いつ消滅しても構わない。で、消滅したいのか？　全然なのだ。カミサンと子

供たちと一緒にいられなくなるから、つまらんし、ピアノ、私のピアノ、だれも弾かない。と、

超絶長生きでも、突然消滅でも、どっちでもいいから、心は安らぎの極致だろうな

3)余生
ふむ、もう、生まれた時から始まっているから、よせいやいって！

と、まあ、性欲から派生する男どもの諸々の欲望と葛藤から、私は、ほとんど解放されている。

うでね、まあ、どっちでもいいのだけれど、まあ、私の家系は長生きが多い。ほな、ちびちび一

流ピアニストへにじり寄る日々で、いいじゃん。力尽きたら、それはそれで、いいんじゃない。



やっぱ、私は、随分前から、悟りの境地にいる。そっ、十二歳の時だ、同じ感触を持ったのは。

早熟？　ちゃうちゃう、早くから老化が始まっていたのかも。

別件追記

久しぶりに「裕イサオ」とグーグル検索してみた。十件ぐらいの盗作ブログがばしばし出てくる

。おまけに、久保はつじ兄貴の私に触れた記事まで出てくる。私の記事の閲覧数が７５なんて日

がある。一番の読者がアメリカ？　あのね、ロボット君の後ろにいる責任のないあんたら。あ

のね、私は、結構、まじでブログをしている。それとね、私はジャズのピアノ弾きだ。うん、非

常に遺憾な結論。盗作は構わない。けれど、きちんとお金、ギャラを私に払って下さい。私は金

銭亡者ではないし、そのためにブログを続けているわけではない。だからこそ、営利団体のあん

たら、止めないのであれば、私にきちんと連絡、許可、およびギャラの支払いをするのが、せめ

てものピアノ弾きへの節度だろって！　馬鹿にするなっ、私も含めた真摯なブロガーたちをっ！

　金銭亡者っどもっ！　



日曜日

2015.05.31 Sun
今日は、日曜日らしい？　日曜日だった。来週から、忙しくなるから、余計にそう感じる。

お気に入りブロガーさんたちの記事は、携帯でいつも拝読している。今日は、パソコンで読ませ

て頂いた。むふふふ、やっぱ、凄いなぁーと思う。私の「素晴らしいブロ愚」の第一発見者であ

るブロガーさんの記事。ブログを書く、続けることへの根源的な問いがいつもフラッシュバック

のように流れていて、大変に興味深い。記事の更新が途切れると、ちょっと、あれれれ、となる

。長期間続く、その原動力と自己分析が、その根源が、私に諸々の示唆を与えてくれる。

それとね、系たんさん、私は、いつも「薄いサングラス」をしているのですよ。今日の記事で、

あっ、そうなんだぁーと思いました。伊達眼鏡でも、もちろんないのですけれど、日光を見てい

ると涙が出て来るので、サングラスしてないと渋いのです。

格好付けている根暗の親父で、もしかすると、元その筋系にも見えるので、ちょっと、哀川翔み

たいになるけれど、目に腹は代えられない。と、よぉーーーく読むと、書き手の真意は「俺はハ

ンサムだろっ！」だ。

ところで、とうとう、私の愛車「ホンダシビック1997」が力尽きた。まあ、二十一万キロ弱走っ
ている。中古車で購入したから、私の走行距離は十五万キロぐらい。十二年弱、私、カミサン、

私たちの家族と共にしてくれた。さびしいなぁー、機械にだって愛着は湧く。ターミネーター

２だって、そうだった。アスタラビスタっ！　だぜって。でね、廃車は嫌だからとインターネッ

トに広告出したら、一回、レストランへ家族で行くぐらいの値段で、あっと言う間に売れてしま

った。アフリカのどこかの国へ行くみたい。この諸々の手続きの問題点は、暇をみて「フランス

生活情報」として書こうかな。一歩、手続きを間違えると、ヤバイことも起きるから、在住者の

ために書いておこうとも思っている。

すいません、書ける時に書くという状態になったから、一記事が長くなる。

で、その「自動ロボットブログ」。このメリットが良く分からない。まあ、算数上は、広告掲載

のための自動ブログなのかしら？　でね、なんで裕イサオのブログが「自動選択」されているの

か分からないけれど、本体の閲覧数は一桁台。私のコピー側も同じである。なんのためなの？

　うーーーん、前にも書いたけれど、そんなせこいことするなら、私のブログに堂々と、広告出

していいから。なんか、左下の方に、競馬の広告なんかが自動的に入っている、今でも。別に、

いいよって、それで。でもな、私もプロピアニストの端くれ。はい、盗用しましたぁーーー、ご

っつぁんでぇーーーす。これは、拙いぞ。やっぱ、そういうスタンスの方々には、私はご請求書



をお送りします。本意ではないけれど、我々、個々人への、「営利なきブロガー団」への冒涜と

思う。ロボットの後ろにいる責任のない人たち、私に一報して欲しいと思う。と書いても、読ん

でんのあんたらじゃねぇーーー、から、書き手はどうしたらいいの？



物を書く

2015.06.08 Mon
ちょっと、タイトル、仰々しい？

すいません、頂いた拍手コメントへ返信していません。変心？　ではなく、忙殺されていました

。睡眠四時間の生活が続いていたのです。ごめんなさい。ありがとう、変な雅楽を聴いて頂

いて・・・。

「物を書く」、うん、悪いことではないと思っている。脳内のモヤモヤが纏まるからである。

ぺちゃぺちゃより、纏まりやすい。友達とのぺちゃぺちゃも、いい感じではあるけれど、脳の印

画紙に焼き付けるのには、「文字」がいいと思う。

忙殺の一週間で見たもの。諸々の「書く素材」があるのだけれど、それをどのように書くのか？

　仕事の詳細、個人情報等々は一切書けないし、書こうとも思わない。以下、私の「書きたい

こと」のエッセンスのみを列記しようと思う。うん、ブログの限界？　うん、そうだと思う。文

学の領域へブログが侵入する意味はないと思っている。

世界遺産の一部分であるパリのセーヌ河畔　ディズニーランドと同じレベル　そこに、「人のい

るパリ」はない　だから、「本当のパリではない」のだ　もし、旅が観光と＝であるならば、そ

んな旅は、私個人はいらない　

たとえば、である　私は、カミサンとリスボンへ行った　なにを見たかったのか？　ひとつだけ

だ　ペソアが徘徊していた、その足跡と人の臭いだけである　

早朝、深夜のパリの、なんと、美しいこと　風景の中に、私も含めた「人」がいると・・・　我

々は、地球にいらない、と、感じてしまう

いつも、車の中で「TSF JAZZ」のラジオチャンネルを聴いている
早朝深夜で聴くそれは、私のアイデェンティテーへ侵入してくる

そして、私という個人の思惑の中へ、もっとも染み込んで来る音が分かった。

マイルス・デイビスとビル・エバンスである。

どうしてなのか、やっと、分かったのだ。彼らは、聴き手へ向けて音を出している。巨大な自己

中の城であるパリで、それを聴くと、なおさら、それが、良く分かる。



音は、コミニケーションの原初的なもの。

どうして、我々はいがみ合うのか、本当に分からない。ユートピストでなにが悪い？　と。

　



人のいないパリ

2015.06.10 Wed
早朝五時、人気のないパリの大通りを一台の黒いベンツが通り過ぎて行く。車内にはジャズ専用

ラジオ局TSF JAZZからマイルス・デイビスのソーワットが流れている。マイルス、コルトレーン
のソロのあと、超絶的に色っぽいビルのピアノソロが始まる。この車を運転する男もジャズピア

ニストの端くれなのだ。人のいないパリのなんと美しいことか！　と、男は毎々思うのである。

自分のことは棚に上げているけれど、そう思うのだ。

ところで、この男が四十ぐらいのハンサムな中年であれば、その横顔、背中に、そこはかとない

哀愁と憂いが漂うはずであるが、残念ながら腕以外はよれよれの五十六歳という高年である。哀

愁も憂いも、果ては金に困っているというのに生活苦さえ一切漂っていないのだ、この男には。

もし、強いて揚げれば、なんとなく恒常的な至福感と、なんとなくお笑いが漂うのみ。

ぶっちゃけ、悟りの境地であるこの男には相応しい雰囲気と申し上げよう。哀愁も憂いも超越し

ているのだ。りゃ！

------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ところで、昨晩、ユーチューブを弄っていたら、とうとう見付けた。ずっとずっと探していた二

枚のレコード。

私が東京で一人暮らしを始めたのは、1978年だったはず。保谷駅近くの風呂のない安アパート。
武蔵野美術大学の学生たちが住んでいた。ここで、新譜として聴いた二枚のレコード。

ずっとずっと探していたのだ。この二枚はまるで違うのだけれど、一つのジャズの到達点である

ことは、今以て疑いの余地がないと思っている。本当に、擦り切れるほど聴いた。

Gary Peacock Tales of Another 1977
山下洋輔トリオ　Montreux Afterglow 1976 モントルージャズフェスティバルライブ

前者は、ベーシスト、ゲイリー・ピーコックのリーダーアルバム。メンバーは、もう、不動のト

リオである、ピアノ、キース・ジャレット、ドラムス、ジャック・ディジョネット。キース・ジ

ャレット・トリオとして御馴染みである。しかし、このアルバムは違う。ピアノ馬鹿、ピアノ暴

走族のキースをゲイリーとジャックが後ろから羽交い絞めにしている。乗り出すと止まらないカ

ッパエビセンのキース。例によってド音痴のハミングが全編に溢れかえっている。つまり、乗り

捲くっているのだけれど、ゲイリーとジャックの羽交い絞めが、スレスレのところで暴走に歯止

めを掛けている。この緊張感の凄いこと！　動のキースを二人の静が押さえ込んでいる。私は、

ビル・エバンスの初期のピアノトリオ以降、現代ジャズピアノトリオの極北を示したのは彼らの



このアルバムだと信じているし、今以て、これ以上のものは出ていない、私にとっては。

後者は、これは一言で、日本フリージャズの到達点。このどしゃめしゃぶりは凄いの一言である

。しかも、私がもっとも気に入っているのは、明るいのだ彼らの音は。陰に篭った当時のインテ

リ風の暗い雰囲気がゼロ。これは、坂田明のキャラに負うところが大きいとも思う。途中、訳の

分からない「歌」？が出てくるし、突然、「赤とんぼ」のメロディーが朗々と出てくる。超マジ

を通り越して、お笑いのレベルにまで到達している。見事である。当時、山下さんが、アメリカ

のプレイボーイに「ピアノを空手でぶち壊すやつ」として紹介されていたのだ。

添付はしないけれど、もし、ご興味のある方、ユーチューブ、ご参照下さいね。まるで違うけ

れど、見事なアルバムです。あとは、阿部薫のサックスソロ、これも世界レベルで、プロの

ミュージッシャンが皆仰け反る。凄過ぎ。



素敵な孤独

2015.06.11 Thu
またまた、当分、ブログ記事を書けなくなる。今日は、６月１０日２０１５年、先ほど、別の記

事をアップした。うん、書き溜めシフトです。

なんとなく、最近の少ない記事を読み返してみると、「文体」が違っている。うん、ぶっちゃけ

、「文学」の調性が出て来ている。まあ、疲れているから、「そう」なる。思考が凝縮して来る

から、そうなる。疲労が溜まると、過労で、笑顔が強張る。で、文体も強張る。で、強張ると、

良かれ悪しかれなんだけれど、書くものに「文学臭」が漂ってくる。別に、悪いことではないと

言いたい。

でね、「ポルト・ド・サンクルーのパーキング」という所に、私の運転する車たちが止まって

いる。ブローニュの森の南の端。二階の部分は、広大。ベンツ、フェラーリ、ロールスロイス

と諸々の高級車が、ずらっと並んでいる。入り口から見ると、右側、東側の窓は磨りガラス。パ

リのペリフェリックがあるから、潮騒のように車の音が聴こえて来るけれど、外の風景は見え

ない。

私は、このパーキングで、車の掃除をしたり、歯を磨いたり、サンドイッチを食べたりしている

のだ。

映像的には、非常に「映画的」。で、さっきの記事にも書いたけれど、これが四十ぐらいの格好

いい中年男だったら「絵になる」けれど、よれよれの五十六歳では、まったくもってハードボイ

ルド的映像には、一切ならん。で、なんか、「悲しい感じ」になるのか？　これは、私の場合は

、じぇんじぇんならない。なんか、お笑いコントの、前置きなんじゃね？　という感じになって

しまう。どうして？　以下・・・

俺は、ポルト・ド・サンクルーのパーキングにいた。激務の合間。俺は、この孤独な時間をこよ

なく愛しているのだ。広大なパーキング内に並ぶ車たちと共に、俺は、一人でモノプリのサン

ドイッチを食べた。俺の右側からペリフェリックの騒音が聞こえてくる。俺は、「ふふっ、都会

の喧騒かい」と薄く笑う。俺にとって孤独は人間のいない唯一のオアシスなのだ。俺にはジャズ

ある。十分だと思う。その時、俺の女、亜里抄から電話が来た。「愛してるわっ」「ふふっ、俺

は任務で忙しい、女はあとだっ」と言って、叩き切る。それから、ゆっくりと、ワルサーPPKの
手入れを始めた。

「実際には」



「わっわっわっ、超絶、肩凝りぃー、右膝も痛いよぉーーー、また、サンドイッチかよぉーーー

、家に帰りたいっ！　ビール、飲みたいっ！　いてててててぇーーー」と言いながら、ジョージ

・クルネーの顔真似をする。



だからわたしはピアノだ

2015.06.12 Fri
この記事のタイトルは、sakuraiさんの記事タイトルから来ている。「だからわたしはピアノを
弾く」から。私は、sakuraiさんの大ファンであるから、拝借しちゃう。

うん、sakuraiさんとピアノとの間の感触が良く分かる。私だって、うん、首根っこ捕まえて、「
聴けぇーーー、俺のぉーーー、ピアノぉーーー」ちゅう感じではないのだ。むしろ、己との対話

みたいなところがある。でも、こう見えても、見えないけれど、プロの端くれだ。

じゃ、なんで、わたしはピアノを弾くのだ？

うん、自分への挑戦状なのかしらねぇー、今、下に添付する、ピアノ馬鹿きちがい天才、このど

うしようもない野郎へ、どうしても迫りたいのだ一ミリでも・・・。

私の言いたいことは、このアルバムを聴いて頂ければ分かると思う。Tales of Anotherには、させ
んぞっ！　おっ、キースよっ！

でも、マジ、すげぇーーーーーーーーーーーーーーーーー。

注　あのね、キースは素晴らしいのだけれど、「それ」を引き出しているバックの二人。ゲイリ

ーとジャックを、むしろ、聴いて欲しいのだな、私的には。とりわけ、ゲイリーは京都で禅の研

究までしていたベーシスト。彼のベースは、「日本人的控えの美学の凝縮形」なのだ。



19062015 私信

2015.06.19 Fri
とうとう、ブログを書く物理的な時間がなくなってしまった。ピアノの練習さえしていないのだ

。睡眠四時間シフトが続いていたから、トイレに行く、食事を取る、こういう時間さえないから

、ブログ？　その前に、トイレに・・・、となる。わっ、こうして「人生の贅肉」、つまり、「

芸術」が消えて行くのである。なんのなんのっ、私は、こういう障害には慣れっこだから、這っ

てでもブロぐる。

はい、ギターで躓いている？　そこの君。下に、クリスチャン・バッサールの動画を添付する。

ギターのビル・エバンスなのだ、彼は。ふむ、来年、彼と日本公演の予定がある。糞忙しいのに

、「どうしたら、彼とのベストウェイができるだろう」と、こればかり考えていた。そして、さ

っき、久しぶりにピアノを弾いて、二秒後に結論が出た。我々は、ピアノとギターのみ、あとは

、彼の声、以上なのだ。ノントーナリティーの音楽。たぶん、日本ツアーは、これで、決定した

と思っている。

それから、系たんさんの記事の中の「明日から戦争がはじまる」。仰け反ったっ！　その詩と、

それを紹介して下さった系たんさんに。村上龍の小説に「海の向こうで戦争がはじまる」という

のがある。系たんさんが紹介してくれた「それ」は、残念ながら「海の向こう」ではなかった。

ちょっと、ずれるけれど、系たんさんも私も「海の向こうで」、ずっと、暮らして来たのだなぁ

ーと、しみじみと思った。

そして、「海の向こう」が、そこいら中にあることを、再認識した方が、楽しいよ、と思う。「

死という概念」と良く似ているから・・・。



クリスチャン・バッサール

2015.06.20 Sat
クリスチャンについては何度も書いた。昨日は、彼の動画も添付した。私と同じ年。リールで活

躍するギタリストである。そして、私の大親友でもある。マメなところ、いつもちょこまか家事

だの、庭の芝刈りだのしているところも、愛妻家であるところも、よく似ている。彼に会った

のは、お互いに五十歳の時だった。こんな年齢でも、ミュージッシャン名利？なんだろう、大親

友が生まれてしまうのである。

と、諸々の共通点も多いのだけれど、実はもっとも「大きな違い」が、音楽のベースにあるから

、共演すること自体がややややっこしいのだ。私は、まあ、独学の出鱈目ミュージッシャン。ク

リスチャンは、きちんと基礎から積み上げてきたマルチプレイヤー。クラッシック、フラメンコ

、ラテンから古典音楽、果てはロックまで、なんでもござれた。プロというのは、本来、こうな

のだろう。私の方がおかしいのだ。だから食えない。

クリスチャンは超プロのマルチだから、私がなにをやろうが臨機応変に対応する。私の方は、そ

うはいかない。そして、最初の疑問「私との共演の意味があるのか？」が沸いて来る。彼は、ソ

ロギターの名手なのだ。ご興味ある方は、ユーチューブの彼のチャンネルを是非覗いて頂きたい

。素晴らしいの一言。これに私の出鱈目ピアノの必要は、だれしも感じないはずなのだ。

私の中で、諸々の選択肢をシュミレートしてみると、シンセサイザーという手もある。ないしは

、パーカッション等で彼のバックミュージックをやる手もある。しかし、である。そうなると、

なんで裕イサオとなの？　となってしまう。

結局、いろいろと考えると、初心に帰るのがベストなのだ。そう、効果音は出さない。ピアノと

ギターの正当なる奏法にてデュオをやる。小細工はいらんという結論。やはり、物事はシンプル

な方がいい場合が多いのだ。で、私のコードワーク、ハーモニーはジャズだ。彼の方は、クラ

ッシック音楽。そうなると、ピアノとギターを正当なる奏法にて、これは決まり。では、コー

ドワークとハーモニーをどうするか？　無調性、これ以外に選択肢はない。これで二人でスイン

グする方法。

来年、二人で日本ツアーをしようという話になっているから、究極の接点を今から探らないとい

けない。異種格闘技ではつまらないから、頭を悩ましている。カミサンのアドバイスが非常に参

考になったのである。「クリスチャン、素晴らしいギタリスト、超プロだけれど、あなたのピア

ノの独特な個性がでないのであれば、共演の意味がないわよね」、その通りなのだ。ジャズの手

法を使わずにイサオ節を構築する。分かりやすく言うと、スピードとスイングとシーツオブサウ

ンドの無調性音楽。おっし、これだっ！



ひとり愚痴

2015.06.21 Sun
明日から、またまた多忙の人。昨晩、父の日の前夜祭ということで、息子と娘に素敵なレストラ

ンへご招待。超絶的に美味しかった。

深夜、娘が運転する車で帰宅。私の家の前の通り、大規模な配管工事中。家の前に、１ｍ×２ｍぐ
らいの鉄板。その前日、その鉄板を真っ直ぐにしようと、足で動かしたら簡単に移動。その意識

があったから、車から降りて、同じ動作。びくともしない。両手で持ち上げようとした。びくと

もしない。

あっ、その時、撓った鉄板が反動でびょぉーーーんと地面に向けて、つまり、元に戻ろうとした

。戻った下に私の右手。中指と薬指を骨折したかと思うぐらい挟まれた。出血を押さえ氷で冷

やす。自分への怒り、このどちょんぼへの怒りが収まらない。私の商売道具なのだ右手の

指は・・・。

幸い、骨折は免れた。とはいえ、たぶん、一週間ぐらいはピアノを弾けない。中指、爪の下がば

っくり。薬指、爪の中が充血。

まあ、どっちにしろ仕事で、日曜日までピアノは触れない。とほほほほぉーーー。悲し

いなぁーーー、ったく。馬鹿馬鹿馬鹿ぁーーー。

第一、本当は今晩、フランス全土のお祭り、音楽祭の一環としてコンサートの予定だったのだ。

これを多忙を理由にお断りさせて頂いたのだ。やばかったよ、コンサート入っていたら・・・。

ドタキャンしないといけなかった。元々、本日も仕事の日。父の日なので、オフにしてもらった

のだ。うもぉーーーっ！　なんか、ちょっと違うけれど、泣きっ面に蜂だねぇー。泣きっ面に鉢

？　８？

はい、顔面に墨で大きな８の字を書いてください。それから、頭から鉢を被り、蜂の巣を棒で

突く。あぁーーあぁあぁぁぁぁぁぁぁぁーーー。



自負の在り処

2015.06.24 Wed
おっ、なんか重々しいタイトル。しかも、カテゴリーが「文学」だぞっ！

今日は、６月２４日２０１５年水曜日。ここ近々のあまりの多忙振りに、勤め先が気を使ってく

れて仕事を外してくれた。とはいえ、明日からばしばし仕事が入っている。午前中、カミサンと

買い物。平日の真昼間にバーベキューなんかやっちゃって、家の掃除をして風呂に入って爪を切

って娘が買ってくれたワイシャツの諸々を取り外し、ハンガーに掛けブロぐり始めた。夕方、負

傷した右手の回復振りをピアノでテスト。

ところで、私のお客様方は、地位、名誉、財力、このすべてをお持ちの方々。ぶっちゃけ、金銭

感覚は、私のそれにゼロをひとつ足した感じ。千円が一万円なわけ。大企業の会長、社長、役員

とか、起業して一旗上げた方とか・・・。

たとえば、アポイントの時間に、当然、私は行く。三時間待たされる。私はトイレにも行けな

いし、食事も取れない。待機ということでお金を頂いているから、そうはいかんのだ。しかし、

私とて自動販売機ではないから自然の摂理が来る。この時、脳内に「み・じ・め」という単語が

過る。たとえば、メニューが三万円するレストランの前で、私だけ立ったままスーパーの三百五

十円のサンドウィッチを食べている。この時も「み・じ・め」なのか俺？　と、ふと、思う。

プロライセンス取得のための学校の授業の中で、頻繁に、「自尊心を、プライドを、自負心を、

自己顕示欲を、私生活を、すべて、捨てろ」と教わった。とりわけ、なんらかの理由で会社を解

雇された元偉いさん系は要注意。過去を忘れろ。芸術家系も同じだ、と。

勤め先の社長からも、「裕さん、完璧なんだけれど、ひとつねぇー心配なのは、あなた、元日系

企業の偉いさんだったし、マルチアーティストだろ、そのプライドが出はしないかと・・・」。

ちょっと手前味噌な台詞だけれど、これ本当に言われたわけね。ご容赦を。

そして、うなもんは私にはないと思っていたのだけれど、先日、芸術系サクセスストーリーその

ままのお客様を担当した。正直に書く。「妬み」「嫉み」「嫉妬」「ニャロめぇー」「今に見て

いろっ」という感じのエモーションが脳内に満ち溢れた。で、最後の「今に見ていろっ、俺

だってっ」、これは五十六歳のおっちゃんには絶対にないのだ。そして、サンドウィッチを食べ

ている時に、警官がよって来て、君、ここに車を止めてはいかん、至急移動しなさいっ！　「み

・じ・め」という単語が１千回ぐらい脳内をぐるぐる。

ターミネーターだって、自分の故障を修復するから、もちろん、私だってする。自負の在り処が



どこにあるのか探り始める。

元偉いさん？　アーティスト？　なんか変だ。大したレベルではない。もし、うなもんにしがみ

付くのなら、もっと「み・じ・め」だぜって！　じゃ、俺の自負ってなに？　となる。でね、な

んか唐突に思い付いた。

地位も名誉も財力もない。これからも絶対にない。その代り、私には上司もいなければ、なんの

しがらみもない。しかも、自分で選んだ仕事をしている。その日暮らしの日雇いのなんの責任も

ないことをしている。ふむ、ほとんど、幻影とも言える概念、「自由」というものに私は、ちび

っと近付いているのか？　と、さっき思っちゃったわけ。ついでに、りゃ、木枯らし紋次郎とか

、座頭市みたいじゃんかよぉーーー、と。こりゃーーー、超格好えぇーーー。上司の顔色見て去

勢された男たちなんぞにゃ、俺は絶対にならんから、今の俺がいるんだろ？　じゃ、いいじゃん

、今のままで。

えっ、紋次郎も座頭市も剣の達人だよな？　ふふふふふっ、俺には剣の代わりにピアノがあん

だぜっ！　達人になるっきゃねぇーな、それの・・・。



木枯らし裕次郎　予告編

2015.06.28 Sun
睡眠五時間ぐらいの生活が続いている。自負心、自尊心、自己顕示欲・・・、こういうものを、

すべて捨て去ってである。

私は、見えないけれど、こう見えても、真面目人間。体の疲労は、やや限界値である。でも、ス

トレスという感じではなくて、スポーツ選手の疲労。この感触は、以前のハードワークとは、ま

ったく違う。そう、以前は、体以上に心の疲労が酷かったのだ。

でね、久しぶりにピアノを弾いてみた。３０分ぐらいなのだけれど、「自分でも凄げぇーサウン

ドが、出て来た」。右手の負傷を抱えつつも・・・。

そして、ここに「ジャズの本質」、つまり、「黒人奴隷」という、もちろん、現在は存在してい

ない、この状況を考える。

私は人種差別をするような偉い人間ではないから、肌の色、政治については、一切触れない。「

黒人奴隷の状況」という状態に少し迫るから、ジャズ音が体中に充満する。そして、私の指先

から、「それ」が放出される。私自身がびっくりするようなサウンドが現れる。

でね、なんか、そろそろ、本質的なこと、または、事実でもいい。たとえば、常磐炭田のことで

もいいし、うちの親父とお袋のことでもいいし、私が、実際にやっている仕事のことでもい

いし・・・、こういうものを書いても、ブログとしてね、いいような気がしてきた。小説なんて

かしこまる必要があるのか分からなくなってきた。うん、ちょっと考えるけれど・・・。

たとえばである。私は先日、「生卵をスーツおよび私の乗る車のインパネへ向けて投げ付けら

れた」、と、こういう理不尽なことについても書きたい気がしている。もちろん、閑散期にね。

今は、寝たいだけ。まったく、休みがないのだよぉーーー。でも、ブロぐっちゃたっ！　寂しい

のだょーーー、書けないと。でも、拝読はしとるよ。



脳真空

2015.06.29 Mon
ひたすら忙しいし、四六時中、眠い。

もちろん、過労状態なのだけれど、それとね、やっぱ、新米だから、微妙なチョンボもいくつ

かやっている。真面目人間としては、少しめげるけれど、脳真空だから、なんか、心は錦。い

いねぇー、労働。ジャズってる。

なのに、あまりに眠いから、逆療法なのだ。ロゼワイン、がぶがぶ、料理、トイレと風呂の

掃除・・・、とやっちまった。明日は、朝の四時に起きないといけないから、へろへろになり、

飯

食って、勝新太郎の「座頭市」をちびっと見て、爆睡。

でね、あまりに眠いから、ブロぐる。勝新太郎主演監督の「座頭市」を見た。北野武のこちらで

大ヒットした「それ」は、何度も見た。凄いと思ったのだけれど、勝さんの「それ」を見

たら・・・。

十倍ぐらい凄い。勝さんの存在感、妖艶な映像、笑いと涙。本当の映画のプロなのだ。武さんが

、いかに映画の、ふむ、「B級」なのかばれた。でね、「B級」と言えば、俺もそうだから、や
はり、武さんへの賛辞も惜しまないのである。

でも、勝さん、マイルスとかコルトレーンなんだなぁーーー、日本映画の。パチパチパチ。



灼熱

2015.07.01 Wed
今日から７月。６月は、早朝深夜のパリを見ながら駆け抜けた。とりわけ、早朝のパリは「廃墟

」のようで素敵である。さすがに、勤め先が今日はオフにしてくれた。と言っても明日から、ま

たまた、ハードライフ。近々のコンサートは、すべて延期になった。ピアノの練習さえしてい

ない。「両立」？　へ、当然にして赤信号だけれど、そういうものなのだ。世間は甘くはない。

で、だからこそ、こっちも折れない。なんのなんの・・・、と言いつつ、眠い。大体、オフ日だ

から爆睡の予定が、爆酔したにも関わらず、朝５時に起きちゃったっ！　体のリズムが、そうな

っちゃっている。

ところで、今年のパリの暑いこと。猛暑である。ハードワーク＝睡眠５時間生活。私の住む家の

通りは大規模な配管工事でテキサスと化している。そこに灼熱の太陽。体はナメクジ状態。

「灼熱」、格好いい日本語なんだけれど、これを聞いて三島由紀夫みたいにボディービルとはな

らん。ギリシャ彫刻ではなく、人体標本へ向けて驀進中っ！　なのだ。

おっ、ところで、私のユーチューブチャンネルの再生回数が10092回。わっ、なんか一区切りって
いう感じだね。おまけに、熱い熱い動画へのコメントまで頂いた。ありがとうございます。で、

コメントを頂いた動画を自分で、久しぶりに見てみた。やはり、無駄音が散見(聴)されるにしても
、やはり、熱い演奏で、ピアノを奪われた状態の私自身も熱くなった。

ハードライフと灼熱の合間に勝新太郎の「座頭市」をちびちび見て癒されている。諸々の不自由

を抱えつつも、自由人である市っつぁん。ちょっとね、自分の姿を重ねて見ているのだろう

なぁー。へへへ、パリのピアノの達人？　は、イっつぁんちゅう野郎だっ？　あとね、６０年代

の女優さんたちの綺麗なことっ！　なんか今時とは全然違う感じが色っぽいねぇー。

市の台詞　ばさっと切った後ね

「お侍さん、先に、刀ぁー抜いたのは、そちらですぜ」

イっつぁん

「お客さん、先にピアノの蓋ぁー開けたのは、そちらですぜ」

と、なりてぇーもんだで。じゃ、サーディンと焼き豆腐を食べるぞっ！　わっわっわっ、カミサ

ンも娘もイっつぁんが早朝から、午前３時とかからごそごそするから、避難しちゃったのっ！　



寂しいねぇー、あたしゃ、会社を非難致しやす。むっ、むごいっ！　家庭崩壊、なの。



車屋裕吉

2015.07.03 Fri
カテゴリーをSFとしたのだけれど、先日、私の身に起きた「生卵投げ付けられ事件」を時代劇化
してみる。これは、現代フランスの時事でもあるけれど、生々しいルポみたいにはしたくない

ので・・・。私流にしてみる。

「おいおいおいっ、裕吉よ、いつからおめぇー車屋始めたんだいっ！　おめぇーみてえな売

れねぇー竪琴弾きはよっ、場末の茶店で蠢いてろってんだっ！　大体よっ、俺ら籠屋はよ、代官

様に権利金二百五十万両払ってやってんだいっ、きさまら一文も払ってねぇーくせによ、綺麗な

おべべ着てよ、なんでぇー、黒塗りの舶来のよっ、車引きやがってっ。メルヘンデス・ベンツー

なんて印籠かっ、ばぁーたれっ」

「旦那、竪琴で食えんから車引いちょるでげす。代官様よりご許可も貰っておりやす。もぐり

じゃござんせん。あの、乳母ぁーポップコーンと一緒にせんでくだされ。あたしも車屋証所持し

ておるんでげす。それと、わしらは事前にご証文なしではお客さん乗せられんでげす。流しじゃ

お客拾えん規約がごぜぇーやす」

「なにおぉー、つべこべいっとんだっ！　それはしっとるがな、籠屋がてめぇーらのお陰で

よっ、商売上がったりだっ」

「旦那、わしらは、代官様、お役人様、お侍様、商人様、庄屋様、歌舞伎俳優、こういう上方の

お方しかお引き致しあせん」

「ばぁーたれっ、わしら籠屋はお代官が決めた均一籠賃なんだというのに、てめぇーらは上限

がねぇー、一引き二両なんてぇー、法外な銭もらっとんだろがっ！」

「へっ、それを二両編成申します」

「くだらん駄洒落はよせっ」

ざざざっーーー。籠屋組合三十人に囲まれる裕吉。

「おいっ、てめぇー、ここは通さんっ」

「そりゃー、困りやす。そこの角の庄屋様をお迎えに・・・」

その時、「掃除しろっ！」。裕吉の上質の絣の腕の部分およびメルヘンデス・ベンツーのインス

トルメンツパネルへ生卵が投げ付けられた。

現代語訳

車屋　リムジーン

籠屋　タクシー



そこの角　シャルル・ドゥ・ゴール空港ターミナル２C
絣　スーツ

インストルメンツパネル　インパネ

車屋の中には、車のタイヤ四本へナイフ。フロントグラス破損。車ひっくり返される。車に

放火・・・、と、生卵ではすまなかった仲間もいる。本人への危害もあった。裕吉の意見では、

車も籠も同業者である。ただ、いずれも「もぐり」はやめて欲しい。以上である。まあ、同業の

連中、男臭い連中、血走った連中、元悪系が多いことは多い。しかし、竪琴弾きだの琵琶法師を

舐めると・・・。

おれたちゃ、仕込みもっちょるから気を付けておくんなまし。なぁ、籠屋の兄ちゃん。車屋協会

、ターミネーターまで呼んでっからよ。暇になったら見に行くぞっ。こちとら、これから、仕事

だぜえいっ。



ショートショート「地獄」

2015.07.06 Mon
柿枝物産の社長、日向、六十三歳。専務の武山、五十九歳。社長室で腕組み。

「倒産だな」。頷く武山。

倒産後、日向、および武山、カミサンはどこかへ。妾もどこかへ。子供たちまで、どこかへ。す

べては、膨らんだ財布で繋がっていたことを、二人は実感した。負債十二億円。蜂の子を散らす

ように、皆、どこかへ。世間は、まだ、いいだろう。しかし、家族まで・・・。

二人は行き詰る。日向は、大好きなエトルタへ。武山は田園調布の自宅へ。

日向、ドーバー海峡へ向けて飛翔した。同じ頃、武山は鴨井に首を・・・。

どんっ。日向と武山は、なんだか分からない賭場にいた。

「はいはいはいっ、パピプペポのポっ！」

咄嗟に、「パ」に二人は賭けていた。外れだ。

「はいはいはいっ、負けた方は地獄の入り口へお並び下さぁーーーい、ニャンっ！」

「おい、武山、失礼致しました。もう、社長じゃないのね、あたし。武山さん、我々、負けま

した」

「社長、勝った人、ゼロでしたよ」

「しゃ、社長、やめてよねぇーー、恥ずかしいわ、倒産したから・・・」もじもじ。

「その、おねぇー言葉、なんすか？」

「あらっ？　地が出たかしら？」

「ぎょ・・・、社長、地獄の方へ並びましょう」

どんっ。

「武山、我社も倒産だっ？　れれれ、さっきよ、俺たち、自殺しなかった？　なんで元に戻って

いるわけ？」

「社長、これが、そうか・・・、所謂、生き地獄というやつですよ」



「えっえっえっ？　死んでも元に戻るわけ、算数的に？　やばぐねっ、それっ？」

「社長、と言うことは、楽しく地獄の生活を送りましょ、っーーー、結論ですね」

「ふむ、即身仏ということなのか？」

「はい、社長。蛇頭というお薬をどうぞ」



C'est la vie

2015.07.07 Tue
このフランス語、ご存知の方も多いと思う。直訳すると「これが人生だ」となるけれど・・・。

お金持ち「いやぁーーー、千三百万円のカバンをね、家内にね、買ってやろうと思ってね、それ

でね、作っているアトリエに行ったんだよ、そしたらね、四百万円で売ってくれたんだよ、凄く

得した感じだね」(作者の意図を誤解されると困るので、追記するけれど、この方は大変な真摯
だし、優しく、所謂、成金ではない。はったり会話としてではなく、ごく普通のお話としてお

っしゃられているのである)

ご友人「いやぁーーー、随分、お安く購入されましたね」

お金持ち「昔ね、フランス映画の中にセ・ラ・ビと成功者が叫ぶシーンがあったんだよ。これが

人生さっ！　とね。でもね、こないだね、パリの乞食がね、ワインボトルから直接飲みながら、

僕にね、セ・ラ・ビって言ったんだよ。ねえ、運転手さん、このフランス語の意味ってなん

なの？」

運転手「あぁー、そうですね、おっしゃる方とシチュエーションでニュアンスが変わると思いま

すよ。たとえば、お客様がおっしゃると、やったねっ！　というニュアンスですね。でも、運転

手の私が申すと哀愁が漂いますよ。こんなもんだな、とか、仕方ないね、みたいなニュアンス

です」

同乗者「げらげらげら」

お金持ち「あぁーーー、そういう意味なんだ。ずっと前者だと思っていたんだよ」

運転手「一般的には、後者の意味で使いますね。なんか、そうですね、負けたとか試験に

滑った時とかに・・・、でも、肯定的な意味合いも含んでいますよ。こんなもんだよね、人生は

。でも、楽しくやろうよって。前者の使い方は、私の周りでは聞いたことがありません」

お金持ち「ラ・ビ・アン・ローズもそんな感じなの？」

運転手「そのままの意味でいいと思いますよ。バラ色の人生。私のはラ・ビ・アン・グリ、灰色

の人生(冗談です)」

同乗者「げらげらげら」

同乗者「運転手さん、一緒に写真撮りましょう」



運転手「バラ色と灰色、混ざっちゃうからご遠慮しときますよ。セ・ラ・ビですね」

などと、この運転手は言っておるが、こやつもお金持ちに負けないぐらいラ・ビ・アン・ローズ

なのだ。もしかすると、こやつの方が、勝っているような気配まで感じる。以前書いた坂田明の

名言を再度記しておこう。

「勝負とは勝ち負けではない」フリージャズメンの名言は奥が深いのである。



物欲

2015.07.08 Wed
私は、哄笑ではあるけれど、高尚な人間ではない。でもね、物欲が昔からない。そうなると金銭

欲もない。でね、チャンジーになったから食欲も、あんま、ない。でね、チャンジーになった

から、お陰様で、性欲も、あんま、ない、から、征服欲もない。そっ、女に翻弄される、

なぁーーーんていう、馬鹿オスではない。おっ、そういう意味では、そうとうに高尚だね、お若

いの。性欲性欲っ！　これから解放されないと、「自由」にはなれんのだっ！　ふふふっ。と、

ぶっちゃけよ、悟りの境地なのだね。これ、本当だよ。はったりじゃねぇー。

ところで、どうしてこうなったのか？　まあ、元々、そういう「体質」なんだろうけれど、それ

を増長する要素があった。

そう、何度か書いた。私は常磐炭田全盛期のいわき市で幼少期から高校までを過ごした。過ごし

た地区は、かなり貧しい地区である。正確には、貧しい地区の高台で育った。そう、貧しい地区

の相対的な金持ちの息子だった。だから、バイエルなんかを持っていたのだし、ピアノを齧った

のである。そう、すでに、私は「勝ち組の子供として育った」のだろう。そして、だ。「勝ち」

ってなんなの？　と、十二歳の頃からずっと思っていた。貧しい地区の、なんとも言えない、セ

・ラ・ビ感に惹かれた。物凄くタフで人間的で悲しくて、でも、凄く優しくて・・・、ポジティ

ブじゃないと生きて行けないのだ。私には羨ましい光景だった。ひ弱な神経質なぼんぼんには。

私が敬愛する人物に、どうしてなのか「金持ち」が一人もいない。良くて「普通」である。どち

らかと言うと「やや、貧しい」「かなり、貧しい」、こちらの方が多い。たとえば・・・。

バン・ゴッホ　ヘンリ・ミラー　金子光晴　田村隆一　マルセル・デュシャン　深沢七郎　富岡

多恵子　吉岡実

金子光晴が、息子にステーキを食わせて、自分は一番安いカレーライスを食べていた。そして、

晩年は、「スケベ爺」としてブレイクした。そして、そんなテレビ的ブレイク・・・、「宇満子

」と、女のあそこを、金子さんは書いた。そんな人にテレビ的ブレイクなんぞ、コーヒーブレイ

クに過ぎないことは、金子さんが亡くなった時に、世間は気付いた。

金があってもなくても構わない。我々は、本質を問われている。折角、理知的人間として生まれ

たのだから。



読者様へ感謝っ！

2015.07.10 Fri
ふーーーむ、ここ近々の裕センセの記事なんだけれど・・・。やっぱ、「過労状態」から来てい

るのだろう。振り絞りましたぁーーー感がある。やっぱ、重くなっている。ピアノの音も重くな

った。労働、世間は甘くないぞっ、ちゅーのがバックボーンにあるから、そうなる。そうなると

、文学臭みたいのが漂い出す。別に悪いことではない。

ところで、「拍手」をクリックして下さる方、「ランキングバナー」をクリックして下さる方。

それから新規のご訪問も、なんとなく増えている。

本当に、ありがとうございます。なんか、私は支えられている感じがしています。重労働の合間

に携帯の中で、私は、それを見ています。本当にジーンと来ます。鼓舞されています。いい感じ

なのです。もう、一方的に「仲間」が応援してくれている。と、本当、一方的にジーンとしてお

ります。

おほっ、勝手に「仲間認定」しております。別に実害はありませんので、今後とも、よろしくお

願い申し上げます。

あっ、新規ご訪問の方々、ありがとうございます。リピーターになられた方も散見されます。

おっ、とうとう、高尚なブログ？　に巡り会われたと謙遜しております。あれっ？　がっはは

はぁーーー、私のリンク先へお進み下さいね、ずっとハイレベルですよぉー。

「私信」

師匠へ　

更新して下さいよぉーーー、将棋してないでっ！　もちろん、師匠も大人だから、好きにして

下さって結構ではありまするが、更新して下されっ！　寂しいのです。はい、ここで一句。「将

棋の沙汰もブログ次第」、お粗末でしたっ！

蝶姉さんへ

更新して下さいっ！　とはいえ、マイペースですね。でも、ブログは姉さんの鼓舞から始まった

責任は取って頂く・・・、必要なし。やはり、更新がないと、ありゃ、となりますけれど・・・

。寂しいですよ。

ココ君へ

いい感じぃーーー、毎々の記事、癒されてます。メルヘンデス・ベンツーの中でね、携帯で読ん



でいるのだけれど、いい感じで素敵です。

系姉さん

スイスも暑いすねぇーーー、本日の記事、げらげらげら・・・。暑中お見舞いをしょっちゅうお

送り致します。「ユーモアに定年はない」、痺れましたっ！

注　リンクさせて頂いた順番にて表記致しました。つまり、順不同です。

「おいっ、はっつぁん、毎日、暑いねぇー」

「暑さ寒さも彼岸までの意味が突然ね、分からなくなった」

「ありゃ、俺もだよ・・・」

「彼岸てね、なんか期日があったけれど、あの世みたいな感じに聞こえちゃう」

「いいじゃん、それで」

「まあぁー、生きてないと、暑さ寒さも感じねぇーから、それで、いいじゃん」



日本の夏

2015.07.11 Sat
昨日から、どうも暇になったよう。「どうも」というのは、びたっと勤め先から仕事のオーダー

がストップしたから、こちらが勝手に推定しているということ。繁忙期を乗り切ったのだろう。

助かったっ！　正直、猛暑、ハードワーク、睡眠不足、いやぁー、後一歩で倒れるんじゃない

かぁーという気もしていた。

あっ、急に全然関係のないことを書く。あのね、閲覧数なんだけれど、fc2の方は、多い日で１０
とか、私が見慣れた数字が並んでいる。でも、グーグル解析の方は７２なんていう日が結構ある

。しかも、一番閲覧されている地域がアメリカ。もう、これは絶対にロボット君たちだねぇー。

もう、追跡している時間はないから放置するけれど、私の記事の転用ブログも一杯出てくる。仕

方ないねぇー、ったく。

ところで、猛暑、熱帯夜のパリの中で仕事をしていると、しばしば「脳内蜃気楼」。そう、私の

中の「日本の夏」が脳内、体内を駆け巡る。坊主刈りで炎天下、野球の練習をしていた十五歳

のキャプテンであった私の記憶が鮮やかに蘇る。縁側、花火、風鈴、団扇、キンチョウ蚊取り

線香、蝉、カブトムシ・・・。母国にいた頃の夏が蘇る。もちろん、ちょっと懐かしい。日本の

夏と少年だった私が・・・。と脳内蜃気楼現象を起こしているのに、私の前に見えるのは

エッフェル塔、マドレーヌ寺院、コンコルド広場。しかも、白髪の五十六歳の親父の私。

なぁーーーんか変な感じぃー。

それから、名誉地位財力という世界の一端で蠢いているジャズメンという不思議な構図。なんか

、自分がどこにいるのか一瞬分からなくなる。うで、そういう時は、ピアノを弾くしかない。

わっ、俺って、ジャズメンなのかぁーなどと、再認識しちゃったりする。別に新しいテクが、こ

こ近々で身に付いたわけではないのに、私のピアノの音の重いことっ！　ジャズしてるなぁー、

本当。

少し前に「自負の在処」という記事を書いた。そうだなぁー、やっぱ、なんかね、一芸にかなで

るみたいなもんがないと、自負心のキープは難しいかも。本当に、段々と座頭市みたいに

なってきたぞっ！　あははは、くだらないけれど、「私の自負のバロメーター」を数値化してみ

んべ。１０点満点ね。おっしっ！

ルックス　6.2 やや、ハンサム系なのだっ！　異論あり？　ふんっ！
人柄　8.0 私は、比較的、人格者だしいい人。自分でいっているから間違いない
ピアノの技量　3.2 苦しいねぇー、私より上手い人ごまんといるのだ



肝心なピアノのレベルがやばいな。ということは、私より下手な人たち「のみ」を見ることにす

ればいいわけだな。3.2以下の人々の上に君臨すればいいわけだな？　ぎゃ、なんか寂しい
ねぇー、そういう自負も。ルックスだってよ、6.2じゃなぁー。おっ、かなり１０点に近いものが
あるぞ。うん、脳の自由度、これは、9.2ぐらいはいっていると推測する。

十分だろ？　ねぇー。



ピカソとデュシャン

2015.07.13 Mon
パブロ・ピカソ、1881年生まれ。マルセル・デュシャン、1887年生まれ。「ピカソ」の名前は、
九十八パーセントぐらいの方がご存知だと推測する。デュシャンの方は、十二パーセントぐらい

のような気がしている。もちろん、日本国での知名度の推定値。この、ほぼ同世代の二人の芸

術家。前者は「二十世紀の天才」と呼ばれている。後者は「現代美術の原基」と呼ばれる。

アインシュタインのように世界感を変えた、根本から、という意味では、デュシャンの足跡は計

り知れない。どうして、後者のデュシャンの知名度が異様に低いのか・・・。たとえば、私のよ

うな元現代美術家とすれば、後者の影響は避けて通れない。絶大なのである。

マルセル、印象派とかキュビズムと、当時の前衛を「模倣」というのか「分析」した。たぶん、

彼は、その「コンセプト」を二十五歳で把握したはずである。「同じことを私は繰り返さない」

、こういう規約を彼は立てた。＝、絶対に「商業主義」には陥らないと。この徹底振りは、今だ

かつて、誰一人、彼を超えたものはいない。

絵画を放棄したのが、私の記憶では二十五歳。代表作と呼ばれる通称「大ガラス」、この制作に

八年を費やし、未完のまま放置。三十三歳だったはずだ。そして、通称「遺作」と呼ばれる秘密

裏に制作されていた、もう一つの作品に二十年を要している。ということは、六十ぐらいの時に

制作が開始されている。彼は、八十一で亡くなっているから。

三十三歳から六十まで、一体、彼は何をしていたのか？

図書館勤務、フランス語の先生、ニューヨークで。

そして、もう一つ。彼は、チェスのフランスのチャンピョンでもあった。晩年のインタビュー。

カバンヌ「あなたにとって、チェスは、理想的な芸術作品だったのでは？」

デュシャン「そうかも知れませんね」

「脳内、つまり、コンセプションが描く、あなたにとっては美しい作品だったのでは？」

「美しいのか、私には分かりませんが、そうかも知れません。ただし、美という概念には、少し

神経質になります」

「ピカソは大スターになりましたが・・・、同時代のあなたにとってはいかがですか？」

「彼にとってはいいことですね。いつの世も、大衆はスターを欲しています。でも、真の評価は

五十年ぐらい経たないと分かりません」

「今の、あなたのように？」



「そういう意味ではありません。アメリカの若い連中が、私を偶像視する。五十年も前に作った

作品を・・・。でも、彼らのやり方と私のそれとの間には大きな隔たりがある。私は、芸術でお

金を稼ぐ、注意深く、それを避けてきましたから・・・。私は、同じことを繰り返すことを自分

に禁じて来ました。だって、退屈だし、同じような作品を馬車馬のように毎日作る。私は、九時

に会社に行きたくないから、芸術を選んだのです」

この「見事な凡庸さ」。とんでもない人物だと思う。



再始動

2015.07.15 Wed
少し暇になった。昨日の夕方、ピアノの練習後、赤ワインを飲みながら「自由でありたい」とい

うタイトルの記事を書いた。かなり長い記事だったのだけれど、途中でパソコンの調子が怪しく

なり、日本語、英語、フランス語と次から次へと「このページを開いたままにしますか？」の

表示。「はい」をクリックしていたら、今度は「このページをアクチャライズしますか？」「

はい」とクリック。その長い記事は、銀河系の彼方へ。思い出しながら再筆する気力はないから

、苦笑い。たまに、ちゃんと書こうとしたら、こうなる。しゃーーーない。銀河系へ行っちゃっ

たものは・・・。と、こういう事態は、皆さん方も何度か経験なさっているはず。

まあぁー、５月末から７月初頭まで忙しかったのなんのっ！　やっと、バカンスシフトになった

。

こういう風に、繁忙期と閑散期があるのは、なかなか悪くない。比較的、二束の草鞋をやり易い

はずである。以前の「延々と繁忙期」の生活と比べたら、メリハリがあるし、社会人とジャズメ

ンと期間によって人格が入れ替わる。なんとなく愉快である。ここ近々のコンサートは、すべて

延期になっていたから、むひょ、７月末から再始動なのだ。なんとなく、久しぶりに「無調性」

の方をやってみたい。ブロック・コードというテクニックが身に付いてから、比較的、ジャズら

しい演奏が続いていた。これを一旦忘れることにする。

「無調性」、フリージャズとかインプロビゼーションの基本形ではあるのだけれど、いくつかの

弊害もある。なんか、皆、同じような演奏になること。そう、すべての曲が似ているという意

味と、どのミュージッシャンがやっても似ていることと、悪く言うと、現代音楽とか、日本の雅

楽もどきのような演奏になる。

ふむ、私は「フリージャズ」という流派にいることは間違いない。そうすると・・・。パワーと

スリルとスピードとエモーションとスイングと・・・、と、結局、ジャズの原点を再考しないと

いけなくなる。そうしないと、私とか我々の演奏ではなくなってしまう。と、ピア脳が復活して

いる。あっ、それとね、お笑いを入れたいのだ。なんかねぇー、お芸術だぞぉーーーという感

じじゃなくて、なんだかわけが分からん演奏だけれど、なんか愉快だねぇー、みたいな。山下洋

輔トリオのモントルーのライブなんか、そのものズバリ。超マジな演奏なんだけれど、赤とんぼ

のフレーズだのはなもげら語が飛び交うのである。楽しいのだ。それと、観客席が高校野球の応

援団みたいな雰囲気。いい感じだし、超愉快。



パリ午前４時

2015.07.17 Fri
昨日１６日は、午前３時起床、帰宅が午後９時。夏の閑散期前の最後のハードワーク。

自宅から高速A15まで人気がない。車もほとんど走っていない。見たのは猫二匹と野生の兎一羽。
車一台。

人のいない風景。なかなかいいのである。自分の事は棚上げ。黒いスズキスイフトDDISの車内に
は先日買ったマイルス・デイビスの「TUTU」が流れている。うちの弟もよく車中でマイルスを聴
いている。この人気のない風景に、マイルスの悲しげなトランペットがよく似合う。

フランスの高速道路、なんか街灯を消した方が事故が少なくなるというデータがあるらしく、早

朝のA15は真っ暗である。車線の白が妙に白く見える。法定速度110km/hを遵守する。真っ暗な高
速を走っていると、なんとなく黄泉の国に向かっているような錯覚。それから、過労が原因でガ

ードレールに激突している自分の姿がふっと脳内を過る。「ほぉーーーら、いい年こいて、二束

の草鞋だの格好いい人生設計なぁーーーんかをたてるからこの様だぜっ」などど、脳内独り言。

あまりに悲しい風景なので、脳内からそのイメージを追払う。

パリが近付いてくると、こんな時間帯でも、少しずつ車が増えてくる。車種を見ながら推測する

。トラッカー、タクシー、それから自家用車でガレージに向かうプロドライバー、こんな感じの

連中が大半である。推測するに、ほとんど男性だと思う。「りゃ、孤独な野郎ども、とか、一匹

狼系とか、こんな感じの連中なんだろう。羊の皮を被った狼？　腹減らしたハイエナ？　

わっ、俺は羊の皮を被った羊じゃんかよぉー」などど、脳内独り言。「まっ、野郎どもよ、ボン

・ジョーネ」。

それにしても、このマイルス後期の代表作。マーカス・ミラーのエレクトリックベースが超格好

いい。ピアノのビル・エバンスと同姓同名のサックス奏者が、またいかしている。マイルス自身

は六十代だったよな。若い連中に囲まれて、リリカルなペットを吹いている。やはり、超絶的に

格好いい、このジャズの帝王は。はったり音、無駄音が一切ない上に、唯一、トランペッターで

トリルを彼はやらない。見事である。

パリの環状線ペリフェリックに入ると、もう結構な車が走っている。まあ、東京もそうなんだろ

うけれど、不夜城というやつだ。

「まあ、カミサンと爺さん婆さんになっても手を繋いで俺は歩くぞっ」と、まったく脈略のない

ことを私は考えていた。



訂正追記　７月１９日２０１５年

今、調べてみたら、なんと、サックス奏者はマーカス・ミラーではないか！　マルチ過ぎっ！　

ピアノ一つ満足にできないのに、こっちは・・・。



夏休みブログ

2015.07.18 Sat
「ジャズクラブ、バビロ、感謝祭」７月２８日２０１５年。

こういう主旨の一夜を行うのだけれど、「料理とジャズの夕べ」という感じです。料理 by Makoto
SATO。ジャズ by Isao YU。現在、沖至師匠と私のユニットのベーシスト、オリビア・セママの空
きの返事待ち。基本的に、このトリオで予定しております。お料理１５ユーロ、コンサート５ユ

ーロ、しめて２０ユーロ。真師匠の料理は半端ではないぞっ！　もちろん、我々の演奏もっ！　

定員二十名ぐらいらしいので、ご興味ある方は、予約して頂いた方がベターだと思います。

「熱中症」

ご参考までに私の体験を書いておこうと思う。

私の父が七十歳ぐらいの時である。神奈川県の大雄山の最乗寺に事情があっていたのだけれど、

父が寺の境内で倒れた。辛うじて、寺の縁側へ横になった。父が朦朧としながら、「トマトジュ

ースを買ってきてくれ。三缶ぐらい」と言った。幸い、直ぐ近くに自販機があった。父はトマ

トジュースを二缶飲むと、三十分ぐらい安静にしていた。

「危なかった、熱中症で死ぬところだった。お前も覚えとけな。世間では水の補給を頻繁にと言

っているが、詳しい説明はしないが、正確には塩分の補給ということだ。発汗し過ぎて、血液内

の塩分欠乏状態が訪れる。限度を超えると死に至る。塩を舐める。梅干を食べる。トマトジュ

ース、または、ポカリスエットでもいいだろう、至急摂取することだ。水を飲んでも助からない

からな。先日、テレビで医者がゴルフ場で熱中症で亡くなったとやっていた。気の毒ではあるが

、医者としてはみっともない死に方だな」

いやぁー、フランスの２００３年の猛暑の時、この時の教えが役に立ったのである。私は、営業

で高速A1を運転していた。なんとなく意識が朦朧としてきた。幸いパーキングエリアの近く。パ
ーキングエリアに入り、ポカリスエットに似たスポーツドリンクを二本ぐらい飲んだ。

クーラーを掛けた車内で少し安静にしていた。あぶなかったなぁー。

「小旅行」

来週、ドイツのアーヘンに行ってくる。夏休みの小旅行。どうも私もカミサンも、なぜか南方面

ではなく、ベルギーとかオランダとかドイツ方面へ行ってしまう。なんとなく、体質的にこちら

方面の方がしっくりするのだ。おっ、ははは、「フリージャズ」が盛んな国々なんだよな。不思



議だね。ドイツは食事が拙いと皆さんおっしゃるのだけれど、私は、ソーセージが大好物、それ

にビールでしょ、それからとんかつみたいな揚げ物でしょ・・・、私はドイツの食べ物大好きな

のだ。ただ、スパゲッティーボロネーズをビールを飲みながら食べている風景。これは、ちょ

っと、りゃ？　だけれど。肉屋さんの軒先でお婆ちゃんが色々なソーセージを焼いていて、これ

をビール飲みながら立ち食いする。うまいんだなぁー、これが。うん、それとね、私は大聖堂訪

問がやや趣味でもあるから、世界遺産のアーヘン大聖堂を訪れるのである。ヨーロッパで最も由

緒ある大聖堂。ランスのそれに近い。歴代の国王の戴冠式が行われたところです。と、来週はブ

ログも夏休み。では、皆さん、ご自愛下さいね。



夏休みブログ２

2015.07.19 Sun
「たぶん」

この言葉は、マルセル・デュシャンの口癖だった。どういことなのか？　そう、物事を断定しな

いなのである。「そうかも知れないし、そうではないかも知れない」という意味の「たぶん」。

たとえば、男性用の便器を美術展に出品した彼への非難轟轟。今風に言うと「炎上」だな。この

便器という「既製品」を美術展に持ち込んだ。炎上した。まあ、便器というのは、デュ

シャンも若かったんだろうな、挑発的な物を選んだわけだ。その炎上の理由が、ご想像できるは

ずである。「不謹慎」、そして、ここが大事なのであるが、「これは芸術ではない」という観点

。八十歳の彼の回答は、「私は芸術だとは一切言っていない。そこに置いただけです。それは、

一つの、芸術とは何？　という問いの切っ掛けになったのです」。やはり、悟りの境地に達した

晩年の回答だから、「当時の温度」とは違うとは思うけれど、彼は、やはり、「芸術の定義」は

一切していない。その「問い掛け」のみなのだ。私は、この心境を「自由」と勝手に定義しちゃ

っとるのである。でね、お気付きの方もいらっしゃるかも・・・。久保はつじ兄貴のブログの中

に頻繁に出てくる文体。「そうかもしれないようなないようなそうなのかもしれないようなない

ような」。本当のインテリとは、兄貴のような方々を指す。私にとっては。

「盗作ブログ」

昨晩、布団の中で「裕イサオ」とセルフ検索を久しぶりにしてみた。盗作ブログが１０ぐらい出

て来た。

うん、すべてに共通しているのは、中国語らしき表記が出てくる。以前のような時間はないから

放置するけれど、もし、ご存知の方いらしたら、ご教示頂きたく。「こういうブログって、なん

のためなの？」「元締めはだれなの？」。まあ、金絡みなんだろうけれど、私のような読者様

一桁、ただし、素晴らしい読者の方々という、そっ、こういう高尚なブログの盗作の意味が商

業ベースであるのかしら？　どうして、私のブログが引っ掛かるの？　あっ、動画のせいかな？

　「裕イサオ」の検索回数、もしかすると結構な数字なのかもねぇー。うん、そうなのかな？　

まあ、芸能人の端くれではあるからねぇー。

「著作権」

うん、やはり、完全コピーのブログを見ると、いい気持ちはしない。正直、そっちが金なら、こ

ちらも、原稿料頂きますよってなる。そう、大袈裟になるにしても、私のブログは、私の人生の

時間の一部である。やはり、止めて欲しい。私、それからリンクさせて頂いているブロガーさん



たち、つまり、「営利なきブロガー団」への屈辱、冒涜と超真面目人間の私は感じてしまう。あ

のね、ユーモアは大好きなんだけれど、理不尽なことに笑顔は浮かんでこない。真面目とはそう

いうことを意味している。「元締めの方々」がこの記事を読んだのであれば、一報、

そっ、詫びを入れてくれっ！　他人の人生を閲覧自動ロボットに委ねた罪状で、切るっ！　

おっ、ケースによってはね。そういうシステムを構築した罪は、うーーーん、こういう時代なの

？　人がいないよね？　悪人も罪人もいないんじゃ、市っちゃんの仕込みも空を切る。



ジャズクラブ「バビロ　パリ」

2015.07.20 Mon
この記事は予約投稿。アップ時には、私はアーヘンへ。

でね、ジャズブログでもあるから、ちょっと、パリのジャズ状況を書いておこう。ジャズクラ

ブ「バビロ」。たぶん、パリのジャズクラブの老舗のはず。五十年以上続いている。元々はア

ルジェリア人の溜まり場カフェだったらしい。アルジェリアからの移民の憩いの場だったのだ

ろう。現在のオーナーは、アルジェリア出身の映画監督。でも、実際の運営は、彼の息子二人。

シィファルとイケン。この兄弟、フランス人とのハーフである。どちらも超イケメンの独身

だぞっ！　兄貴のシィファルはアラン・ドロン系憂いの美男子。弟のイケンは、その名の通りイ

ケメンだ。

「バビロ」の凄いところは、そう、パリで唯一「フリージャズ」を聴ける「ジャズクラブ」なの

である。じぇんじぇんお金にならないのに、そう、昔気質のクラブなのだ。沖至師匠とか、ア

ラン・シルバとかジャズジャイアントも出演する。しかも、とんでもない低料金で。うーーーん

、パリのフリージャズの灯火かも知れん。そう、昔のジャズクラブなのかしらね。でも、その

代り、ここに出演するのは超難しい「らしい」。らしいというのは、私はパーマネントミュージ

ッシャンだから、よく分からん。でも、推測するに、気骨のある奴しか出さんというスタンスな

んだろうな。まあ、皆、偏屈の極致なのだ。

ところで、７月２８日２０１５年。沖組若頭佐藤真の料理。そして、組長とチンピラ束ね役兄貴

裕イサオのデュオ。恐ろしいことになった。沖親分は、ご存知の通りジャズジャイアント。一切

シモネタを言わないし、人の悪口を言わないダンディーな師匠なのだ。若頭と兄貴分はシモネタ

大好き、人の悪口大好き、なのだ。まあ、自然体。とはいえ、若頭はドラムを叩くと、超絶的に

お淑やかなのである。あれ？　あっ、今回は、組長とのデュオか。でね、一切、無駄な音を出さ

ない組長に、チンピラ束ね役裕ちゃん。この束ね役は糞生意気で見栄っ張りで無駄音ばかりでお

センチでエモーショナルで・・・。

おっと、遠慮はいらねぇー！　蛇頭ちゅー、刺青入れてっからよーーー！



http://iyfreejazz.blog.fc2.com/img/201507200343595f6.jpg/


アーヘン

2015.07.25 Sat
「アーヘン」、人口二十四万人のとても静かな古都であった。ほぼ、想像していた通り。毎回、

ドイツを訪れての印象は・・・。まず、ドイツ人が騒がしくないこと。車の運転も穏やかだし、

大声で話をする人も少ないし、人を押し退けるような歩き方もしない。美女が通っても男達があ

からさまに振り返らない。赤信号で横断歩道を渡らないし、横断歩道以外の所も渡らない。

りゃ？　どこかの、私が良く良く知っている国の人々とまったく違うのである。なのに、フリー

ジャズの熱狂的ファンが世界で一番多い。なんとなく、母国日本に似ているといえばいえる。こ

の町自体の静かさは、パリの喧騒の塊の中から行くと、新鮮だし、本当にほっとする。ジャング

ルから人間の世界へ、みたいな大袈裟な感じまでするのである。俺、ドイツに移住すっか

なぁーと毎々思う。

諸々のソーセージとポテトフライト、ポテトサラダと、諸々のビール。あっはっ！　フランスに

戻り、すぐに和食を作った。それからイタリアン。赤ワインをがぶがぶ。逆噴射なのだ。

行く前のカミサンとの会話。

「エックス・ラ・シャペルに行きましょう」

「うん、いいけど・・・。アビィニィヨンとか、あっちの方だろ？」

「違うわよ、ドイツ。シャルルマーニュの王宮があったところよ」

「えっ、ちと待て、フランスの国王の王宮が、なんでドイツにあんだ？」

「八世紀ぐらいのこと」

「ちと、調べるよ」

グーグルする。エックス・ラ・シャペル＝アーヘン。シャルルマーニュ＝カール大帝。頭の中が

グルグル。なんか、「あっ変」ちゅう感じだな。シャルルマーニュはフランク王国の国王である

。フランク王国、つまり、現在のフランスである。そして、現在のドイツのその頃の名称が神

聖ローマ帝国。もう少し、限定するとプロセイン王国と呼ばれた。

八世紀。ちょっと単純過ぎるのは承知しているけれど、「フランスの首都はアーヘンだった」と

いうことになる。

アーヘン大聖堂を見ながら、遠い遠い昔のヨーロッパのことを思ったし、そこにいる日本人の私

という、なんか時空を超えちゃったぁーーー、みたいな不思議な感銘と感慨を感じてきた。そ

して、なんか定番的結論。いかに、個人が微細なものなのかと改めて認識しつつ、いいもぉーー

ーん、歴史の破片でも星屑でも・・・、俺はぁーーー、ピアノ弾きだっ！　と、開き直っちゃっ



た感も、同時にむらむらしてくるのである。まあ、歴史とか超時空とか遺伝子とか、個人で考え

ているとなんだか分からなくなっちゃうからね。



個人主義と精神安定剤

2015.07.26 Sun
ご存知の方も、いらっしゃるかも知れない。精神安定剤の消費量、フランスが世界一位なのだ。

先週は、ドイツのアーヘンに私はいた。当然にして、ドイツ人とフランス人。プロセイン王国と

フランク王国の比較が脳内を過る。現在もそうだけれど、経済力、軍事力、果ては体格も含めて

、フランク王国がプロセイン王国を凌駕したことはない。

「フランス」という国。戦勝国。ただし、どうしても「自力で勝った」とは思えない。温暖な

気候。肥沃な領土。海あり山あり。観光資源の宝庫。先進国で、最も労働時間が少ない。当然、

年間五週間の有給休暇。

系たんさんの「住みたい国ランキング」、意外とフランスが低い。なんとなく、私には分かる。

「個人主義」、これは「フランス」という国そのもの。「国風」といっていいのである。皆、私

私俺俺の世界である。他人へのレスペクトゼロの世界だ。車の運転を見ていても良く分かる。ド

イツ人の運転とまったく違う。赤信号で道を人々が渡らないし、横断歩道以外で渡らない。私の

母国と同じである。このフランスでは、なんの規律もない。早い者勝ち、自己主張勝ち、弱肉強

食である。だからこそ、皆、イライラしているのだ。自業自得と申し上げる。フランス人が一丸

となることは絶対にない、から、世界で最も「戦争が似合わない」、そう、享楽的なのである。

食事、セックス、バカンス・・・。しかし、このフランス人のイライラは、個人主義の食べ過ぎ

と申したい。自己主張の果ての贅沢なのだ。他人の批判、ネガティブシンキング・・・、享楽の

果てと申し上げる。

ところで、このゲップの出そうな個人主義の成れの果ての打開を、二十世紀初頭の知識人たちは

、探っていた。たぶん、私見ではカフカが先人を切ったと思う。そして、サミュエル・ベケット

が文学の世界では続く。そして、なんども書く、マルセル・デュシャンが、たぶん、最も、「

これ」から抜け出した「フランス人」なのだ。

「忘れてはいけませんよ、我々は、沢山の人々の中の一人であることを」

こんなことをいうフランス人は、ほぼ、皆無なのだ。ほとんど、東洋思想に近い。



己を消す

2015.07.27 Mon
なんかドイツに行って来たから、改めて「フランス、フランス人」のことを考えてしまう。まあ

、フランス人だけではないけれど、西洋世界では人間が自然界も含めた頂点にいるという考え方

が中心にある。ルイ十四世のベルサイユ宮殿へ水を運ぶ巨大ポンプ「マルリーの機械」が象徴す

るように、自然さえ手中に収めようとするのである。

日本人も含めて東洋人にはあまりないような気がする。「自然界の一部に我々がいる」という皮

膚感覚みたいなものがあるから、諸々の刹那を感じたりもする。うん、なんかね、我々は「己を

消す術」を知っているような気がするのである。

たとえば、私はジャズのピアノ弾きだけれど、自己顕示欲とか俺が世界で一番だっ！　とこう

いったもの、それほどない。もう、是非是非、俺の音楽を聴けっ！　これもあまりない。うーー

ーん、年のせい？　分からないねぇー。なんか、どうしても最終、自分のために弾いているとい

う感じもややある。自己鍛錬とか修練とか、結局、そういうものから解放されるためにやってい

るのかしら？　空手家が暴力コントロールのために修練しているような感じ？　そうかも知れ

ない。追記、そもそも、ピアノを再開した理由の一つに、内気、シャイ、照れ屋みたいな感じを

払拭したかったから。自意識過剰なのだ、こういうのは。再開当時、初めてピアノを弾いたとき

、手がぶるぶる震えて酷い演奏を一度だけやっちゃったの、僕。今考えると、初々しい

ねぇー。

この自己中集団のフランス人も、こういう術を習得すれば精神安定剤の消費量も減る。とはいえ

己を消しすぎると、己がなんだったのか分からなくなっちゃうから、やっぱ、ほどほどに・・・

、だねぇー。まあ、和洋折衷みたいな感じでいいんじゃないのぉー、と、思う。己を消したり点

けたり、電球みたいにやってた方が、精神衛生にはいいんじゃないの？　おっ、明日は、師匠と

の一騎打ちっ！　ばっちし、「裕イサオ」じゃねぇーといかんのじゃ！　自己顕示君っ！　翌日

はへろへろになって好々爺だぜって！

平和な人ねぇー、裕ちゃんって・・・。えっ、なんか言った？



ジャズの巨人たち

2015.07.28 Tue
ジャズジャイアント。こちらパリでは、沖至師匠、アラン・シルバ、ケント・カーターとか、私

が面識のある範囲でも何人かいる。そう、ジャズの歴史に足跡を刻んだ人たち。これは半端では

ない。

しかし、私のようなチンピラミュージッシャンに沖師匠は付き合ってくれる。佐藤真師匠も同じ

である。ありがたいことだ。まあ、多少はいいところもある、ということなんだろう。とはいえ

、チンピラはチンピラにすぎない。自分を過大評価なんか私はしないよ。

でも、だ。二人の師匠連に教わったことを列記してみる。

「自分のスタイルを持つ」「スピード、パワー、エモーション」「確実なテクニック、でも相対

するようなはったり、挑発」「スイングする」「歌う」「センチメントと暴力」「音楽に対して

真面目」と諸々があるけれど、りゃ、「確実なテクニック」を除くと、この裕センセは、その他

をカバーしているような気もするような、しないような、でも、する。

裕センセのピアノのモットーはね。

「歌わねば、歌わしてやろう、ピピヤノ」なのだ。このコンピュータみたいな音楽マシーンで

歌ったるぅーーーっ！

あたし馬鹿よねぇー、お馬鹿さんよねぇーーー？



座頭のイサオ

2015.07.29 Wed
昨晩(２８日)は、ディナー、コンサートともに満員御礼。ジャズクラブ「バビロ」は賑わった。実
に楽しい一夜だった。(佐藤)真師匠の料理、素晴らしく美味しかった。さすがである。いらしたお
客様方も、皆、大満足。ジャズクラブで日本料理、なかなか粋である。

そして、チンピラミュージッシャンの裕ちゃんと師匠、沖至との久しぶりのデュオ。会場に、フ

ランス唯一のフリージャズのプロデューサー、ジュリアンが来ていた。「イサオ、もしね、差し

支えなければさ、日本の童謡をフリーにやって欲しいんだけれど・・・。たとえば、さくらさく

らとかうさぎとか・・・」。

当初の予定では「無調性」でぎんぎらぎんと考えていたけれど、折角の美味しい日本料理の後で

ある。「おっ、和風で通しちゃえ」と独断で決めてしまう。ジュリアンへ「OKぇーーー」と返事
。沖師匠は、私がなにをやろうが涼しい顔だから、打ち合わせ等は一切しない。

結果、ふむ、ユーチューブの方(今、編集中)をご覧下さいね。私としては、近年のベスト演奏にな
った。やっぱね、社会復帰して思うように音楽が出来なくなったこの足枷手枷が、アルキヘンデ

スの反比例そのもので、更なる音楽パワーアップの原動力になっていることは間違いないので

ある。よっ、裕ちゃん、そうこなくっちゃ！　さっき、沖師匠から「ありがとう、楽しかった」

とメールまで頂いてしまった。深謝です。

あっ、忘れた。この記事タイトルなんだけれど、昨晩ね、私はずっと目を瞑ったまま演奏したの

である。そう、耳人間と化していたわけ。



自我持参

2015.07.31 Fri
ふむ、先日の師匠とのデュオを聴き返してみた。正直に書く。「自分で自分のことを凄い」と思

った。

ジャズジャイアントの沖至師匠にお目に掛かって、しばしば共演して頂いて十七年。正直に書く

。師匠の飴と鞭が、ようやくチンピラ裕ちゃんのどこか心奥に染み込んで来ている感触が、実際

の演奏中からあった。で、聴き返してみた。「自分で自分のことを凄い」と思ったのだ。なん

かねぇー、なんか違うレベルに来ている感じね。上手いとか下手とかいうことを、なんとなく超

えた感じがしている。チンピラブルース、バラードもここまで来ると「行ける」とも思ったわけ

。どうであれ、イサオ節が充満している。明らかに、「自分のスタイル」があるから、そうな

ると、好き嫌いという判断しか他人は出来ない。りゃ、これは、凄いことですよ、マジで・・・

。だってさ、自分のことをね、自信を持って、「あっそぉー、あたしが嫌いでござんすか？　一

理ありやすねぇー」とか、「普通に言える」のだよぉん。この境地は凄いっ！　「あたしのピ

アノ、ヘボ？　そうかもぉーしれやせん。ただし、ピアノの蓋ぁー、開けんでおくんな

まし・・・」とかいう台詞まで出ちまうのだっ！

うーーーん、裕ちゃんも成長したねぇー。

追記として。

この裕ちゃんの「さくらさくら」、これはねぇー、ちょっとジャズ史に残っちゃっても吝かでは

ないと思うのだけれど・・・、もじもじ・・・。

更なる追記。

この記事、昨日、３０日に書いてアップするの忘れてました。ユーチューブのサムネイルも、た

まに起きるんだけれど「編集中」とかで出てこない。その内、忘れた頃に、サムネイルが現れ

ます。



音楽について

2015.08.01 Sat
わっ、裕センセが音楽について書くのって、あんま、ないような気もする。

今回の沖師匠とのデュオで、ここ三年間ぐらいのピアノ上達目標は達成したと判断。っても、大

したお話ではないから「次のステップ」を模索。うん、とうとう来ましたっ、函館っ！　ではな

くて、私なりに「和音の解体」ちゅう作業を始めるのである。ほとんど、段々と学問の世界か

しら？　算数とか数学の世界に突入するのだ、わたしは・・・。

ところで、マルセル・デュシャンは私の師匠の一人だ。でも、別に「彼の人生を模倣して」生き

ている、生きて来たわけではない。でもね、この師匠は、三十代前半から六十ぐらいまで、基本

的に作品を作っていない。なにをしていたかと言えば、以前も書いたとおり、図書館に勤めたり

、フランス語の先生をしたり・・・、で、もっとも時間を割いていたのがチェスである。

わたくし、裕センセも美術家としての最後の作品は三十代半ばぐらいだった。未完のままである

。おっ、なんか似ていると言えば、物凄く似ている。その後、今日までなにをしているのか？　

ピアノである。

師匠のチェスと裕センセのピアノが、たぶん、どこかで繋がっていることは明白な気もするし、

たまたまのまたまたのような気もするし、なんとなく似たような気質、共通項が、元々、あった

ような気もするし・・・、わかんなぁーーーい。

おっ、もう一人の師匠。将棋だっ！

どこかで、なにかが、繋がっている気がする。うん、ピアノの演奏は、チェスとか将棋に酷似し

ている。ただ、こっちは、音が出るけど・・・。



相対性お坊ちゃま

2015.08.02 Sun
ふーーーむ、どういう風に書いたらいいのかしらね？　「お自慢話」みたいなことじゃないわけ

。私には、そういうのは駄目なのだ。本質的なこと以外に興味がないからである。まあ、いいか

、「そういう風」に読んでしまう方は、読み手の問題ということにする。

「小学校」　生徒会長であり、学校で一番ないし二番であった。身長は学校で二番であった。福

島県の陸上競技、１００ｍと走り高飛びが二位であった。うちの親父は、毎朝、運転手付きの黒

いグロリア(今はない、プリンスグロリア)が迎えに来ていた。いわき市の常磐炭田の長屋街の高台
の「お偉いさん地区」に住んでいたのだ。

「中学校」　越境入学というのをさせられた。進学校である高校に入るためだ。町の中学。レベ

ルが違う。私は、一番から三十番ぐらいになった。そして、なに糞ぉーーーとはお坊ちゃんだ

から、まったく思わなかった。「セ・ラ・ビ」感が、すでにあった。

「高校」　なんとか、受験はパスしたけれど、一年生、百番。卒業時、どん尻。私の右隣でいつ

も寝ていた松本武則は東京大学経済学部の教授である。東大組、医科歯科組が計百人。当時は、

田舎の麻布高校だった。やばかった。考えたら、山下洋輔もパリ在住の舞踏家財津暁平も麻布高

校出身である。

と、つまり、である。一見、エリートコースを歩んできた。でもね、上記の順位を見てみなさ

いっ！

人生とは、こういうことなのである。でね、私は、一番から三十番へ降格した時に、「セ・ラ

・ビ」としか思わなかった、十二歳だよ。

おっとぉーーー、まあ、それは、それ。でね、「パリの日本人フリージャズピアニスト第一位

」は、私なのである。倍率？　けっけけけ、俺しかいねぇーーー。一倍じゃんっ！　

それで、いいのだよっ、お若いの。



私の記事の盗作は即刻止めて下さい

2015.08.02 Sun
あまりに多い。止めて下さい。法的な対応まで考えている。私は、「自分の人生で忙しい」。そ

の一部が私のブログである。人の人生を摘み食い。法的な処置、および、損害賠償をお願い致す

。金？　違うよ。不謹慎である、お前らはっ！　人の心の損害は、半端ではないことを忘れない

で欲しい。そう、きちんと、私のブログのコメント欄へお詫びを下さい。よろしく

なっ。いい加減にしてくれな。それだけである。「営利なきブロガー団」と、なんども言って

いる。理解してくれっ、お前ら。

http://kuangaos.e-iwate.com/e67235.html

これは、ほんの一部である。私の生まれた岩手県のサイトだ。しかも、震災復興？　しかも、盗

作を止めてくれという記事を盗作している。ふざけるなっ！　ブログの管理者よ、名乗り出

ろっ！　今回は、さすがの私も許せんっ！　覚悟してくれな。私の神経はずたずたである。きち

んとしてもらいますよ。　

岩手県　震災復興　こういうものが左側に　右側に私の盗作記事

この辛い気持ちは　忘れないで　本当に　私の心は　逆撫で　吐き気がする

安易な　盗作は　本当に　止めて欲しい　涙が止まらないまま書いている　忘れないで　



珍しくカーとなった

2015.08.03 Mon
沖至師匠から、先日のコンサート動画を六回見たよというメールを頂いた。これは非常に珍しい

。沖師匠は、自分のCDさえ聴かないのだ。過去は振り返らない人である。あまりに珍しいので、
私も再度ヘッドホーンで聴いてみようとパソコンを叩いた。そしたら、なんだか色々と私の記事

の転用ブログが出てくる。その一つは、昨晩も書いたけれど「転用盗用は止めてくれ」という記

事の転用。あきれた。しかも、左側のレイアウト・・・。カーとなっていっきに記事を書いた。

ロボット自動ブログであることは承知しているけれど、その管理者は人間だ。今回は、きちんと

釈明というかお詫びを頂きたい。岩手県は私の出生地である。そして被災地の一つ。私自身が一

切それに触れないようにしているのに・・・。不機嫌である。神経を逆撫でされた。管理責任は

問わせて頂く。「あっ、またまた、ロボットがぁー、あらららぁーーー」じゃ、すまんぜよ。分

かるけれど・・・、ロボットにちゃんと教えろっ！　馬鹿垂れっ！　私の記事だけではない。諸

々のブロガーさんの記事が出てくるし、しばしば、「私が拝読した記事」も出てくる。ロボッ

トがぁーーー、では、困る。そして、いや、すべてのブログ、ブロガーさんの記事転用盗作は認

めない。けれど、一つお断りしたいことは、まず、私は実名で書いている。顔もばれている。「

売れない」とはいえ芸能人だ。公に実存している人間の書いたものの転用盗作。いや、仮に匿名

記事の転用盗作も当然にして認めないけれど・・・、でも、私の立ち位置も理解願いたい。「ピ

アノの方の転用盗作」は、あれれれっ、ロボットが？　なぁーーーんて返事されたら、ターミネ

ーターを送り込むのは間違いない。「私はピアノだ」と自分で言っている馬鹿者の音楽をそうい

うことにされたら、馬鹿丸出しになるからご注意ね。しかも、転用盗作しているのに、一番下に

著作権表示が出てくるから、私も笑っているのか怒っているのか泣いているのか自分でも分から

なくなる。著作権表示するなっての！　あっ、また、怒りが・・・。あぁーーー、気分悪い

ってっ！　そう、場合によっては、管理者の名前等、そう、きちんと対応頂けないのであれば、

記事に明記する所存。だって、こっちはね、実名だよ。お互い様だぜって！　全然、嬉しくない

、こんな記事書いても・・・。



引用スパムブログ

2015.08.04 Tue
私はコンピュータに非常に疎い。いわゆる旧世代に年齢的に属しているのだろう。それから、な

んども書くけれど、私は売れないとはいえ、公の場で演奏活動をしているジャズピアニストで

ある。そういう人間は、当然にして著作権については非常に神経質である。と、こういった要素

があるから私の記事の無断転載ブログを見ると感情的になるし、怒りが込み上げて来る。これは

いかんともしがたい。

一年前ぐらいにIPアドレスを辿り、ブログの運営会社に九つのブログを閉鎖して頂いた。非常に丁
寧で迅速な対応であった。私もそれ以上大事にすることは止めた。そして、そういったブログ

を「引用スパムブログ」と呼ぶらしい。

自動生成ツールによって作成される自動ブログ。もちろん、そこに私個人への悪意はどこにも

ない。人間がいない。

少し考えてみたら、実に素朴な疑問が沸いて来る。そのブログを運営しているのはポータルサイ

トシステム構築をする会社である。怪しげな会社ではない。私の疑問は、「引用スパムブログ」

を運営していることは、当然にして、その会社も把握している。そして、「引用スパムブログ」

にもコピーライト表示があるから、当然にして著作権法の存在も、その会社は理解している。

会社という組織が「それを理解した上で」運営している。これはどういうことなのだろう？　理

解に苦しむ。

たとえば、一年前のように「引用スパムブログ」の閉鎖のお願いもできる。一つ私にとって大き

なポイントは「自分の記事」だけの削除。これは理不尽である。その他大勢の被害に合われてい

るブロガーさんはどうなるのだ？　要は「私の記事の無断転載」が問題なのではないということ

。私でもあなたでも、どちらでも構わない。「無断転載」が不愉快なのである。

そして、以前のような閉鎖のお願いなのだけれど、なんか、先記の疑問が解けない。根本的な解

決ではないという結論に達してしまう。

日本のブログの四割がスパムブログであるとインターネットに出てくる。そうなると、それを運

営している側の意識が変わらない限り、一つ二つのブログの閉鎖ではなんの解決にもならない。

「スパム」であること、「著作権法の存在」、それを理解した上での運営。そもそも、ここが私

には理解できないでいる。



まあ、世界がカフカの世界を追い越そうとしているから、こうなってくると、個人の感情とかは

どうなってしまうのだろう。

売れないジャズピアニスト裕イサオなんぞ、世界の木っ端？　いや、私もあなたも・・・、皆、

不条理な世界の星屑？

とは、私は思わない。スパムが自動生成であるにしても運営しているのは人間である。私は、そ

の方とお話をさせて頂きたい。個人でも自動生成でも、どこかに文責があるはずである。後者は

管理会社の管理責任が発生している。しかも、法に抵触していると私個人は判断しているから、

きちんとお話をさせて頂きたい。

いつの間にか、我々自身が迷宮を作り出して、いつの間にか「個」という概念がなくなり出口が

分からなくなる。カフカは彼個人の超絶的な想像力でその世界を描き出した。カフカの作り出し

た迷宮とは質が違うのである。どんな時代でも「個」が消滅に向かうベクトルは、私は容認でき

ないのである。たからこそピアノ、下手糞なピアノを弾き続けているのだ。



ブログ？

2015.08.05 Wed
「ブログ」って、皆さんにとってなんなのでしょうか？　諸々の意見、見解があって当然である

。なぁーーーんて偉そうなんだけれど、なんか分からなくなってしまった。でね、回答を下さい

とか、そういうことではないのだけれど・・・、以下、「皆さん？」変な言い方だな。へ、質問

をしてみたいのです。神経に触れることも考えられるけれど、私の本意ではない。まあ、真面目

人間とのお付き合いは鬱陶しい。そう、私は真面目人間なのだ。真面目に不謹慎だし、真面目に

わいせつだし、真面目に不真面目・・・。やっかいなのである。

「質問１」　私にはハンドル名での執筆と匿名の堺が分からない

もちろん、私のように実名で書く必要はない。文責がどこにあるのか？　それだけです。たと

えば、私のブログが炎上しても、文責はすべて私にある。逃げ道はない。という立ち位置との違

いが分からなくなった。匿名の中傷コメント。たとえば、ですが、これはなんなのだろう。人を

非難、中傷するという責任が「匿名」？　私には理解不能である。物を書くということ、そんな

に無責任なのでしょうか？

「質問２」　著作権という法律をブロガーさんたちはどのように考えていらっしゃいますか？

私のように実名でブログを書いている人間とすれば、「記事の無断転載」。あっははは

ははぁーーー、とはならない。私という存在そのものに抵触する。当然、カッとなる。「ふざけ

る

なっ、人の人生をなんだと思っているのだっ！」となる。この反応って変なんでしょうか？　私

が「お」芸術家だからなの？　そんなことは絶対にない。個人は個人であるから、私の見解では

、「私と同じ反応になる」はずである。そうならない人がいらっしゃるなら、あなたにとって「

ブログ」とか「公の場に文章を書く」とはどういうことなのでしょう？

なんか重苦しい記事になってしまった。でも、私がピアノ弾きだから、ことさら、カッかして

いる。そういうことではないと思う。

著作権とはその個人の人権のことであるから、もし、えっ、あっそぉーーーなどと、今更気付い

ているようではねぇー、ブログを書くという営為の本質を、まず、認識してから始めた方がいい

と思う。実名でも、ハンドル名でも、匿名でも「他人へ向かって書く」、他人を舐めない方がい

いですよ。物を書く本質を理解しないでブログなんぞ、本末転倒である。

追記



この記事のアップ、躊躇した。誤解を受ける感じがした。なんか「私」「私の立ち位置」が高尚

なものであるといった風に読まれると苦しい。でも、アップすることにした。私の存じているブ

ロガーさんたちには分かって頂けると判断したからである。うん、真面目人間ではあるのだけ

れど・・・、ちょっと違うな、私は結構ヒューマンだし熱いところがある。理不尽なことを飲み

込めない愚鈍で不器用で馬鹿なのだ。へっ、こういうのを馬鹿力というのである。



ショートショート「迅速な対応」

2015.08.06 Thu
「裕イサオ様、弊社へお問い合わせを頂きました記事無断転載ブログに関しまして調査を致しま

した。誠に申し訳ございません自動生成ブログシステムに裕様の複数の記事が検索され、結果、

無断転載となってしまいました。検索キーワードは、愚、馬鹿、はらへりでございました。ロボ

ットに他意はございませんが、弊社管理責任を問われても致し方ない所存でございます。改めて

お詫び申し上げる次第です。しかも、裕様の心証を害してしまい、ここ近々の裕様のブログの内

容文体が柄にもなく重々しくなって居られるご様子。はらへり馬鹿ブロ愚をお待ちかねのご愛読

者様方へも、結果、ご迷惑をお掛け致して居ります。何卒、普段の内容文体へ早期のご復帰を勝

手ながらお願い申し上げる次第でございます。これ以上、裕様のご執筆活動に支障を来たすわけ

にも参りませんので、弊社内にて協議を致し、スタッフ一同、徹夜にてご対応させて頂きました

。結果、無断転載ブログの原本でございまするところのピアノは私だ３、こちらの方を全面削除

させて頂きました。今後は、弊社のブログのみとなり、結果、記事の無断転載という不合法な営

利は数学上なくなる計算となります。以上、貴ブログの益々のご発展を心よりお祈り申し上げ、

弊社のお詫びに代えさせて頂きたく存じます」

「ご担当者様へ。迅速なるご対応、切に御礼申し上げます。ありがとうございました。これで、

すっきり致しました。深謝致します」裕イサオ

_______________________________________________________________

と、くだらないことを考えた。ところで、昨日の記事。やはり、先ほどまで、削除しようか考え

ていた。なんか、何様なの？　偉そうにっ！　と読まれることを危惧していた。誤解の発端を恐

れていた。それから、下書き記事「文豪裕伊佐夫」、こちらもアップを躊躇。結果、お笑いショ

ートショートを書いてしまった。そして、自分の記事を開いて見た。ありがたいことに拍手を

頂き、インポイントまで頂戴していた。正直、ほっとするとともに励まされた。やはり、分かっ

てくださる方々がいらっしゃる。ありがたいことです。なんか、ひとりでいきり立っているよう

な不安が脳内を数日過っていたから、本当に嬉しかったし、心より御礼申し上げます。



八月の静かな一日

2015.08.07 Fri
八月。こちらフランスはバカンスの真っ只中。私の住む人口三万人の小さな町もシーーーンとし

ている。それでなくても非常に静かなところなのだけれど、八月に入ると人気がなくなる。皆

さん、諸々のところへお出掛けの模様。私の家族も蜂の子散らしたように、皆、旅行。出不精の

おやじである私だけシーーーンとした町の中でポツンとしている。とはいえ来週はドルドーニュ

地方の東の方に行ってくるから、今週はぼーとしていたい。

早起きする。サロンのペンキ塗り。元美術家だから、超念入り。ジャズの専用ラジオ局を聴きな

がら。黙々と手は動いているのだけれど、頭の中は聴こえてくる曲の分析をしている。ゆっくり

と昼食。赤ワインを一杯。子牛のレバー、パセリ風味を作る。それから試しにきゅうりのキムチ

。こちらはまあまあである。

コーヒーを飲みながら、携帯で玉割りゲーム。なんどやっても三ツ星にならず嵌る。そりゃそ

うだ、レベル900とかとんでもなく難しいやつなのである。でも、一時間ぐらいで制覇した。煙草
を買いに行く。ついでに冷凍食品店へ。いわしの開き。おっ、蒲焼みたいにするのだ。サーモン

、握り寿司にする。鴨のコンフィ。今晩食べるのである。

それからブログを書いている。書き終わったらピアノの練習。夕飯の準備・・・、夜はユーチュ

ーブで浅野温子さんと三上博史さん主演のサスペンス「共犯者」を見る。平和だねぇー、ったく

。

新しい仕事は夏と冬が閑散期だからいい感じになる。嫌でも夏休みと冬休み。まあ、九月から十

二月中旬ぐらいまでへろへろ状態になるから、今のうちに充電。



ジャズ批評

2015.08.08 Sat
サロンのペンキ塗りをしながら、ジャズ専用ラジオ局をずっと聴いていた。その時、何度も思い

出した私の師匠、トランペッター沖至の言葉がある。お会いした頃であるから、今から十七年前

。その頃、沖師匠は「世界的即興ユニット」であるリヨンの「アルフィー」と共演していた。並

行して、私とも共演してくれていた。「アルフィー」のコンサートを聴きにいってライブハウス

でビールを飲みながら、師匠とお話。たぶん、私の渋い顔を察したはずである。「なぁー、イ

サオ。なんかさ、上手過ぎて、完璧過ぎてうんざりしない？　聴いてる方は？」とおっしゃった

。ジャズジャイアントの一言としては？だった。でも、少しずつ分かってきた。沖至がジャズジ

ャイアントであることを。たぶん、私への励まし？とも詮索してみた。十七年後の現在は、そう

ではなかったと思う。私を、だけではなくて、私のようなものを心底評価してくれていたので

ある。なにか別のレベルの評価である。

ジャズの専用局をずっと聴いていて、沖師匠の言葉が身に染みた。ジャズの本質はなんなのか？

　いや、ジャズじゃなくて、人間の本質なのであろう。音にすべてが出る。

不思議である。私が敬愛していたコルトレーン。なんか音が重苦しい。つまり、押し付けがま

しい。あまり、いいと感じない。そして、そんなには上手い人ではない。不器用だ。エリック・

ドルフィーを聴くと、彼の天才振りがよく分かる。コルトレーンが鬱陶しい野郎と思っていたよ

うな気がする。でも、ドルフィーの音は、音楽馬鹿の音で押し付けがましい感じはゼロ。ある

意味、阿部薫も、なぜかそういう音に聴こえる。とんでもない自己中なんだけれど、彼は、ほと

んど三途の川の向こうに生きている頃から行っている音である。これは、驚異。

そして、ジャズの帝王であるマイルス・デイビス。それから、彼のユニットのピアノ、ビル・エ

バンス、ハービー・ハンコック。

いやぁーーー、聴き手のために演奏している。この境地はプロの極致である。

まあ、裕イサオは絶対に駄目だろう、この境地は・・・。

コピーライト　裕イサオ　2015

わっ、本文に入れちゃったよ、コピーライトっ！



ビル・エバンス

2015.08.10 Mon
明日から私は夏休み。ぴったり一週間、ロット県の方へ。旧交を温めに。私が、フランスに来た

頃から知っている友人たちの一人のお家へ。皆、年取った。三十年以上の月日が流れているのだ

。インターネットもブログも、すべてお休み。ロット県の自然の中で、飲んで食べて山

登って・・・。

ところで、夏休み前になにを書こうか、さっき、ピアノを弾きながら考えていた。ビル・エバン

スのことを書こうかしら？　と一瞬閃いた。

「俺にはオスカー(ピーターソン)のようなテクはないから・・・」という一言が脳内を木霊した。
このジャズピアノの歴史を変えた人物の一言である。そういえば、私の師匠の沖至も「俺より上

手い奴、ごまんといる」となんどか言っていた。

じゃ、「上手い」ってなんなの？　となる。

音楽は人間論と同じであるから、「上手い人」「下手な人」ってなんなのだろう？　その人生と

いう意味で・・・。

ビル・エバンス　ジャズのコードワーク、および、具体的には「ピアノの鍵盤の押さえ方」を変

えた人だ。

マイルス・デイビスのユニット時代、黒人から逆差別を受けた人だ。バンドマスターのマイルス

の名言、「俺は、いい音を出す奴は何色でも構わん。緑色でも雇うよ」。しかし、ビルは耐え切

れなかった。そう、彼は、泥臭いニューオリンズ音＝ジャズの公式を変えた。もっともっと洗練

された音に変えた。クラッシック音楽、つまり、白人の音との融和を図った。この功績は絶大で

ある。

マイルスとビル、ジャズの巨人たちは、その根底から巨人、自由という名の。と決め台詞を言い

たくなるけれど、確かに、彼らは上手いのかとなると、所謂、ハイテクではないローテクの方だ

。これ見よがし、はったり、挑発、こういう音がまるっきりない。音楽家というべきなのかも知

れない。最近になって、久しぶりにジャズを、というか、私は、本も読まないし、テレビも見な

いし、音楽も聴かないのであるけれど、ジャズの良さを再認識している。えっ、ジャズのピアノ

弾きなのに？　不思議でしょ？

じゃ、アビアントっ！　皆さん、ご自愛下さいねぇー。拝読は、携帯でするから、ばんばん書い



てねぇー。



ロカマドゥール

2015.08.18 Tue
「ロカマドゥール」の名前をご存知の方、日本での知名度は私には分からない。インターネット

で調べてみたら、フランスの最も訪問者の多い場所第五位となっていた。因みに、一位、モンサ

ンミッシェル。二位、カルカソンヌ。三位、エッフェル塔。四位、ベルサイユ宮殿。奇観、巡礼

地という意味では、モンサンミッシェルについで二位ということになる。年間の訪問者数がなん

と百五十万人。物凄い数である。今では、第一級の「観光地」となっているけれど、奇観＝その

難所での建設、巡礼地＝巡礼者へとって大変に過酷な場所・・・、こういったバックグランドを

考えると、その風景も心奥へ迫ってくる。私はエレベーターを使わずに徒歩で訪ねてきた。重い

感慨が込み上げて来た。

ドルドーニュ地方、ロット地方、旧石器時代から我々の先祖が暮らして来た土地である。二百万

年前だ。私の推測では、温暖な気候、川の幸、山の幸、それから無数の洞窟。こういった諸々が

当時の暮らしには適していたのだろう。ロカマドゥールの巨石、洞窟も旧石器時代の人々の暮ら

しの後が残っている。

この地方へ出掛ける度に、私は遠い母国の風景を思い出す。水田と茶畑とみかんの木があれば、

なんか、そのまま、日本の風景。私の本籍地の風景と重なる。なぜか、とても懐かしいのである

。

ロカマドゥールの百五十メートルの岩山の中腹にサン・ソヴール教会。この中に「奇跡の聖母」

と呼ばれる黒い聖母像が祭られている。いくつかの旅行ブログを拝読させて頂いたのだけれども

、複数の方々が「広隆寺の弥勒菩薩を思い出した」と書かれている。私もまったく同感なので

ある。信仰、巡礼、ロカマドゥールへのそれは大変な苦行であったはずである。

巨大な岩山をゆっくりと登りながら、私は私の内奥の巡礼地、ジャズ、ピアノのことも同時に

思っていた。エンドレスの苦行なのかな、とも、ほんの少しだけ考えた。

モンサンミッシェルは海上のピラミッドと呼ばれる。ロカマドゥールは秘境のピラミッドであ

ろう。



クロマニョン

2015.08.19 Wed
今回、私が一週間過ごしたロット県、ドルドォーニュ県は、クロマニョン人の人類化石が発掘さ

れた場所である。今から、四万年前ぐらいの「現代人の祖先」とされている。

もちろん、私は専門家ではないから、なんとなく、彼らの生活を幻想してみる。

たぶん、野生動物、山の幸、川の幸、住まいである洞窟。衣食住の基本があったのであろう。衣

の方は、この辺りは、岩山が豊富にあるから、石槍、石のナイフの製造に難儀しなかったと思う

。最終、獣の皮という素材があったはすだ。

私たちの感覚。彼らは、今から四百世紀前に生きていたわけだ。

うーーーん、私たちは大変に進化したのは間違いない。そして、とてつもなく退化したんだろう

。

ここで、物書きであれば、なんらかの決め台詞で文章を結ぶと思うけれど、私には進化したのか

退化したのかどっちがいいのかなんなのか・・・

分かんなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁい、のである。ピアノ

はあったの？　洞窟に？　えっ、裕センセ、お気を確かに。えっ、なかったの？　とはいえ、絶

対に絶対に確信できる。ラスコーの洞窟の絵からも分かる。絶対に、ミュージッシャンはいた。

と勝手に結論するのだ。



ジャズピアノ

2015.08.20 Thu
八月二十三日、日曜日から仕事初め。同時に繁忙期に突入する。その前に、ピアノの練習メニュ

ーをどうするのか、少し頭を悩ませている。私自身が作ったかなり複雑なジャズピアノメソッド

があるのだけれど、ここ三年間の猛練習で、かなり消化した。その「次のステップ」を模索して

いるのである。

ところで、たぶん、皆さんの脳内に大きな？　「どうして既成の教則本を使わないのだ」となる

。以下、実話なのだけれど、その説明として書いてみる。

たまに、日本に帰国する。七つ下の弟の所へ遊びに行く。弟は兄貴の影響でジャズ狂である。た

ぶん、私以上に。自分でもトランペットを演奏する。二年前の帰国時に弟が行き付けのジャズク

ラブに兄貴が来るんだけれど、その辺り空いてない？　と問い合わせてくれた。予定が詰まって

いるということで、兄貴のピアノソロはお流れ。居酒屋で酒を飲んだ後、兄貴、その予定が詰ま

っているって言っているけれどさ、なにやってんのか覗きに行こうよ、となった。

二人で入る。クラブ内はかなり込んでいる。ステージの見えない入り口近くのカウンターに座る

。ピアノソロの演奏。十分ぐらい聴いていた弟の眉間に皺。私は、音で演奏者は女性で楽譜を見

ながら弾いていることはすぐに分かった。血の気の多い弟・・・。

「ねえ、マスターいる？　あのさぁー、予定が詰まっているってこれのことなの？　俺の左側に

本物のジャズメンが座っているのに、これなわけ？　ねぇ、マスター呼んでくれる・・・」目が

据わっている。ジャズファンは熱いのである。私は、当然にして弟の気質を知っているから、「

おい、お前、絡むなよ。いいじゃないか、彼女なりに一生懸命弾いているよ。和音、綺麗

だし・・・」「兄貴、そりぁ、譜面通りだから綺麗は綺麗だけれどさ、芋だ。金貰ってんだから

、芋は困る。兄貴が弾けよっ！」「おい、同業者がそんなこと出来ないよ。彼女の立場も考えて

やれよ」「兄貴よ、本物のジャズがなにか教えてやれよ、あいつにっ！」「おいっ、彼女のプラ

イド、面子、丸潰れなんかに出来ないよって！　同業者の仁義だよ」。

一部が終わる。拍手。私も、お義理拍手。やはり、演奏者の心理はこちらも痛いほど分かるから

拍手。弟、超不機嫌。カウンターの奥に演奏者である女性が楽譜を抱えて戻ってくる。取り巻き

の方々の賞賛。私の音判断はずばりであった。

「ありゃ、兄貴、綺麗な人だねぇー、ピアニスト」

「うん、綺麗だね」

「綺麗だから許しちゃうかな」



「うん、そうしてやってくれ」

「二部は、兄貴がやれよ」

「止めとくよ、萎びたオヤジが出れねぇーよ、ファンに囲まれてるんだよ、彼女な。

いいじゃん」

「うん、そうだね」

ジャズの基本は、メロディーのフェイク、スイング、シンコペーション、複雑なブルース音のさ

り気ない挿入、装飾音、はったり、スピードとなるのだけれど、そもそも、フリージャズには譜

面がない。元のメロディーもない。そうなると、もう、ジャズのエッセンス剥き出しとなるわ

けだ。私は、比較的、フリージャズメンとするとスタンダードとか、日本の童謡を弾く方である

。なんか、私の内奥から込み上げる曲がいくつかある。取り立てて、スタンダードを弾きたい気

持ちはないのだけれど、このエモーションとメロディーが合体してしまう曲は、なんとなく弾い

てしまう。最近は「うさぎ　うさぎ」「象さん」を良くコンサートで弾く。

あれ？　説明になったのかしら？

追記　なんか私が凄いミュージッシャンだと言いたいようにも読める。そうではなくて、ジャズ

にもいろんな種類があって構わない。日本のピアノバーとかラウンジでの演奏は、上記のような

演奏が非常に多い。それはそれで、一つのスタイル。あっ、そうだな、私が言いたいのは、

ジャズっぽい演奏と、ジャズは違うということなのかな？　うん、そうなんだろうけれど、どち

らでも構わないし、聴き手からすれば前者の方が聴き易い。どちらも音楽。そうかぁー、ジャズ

という看板を出してしまうと、熱いジャズファンたちが納得する音を出さんとまずいことになる

わけだな。ジャジーピアノとかにすれば問題は起きないはずなんだけれど・・・。やはり、演歌

とか民謡、楽譜を捲りながらやる人はいないわなぁー、津軽三味線、元々、楽譜はない。わっ、

なにを言いたいのか自分で分からなくなっちゃったよ。第一、ジャズに固執する必然もないんだ

からなぁー。けれど、私の場合は、看板出しているからジャズじゃないとまずいわな。



私の中の音楽

2015.08.21 Fri
順番に行くと、詩を書いていた時期が十年ぐらい。重複する年月も入れると、そんな感じかな。

現代美術家であった時期が、どんぶりで十五年ぐらい。小説は、たぶん、十三年ぐらい。ピアノ

は再開の時期も入れると二十年を超えた。まあ、以前にも書いたけれど、十四歳の時に中学校の

先生に「将来、なにになりたいの？」、この時の答えを、初志貫徹。立派だ

ねぇー？　結果的にはだけれど。どれも、パッとしなかった。いや、少しはしたけれど、大した

話ではない。私自身、才能がなかったと、きっぱりと判断している。余計な分析はいらないし、

パッとした人々を斜めから見たりはしない。パッとする要素がある人は、それだけで、大変な方

だと思う。そう簡単ではないからである。

ところで、どうして「ジャズ」なのか？　私は、別にジャズに固執しているわけではない。ただ

、看板にそう書いてあるから、しかも、入場料を頂く。みっともないことはできない。でも、そ

もそも、どうして、この音楽に惹かれたのか？

お断りするけれど、私は無宗教、政治色ゼロである。ジャズ狂でもない。

私が思春期の頃から、ずっと思っていたことは、世界がどんどん西洋化、言い換えると白人化、

言い換えると欧米化して行く。そして、そうなった。そうなると、民族的なヒエラルキーがで

きる。白人が頂点とか・・・、ヨーロッパの古典音楽が音楽であるとか・・・。私が幼少期の頃

から、そういう風潮があったはずだ。だから、私はピアノ教室に通ってバイエルを覚えた。なん

か違うと、ずっと思っていた。常磐炭田の炭住長屋を通り抜けて、バイエル抱えて、ピアノ教室

？　なんか「変」だと、ずっと思っていた。「足を洗った男たち」が家庭を持った、その町で、

西洋の古典音楽。どうしても、この構図はおかしいと思った。私は、演歌、とりわけ、夏祭りの

民謡にソウルを感じていた。音楽って、学問じゃないよなって、どうしても思ってしまう。いや

、音楽という学問でも構わない。諸々の現代音楽を聴いた。私は、西洋の古典音楽より、むし

ろ「こちら」に惹かれた。西洋世界自体が行き詰っている感じが非常にしたし、武満徹の楽曲に

大変な感銘を受けたし、ジョン・ケージの真剣さに打たれた。

たぶん、私の中に、どこかアンチ・西洋みたいなものがあるのだろう。第一、私は日本人である

。演歌、民謡、津軽三味線に心奥が揺れる。たぶん、この接点がアフリカ、黒人、ヒエラルキー

の下部に位置することになる人々のソウルから生まれたジャズに私が共鳴したのだと思う。

そして、そのスタンスは、チャンジーになった現在も変わらない。まあ、偏屈といえばそうだけ

れど・・・。



偏屈も大事だよぉーーーん。チャラチャラも素敵だけれど、自分の位置をナビゲできないような

大人も多いけんちょも、駄目だ、そんなのは・・・。若い馬鹿者より、性質が悪いって！　まあ

、若い馬鹿は、ずっと、馬鹿やってみって！　大変だぜって、こっちの方がよ。チャンジー馬鹿

がいうんだから信用せいっ！　肩凝り　腰痛　眩暈　ハアハア　指の痺れ　歯痛　抜け毛・・・

、でも、馬鹿は治らんっても、知能指数のことじゃないから、気を付けるように。わっ、浅野温

子さんの「職員室」を見捲くっているから、変な文体ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ。

　



芸能親父

2015.08.22 Sat
さっき、息子、娘、友達、彼氏、彼女、諸々ご一行が帰っていった。突然、カミサンとシーンと

なる。

私は、今週、浅野温子さん主演「職員室」に嵌っている。温子さん、昔からファンだったし、私

と同世代だしとても綺麗だし、初めて知ったけれど、全国の神社の境内で古事記の朗読をなさっ

ている。すばらしい。共演したいとも思うけれど、大スターが、うな、売れないジャズピアニス

トとの共演？　所属事務所が許さん。

どうして、私、私達の子供、こんなにすくすく育ったのかしら？　まあ、フランス人のカミサ

ンが、フランスの教育をしてくれた。親父の私は、やばい時以外にはなにも言わない。以上な

のだ。進路だどうのこうの、一切、無言。なのだ。お前らの人生、以上である。

息子も娘も、友達、彼氏、彼女を連れて、親父のコンサートに良く来てくれる。親父のピアノを

聴きにちゅーーーより、まあ、楽しいのだろう。でも、来てくれるのはありがたい。息子の友人

連の一人は、私とコラボしたいとまで言っている。

で、彼らのご両親も、当然にして同世代だ。どうも、私、カミサンも含めて、他のご両親と、ど

うもトーナリティーが違うらしい。私は、ジャズメンだから、彼らになんちゃらかんちゃら言わ

ない。お前らの人生。以上なのだ。

一緒に酒飲んで騒いで笑って以上おしまい、という、親父は、あんま、いないらしい。これが良

しとは全然思わないけれど、まあ、芸能親父、現役のジャズメンだからねぇー。ジャズメンほど

、私生活がいい加減な人はいないのである。私は、相当に、これでも、まともな方だと「自分

では」思っているわけね。



２０１５年夏

2015.08.23 Sun
今日は、８月２２日２０１５年。この記事は、予約投稿で２３日にアップの予定。アップされ

る頃、私は仕事。明日から、私の新しい仕事の繁忙期に入る。数ヶ月、相当、忙しくなる。す

でに、二週間、スケジュールがびっしり。この合間を縫ってコンサートもやらねばならんからシ

ビア。気持ち的にではなく、体力的にかなりハード。

今年の夏は、昨年と比べると夏らしい夏。まだ、８月だけれど、すでに秋の気配が忍び寄って

いる。北ヨーロッパの夏は短いのである。しかし、６月７月と猛暑だったから、やはり、暑

いねぇーーーという感じを満喫したせいか、ふむ、なかなか夏らしかったぁー、となる。アーヘ

ンにも行ったしロット県にも行ったし・・・、夏らしい夏の夏休みを満喫。繁忙期と閑散期が

あるって、なかなかいい感じだ。でもなぁー、秋はジャズメンにとっても繁忙期だから、かち合

っているから痺れる。

と、ブログの更新は切れ切れになってしまう。

ところで、昨日、ピアノの「次のステップ」を探っていたら、急に、私自身が作ったジャズピア

ノメソッドのすべてを習得したわけではないことに気が付いた。あまり専門的なことは書かない

けれど、ハーモニーに色彩を与えるノン・ファンクショネル・コードとかパッシング・コード。

この辺りが残っていた。この習得に、またまた、相当時間が掛かる。

色々なメソッドがあるけれど、私は独学自己流。時々、譜面通り弾いて見る。自分なりにアレン

ジしてしまう。左手ルートレス・フォーボイシングというビル・エバンスが開発したコンパクト

な指使いでやってみる。右手でメロディーを被せる。私は「強力な左手のボイシング」に興味が

あるし、体の左右のバランスがいいから、ブロック・コードの早業にかなりの練習時間を割いて

いる。と色々とあるのだけれど、この「自己流」、いいのか悪いのか全然分からないのだけれど

、でも、考えてみたらジャズのジャイアントたち、ある意味、皆、自己流だったとも言える。

ビル・エバンスは自分でコードワークを作っちゃったし、マイルスはモード奏法を開発したし、

阿部薫は、すべてのコード進行を破壊してしまったし・・・。もしかすると、私のやり方は裏返

しに正統派のようにも思える。自分では良く分からないけれどね。

では、皆さん、お元気で。更新は切れ切れでも、拝読はしていますよ。



大きな丸い時計

2015.08.24 Mon
午前中、そう、これを書いているのは８月２２日。私の夏休み最後の日なのだ。でね、午前中に

ブログ更新は切れ切れになりまぁーーーすっ、皆さん、お元気でぇーーー、と書いたのに、もう

、書き始めている。結局、予約投稿で毎日更新なぁーーーんてなるところが、裕センセの馬鹿筆

力なのだ。四六時中、ピアノと料理となんか書くぞっと考えているから、アホのように書きたい

ことが出てくるし、アホのように料理好きだし、超度級アホでピアノから離れない。

その夏休み最後の日、土曜日なわけね。お天気もいいし、なんとなく、カミサンと車で三十分ぐ

らいのところにある小さな考古学博物館に行ってきた。なんとなく、ふらぁーとここに行く。村

自体が綺麗なせいもあるし、その博物館、いつ行っても私とカミサンしかいない。毎回、貸切。

こういう感じでね、古代ってなんだったの？　と、しみじみとして帰ってくる。道すがら、カミ

サンがテレビで現代哲学者の討論会というのを昨晩見たらしく、この超絶難解な会話に仰け

反ったことを延々と話していた。言葉の数学なのだ。哲学も数学も、ぼわぁーんとした日常生活

には必要ないっ！　と思いがちなのだけれど、サイエンスも哲学も数学も現代美術も現代音

楽も・・・、こういう先端的な人々が我々の現在を作ってきたし、数学なしでコンビニで買い物

できないし、サイエンスなしに携帯電話もないし、現代音楽なしにフリージャズも存在してい

ない。と、知らぬ間に、我々の脳を侵食してくるから、「無用の長物」のような感じが一瞬する

けれど、ド間違いなのだ。以前にも書いたけれど「遠近法」はダ・ビンチが発明した。「風景

が我々にはそのように見えるようになった」のである。侵食されているわけね。

と、諸々のことを考えながら、小さな貸切状態の古代博物館。実に面白いのである。クロマ

ニョン人、我々の祖先が出現して四万年・・・。おっおっおっ、フリージャズにブログ

かよぉーーー、わっ！　などと思う。

ところで、午前中にブログを書く前に、台所の丸時計を取り替えた。変な言い方でしょ？　時

計は、本来、丸いのである。しかし、デジタル化からいろんな形になった。私は、デジタル時計

、駄目なのである。逆算ができなくなる。丸くないと時間感覚がおかしくなる。それで、直系二

十センチのものから三十センチの銀色の時計に変えた。なんかね、一日が長くなった感じがす

るし、四万年前という感覚も、ほんの少し理解し易くなった気がするわけ。



Abdelhai BENNANI

2015.08.28 Fri
「Abdelhai BENNANI」、彼の名前の正確な読み方が今以て分からない。モロッコ出身の
フリージャズテナーサックス奏者であり、バイオロジストでもある。

以前にも書いたけれど、パリのフリージャズシーンを背負ってきたジャズジャイアントの二人。

アラン・シルバと我師匠沖至がいる。アブドゥーはアラン組の若頭。沖組のそれは、私のユニッ

トに参加してくれているドラムス佐藤真。そして、私は、沖組のチンピラみたいな感じである。

「組」と書くと誤解を受ける。我々は仲良しだしメンバーがクロスオーバーしている。

アブドゥーとは、「タンポン(判子)」というライブハウスがある頃、幾度か共演させて頂いた。私
のコンサートへも彼は足を運んでくれた。私とほとんど、同時期にリヨンからパリに転居した沖

師匠が私に紹介してくれた。ジャズのエッセンスを知っている数少ないサックス奏者として。真

師匠も、アラン・シルバを含めたアブドゥーとの素晴らしいセッションが幾つかCD化されている
。

アブドゥーのサックス。沖師匠が教えてくれた。倍音？　増音？　なんか忘れてしまった。彼は

、一切メロディーを吹かない。この徹底振りは半端ではなかった。フリージャズ以外はやらない

。この徹底振りには頭が下がる。一切のコケットリーを排除した音しか出さないのである。人間

論という意味で、これは凄まじい。私には真似ができない。しかし、気難しさも半端ではな

かった。酒の飲み過ぎでステージで倒れる。ぺちゃぺちゃやっている客と喧嘩する。果ては、サ

ックスを投げ付ける。難しい人であった。それぐらい音楽に真剣だったということだ。

８月２６日２０１５年。享年六十五歳。彼はぺラシェーズ墓地にて永眠した。

追悼のスピーチが続く。最後にアラン・シルバが英語で話始める。最後に泣き出してしまう。「

アイ・ミス・ユー」と。アメリカ人のサックスと沖師匠が短い演奏。テナーサックスとトランペ

ットのデュオがこれほど美しいものなのかと皆絶句したはずである。ミュージッシャンとミュ

ージッ

シャンの間には「音」しかないのだ。こんな美しい演奏は聴いたことがない。

超絶的に美しい演奏をした沖師匠とぺラシェーズのチャペルの前で煙草を吸ったけれど、我師匠

は淡々としていた。

「まあ、少しずつ欠けて行くよな」。



日本ブログ村

2015.08.31 Mon
定期的に村長さんからアンケートが送られてくる。私は律儀だし、村にお世話になっていると思

うから必ず回答する。

アンケートの回答を送信してから、あっ、ひとつだけ要望事項があったと思い、別枠でそれを送

信した。要望事項と言っても村のシステムもあるし、膨大な数のブログ。まず、私の要望へのご

回答、ご返信の必要はないことを明記して、もし、システム上、改善の余地があるのであればご

一考お願い申し上げるという主旨だった。もちろん、私は返信が来るとは思っていなかった。

仕事の合間の待ち時間に携帯でメールを確認したら、村長さんから実に丁寧で真摯なご返信が届

いていた。いやぁー、驚いた。

膨大な数のブログ、ブロガーさんに場所を提供して下さっている。それだけでも十分だと私は思

うのに、その個々の問い合わせへの丁寧なご対応。脱帽です。

私の記事の某転用ブログサイトの運営者へ二度メール。そのブログのコメント欄へも警告を入れ

たのに、まったくの無回答。そう、つまり、サイトの後ろに「人の気配」がまったく感じられ

ない。システムとか自動送信とか、要はコンピュータシステム任せ。

まあ、膨大な情報処理をしているのだから、もちろん、理解できる。しかし、である。日本ブロ

グ村村長さんのこのご対応。しかも、自動メールではない。私の要望事項へのご回答である。こ

のサイトの後ろの「人の気配」。これは素晴らしいっ！

村長さん、改めて深謝です。スタッフの皆さん、ご無理のないように！　ご自愛下さいね。ブ

ラボーの一言です。今後ともよろしくお願い致します。アンケートの答えと同じですが、私は貴

サイトに大変満足して居ります。上記の某サイトも貴サイトを見習って欲しいですね。ロボッ

ト君、システムに丸投げ。なんの責任感も感じられない。そう、インターネットから人間が消え

てし

まったら本末転倒。近未来SFになっちゃいますね。その内、ロボット君とロボット君が自動的に
喧嘩始めたりして？　やだやだ、そんなの。あっ、馬鹿ネタを思い付いた。ロボット君任せより

、もっと人間味のある感じにすると・・・。たとえばね、ブロガーさんがお互いの弁護士を通し

てコメントのやり取り？　「今回頂いたコメントに対しては、私の弁護士を通してご回答申し上

げる」なぁーーーんて。こっちはこっちで、やだねぇー。「今回の裕イサオ君のコンサートには

多数の弁護士が同席して居ります。写真、録音等、十分にその辺りをご理解頂いた上にて正当な

る手段、法的処置の下に行われますようお願い申し上げる次第でございます。尚、シンコペーシ



ョンの模倣等、著作権法に抵触致す恐れが多分にございます。この辺りも十二分にご理解頂いた

上で、裕イサオ君のピアノをお楽しみ頂けました幸甚でございます」。

興醒めぇーーーーーっ！　ジャズは人間のものだぜいってっ！



ジャズピアノレッスン

2015.09.01 Tue
新規に私のブログにご訪問頂いているブロガーさんの中に、ジャズピアノのレッスンをなさって

いる方がいらした。コメントを入れようとしたら、その欄がない。すいません、私は訪問履歴を

残さないように設定しています。でも、拝読しましたよ。毎々、お付き合い頂いている方々、新

規のご訪問、改めて深謝致します。じぇんじぇん拡散しない地味ぃーなブログ？　なのにね。わ

っはははぁーーー、いや、自分でたまぁーーーに読み返してみて、私のブログの高尚振りに一人

ほくそ笑んで居る。世間の人気なんぞっ、な。

あれ？　そう、ジャズピアノの習得方法。ふむ、考えたら、私のところへも「イサオさぁーー

ーん、ビアノ教えてぇーーー」という娘どもが来る。大体が音大の学生で、クラッシックじゃな

くてジャズしたい、ちゅー感じなわけね。

でね、好々爺目の中に、ちらっと好色目、これは俺だってある。教師？　なんかエッチな感じ。

あれ？

でね、私は自己流独学だから生徒さんとか弟子とかは取らない。自分流を教える？　めどうで

ある。まあぁー、教えろと言われたら、もちろん、できなくはないけれど・・・。

でね、そういう方々への私の回答は、「脳がズレてんの俺、元々が脳ジャズしているの俺、シン

コペ脳なの、だぁーーーら、それをよぉー、ヤノピで現すってよぉーーー、技術いるじゃん、だ

から、邁進してんの、俺」。

こんなんで先生できねぇー。



逆9 to 5

2015.09.03 Thu
私の今日も含めた六日間の勤務時間。

07h30---11h00 19h15---22h45

つまり真昼間、通常の勤め人が家にいない時間に家にいてブログなんぞを嗜んでいる。ご近所

の方々の脳内大きな？　別にどう思われても構わないのだけれど・・・。ご近所の方は某日系企

業の営業マンとずっと理解しているから、訳が分からないはずである。ジャズメンであること

さえ、ほんとうに少数の隣人しか知らない。ピアノの練習もヘッドホーンだからピアノ狂も分か

らない。

この朝の時間帯から推測するに、八百屋さんとか魚屋さんなの？　なんでスーツ着ているのだ？

　夜の方は、ジャズメンが仕事に行くと解釈すれば、まあ、自然だけれど、なんでスーツ着て

んだ？　朝、八百屋さんで夜ジャズメンということも考えられる。むはははははぁーーー、よぉ

ー分からん。一日七時間勤務と勤務時間は実にまっとうなのにねぇー。

結局、真昼間、なにもできない。ピアノの練習はビール、赤ワインなしでは私はできないから朝

の勤務が終わっても夜の部があるから日中酒を飲めない。帰宅が遅いのに起床が早朝だから、夜

深酒もできないし夕飯が深夜だ。わっ、私は忙しいのか暇なのか分からないよぉー。よかったぁ

、ブログの執筆があったよな。じゃ、「また」行ってきまぁーーーすっ！

　



真昼間の愚考

2015.09.05 Sat
「裕さんちの旦那さん、ご実家が裕福なのかしらねぇー、いいわねぇー、一日ぶらぶら・・・、

お昼寝したり・・・」「なんか、競馬か競輪で食べているって噂よぉー」「そういえば、たまに

、夜、薄いサングラスして出掛ける姿を見掛けるわね」「なんか、夜のお仕事？」「分からな

いわ」

馬鹿馬鹿っ、あたしは早朝に起きて、一仕事して、帰りにスーパーで買い物して、午前十時に帰

宅して、朝寝？　昼寝？　二度寝？　をして朝食のような昼食を取ってブログって居る。うで、

また、出掛けるのだ。仕事を、社会的な仕事をして居るのだっ！　勤務時間がへんてこりんなだ

けなわけ。

ところで、久しぶりに日本の新聞を斜め読みした。なんちゅうの？　一面のコラムみたいの読

んだ。文章が下手糞だし、最後の結論が説教みたいで終わっている。私の感想、私のお気に入り

ブロガーさんたちの文章力洞察力、このコラムニストよりずっとずっと上だ。それと、「出る杭

」を見付けて伸ばす教育だってっ！　日本は出る杭を叩く傾向が強い。集団行動をし易い。同調

、足並みを揃えるのが美徳。だから、欧米と比べて若者の起業が物凄く少ない。因みに一位はフ

ランス。

わっ、私が日本を出た三十五年前も同じような記事が沢山あったぞ。なんも変わっていないでは

ないか。第一、子供たちの中の「出る杭」を先生が見付けて「伸ばす」。「出る杭を叩かない風

潮を作る」。だんだん私はイライラしてくる。その、「個性を伸ばす」、これは大昔から言って

いる。別に個性のないやつの個性を伸ばす必要はないし、第一、個性のないやつなんているのか

しら？　それと、「出る杭系」は叩いたってへこまんのだ。私もそのひとりだろうな。それから

、「凹む杭」だってあるぞ。

出る杭、出ない杭、凹む杭、こういう諸々で社会はバランスを取っている。個性的な人、無個性

な人、わっ、これの方が個性的じゃない？　まあ、うな、そんなに複雑に考えなくてもいいのじ

ゃないの。そんな、つまり、たとえば、無理矢理ジャズピアニストにする、なぁーーーんて無

理だ。逆に、もう、サハラ砂漠のど真ん中のピアノに這ってでもにじり寄るピアノ馬鹿もいる。

こりゃー、ほっとくしかないけれど・・・、水と食料と駱駝ぐらいは持たせてあげようね、だっ

て楽だ。僕はビールと赤ワインも・・・。



腕橈骨筋の夫婦

2015.09.07 Mon
「わんとうこっきん」という腕の筋肉。調べたのである。名称を知らなかった。右手でいうと肘

から下の右側の筋肉。諸々の腕の旋回機能を司る筋肉。

この筋肉をカミサンが傷めたのが半年前ぐらいだった。自分で髪も洗えない家事もできない湯沸

しを持ち上げられない・・・。医者に通い、マッサージを行い、名前分からないけれど、自然の

石膏みたいのを腕に巻き、サポーターをし、クリームを塗り・・・。「わぁー、一生治らないの

かしら？」とかなりめげていた。原因は、同じ動作からくる筋肉過労。安静にしていれば治ると

のこと。とはいえ右手である。安静にといっても限界がある。少し回復し掛ける。植木鉢を持ち

上げて、また、悪化する。これの繰り返し。毎日毎日その話になる。当然である。本人にはかな

りしんどい状況なのだ。しかし、旦那の私とすれば、病気とも違うし、原因が分かっているし、

安静にする以外にないしと、心配する状況とも違うから、「うん、しんどいけれど、少しずつ回

復すると思うよ。本人の筋肉の痛みは手伝えないもんなぁー」と、可哀想だけれど、やや、のん

びり口調であった。そして、カミサンのそれは回復したのである。

一週間ほど前に、やや重たいスーツケースを三つ持った。翌日から右手の「わんとうこっきん」

に軽い痛み。筋肉痛だろうと思っていた。ピアノの練習をする。ブロックコードはあまり腕を捻

らないから痛みはない。右手の早弾きソロ。痛いっ！　ブロックコードだけにする。まっ、明日

は治るだろうと思っていた。翌日、悪化。ビールジョッキといっても小さいガラスの薄い軽いも

のが持てなくなった。カミサンと同じ状態になった。

「あなた、なんぼ夫婦といっても、あたしの真似しなくたって」

「おまえがうつしたんじゃないのぉー」

「あらっ、そうかもしれないわね。これであたしの痛みが、よぉーーーく理解できるでしょ？」

「はははははぁー、うん、よぉーーーく理解した。他人事ではなくなったっ！」

「お互い古いものFuruimono(ここだけ、なぜか日本語なのだ)ねぇー、親愛なる同士君っ！」
「はははははぁー、こりゃー、夫婦愛だねぇー、ったく。老夫婦愛かな？」

と、ワイングラスを持ち上げようとして、「いてっ！」。



半分寝ながらブログ

2015.09.08 Tue
早朝、夜の仕事六日目。最終日。睡眠不足でよれている。とはいえ、私は昼寝が出来ない性質。

働き者体質だから、一旦起きると一日せかせか。酒が飲めない状態なので、ピアノを触ってい

ない。変な論理？　素面で練習も本番も出来ないのだ。わっ、来週コンサートなのだ。

「イケメン」、最初に聞いた頃、「行け行け男」のことだと思っていた。なんのことなの？　半

分眠っているような状態でいると、くだらない連想。イケメン＝池で溺れている男、畏敬する男

、ラーメンの一種、いけ好かない奴、胃痙攣の男・・・、そして馬鹿のことをジャズメンという

。邪頭面と書く。「アラフォー」もなんのことか分からなかった。あら？　もう、四十

なのぉーーーという意味のように聞こえた。アラサーは粗さと聞こえる。アラフィフ、アラシー

、アラセブ、アラエイ、アラナイ、アラハン、高齢化社会だからどこまで行くのかしら？　五十

六歳がじいちゃんなのか若いのか？　分からない。ソニー・ロリンズが昨日で八十五歳。

今朝、早朝五時ぐらいに高速十五号を走っていた。パリが近付いてくる。クリシーの手前に

セーヌを渡る大きな橋。ゆっくりと左にカーブしている。この橋の上からパリの街が映画の書割

のように見える。こんなプラモデルみたいなとこに二百万人以上が犇いているのだなぁーとか、

五時だというのに、もう、結構な車が走っている。なんか金鉱に群がるシロアリみてぇーだな。

俺もその一匹かよぉーとか、ライトアップされたパリが廃墟に見えたり、巨大な墓地に見えたり

、車を運転しながら思索と脳内詩作。

ずっと、ジャズの専用局を聴いている。いろいろなピアニストの曲を聴く。当たり前だけれど、

この一流どころばかりなのだけれど、皆、全然違う。技巧派、そんなに上手くないけれどソウル

で聴かせる人、格好いい和音を連発する人・・・、諸々の諸々。技巧が先走っている系は、や

はり、自信と自意識とプライドがむんむんしていて、やや、うざい。それと、私はモード系、つ

まり、マイルス・デイビス系列、ないしフリージャズ、こちらはジョン・コルトレーン、この二

つがやはり好きであることが自分で分かった。まあ、マイルスは別格だ。あの哀愁のあるトラン

ペットは彼にしか出来ない。超絶技巧派ではないけれど、素晴らしいの一言。コルトレーンは初

期の頃は、あんま良くない。ぎこちないし、今一つ自分の音になっていない。しかし、ある一線

を越えた後の彼の演奏は超絶的である。技術的以上に、そのエモーションは圧倒的。それから、

初期の頃のビル・エバンスはやはりモダンジャズピアノの原型。ハービー・ハンコックはブル

ーノート系の最高峰。キース・ジャレットは自信自己顕示プライドの塊ではあるけれど、彼の技

術以上に、そのスピードとスイング感はダントツ。結局、自分のピアノがなんなのか良く分かる

のである。私は、彼らのいいところを摘み食いしつつ、イサオ節を構築してきたことが分かる。

技術レベルは比較対象にならないぐらいに低いけれど、明らかにイサオ節というものがある。

まあ、とりあえず十分ということにしよう。それと、なんか、私は「メロディーラインを残した



フリージャズおよびなんとなくお笑いの要素を含んだ演奏および存在感」、おっ、癒し系フ

リージャズ？



マヒナブログ

2015.09.09 Wed
昔、わだひろしとマヒナスターズというバンドがあった。「マヒナ」、ミュージッシャン用語。

＝「暇な」である。私のブロ愚に長期に渡りお付き合い頂いている希少、貴重、世界指定絶滅寸

前読者様方は、すでにイサオ節に脳を犯されているからピンときちゃうのだ。ミュージッシャン

用語＝和音の転回形の日本語版。

今日から、また、突然、暇。忙しいのと暇が交互に来る。いい感じだ。いきなりミュージック脳

に戻る。来週、コンサートだから助かる。

ところで、「プロ」とはなんぞや？　と考える。世間一般では、「それでお金を稼ぐ人」となっ

ている。まあ、十分に稼いでいるのかは別として、ひとつの見解ではある。そうなると、バン

・ゴッホはプロではなかったことになっちゃう。ほらぁー、変じゃん。とすると、その人の入れ

込み方、内容、エスプリ、深み、技量とか、やっぱ、お金の問題ではないということになる。

まあ、世間様が決めるのだろう。

でね、プロのブロガーというのがいるけれど、ブログ自体というより、その広告で稼いでいる人

。正確にはプロ広告人ということだね。ブログ記事だけで稼ぐ人は皆無のはずだ。でも、私の見

解では、プロのブロガー、その広告収入という意味ではなく、その文章力、内容、洞察力・・・

、そういうものを総合して、いる。どこに？　私のブログの右下に。

ところで、また、「ところで」だけれど、私および私の周りのミュージッシャンで演奏活動だけ

で食っているのは、沖師匠とアラン・シルバぐらいである。皆、別に仕事を持っている。音楽の

先生が当然にして多い。以前の私のように日系企業の営業課長、こういうのは稀だ。もう少し、

今の私のように融通の利く仕事をしている。皆、プロなのだけれど、「十分な収入のないプロ」

なのだ。私も含めて、皆、無料では演奏しない。もちろん、何かの主旨でギャラをご寄付とい

うケースはあるけれど、それは、我々の懐にお金が入らないだけで、無料とは違う。

うん、やはり、皆、趣味でやっているわけではないからねぇー。でも、自称アマチュアで凄い演

奏をする人もいる。でも、ご本人が趣味と言い張るのだから、それはそれでよし。

じゃ、プロとアマの違いは？　あっははははぁー、自分で、「はい、私はプロです」と言い

張って責任を取れるのか取れないのか、まあ、これだけね。世間様にお金を要求しているから、

芸術レベルの問題ではなく、社会問題になる。そのお金に見合っているのかという払う側の判断

が来るから・・・・・。「ばぁーーーろーーー、金返せぇーーー、芋ぉーーー、ピアノの掃除か

ら始めろぉーーー、蓋の開け方からやり直せぇーーー、楽屋の雑巾掛け、お茶汲みから始



めろぉーーー」とか言われるのである。

でも、世間様で結構大量にお金を稼いでいるアイドル歌手なぁーーーんていう人たち。まあ、プ

ロのミュージッシャンではなく、プロのアイドルだから、もちろん、結構。でも、時々、「あた

しぃーーー、アーティストだからぁーーー」なんていう洟垂れ娘がいたりする。まあ、ジャズメ

ンのオシメの取替えをやってから言いたまえ、そういうことは・・・。

自分で自分の事を「芸術家」なぁーーーんて言う。恐ろしいっ！　芸術の恐ろしさを知らない

から、と申し上げる。半端じゃないよぉー、それは。私は、「へぇ、旦那、あたしゃー、ジャズ

のピアノ弾きです」としか言えない。でも、結構多いのだ、こういう人たち。絵描きのアトリエ

解放展なぁーーーんていうのをたまに見に行く。私は元現代美術家。その目に耐えられる人たち

はほんの一部に過ぎない。自分の才能に見切りを付けた私の目に耐えられない作品なんぞ、粗大

ゴミ。音は、まだ、場所取らんから、まだ、マシだ。



解き放たれた指さんたち

2015.09.10 Thu
いやぁー、十日間ぐらい忙しい日が続き、昨日から暇。昨日も今日も実にお天気がいい。あっは

、私の心のお天気も快晴。以前の月給取りの頃は、延々と忙しかった。ピアノとの二束の草鞋も

超ハードだった。やはり、チャンジーになったから、あまり無理は利かない。もう少しゆったり

と二束の草鞋をしないと倒れてしまう。まあ、新しい仕事は忙しい時はハードなんだけれど、

どばっとオフになる。ハードワークとお休みぃーーーが交互に来るから、お休みぃーーーの時は

、ピアノ三昧でよろしいのだ。

快晴の夏の終わりの一日。十日振りにピアノを弾いた。やはり、指のスピードが遅くなってい

るし、弾き慣れた曲を間違えたり、高々十日の空白でこうなる。もう、空手家のように毎日毎日

切磋琢磨していないといけない。ピアノ馬鹿でないと、やっぱ難しいだろう、こういうのはね。

しかし、この指さんたちの嬉しそうなことっ！　もう、私のそれではない感じさえする。草原に

放たれた子犬君たちという感じぃーーー。じゃれあい走り捲くり・・・、ぴょんぴょん・・・。

どうして、私はこんなにピアノに嵌ったのだろう。物凄い遠回りをして辿り着いた。今でも、内

の母は「イサオを音大に行かせれば良かった」と嘆いている。といっても当時はいろいろと事情

があり、音大に行く、問題外であった。後戻りはできない。たとえば、私が国立音大のピアノ科

卒だったとする。もしかすると、今、私はピアノを弾いていないのでは？　とも思う。少なく

とも、現在のイサオ節はなかったはずだ。もう少し「まとも」になっていたはずである。あれ？

　私はピアノ教室を嫌で止めたのだ、自分の意思で。

と、押し付けられるとすぐ騒ぐ体質。こうなると、独学自己流の道以外にはなかったのだ。い

いもぉーーーん、それで。

考えたら、内の息子、娘、勉強？　自分で必要と思うのならどうぞ。ピアノ止めたい？　どうぞ

。でも、一生ピアノ弾けないけどいいのね？　やっぱ、続ける。あっそ。ピアノの先生が厳し過

ぎる？　ポップスを弾きたい？　自分で先生にそういいなさい。ショパンは嫌だって。すべて、

私は強制しない。そう意図的に意識的な放任主義なのだ。ものの考え方、世界の見方が自由にな

って欲しい。それ以外、子供たちに求めるものはない。と、まあ、結果的には、私が望んだ通り

になったから、えぶりしんぐおーけー、なのだ。ジャズメンの子供たちはこうじゃな

くっちゃねぇー。



三周年っ！　ピアノは私だ

2015.09.11 Fri
私の最初のブログ記事の日付は、「９月１２日２０１２年」、でも、書いたのは「１１日」だっ

たはずだ。そして、本記事の記事番号９１８。かなりの数の記事を没にしているから、ほとんど

、毎日書いているわけだ。正真正銘のブロガーだな、こりゃー。まあ、書くのは好きだし、楽し

いし、それと、自分の「その時」の位置を自己検証している感じ。ミュー

ジッシャンだから、音でも思考しているのだけれど、音思考だけしていると、社会的パッパラ

パーになり易いから、ブログってバランスを取っているのだろう。

長期に渡りお付き合い頂いている方々、私の更新を鼓舞して下さるお気に入りブロガーさんたち

、それと、なんとなく増えている新規にご訪問頂いている方々、謹んで御礼申し上げます。

追記として

被災地の大雨洪水。これ以上被害が拡大しないことを祈るばかりです。



記憶

2015.09.12 Sat
四年前の記憶が脳内を過る。心が沈む。私は出張でグルノーブルにいた。アイフォーンを盗まれ

た日だ。その出発から曰く付きだった。同僚のクリストフとTGVに乗り込んだ矢先に会社から電
話が入る。作業は明後日になったと。しかし、もう、乗っている。一日、出張先でオフになると

いう珍しい状態になった。これが予兆だったし、実際、この稀な状況は震災のためであることが

後日分かる。

幸いにして、癒し系のクリストフと一緒である。実に優しい男だ、彼は。翌日、雨。高所恐怖症

の私が、なぜかグルノーブルの岸壁の上の牢獄をロープウェイで訪ねるということをしている。

たぶん、クリストフがいたからなのか、なにかの予兆を感じたのか分からない。

そして、夜、中華レストランでアイフォーンを盗まれる。物を盗まれるのは、フランスに来たば

かりの頃の新品の自転車、一番安いとはいえ、ロードレーサー以来である。不思議なのだ。し

かも、我々が普段泊まらないような薄汚いホテルに泊まる。なにかの展示会のせいでグルノーブ

ル市内のホテルは満杯だった。

そして、アイフォーンを盗まれて消沈している私が、薄汚いホテルのテレビで見たもの。津波の

映像だった。

震源地が私の弟の住む辺りに近い。会社からメール。「ご実家大丈夫ですか？」。四年前の記憶

と重なる。インターネットを開く。「宮城県高崎市」。弟の住むところだ。弟に被害はな

かったことは確認できた。

しかし、この「泣きっ面に蜂」。天災の制御は我々にはできないけれど・・・。また、記憶が

蘇る。

ブログを書く気力が突然消滅する。



私のピアノ

2015.09.13 Sun
これを書いているのは、９月１２日２０１５年である。私は丸い時計と日付が好きなのである。

自分の軌跡、位置が分かり易い。

おっとっ！　最近気が付いたのだけれど、私のブログへの訪問がどんどん減少している。まあ、

つまらないのだろう。私の書くものは。と卑下感ゼロで思うのである。私のピアノと一緒なのだ

。で、もそもそとするのか？　全然、しない。

なんか、一瞬、この記事のタイトルを「五十代の生き方」にしようかしら？　とも思った。え

っえっえっ、なんでぇー？　結局、私自身が自分の年齢を認知していないところがある。どう

して？　ジャズメンだからである。私の師匠連は７４歳と６９歳。内の親父は８４歳。私が敬愛

する母方の伯父さんが８８歳。私の親父の兄貴が９１歳。内のカミサンの伯母が８９歳。こない

だ行ったら、娘とペンキ塗りをしていた。

こうなると「５６歳の若僧」は、ピアノに邁進する以外にはない。

あれっ？　なんか書きたいことと違うな？

そう、私のピアノ、さっき、来週のコンサートをシュミレートしながら弾いてみた。テクニック

が飽和状態である。自分では納得していないという謙虚とも違う気持ちが湧いて来るけれど、客

観的に、十分過ぎるとも思った。このまま行くと、「ジャズのそもそものエッセンス」がなくな

るという自己診断も脳内を過る。

こういう、自己診断ではあるけれど、こういうレベルに達していることは、唯一やるべきことは

、「皆様にお聴かせする」のみ。なのである。

と、ベルリンツアーと日本ツアーを具体化する方向へ、と、思う。

もう、いいだろう、大ピアニスト養成ギブスは。

そう、「ピアニスト裕イサオ」の看板に見合っている技術が身に付いたわけだ。

元々の「自分のスタイル」に磨きが掛けられた。

人生論だねぇー。



雨

2015.09.14 Mon
今日は２０１５年９月１３日日曜日。昨日から、こちらイル・ド・フランス地方はずっと雨で

ある。

昨日、カミサンとハイパーマルシェへ買い物に行った。マルシェの入り口のロータリーが浸水し

ていた。今回の豪雨で被災された方々のことを思う。出来る限り早く復興して欲しいと思う。

先日のモンペリエの豪雨、数分で水深二メートルに達したとニュースで伝えられていた。川と陸

地の境目がなくなっている。車が流れていく。鉄砲水の恐ろしさを実感したばかりである。

私の処女出版、詩小説「水の記憶」。この本が最初で最後の出版となった。１９９６年である。

私の中の「水」への恐怖を綴った自伝小説であった。幼少期から、私は水が怖かった。プールも

駄目であった。海の波に至っては、あちらの世界に吸い込まれる恐怖が全身を襲う。この恐怖か

らの解放の物語でもあったかも知れない。

金子光晴の詩の中に、しばしば、世界を飲み込む洪水のイメージが現れる。天災のイメージでは

なく、金子さんの中の甘美な夢想のひとつだったのだろう。私の中にもそれはある。

しかし、２１年前のオワーズ川の大洪水。甘美な夢想は粉々に砕け散った。大量の水の体積。本

当に恐ろしかった。車ごと飲み込まれそうになった時の恐怖は今以て忘れられない。

関東から東北へ掛けて、四年前の大津波、今回の大洪水。次から次へと大きな水の塊がやって

くる。被災地が更なる被災を受ける。現地の方々の心の被災を思うと気持ちが沈む。



減速ブログ

2015.09.15 Tue
なんとなくブログリング力が減速してきた。諸々の要素があるのだろう。

まあ、職業作家じゃあるまいし、うな、無理をして書く必要もない。繁忙期と閑散期が交互に来

る新しい仕事に付いたこともあるし、その合間にピアノのことを考えているから、やや、ブログ

リングスペースが減っては来ている。考えてみたら、私はブログのあまりいい読者ではないのだ

からねぇー。第一、本読まないし新聞も読まない。ものを読まないのだ。若い頃にアホのように

読んだ逆噴射？　一日三冊ぐらい読んでいた。自分で小説を書き始めた辺りから、本をほとんど

読まなくなった。そして、チャンジーになった現在、もう、傲慢なのか不遜なのか他人の意見と

か必要なくなってしまった。年長の方のそれも年少の方のそれも・・・、なんか必要がない感じ

になっちゃった。自分が正しいとかいうことではなくて、まあ、いろいろあっていいんじゃない

、という感じ。偏屈とも違うんだけれど・・・。脳内が晴れ渡っちゃっているという感じかしら

ねぇー。

音楽もほとんど聴かない。最近は車の中でジャズを聴くようにはなったけれど、それだけ。でも

、かなり勉強になっている。あーーー、なるほどねぇー、そう来るのかぁーーーとか、うっ上手

いねぇーーー、この人とか、上手過ぎだねぇーーーとか、なんとなくぶつぶつ脳内独り言。で、

ふむふむ、と自分の演奏を聴いてみる。正直、率直に悪くねぇーじゃんっ！　と思っちゃう。裕

センセの「サマータイム」とか、じぇんじぇん色気がないのだけれど、灼熱の夏の太陽みたいな

感じで原曲の思惑と真逆の演奏しているところが、やはり、アホという感じでいかしていると自

分で思う。

なんか人生自体が自己流みたいな雰囲気だねぇー、ったく。

わけ分かんねぇーって！



演奏の不思議

2015.09.17 Thu
一昨日、十五日は我々トリオの定期コンサートだった。ホームクラブのバビロ。考えたら、この

トリオでの演奏は三ヶ月振りぐらい。

私。十八日からの新しい仕事の繁忙期が脳内で蠢いていて、なんか乗らない。オリビア。彼女の

教える音楽学校の入学式からコントラバスを担いで飛んできた。真師匠。夏のバカンス明け第一

コンサート。今一つ、皆のテンションが上がらない。お客さん、疎ら。常連は一人。幸いドイツ

人観光客ご一行がたまたま通り掛かり聴いてくれた。

私。当然、気持ちがハイにならないから、コンサート前の中華レストランで赤ワインをちびかぶ

した。それでも乗らない。弾きながら他所事を考えたりしている。こういう時もたまにはある。

終了後、真師匠の眉間に皺。

「イサオ君、君、酔い過ぎっ！」。酒にという意味ではなく、自己陶酔し過ぎの意味。「それ

とさぁー、なんかさぁー、俺さぁー、日本人がね、日本の童謡弾くっていうの、なんか嫌いなん

だよなぁー」。そのコケットリーが嫌だという意味。「イサオ君っ、観光客多かったけど

さぁー、君、サービスし過ぎっ！」と言われてしまった。

やはり、師匠のおっしゃることは真摯に聞かなければならない。「一理あるなぁー」と思いつつ

、打ち上げ。

不思議なのは、私自身は自己陶酔から懸け離れた心理状態だったのにそのように聴こえた。今、

その動画を聴き返しながらこれを書いているのだけれど、わっ、かなりハードな演奏をしている

。ちょっと、ガイキチ(きちがい)になり掛けている部分も多々ある。弾いている本人が上の空なの
に指さんたちがフルパワーで動いている。なんなんだ？

ドイツ人のご一行、かなり仰け反っていたのである。我々メンバーの名前を控えていたぞ。

ふむ、コケットリーとサービス精神。うーーーん、そういう営業マン体質は、やっぱあるんだろ

うなぁー。真師匠のように反骨の人という孤高感が漂わないのだ私は・・・。治らんかもしれん

。沖師匠にも何度か言われたのである。根がお笑い系？

普通、インプロとかフリージャズの演奏は、複雑な不協和音に徹し抜くというスタンス。理解で

けんやつがアホだという論理で押し通すのであるが、私は自分自身で疲れちゃうからバラード弾



いたり、ド下手スタンダード、日本の童謡とか弾いてしまう。うーーーん、次回は孤高の演奏と

いうのをやってみようかしら？　一応、トライしてみよう。



応援者たち

2015.09.19 Sat
うーーーん、先日のコンサートをもう一度聴いている。終了後、「今一感」が漂っていたのだ。

聴き返したら、相当に凄い演奏だと本人が思うのだから本当だ。

ところで、私のもやもやを分析してみると・・・。オリビアは私より十八歳年少。真師匠は十三

歳年長。あれ？　年齢の問題ではないのだけれど、オリビアにとっては私および真師匠の感想は

、相当に重要なはずだ。特に私はバンドマスターなのだから、相当に重要。しかも、彼女は真面

目な人だ。

昨晩、布団の中で「情熱大陸西内まりや」の触りの部分を見た。彼女も真面目人間。途中で泣き

出した。「モデル、歌手、女優、どれも完璧にできない。でも、スケジュールが許さない。でも

、応援してくれている人たちのことを思うと、精一杯やらないと・・・。体形維持さえできてい

ないのにモデル・・・」。「すべてが悪循環です」。

本当に真面目で素敵な人である。

でね、我々も真面目人間だし情熱大陸族。でも、「応援してくださる方々」、これが本当に少

ない。この辺が痺れる原因なのかも知れない。ステージ上のミュージッシャンの数が客席のそれ

より多い、なぁーーーんてことがしばしば。これでは気持ちが持たない。「粗大ゴミ

かよぉーーー、俺っ！」と拗ねる。

と、勝手に書いているけれど、応援されたいのであれば、応援もしなければならない。後者をあ

まり本気でやっていない私のような者が、何様なの？　と自分で思う。しかし、(お客様)疎らの道
もあまり長く歩んでいると茨の道になってしまう。

わっ、新しい仕事？　こっちは売れっ子。どうしてこうなるの？　ほどほどでいい方が、お客様

ぐわっ。

ヤノピを　くんなまし　我疎らの道を　歩む後姿　字余り

と、真剣な眼差しのオリビアに俺、「えっ、今一感？　うなことねぇー、後で聴いてみぃー、た

ぶん、すげぇー演奏になっとると思う。やりなれないことをやったから、そんな感じなんじゃ

ない？　心配するな、俺が応援している」。



ジャーマネ募集？

2015.09.20 Sun
「ジャーマネ」、芸能人も最近良く使うからご存知の方、多いと思う。「マネージャー」。

うーーーん、マバラ(疎ら)の道なぁー、イバラ(茨)じゃね？　とも正直思う。バンドマスターとし
ての責任もあるだろう。バンマスがうんざり状態では、メンバーはどうするの？　とも思う。

しかも、このバンマス、わたくしはピアノのために会社、安定した老後、悠々自適、そこそこの

ステータス、および、そこそこの収入、まっ、一応「中流」ちゅうものをすべて投げ捨てて、ピ

アノちゃん三昧おやじと成り果てている「のに」、これじゃー、理解あるカミサンだって首が

傾ぐ。妾だの浮気よりはいいのかもしれないけれど、ある意味、うなもん以上にヤバイんじゃね

？　わたくしのピアノは？

元泣く子も黙る凄腕営業マンだったと自分で言っているから本当だ。しかし、「自分の営業」は

からっきし駄目。元お坊ちゃまだからだ。駄目なのだよ、お品があり過ぎて・・・。がつがつで

けんのだ。「ボロは着てても心は錦系」なのだ。勝ち負けとかまったく興味がないし、学歴だの

お勤め先だの、乗っている車だの、住んでいる家だの、年収だの・・・、どうせ果ては棺桶なん

だから、一番安いので十分だし、そっ、バン・ゴッホのお墓、家の近所なんだけれど、もう、素

敵なのだ、あまりに。あれでいいし、あのようになりたい、わたくしは。

しっかし、ギャラの高い安いはいいにしても、お客様が疎らは、こっち、および、メンバーの心

意気、その熱い気持ちに水差し。

まあ、いつもそうではないのだけれど・・・。第一、ピアノがないとこがほとんどなのだ、こっ

ちは。俺のローランドと真師匠のドラムスとオリビアのコントラバスを持っていかないといけ

ない。これは老体には渋い。

じゃ、お客様が大勢いらっしゃる企画しかやらない。まあ、ひとつの意見ではある。そうなると

、それに見合った仕事は、はい、年三回。以上となる。これでは「現役感」がおかしくなるなる

から、やはり、ちびちびとはやる。しかし、疎ら・・・。

わっ、ジャーマネやってくれる人いないかしら？　文句は一切言いません、頂いた仕事は的確に

こなします？

と言いつつ、まっ、今の感じでもいいのだよ、待ってろっ！　ベルリンと日本のフリージャズ

狂っ！　シーラ・カンスと呼ばれても、わたくしは折れない。馬鹿っじゃね。



おっ、もしかすると日本ブログ村ジャズ部門の方も読んでくれているかも？

お互い、渋いよねぇーーー、ったく。不ケーキ、一緒に食べよっ！



中傷クレーム

2015.09.21 Mon
あっは、忙しいのにブログは結構、更新している。

三日前と今日、私のピアノと新しい仕事で、クレームというのか中傷というのか、そういう事態

があった。私には、非常に珍しいのだ、こういうの。詳しい内容は書かないけれど、その仕事へ

対する正当なクレームは、ピアノにしても、新しい仕事にしても私は真摯に受け止めるし、

ケースによっては陳謝しに行く。しかし、今回の二件は、なんというのかなぁー、誹謗中傷。こ

れは、私にはオフィシャルなクレームとはならない。「いいがかり」とか「喧嘩を売る」みたい

な感じである。そして、私はどちらへもノーコメントと判断した。

あのね、私が書きたいことは、どうして他人を誹謗したり中傷したりするのだろう、ということ

。

これはだれでも出来るし、だれしもがされる。でも、それをする人の心理が分からない。新しい

仕事のことは諸々の弊害が出るから書かないけれど、私のピアノ。いもだ、くだらん、ド下手

だっ！　なんとでも言える。私自身、そう思う時がある。しかし、私のブログの総タイトルを読

めばお分かりの通り、ピアノは私の全存在なのである。仮に「いもくだどへた」であっても。五

十過ぎて会社まで辞めたおやじピアニストへ向けて、赤の他人が「いもくだどへた」と言う。コ

ンサート会場で面と向かって言われるのは、これは良いのだ。私だって、出方がある。しかし、

面識も何もない方から・・・。

正直、暇なの？　とも思うし、あんたピアノやってるの？　とも思うし、どっちでもいいのだけ

れど、面白いのは、ちゃんと聴いてくれているところが、なんとも泣けてしまう。あれっ？　ぼ

ろくそ書こうと思っていたのに・・・。

「あなたの全ブログ記事を拝読致し、率直に、なんてくだらいの、と思いました」、なぁーーー

んて言われたら、ありゃりゃ、誹謗中傷なの？　一番大切な読者様なんじゃね？　書いている

内に、じぇんじぇん結論が変わった。わっ、私のピアノをマジで聴いてくれた数少ない貴重なお

客様なんじゃねぇーの？　しかしね、赤の他人にもの書く時のマナーは守って下さい。「て

めぇー」みたいな乗りの文体は私は文体自身が失礼だと思いますよ。じゃ、自分であなたの言い

たいことを下に変換してやるぜっての？

「裕イサオ様　初めまして。丸丸と申すものです。この度、貴ピアノを拝聴致しました。率直に

、なんて酷いの、と思いました。あなたもプロを名乗るのであれば、尚一層のご努力、および、

ピアノは私だ、などど言う暴言は撤回なさって頂きたく。自己陶酔の域を出ていないと私は判断



致します。このレベルで入場料をお取りになる。こういう方々が、音楽のレベル、総合的なレベ

ルを低下させていると申し上げたいのです。どうかお許し下さい。音楽の未来を考えるわたくし

と致しましては、一筆したためたく思いました」

プロコフィエフ音楽院校長　シスタコビッチ・ヨハン・シュトラウス

と、どうせ私にメッセージ書くのであれば、こういうレベルで頂戴な。私の自己批判の方が、あ

なたのものより、ずっと、高尚だし、本当なんじゃねぇーのか？　私は、絶対に他人の誹謗中傷

なんぞはしない。そんな立派な人間じゃないからである。まず、そういうことを止めるだけでも

、人間力はパワーアップするし、ずっと、豊かになるよ。とりわけ、一生懸命な人間を批判する

。最低と申し上げるし、二百年早いよ、な。



ショートショート「競争者」

2015.09.23 Wed
俺は、ある仕事で、一旗揚げた。つまり大金が入った。

俺は得意になってポルシェでモナコのカジノへやってきた。気持ちはジェームズ・ボンドである

。少しして、隣にフェラーリが止まった。運転している野郎は、ふん、ポルシェ、貧乏臭いとい

う目で俺を見た。その上から目線の野郎の隣に、ランボルギーニが止まった。まったく、同じシ

ナリオの再現である。

その隣に、運転手付きのロールスロイスが止まる。ご夫人が下りてくる。

ちら、と、「我々を見る」、その目付きに「成金」と、しっかり書いてあった。

その隣に、世界に六台しかないブガッティーが止まった。六億円の車である。

その隣に、スズキスイフトが止まる。中から裕イサオが出てくる。

その隣に、スズキアルトに乗ったビル・ゲイツが止まる。

「ハイ、イサオぉー、ヘイ」

「ハイ、ビルっ、ハウアァーユゥー？」

一体、だれが競争に勝ったのか？　それは、あなたの判断である。

因みに、作者の判断では、勝ちはビルで、その次は、なっなんとっ！　南東っ！　裕センセだ。



方向指示器

2015.09.24 Thu
以前にも書いたのだけれど、フランス人の車の運転のマナーの酷さは、世界トップクラスである

。

まず、フランスは右からの追い越しは禁止。これを守っている人は皆無に近い。車線のない通り

が多い上に右から左から追い越してくる。人、自転車、オートバイ、バスとこの無法地帯で激戦

を重ねる。とりわけ、オートバイの無謀振りは素晴らしいの一言である。これにさらに歩行者の

赤信号無視が加わるから、一瞬、信号が赤なのか青なのか状況判断ができなくなる。

まあ、このジャングル状態は直りはしない。しかし、この状態でさらに方向指示器を出さない人

が物凄く多い。私の感覚では七割ぐらいの人が出さない。ジョーク好きの息子に言わせれば、「

パパ、どうせ使わないのならオプションにすればいいのにね」だって。

方向指示器を出さないまま、右から左折、その逆もしかり。危ないことこの上ない。

フランス人の皆様方へ。個人主義？　うん、それは分かっている。しかし、方向指示器は他人へ

対する合図。道はあなたのものではないから、自分の行く方向は他人へ示して下さい。貸切で走

っている。自分一人で走っている。なんとかしてくれって！　この自分だけ運転している感は見

事ではあるが、危険なのだ、すこぶる。

いきなり、まったく違うことを書く。昨日、「競争者」というショートショートを書いた。「競

争車」に掛けたつもり。この金持ち同士の張り合いというのがどうなっているのか分からない。

年収三千万の金持ちの横に三億が来て、その隣に三十億が来る。もし、お金で人格プライドを支

えているという設定をすると、こういう状況はどうなるのだ？　フランスのお笑いに、浜辺で寝

そべるホームレスに、隣で寝そべる億万長者が説教をするというのがある。「君も、大金持ちに

なれば、こうして僕のように一日寝そべっていられるんだ」。

結局、世界はメビウスの輪。

さっ、ピアノの練習しよぉーーーっと。

ほほほ、なんかね、モナコのカジノにスズキアルトワークスなぁーーーんて車で乗り付ける方が

、なんか粋な感じがする。中からさらに大金持ちのさらに大金持ちなんかが出てくると、さらに

粋かしら？　さらに、ばっかり出てくるな。長くなるけれど、私の通っていた学校の校長先生の

実際のエピソード。



パリの超高級ホテルに、アメリカ一の一人である大金持ちを迎えに行った。ロビーに「それらし

い人」が見当たらない。ふっと、車の方を振り返ると、ホームレスらしき男が後席に座っている

。あっ、拙い、外に出さなければと思い車に向かう。その時、ホテルのドアマンが、その後席の

男に深々とお辞儀をしている。あっ、彼か？　車から追い出していたら、超やばかったんだよな

、だって。アロハにバミューダにビーチサンダル、さすがの俺も気付かなかったよ。因みに、こ

の方は大変な紳士だったそうです。粋な方である。



FreeJazzってなに？

2015.09.25 Fri
十五年前ぐらいに我々の溜まり場的ライブハウスがあった。今は隣人問題で閉鎖。このライブハ

ウスはオーナーの意向が実にクリアー。そう、即興およびフリージャズのみ。「商業的音楽？」

と彼が判断したら、絶対に出演できない。私は常連として扱って頂いた。なんどか、彼に注意さ

れた。「イサオ、内ではスタンダードだのメロディーは一切止めて欲しい」と。私は

むっとした。だって、フリーなんだろ？　私がなにを弾こうが構わんというスタンスなんじゃ

ねぇーの？　と思ったのだ。すれすれセーフだったのは、私は自己流でしかスタンダードやメ

ロディーラインをやらないから、パスだったのであろう。

彼の心意気には大変な敬意を表していることは、初めにお断りしておく。

「フリージャズの定義」は山下洋輔のエッセイの中に出てくる。「なにをやってもいい音楽、た

だし、フライパン、鍋釜がステージに飛んできても自分で責任を取る音楽」と、私なりに要約し

てしまう。じゃ、私が枯葉だのサマータイムを弾いたって構わないのである。

音楽の一つの方向性。もしかすると、人間の生き方とかに相当関係して来るのかも知れない。「

無調性」という概念がある。

調性がないから、メンバーとのコンセンサスも、無関係の関係という哲学的な位置になる。そ

して、時流からも無関係になる。

私は取り立ててジャズという音楽に固執してはいない。ただ、虐げられたマイナーな人たちが苦

しい生活の中から作り上げてきた、私はそういうソウルフルな音に惹かれるのである。正直、心

の叫び、音楽の本質の一つと理解している。踊りでもいい。叫びである必要もない。なんか、心

奥から出てくるものが音楽だと解釈しているから、作法とかマナー的なものは受け付けない。と

、そういう人間も受け付けない。私は、自分のスタイルのある方以外とは、お付き合いしたく

ない。つまらんからだ。

そう、フリージャズとは、ジャズを取っ払っても構いはしない。「フリーであること」、以上な

のだ。一番、これが難しい。たぶん、かなり哲学的な領域に入ってくるし、それを実生活でやる

ことは至難であろう。

なぁーーーんちゃってぇーーー！　ってもよ、俺はマジだぜってのっ！

まあ、諸君、裕センセの「難しい会話」ちゅう曲、聴いて頂戴。この記事を理解する一助にはな



るべぇー。



訪問履歴

2015.09.26 Sat
FC2ブロガーさんたちは、ご存知の通り、「訪問履歴」という機能がある。私は「履歴を残さ
ない」設定をしているのだけれど、昨日、正確には９月２４日のみ「履歴を残す」ことにした。

私のブログをご訪問頂いている貴重、希少なブロガーさんの記事は、私は必ず拝読して居ります

。ありがとうございます。そして、素晴らしいブロガーさんたちがいらっしゃる。私のブロ愚と

は雲泥の差である。私はお礼のコメントを入れようとしたのだけれど、コメント欄がないブロガ

ーさんが多く、あらぁー、ふむ、訪問履歴を残させて頂いて、拝読してますよぉーということを

間接的にお知らせしようとしてみた。

私は結構、毎日のように書き捲くっているのだけれど、あまり、ブログのいい読者ではない。す

いません。時間的余裕があまりないことと、私はパソコン自体もあまり好きではない。長時間イ

ンターネットということもないので、ある程度、拝読させて頂くブログには限りが出る。でも、

ご訪問頂いたブロガーさんの記事は必ず拝読致します。

繰り返し御礼申し上げます。



ショートショート「富豪ジャズマン」

2015.09.27 Sun
いきなり、俺は富豪。なんか知らんけれど、ユーチューブに黙々とアップしていた動画のひと

つが、大ヒットしたのだ。ぶっちゃけ、印税だけで三億円ぐらいなのだ。いきなり、こういう大

金が入ってくると・・・。

まあ、たまに、パリのホテルでも泊まってみっかぁー、となった。友人連が、億万長者らしくと

煩い。場末のイビスホテルとかを予約しようとしたら、いきなり、妾のマミが、ギャ、と言う

から、うんじゃ、どこ？　マミはもじもじしながらもきっぱり、「ブラザ・アテネ」と言った。

一泊十八万円。ユーロで言われても日本円換算でも、まぁーーーたく、ピンとこない。なんと

なく、「一般庶民の月収」のような気がすると脳内でひそひそ。

で、マミと、そこに泊まることにした。

「おいっ、マミ、支度はできたの？」

「うん、ばっちり」

「じゃ、行こうぜっ、その、なんだっけ、アテナムラザだっけ？」

「ギャ、なに、その格好ぉーーー！」

「えっ、なんか拙いの？」

「あのぉー、パリのぉーーー、モンテェーニュ通りでぇーーー、パリでぇーーー、一番、ハイ

ソなぁーーー、ホテルでぇーーー」

「じゃかしぃーーーっ！　俺はハイソおじさんなのかよぉー、ばぁーたれっ、ジャズメンだっ

ての」

「でも、拙いの、その格好では」

「あれっあれ？　浴衣じゃ拙いの？　正装じゃん」

「げっ、本気なわけ？」

「だって、暑いじゃんかよぉーーー」

という人悶着の後、裕センセは愛車スズキスイフトDDISに乗り込む。

「えっえっえっ、これで行くわけ？　マジぃーーーっ！」

「おいっ、マミ、じゃかぁーーーしいねぇー、お前、今晩はサッポロラーメンで五目焼きそば食

べようねぇ」

マミちゃんの談話



「だめだこりゃーーー」



心地良い疲れ

2015.09.29 Tue
本日は、９月２９日２０１５年、快晴、２０℃、絵葉書のような青空という陳腐な比喩通りなん

だけれど、まったく、人間の比喩の陳腐さなんぞを受け付けない青空、つまり、地球の表面がば

っちりと目に映るわけである。と、やや、凝り性系の文章から始まる。

でね、一日おきの仕事、しかも、その一日が二日分。休んでいるのか、ずっと仕事をしているの

か一日が４８時間になったのか、曜日さえ分からない。

仕事、青空、睡眠不足・・・。なんのインスピレーションも沸いてこないというヤバイ状態。ピ

アノ、練習はしているけれど、上の青空。たんなる、指の運動なのだ。ヤバイ。料理、大好きな

それも、なんか、めどう。といいつつ、今晩は、ムール貝の白ワイン蒸し。熱々のイタリアンス

パゲッティーバター和え。これにパセリをばさばさ。美味いのだ。を作る。これ書いたら。でね

、日本国ではどうなのかしら？　こっちではムール貝の臭い消しにセロリの薄切りを入れる、玉

ネギと一緒に・・・。

わっ、新しい仕事を始めて半年が経った。私の憶測通り軌道に乗った。忙しい。でも、いい感じ

。

と、睡魔君との戦いっ！　睡魔せぇーーーんっ！　どうだっ、見事なオジギャグっ！



「無調性」という音楽

2015.10.01 Thu
なんとなく、この記事は長くなるだろう。忙しいのにブログは更新し続けている。そっ、予約投

稿システムのお陰。で、久しぶりに３日間オフになった。まとまった時間ができた。から、昨晩

は熟睡。カミサンも娘も仕事。私は一人。木曜日という平日に旦那がプラプラ。芸術家している

のである。カミサンがいないとプラプラしているのか？　おほぉー、私はフランスの旦那である

。ベットメイキング、風呂、トイレ掃除、台所の片付け。エビフライの仕込み、ムール貝の味噌

汁を作る、米をとぐと、一日中、家事。好きなのだよ、主夫が。いいんじゃないの、根暗の旦那

が一日中家事をして、有能な女性が社会で活躍する。いいのだ、これで。

で、１０月１日も超快晴。一人だから風呂場の扉を開けたまま風呂。真南から日光。天国である

。右腕の「わんこうこっきん」を痛めているからモミモミ。

風呂から出て、「玉割りゲーム」。それからピアノの練習。次のコンサートのコンセプトを作ら

ないといけない。「無調性音楽」、久しぶりにこれで行こうと考える。佐藤真師匠のドラミング

が超絶的になるはずなのだ。

「無調性」？　社会人として「これ」は拙い。他人との調性こそが社会であるからだ。もちろん

、音楽上も他のミュージッシャンとのコンセンサスは調性である。これを、一切やらない。無法

地帯である。

と言いつつ、「無調性音楽の正しいやり方」と言うメソッドが、たぶん、パリ音大にはあるは

ずだ。そこ出身の連中のインプロ、皆、良く似ている。ここが、私の嫌いなところなのだ。「自

分の音」であるべきなのだ。無調性であっても・・・。「自分の音」があるのかないのか、私は

収入はさておき、ここが「プロの境目」と考える。「自分の芸」でもいい。

その、お若いのっ、何でもかんでもマニュアル化するなってのっ！

「無調性」「天邪鬼」「反社会」、こういうものは、そうとうの気概がないとでけんのである。

沖至師匠の会話。

「なあ、イサオ。絶対に合わせるな。つーても、人間、なんか、どこかで合う。だから、音楽で

は無視しろ。でも、どこかで、クロスする。アラン(シルバ)ち行くとね。二枚のレコードを同時に
掛けている。バッハと歌謡曲とかな。でも、不思議なんだけれど、調性も違う、リズムも違う、

まったく異質の音が、聴いている内にね、なんだか、合って聴こえてくる。人間は出鱈目ができ



ないんだろうな。だから、お前もバンバン弾き巻くっていい」。

と、こういう師匠を持っているということは、そうとうに凄いのだろうな。

マニュアル読んでさ、「天邪鬼」なぁーーーんていう若僧が出そうな気がするけれど、阿部薫の

音楽、聴いてみろって！　と、チャンジー臭い記事？　ふん、そうだと思うよ。うちの親父の世

代からしたら５６歳の若僧なのだよ、俺もな。

でね、時代は変われど「気骨」「気概」のある奴は、「いつの時代もいる」、ということになる

。じゃ、この記事は「無時間ブログ」として読んでね。わっ、いきなり、恐竜っ！　



変曲

2015.10.02 Fri
今、コルトレーンの演奏でジャズ屋には有名な曲「マイ・フェイバリット・シングス」を編曲で

はなくて変曲している。どうして「変」なのかといえば、「イサオ節」にアレンジしているから

である。まあ、私は変な、変態的、変人的アレンジャーなんだろう。

メロディーがとても綺麗。とはいえ、我々には「気が狂ったようなコルトレーンの演奏」が脳イ

ンプットされているし、マッコイの素晴らしいピアノがある、から、うかうかとは人前ではでき

ない。とマジ人間の私は、ずっと考えているけれど、十年ぐらい考えているのだけれど、「自分

の音」にならん、とコンサートでは、一度も弾いていない。

他のミュージッシャンがどうなのか、私には分からないけれど「生煮え」みたいな演奏は、私は

絶対にしない。とりわけ、名曲と呼ばれるものは「イサオ節の迷曲」でなければ、絶対に演奏し

ないのである。

うん、私はド下手ピアニストであるから、こそ、そうじゃないといかんのである。おっ、なんか

ジャズピアノの上島竜兵さん？　私は大ファンだし、真師匠の若い頃に良く似ているのだ、見て

くれが・・・。

ふむ、なんかね、急に「この曲」が「自分の音」になり始めている。不思議だ。その内、

ユーチューブにアップしようかしら？

でね、同時進行で「無調性音楽」の研究。そう、来年辺り、クリスチャン・バッサールとミニ日

本ツアーを考えているから、その探りなのである。ふぅーーーむ、正直、うちの子供たちが

ミュージッシャンでなくて、ホッ。半分、やっぱ、ガイキチ(きちがい)の世界だねぇー。



五十代の生き様

2015.10.06 Tue
昨日まで多忙。予約投稿記事の在庫も期限切れで、今、パソコンを見たら更新途切れ。今日だけ

オフ。むらむらと執筆。急にマジ記事を書くのだ。

でね、「五十代の生き方」というタイトルにしようかな、とも思ったけれど、カテゴリーの名前

だし、人生指南みたいな感じになるから止め。私の五十代の生き様がどうなのか私には皆目分か

らない。

でね、五十三の時に、二十四年間勤めた会社を自主退職した。フランスの定年は六十二歳に二年

延びたから、後、九年を残して辞めた。某日系企業の営業統括というジャズメンとは懸け離れた

タイトルだったのだ。これに苦しくなった。「趣味でピアノ」、このスタンスであれば、定年ま

で持ったであろう。でも、そうじゃないから「限界値」を超えた。以上。

会社を辞める前、「定年後は」、むふふ、ピアノピアノピアノでジャズオンリー。うで、つい

でに、馬鹿小説書いて、未完の美術作品をちょぼちょぼと作って・・・・・。と思っていた。し

かし、おっ、九年後によぉー、「その元気」があんのかよぉーーー、俺っ？

内のカミサン、ばらしちゃうけれど「ゲイジュツカ」でいらっしゃる。「もう、私たちの芸術家

生命も、後、十年ね」と、その頃、言っていたから、私も、やっ、やばいなぁー、定年後、ピア

ノ三昧にするにはレベルがよぉー、やばぐねぇ？　羽毛ぉーーー、「次へ向かう、つまり、定年

後のクリエーティブライフを送る最後のチャンスというかぁー、最後通牒かよぉー、この残りの

九年がよっ！」

と、辞めたのだ。

正解だった。この退社後のレベルアップ、これが、私の余生のハッピーじーちゃんの布石に

なっていることを確信した。

新しい仕事は、超絶的に順調、定年もない。ジャズで食えなければ、ずっと出来る。プロライセ

ンスの重みは凄い。

おっ、高齢化社会へ向けて「裕イサオの生き様」は、一石を投じる？

おっ、来年辺りよ、日本ツアーすっかもしんねぇーからよ、そん時は、よろすぐな。



車的人生

2015.10.09 Fri
私が仕事で乗っている車。メルセデスベンツ黒Sクラス、日本円換算で１３００万円。私の自家用
車というか娘の車を共有している。スズキスイフト黒DDIS。日本円換算中古車１３０万円。前者
は年収３０，０００，０００円ぐらいないと買えない。後者は３００万円ぐらいだろう。色だけ

同じである。

メルセデスベンツSクラス、異論はない。素晴らしい車だ。でも、私個人は、まったく欲しいと思
わない。仮に年収３０，０００，０００円でも欲しいとは思わない。お金持ちからすれば、世界

の一流品を知らない戯けた一流貧ということになるかも知れない。まあ、一流品を

知っている方がいいことはいい。あれ？　そういう意味では、毎日乗っているから、よく知って

いることにはなるな。

因みに、私のホームクラブ「バビロ」はモンマルトルの丘の麓にあるのだけれど、ここにスズキ

スイフト、ベースのヨラムの車はなんと初代スイフト。オリビアはシトローエンC1フランスで一
番小さい車の一台。そういえば、ベースのケント・カーター、おんぼろのフィアットのバンだっ

たな。うーーーん、これは様になっている。今度試しに、ベンツで行ってみっか？　なんか、す

べてのジャズの雰囲気が、その一台で吹き飛んでしまう。

昔の会社の上司が、「君、おじさんの魅力は厚いお財布だよ」と言っていた。仮に、そのおじさ

んがベンツに乗っているとする。スズキスイフトに乗った薄いお財布の裕センセとどちらがもて

るか？　きっぱりと、裕センセの方なのだ。なんで？　ミュージッシャンだからなのだ。本当に

この仕事は世界で一番もてる。

あれ？　どうしてベンツを欲しいと思わないか？　そう、運転していて全然楽しくないのだ。

なにもかもちゃちでシンプルなスイフトのハンドリング、ライトスポーツである。燃費も超絶的

にいいし、なにしろこのフットワークが楽しいのだ。こういう車でフランスの田舎道。うっひ

ょひょ

ひょぉーーーである。

車は運転して楽しい方が楽しい。あら、ダブっている。人生、生きてて楽しい方が楽しいのじゃ

ないかちら。あっ、この口調は久保の、あっ、兄貴だっ(返礼)。と、結局、お金は、あんまいらな
いのだジャズメンには。



ショートショート「午前１時１８分」

2015.10.10 Sat
目覚時計が鳴らなかった。ふっと目を覚ました。時計の針は、午前３時。正確には、たぶん、え

ーとえーと、午前３時２分１８秒ぐらいだったような・・・、早く、次を書けっ！　描写

長げぇーーーって！

昨日というのか当日というのか社長との会話が脳裏を過る。夜霧よぉーーー、夜霧よぉーーー、

バシッ！

「裕さんはね、僕が三十年間探し続けてきた、逸材、東洋の真珠、僕の顧客を引き継げる唯一

の人、ハンサム、スマートな応対、楽しい会話・・・。やっと見付けたのだっ！　裕さん階

級っ！　なぁーーーんちゃってぇーーー。僕は群馬、群を抜く馬鹿ということなのだよ。はっ

はっはぁーーー」。という真剣な会話があった。「でだ、明日というのか今晩というのか、朝早

くて申し訳ないのだが、当社の三十年来の重要顧客の取締役が来る、わっ、これこそ、裕さんに

対応願いたい。粗相があったら、当社なんぞ、吹っ飛んでしまうから、よろしく」。

AF293、羽田発。CDG2E到着時間午前４時３０分。旅行関係者は皆知っている。新人が行かねば
ならないのだ。このフライト。ついでに、予定到着時刻より早く着くのである。一時間ぐらい。

と、プロであれば、通常は午前３時には空港にいなければいけないフライトなのである。少なく

とも３時半には・・・。私の家からの距離を考えれば、午前２時には起床していなければなら

ない。

「ゲッ！　寝坊っ！　やっ、やばぁー、マイエアポートサイト、到着予定、午前４時１４分。

ふむ、セーフかな？　いやいや、フランジリアン環状線の工事による閉鎖、突然到着時刻が早

まる。十分じゃん、早くせねば」。ここに関しては正夢。ついでに、社長の会話部分も、本当な

のだ。なんちゅう会社なの？

「ゲッ、スラックスどこ？　おい、玉枝、起きろっ、ごめんな、やばいのだ。スラックス。

えっ、そこ。ごめん、あった。ありゃ、右はいいけど、左、ジーンズ？　えっ、膝が抜けている

から合体した？　おしゃれ？　やばぐね、その発想。おい、太郎、悪い悪い、父ちゃん、やばい

わけ、着替えている間に・・・、ゲッ、なに、その地球儀みたいな髪型。それはいいけど、早く

、サイト見てっ！　えっ、スマホの画面がトランプのカードになってる？　うな馬鹿

なっ！　いいから、探してくれっ！　えっ、駄目？　トランプしか出てこない。やっ、やばい

なぁー、このズボンも相当やばいよなぁー、おしゃれなジーンズというコンセプトなら分かるけ

れど、逆は超やばい気がする。遅刻よりはマッチモアベター・・・」。



と、冷や汗を流しながら起きたのが午前１時１８分。十分に間に合う時刻。

で、当日。ジェームズの笑いを笑っていた裕センセ。社長、泣きながら、サン・マロから「ご苦

労だった。完璧ぃーーーっ！」と電話をくれた。



ピアノパラドックス

2015.10.11 Sun
考えてみたら、私はどちらかというと「無調性」が嫌いなような気がする。音楽のそれも含めて

、人間関係でも「無調性」はあまり好きでないどころか、元営業マンだから、マ逆。「他人との

調性に奔走していた」ことになる。

そして、私の「この営業マン体質」を、沖至、佐藤真、両師匠に、それとなく指摘される。「

コケットリーは止めろ」と。

うーーーむ、孤高の音楽「フリージャズ」。そうだろう、音楽の名前に「フリー」が入っている

。超絶的なジャンル名である。

この解釈が難しい。

しかし、である。前回のコンサートでの反省点がいくつかある。

私は謙虚とも違うのだけれど、私のユニット名を「裕イサオトリオ」とはしていない。もちろん

、師匠の一人がメンバーの中にいる。それも、ある。しかし、バンドマスターはだれ？　この疑

問は残る。しばしば、真師匠に、それとなく指摘される。こういう謙虚は、ミュージッシャンの

世界では、逆失礼にあたる。しかし・・・。うーーーむ、こういう迷いがいかんのである。

そう、まず、「裕イサオトリオ」とするべきであろう。そして、その日のコンサートのコンセプ

トをバンドマスターとして、はっきりとしないといけない。営業マン時代、こういう迷い、同じ

迷いがあった。

そう、たぶん、本邦初公開になるはずだ、来週の火曜日は。

一切のメロディー、調性を私は弾かない。そのための練習なんぞ、ない。といいつつ、逆説的な

方法が一つある。

私が自分で作ったメソッド「ドラゴンへの道」。音階は１２。長調短調を入れると２４。その各

音階の私のメソッドパターンが５０。掛け算すると、１，２００通りのコードパターン。これを

欠伸しながら弾ける訓練を始めたのである。こういう訓練の果てに、とんでもない音が現れるの

かも知れない。

だぁーーーら、ピアノも人生も同じ。そう、どんどん型の勉強をする、覚える、そして、ぶち切



れる。そこに、「あなた」という「固有名詞」が現れる。私はジェントルサディストなのだけ

れど、そう、自分に対してサデック。分かるかちら、こういうパラドックス？　あっ、「メビウ

ス王　久保はつじ」という記事、下書き保存されているのだ。わっ！



メビウスの輪「久保(はつじ)兄貴」

2015.10.13 Tue
三日前ぐらいに、私が敬愛するブロガー「久保(はつじ)兄貴頌」的記事を「酔った勢いで」書いた
。読み返してみたら、全国に百万読者と言われる兄貴のブログを、私ごときがなんちゃらかんち

ゃら分析したところで、もう、うなもぉーーーん知っとるわいっ！　となってしまうので、今、

削除した。そう、兄貴の脳構造はメビウスの輪、クラインの壷であるところが、圧倒的な面白さ

の源流なのだと一行に、ようやく、要約した。

私は世田谷の兄貴の家を訪問した。「久保はつじ」と書かれた表札の横の呼び鈴を鳴らした。中

から兄貴の声。「おっ、裕ちゃん、入って入って」。私は引き戸を開けた。玄関に入ったつも

りだったが、そこは庭であった。もう一度、庭側から引き戸を見ると、こちらにも「久保はつじ

」という表札。

マルセル・デュシャンのニューヨークのアパートに、寝室の入り口が二つあったらしいけれど、

扉が真ん中に一枚しかなかった。一つを閉めると、もう一つの寝室の扉は開いたままになるので

ある。本人はスペースの問題と素っ気ないが、意味深である。

私は近所の「久保医院」へ脳の調子を見てもらいに出向いた。医院の中に入ると、受付がある。

その受付に白衣を着た男性。受付の前の椅子に座る。あれこれ質問。「ふむ、馬鹿に効く薬はな

いんだけれど、そうだなぁー、気休めにカバの骨のエキス、太平薬品コカババーナを処方致そう

」と言われた。隣の薬局で薬をもらい二千三百円を支払う。その時、看護婦が「はぁーーーい、

次の方ぁーーー」と、私に声を掛けたので、診療室と書かれた扉を開けた。中に入る。そこは出

口だった。ということは受付の男性が久保先生だったの？

因みに、その医院の壁に飾ってあったもの。壁に足を付けた待合室用の椅子が三脚。ふぅーー

ーむ、作品と見るべきか？　それと、逆さになったミレーの落穂拾い。しかし、その逆さの複

製に、「レミー、ちぼおろいひ」と書いてあったから、どうして、逆さと私が断定したのか、私

自身にも曖昧である。

今を時めく現代美術家、裕伊茶夫の最新作。「移動美術館」が話題になっているらしい。マル

セル・デュシャンは美術館にオブジェを持ち込み物議を醸した。裕は任意に選択された場所に巨

大な白い箱、彼が「移動美術館」と呼ぶ箱を設置というのか被せてしまうのである。当然にして

、美術館の内部には、そこに元々あったものが展示されている状態になる。任意に選ばれた場所

であるから、場末の屋台のラーメン屋が美術館の中で営業しているという、やや、倒錯した事態

も起こる。サラリーマンが美術館の中の屋台で上司の愚痴を零し、泥酔しているということもあ

るのだ。



チョンボのマンボ

2015.10.20 Tue
「チョンボ１」会社の車をぶつける。ゆっくりとバックする。後方探知機が鳴らない。なんと

なく、ワーゲンカラベルのバックドアーがなにかにあたる。バンパーの後方探知機が感知しない

上方に鉄の手摺。社長にお詫び、始末書メール。電話。「わっはははぁー、裕さん、真面目な人

だねぇー、止まっている時にぶつけれらたとか嘘付くやつばっかりなんだよ、この業界。おま

けに、自分で直しますとくるもんなぁー、その人間性がいいねぇー」と褒められた。

「チョンボ２」突然の寒波。疲れて帰宅。カミサンも娘も仕事で不在。セントラルヒーティング

のスイッチを入れる。あっ、水道開けるの忘れたと思い、蛇口を捻る。さっ、風呂でも・・・。

電気配線の漏電防止のため、電気メーターが突然オフ。あれ？　半地下室に下りる。水浸し。疲

労困憊しながら、水掻き一時間。カミサンへドチョンボをしたと話。「あっ、あなた、セントラ

ルヒーティングでしょ？　えっ、蛇口を十分間開けっ放し？　風呂に入ろうとした？　チョンボ

をしない理科系のあなたが？　相当、疲れてんじゃないの？」「はい、ごめんなさい」。蛇口は

水圧の調整用だから、調整が終わったら閉めるのである。

「チョンボ３」ドゥゴール空港敷地内の新しい巨大ショッピングセンター。一度、中華レストラ

ンへ行った。お客様到着前にゆっくりと食事の予定。車を止める。エレベーターで上がる。前回

きた時、直ぐ右にあった中華レストランがない。入り口が違うらしい。センター内を探す。あま

りに巨大。見付からない。フライト到着時間が少しずつ迫ってくる。諦める。エレベーターで下

りる。入ったところと違うらしい。車が見当たらない。記憶を探る。B055だった。ない、その
番号。車を探す。見当たらない。フライト到着時間が少しずつ迫ってくる。プロドライバーが自

分の車をどこに止めたか分からない＝解雇である。これからナイトラン。２００㌔先の町へ。冷

や汗。一度センター内に戻り、彷徨った経路を逆に歩く。フライト到着時間・・・。ない。車が

見付からない。パーキングの地図を凝視する。パーキングが１から５まである。すべて、巨大。

どのパーキングか記憶にない。もう一度理科系脳で分析する。Bがあるのは幸いにして１と５。入
り口近くだったから、１であろう。あった。フライト到着時間の十分前にターミナルへ。マック

でマックチキンを大慌てで食べる。深夜十二時。ナイトランは終わる。ホテルのカウン

ターでビール。寝ることにする。空腹で眠れない内に朝。お客様をアポイント先へ。念入りに場

所は調べてある。ナビもセットした。着く。倉庫らしきものはない。墓石屋だけ。墓穴を掘ると

はこのことである。私は道に迷った。お客様が場所を知っている同僚に電話。十五分遅れで到着

。重要な商談であれば、私は解雇であった。お客様へ丁寧にお詫び。「裕さん、真面目な方で

すね。言い訳をしない真摯な態度に打たれました」「いくらプロでも社名の書いていない倉庫は

見付けられないでしょう」。なぜか私の好感度が上がってしまった。

「チョンボのマンボ」風呂に入る。耳の中を洗ったのか記憶にないことが増えた。結局、毎々、



二度洗っているような気がする。先日、社長とオジギャグ合戦を携帯でしていた。「あれ？　も

しもし・・・、裕さん」「あれぇー、すいません、携帯、ホテルに忘れてきたかなぁー」「エ

ッエッエッ？」「背広の中も、助手席にもないんですよぉー」「エッエッエッ、アル中ハイマー

は俺だけで十分。裕さんまで・・・？　俺もさ、眼鏡探すのに眼鏡掛けて、うで、眼鏡探したり

すんだよ」「わっ、止めて下さいっ！　社長、還暦過ぎてますからねぇー」「他人事みたいに言

ってるけど、今、俺と電話してんだよって！　携帯、もっとるはずだろって！」「えっ、あっ、

やっ、やばぁー。はははははぁー、冗談ですよ、さっきの・・・、はっははははは

ははぁーーー」。結構、マジで脳内冷や汗。

どうも、裕センセ、お疲れのようで。大丈夫？　今晩のコンサート？　あとは、へめらも。



裕イサオトリオ誕生

2015.10.21 Wed
私のユニットを「裕イサオトリオ」だと思っている方が大半だったはず。実際はそうではなか

った。私は「そう」は呼んでいなかったのだ。しかし、昨晩のコンサートでなにかが吹っ切れた

。そう、「裕イサオトリオ」の誕生。

バンドマスター、および、その日の演奏のコンセプトをだれが決めるのか？　曖昧なのはいかん

のではないか、と考え直した。昨晩は、きっぱりと私が決めた。オリビアと真師匠、「予めなん

か決めるとこけるから、好きにやろうよ」との返事。「いや、今晩はね、久しぶりなんだけれど

、沖(至)師匠の飴鞭で覚えてきたジャズメソッドを一切使わない。つまり、調性なし、メロディー
なし、スタンダードもなし。空間とエモーションとスイング、以上で行く。たぶん、真師匠のド

ラムスが前面に出るはずなのだ」と私は言った。

なぜか、昨晩はプロの連中ばかりであった。なおさら、コケットリーはいらんのだ。

そして、演奏が始まった。三十五分。あまりに凝縮していたので、もう、これで止めと思ったの

だけれど、お客様、「えっ、もう、終わり？」「おっし、じゃ、十分間追加」、結局、十五分。

計五十分の演奏。

もう、明らかに、私、オリビア、真師匠が三位一体の合体ロボと化した。なんか、大リーグ

ボール養成ギブスを皆外したという感じ。そう、私が皆にギブスを嵌めていたのだ。私自身が「

それ」を外したから、伸び伸びと三位一体化したのである。そして、裕イサオトリオの誕生で

もあった。

追記　現在、ビデオの編集中です。なんどでも聴けるハイパワーの無調性即興音楽になったと自

負しています。近日中にアップ予定ですので、是非是非、ご視聴の程・・・。それと、さっき、

誤って本文なしの記事をアップしてしまいました。パソコンチョンボのマンボでした。わっ。



新たなる出発

2015.10.21 Wed
なんか稚拙なタイトルにしてしまったけれど、私は上機嫌なのだ。いい年こいたおっさんである

わたくし。しかし、げっ、ミュージッちゃんであるから、もう、生きている間は前進系となる。

今、昨晩のコンサートを聴きながら、この記事を書き始めた。やはり、佐藤真師匠の超絶的なド

ラミングが前面に出ている。素晴らしいのだ。これに、オリビアが絡む。私は後方支援。

「無調性即興音楽」、別に私が発明したものではない。先人の歴史の積み重ねのひとつである。

どうして、私が上機嫌なのか？　新しいものを作り出しているとは、もちろん、言わない。け

れど、その積み重ねの「一枚」になるのか？　という大きな疑問がある。そして、今回は、な

った、はずである。佐藤真師匠は、ずっと、それをしてきた人だ。私の名前を敢えて冠したユ

ニット。師匠の歴史が羽ばたいている。これこそ、バンドマスターの仕事なのだ。そして、オリ

ビアにとっては、新たなる出発になったはずだ。

即興音楽、インプロ、フリージャズ・・・？　なに、それ？　という方々が多いとは思う。し

かし、我々の音楽をやはり聴いて欲しいと思う。我々は手弁当で、これを築き上げてきたし、現

在進行中なのだ。訳が分からない分、どこかに「人間」の本質が現れていると考える。



練習という退屈

2015.10.23 Fri
まあ、人生自体が退屈という見方もある。それはさておき、ミュージッシャンは当然にしてメイ

ン楽器の練習はする。努力？　というかぁー・・・。

先日のコンサートを諸々、分析している。我々トリオの音楽のベクトルは決まった。「無調性即

興音楽」。考えてみたら、元はといえば、私は「これ」しかできなかった。「これ」が逆にでき

なくなったわけは、テクニックの堆積とお客様へ聴かせようという思惑。たとえば、コンサート

前に、ある程度のシナリオを考える。お客様の層を見る。シナリオを咄嗟に変える、などという

ことをやっていた。

こういうことをしながら謙虚？ぶって、「裕イサオトリオ」とは名乗っていなかった。これは逆

に諸々の弊害をもたらした。

名乗っていないのに「私の思惑が仲間の足枷になっていた」のである。逆に「私が前面に出て

いる」のだ。つまり、もう、鬱陶しいぐらいに「裕イサオトリオ」だったのである。

そして、その堆積したテクニックと思惑をすべて捨ててみたら・・・。実にすっきりとした三位

一体と化した。だから、私は逆に「裕イサオトリオ」と名乗ることにした。バンドマスターの責

任を理解したのだ。仲間に足枷手枷のエセ謙虚。そういうものはいらんのだ。「裕イサオ」が前

面に出てこないから、「我々の音楽」になった。うーーーん、俺って、やっぱ、自我の塊なの？

　ちっとも悟らないのだ裕センセは。

そして、不思議ではないのだけれど、無駄な音が当然にしてなくなるのだ。

こういう音楽の練習法はないから、私は、その練習の本質、退屈そのものの繰り返しをやること

にしたのだ。この退屈と練習の堆積が、なにか自分でも分からない新しい自分の可能性を開くこ

とを私は良く知っている。と、若い人たちへのメッセージぃーーー！　なんちゅー、鬱陶しいこ

とは、俺はしない。退屈の海で溺れちゃうぅーーー、なぁーーーんていう贅沢も現代はあるけ

れど、俺は耐えられんのだからして、延々と退屈な練習をするのだ。



ハート(トに濁音なし)ボイルド「雨の中の一匹狼」

2015.10.24 Sat
「使用前」

コードネーム、イサオ。職業、スナイパー。３２歳。身長１８２cm。体重８０kg。

精悍な風貌のセクシーガイ。鋼のようなという陳腐描写そのものの筋肉。笑顔ひとつで女の子

コロっ。

作者注　女は、もっとしたたか。

イサオは隠れ蓑として、パリでリムジーンドライバーをしている。先日、億万長者のパーティー

へ億万長者の奥様をお送りした。バックミラーの中の奥様の目が、イサオの眉間の辺りをずっと

追うように見ていた。うっとりとしていたのだ。小雨の中、パーティー会場に着く。イサオはパ

リの道を熟知している。最短距離で到着する。奥様の目が「いやぁーーーん、もう、着い

ちゃったの、無粋ね、あなたっ！」という目付き。鋼のような肉体のイサオが素早く黒のベンツS
から下りる。さっと、傘を差し出しながら、奥様の乗る方の扉を開ける。「奥様、ごゆっくり」

。「あっ、ありがとぉ、あなた、夕食は？　適当に？　駄目よ、ちゃんと食べなきゃ！　９時半

ぐらいには出てくるわ、はい、これ、夕食代」。５００ユーロ札である。「奥様、ありがとうご

ざいます。９時には車に戻って居ります」。奥様、何度も未練がましくイサオの方を振り返る。

「使用後」

コードネーム、伊茶夫。職業、フリージャズピアニスト。５６歳。身長１７３cm。体重５７kg。

昔、ハンサムだったような気もするようなしないような風貌。優しい感じは漂っている。ウイン

ク一つで女の子コロっ、なぁーーーんてはならないけれど、ミュージッシャンだから、口説く前

にピアノで口説き捲くっている。あれっ？　つまり、もてもて。

伊茶夫は隠れ蓑としてパリでリムジーンドライバーをしているというか、結局、ピアノで十分稼

げないから、そうなっている。

先日、億万長者の奥様をパーティー会場へ。

「運転手さん、寒いわねぇー」「はい」「いきなりねぇー」「そうですね」「参っちゃうわ」「

はい」「あら、もう、着いちゃったの？　化粧する時間もないわねぇー」「申し訳ございません

」「いいのよ、あぁーーーた、運転上手いし、よぉーーーく、道知っているから」「謝っていい



のか、ちょっと、詰まりますねぇー」「あらっ、あぁーーーた、面白いのね、本当は？」「奥様

、うなこたぁーーー、ないです、ごゆっくり」「夕飯は？」「えっ、博多ラーメンでも・・・

」「はい、ラーメン代」。２０ユーロ。「恐縮です。ありがとうございます」。

伊茶夫、どしゃぶりの雨の中、サッポロラーメン２へ向かう。スラックスがびしょびしょ。ほん

の一瞬、５６歳、家業を継がなかったこと、海外へ、美術家の活動を止めたこと、どしゃぶり、

億万長者、パーティー、着飾った人たち、傘、ラーメン・・・。もし、俺が、親父の敷いたレー

ルに乗っていれば、今、俺の車の後席に俺が座っていた、と思った。ほんの一瞬、マジで「み

じめ」とも思ったけれど、翌日、そのイメージをピアノで弾いてみた。

わっ、これで、いいのだっ！　やはり、坂田明の名言。「勝負とは勝ち負けではない」。メビウ

スの輪。これこそ、究極っ！　と思うのである。



イサオちゃん簡単音楽教室１

2015.10.26 Mon
ちょっと、仕事が暇になった。で、超簡単音楽教室ブログを「酔った勢いで」書くことにした。

尻が滅裂にならないようにはする、つもり。

はい、「音楽で調性」と呼ばれるものは、音階の根音。ハ長調では、「ハ＝ド＝C」、根音のこと
を「ルート」と呼びます。このルート音の三和音をトニックコードと言います。そして、音楽の

基礎、文章で言う「起承転結」をトニックコード、その次に、キラッとした三和音のサブドミナ

ントコードが来ます。ハ長調では「ファ」の音です。その次に、やや、不安定なような感じのド

ミナントコード、「ソ」の四和音。G7と呼ばれます。こいつは、トニックへ戻ろうとする機能が
あります。人間の聴覚的心理上、なんか、元に戻る感じの音に聴こえるのです。まあ、「本妻

」「浮気」「ごたごた」「本妻」、まるで、これだっ！　えっ？　「ごたごた」の次のコード

が「家庭崩壊」。これは、とりわけ、ジャズメンに非常に多いコード進行と申し上げる、けれど

、あたしは、やっ、そういうのは・・・。

はい、音階は１２あるのですが、長調と短調と各音階に二つあるので、計２４になります。移動

ド法というやり方で、ピアノを弾いてみることができます。ドの鍵盤の右斜め上の黒鍵をドとし

てもいいのです。長調と短調は、それぞれの音の間の度数で決まります。白鍵盤のドとレの間は

一度ですが、ここ、注意。ミとファの間は半音なのです。

では、ジャズメンがなにをしているのか？

ハ長調という「調性」の曲があるとします。起承転結はドファソドとなります。しかし、偏屈な

ジャズメンは、トニック、サブドミナント、ドミナントの代理コードを多用するため音が超複雑

。しばしば、半音上の調性へ転調ということをやります。これを文章化してみます。

裕イサオ作曲「私の名前」

基本　私の名前は裕イサオです　これの調性をドと言うことに致します

編曲　俺　名前　裕イサオ　調性はドのまま

えっ、俺っ？　名前はぁーーー、裕、裕イサオ　このリズムをシンコペーションと言います　プ

ラス余計な文のことを装飾音と呼びます　でね、俺、裕、イサオちゅーもんやぁー、文句あんの

？　と、装飾音を入れても調性であるドは変わっていません



しかし、この「本来の調性であるド＝社会人的人間関係」、これを無視してしまうと、どうなる

のか？　諸々のテクニックがあります。

テク１　根音をのべつ幕なし変える技法　全体的な調性は消滅　社会的には禁治産者　これに、

長調短調代理コードを孔雀の羽のように入れると、もう、豪華絢爛禁治産者

テク２　トニック、サブドミナント、ドミナント、トニック、つまり、起承転結無視　私　裕　

名前のタワシ　コード進行無視すると意味不明になります　元の調整「私の名前」がどこどこ？

　しかし、まだ、各和音＝単語の意味はあります

テク３　あもり　つまろ　ややつ　単語自体の元の音　本来なら、ド、ファ、ソ　これ自体が無

意味　和音＝単語として、そもそも成り立っていない　元の調性も皆無

裕イサオトリオの演奏を以下文章化してみる。スイングスイング。

裕ピアノ　まみむめもぉーーーの　ふんだりぃーけったりぃーのたくあん　ばぁーろぉー　せけ

んは　なんせ　べんとうぉーーー

オリビアベース　せれらごん　けすくせって　なんたるちぃーーーやっやっやっ

真師匠ドラムス　ばぁーーーたれっ　おれにソロさせんなぁーーー　伊沙子っ、ほっ、行け行け

っ　オリビア　わっ

と、こうなる。



イサオちゃん簡単音楽教室２

2015.10.27 Tue
ピアノを階段に例えると、全部で八十八段。白と黒の階段が混ざっています。それぞれの階段と

階段の間は、半音と呼ばれます。

八十八の階段の間は、すべて半音で等間隔です。通常、調性、たぶん、これを音階と言い換えて

もいいのですが、スタート地点を決めます。仮に階段の真ん中のドをスタート地点とすると、

まず、私とオリビアが並びます。ドラムスの真師匠には調性がないので、階段の外にて待機し

ます。

で、ドから階段をどう上るのかによって、長調と単調が決定されます。でも、ジャズ屋はまぜこ

ぜにしてしまう。そして、途中からスタート地点を一段上にしてしまったりする。これを転調と

言います。

音楽の重要な要素の一つに、メロディーがありますが、これは、予め階段の上る位置を決めると

いうことになります。しかし、基本的にフリージャズにはメロディーはありません。そし

て、スタート地点も決めない。そうすると、スタート地点＝調性＝音階も消滅してしまいます。

もう、どこからどのように上っても構いませぇーーーんという上り方。三人のハーモニーも消滅

。

しかし、エモーション、パワー、シンコペーション、リズムと他にも音楽の要素は沢山あるので

、諸々のものが三位一体となる。

ところで、私はフリージャズメンとすると、スタンダード、日本の童謡、メロディーラインのあ

る曲をかなり弾く方。私が、これをすると、当然にしてオリビアのスタート地点も私が強制的に

決めていることに結果なる。そして、イサオ節のリズムを真師匠のドラムスが追走するとなる。

言い方を変えると私のピアノが階段の上り方を二人に設定していることになる。これは一つのや

り方ではあるけれど、これをすべて取っ払うと、それぞれが主導権を握っている。とりわけ、

元々、調性のないドラムスという楽器が前面に出てくる。

音楽の中心をリズムに置いた演奏とも言える。昔、営業マンの時に、ご主人がジャズピアノ、奥

様クラッシックピアノというお客様がいらしたのだけれど、奥様が「ピアノを打楽器のように弾

く人、大嫌い」とおっしゃった。もちろん、私がピアノ弾きであることをご存じなく。私の脳

内で、「えっえっえっ、それって、ずばり、俺じゃん」と思っていた。

猫とか犬が階段を上ると、少し、裕センセの上り方に似ているのではという説得力のある推論が



現れるけれど、なんのなんの、俺の方が上手いぜっ！　と勝手に断定するのである。出鱈目？　

そういうご意見もあるけれど・・・。野蛮人？　クロマニヨン？　まあ、そういうご意

見も・・・。反社会人、禁治産者、きちがい・・・。はい、普通、階段は足で一歩ずつ。でも、

裕センセは寝転がったり、滑り台にしちゃったり・・・、スタート地点がないということはゴー

ルもないということ。わっ、フリージャズメンってエンドレスっ！　幸いにして、実生活でのゴ

ールはあるから、うまぁー、そこがゴールということになる。

沖師匠の言葉「なあ、イサオ、フリージャズなんちゅう暗い音楽さ、実生活がさ、明るくないと

できねぇーよなぁー。(阿部)薫なんかさ、実生活まで暗いから、あーなっちゃったんだよ」。阿
部薫、二十九歳の時に睡眠薬二十九錠を飲み事故(となっている)死。沖師匠がデビューさせたミュ
ージッシャンの一人。私の先輩にあたる。エンドレスの迷宮に疲れちゃったんだろうな、たぶん

。エンドレス的過労にはお笑いが一番。



イサオちゃん簡単音楽教室３

2015.10.28 Wed
「裕センセ、簡単に無調性即興音楽をする方法は？」

「そうねぇー、ピアノに頭突きとか肘打ち、これでいいわ」

「あれっ？　なんでおねぇー言葉なんですか？」

「あーた、性別には男と女とホモレズバイだけじゃないのよぉー、両性具有という、もう少し高

尚なジャンルもあるの。分かるかちら？　でね、今日のブログの調性をおねぇーにしたのよ」

「両性具有？　バイじゃないんすか、それ？」

「ばぁーたれっ、バイじゃないのよ。アンドロジヌスよ。そうねぇー、ある意味、セックスレス

なんじゃない、それって。あたいたちは動物なんだけれど、繁殖活動から離脱するとセックス

レス、つまり、動物じゃなくなるのよ、理知の人になるのよぉー、理知、お分かり？」

「立地条件のことすか？」

「あーた、あたいのインタビュー、百年早いわ」

「すっ、すいませんっ！」

「あーた、煙草止めたの？」

「えっ？」

「でね、あたいは既製品がだめなの、幼少期から。あと、ブランドも駄目ねぇー。あら、やばい

かしら、こういうことに触れて？」

「えっ、読者一桁ブログに炎上なんかないっすよ」

「あらっ、あーた、はっきり言うわねぇー。じゃ、エンジョイね。つまりねぇー、あたいは、政

治宗教金融ルイビィトン、こういうの駄目なの。だって、ブランドはあたしでしょ？　自己中、

自意識過剰？　ばぁーたれっ、そうじゃないのよ。自意識を通り過ぎたということなの。一種の

アニミズムみたいな感じぃーーー、なのね。巨石にね、お祈りする感じね。あらっ、ピアノって

墓石に似てないかしら？　あらもぉーーー、やぁーーーねぇーーー、あたし、毎日、墓石にお祈

りしている訳？」

「裕センセ、生と性と聖と静と世と正と政と精と清の狭間に、死を内包していることが、その本

質を際立たせるということなんじゃないですか？」

「げっ、いきなり、そういう凄いフレーズっ！」

　



ベルサイユ宮殿とフランス革命

2015.10.30 Fri
なんか週末仕事をし、平日は暇というシフト。昨日、カミサンも休みなので、なんとなくお出

掛け。

私の家からベルサイユまで、車で約五十分。ふむ、プティトリアノンとグラントリアノンと

マリー・アントワネットの田舎屋。内部見学していないよな、となった。だば、ベルサイユ

のショッピングセンターをぶらつき、食事、見学すんべぇー。

ベルサイユのショッピングセンター、私の家の近くのそれと中のお店はほとんど同じなのだけ

れど、内部がシック。うろついている人もシック。やはり、「高級住宅地」ベルサイユのそれっ

ていう感じ。私の家の近くは庶民的な雰囲気だから、全然違う。

ベルサイユ宮殿近くのレストランは高いばかりで、どうせ美味しくないはずだから、ベルサイユ

の庶民的界隈のトルコ料理へ。上手かった。

さて、ベルサイユ宮殿の生活にお疲れだったマリー・アントワネットのなんちゅうの？　自宅？

　みたいなプティトリアノン。住居とすれば立派ではあるけれど、宮殿本体と比べれば質素。寝

室なんか結構狭い。窓からの景色は素晴らしいけれど・・・。それから、田舎屋。小さな村を人

工的に作ってしまったわけだから、なんか一種のディズニーランド。余程、宮殿の生活にお疲

れだった？

それから、グラントリアノン。こっちは、ベルサイユの迎賓館だったから壮大。

ベルサイユ宮殿、広大な庭、そして、今回訪ねたところ。それから、帰り道、ベルサイユへ水を

運んでいたマルリーの機械の設置場所と水道橋。ルイ十四世、ルーブル宮殿があるのに、これを

作らせて、同時にパリのアンバリッドも・・・。

一体、総経費はいくらだったのかしら？　宮殿内部では、パーティーだの音楽会だのゲームと、

楽しく盛り上がっていた。

宮殿の外では、擦り切れたモンペ、あわひえの生活。ジャズピアノだのコンサートだのブログな

んかは、宮殿内の方ね。当時はなかったけれど・・・。

宮殿の前身の建設が1624年。全館の完成が1770年。そして、フランス革命が1789年。



明らかにベルサイユ宮殿が、フランス革命を導いたのだ。でも、その宮殿が、現在は庶民へ莫大

なお金を運んできている。お金の水道橋みたいに。それからそれから、フランス革命の後、擦り

切れたモンペ、あわひえを食べながらフリージャズ、コンサート、ブログを書いているおやじが

出現したのだ。



文学賞選評を読んだ

2015.10.31 Sat
日本で、もっとも高名な文学賞の選評を三分の二ぐらい、昨晩、寝しなに読んだ。

十名ぐらいの高名な作家たちである。年齢が、まず、気になった。一番若い人が私と同じ年で

ある。ふむ、と思う。名を成したベテラン勢の選評。これが、まず、違和感。

読み進む内に・・・。たとえなのだけれど、「具象絵画の選評」に似ている感じがした。たとえ

なんだけれど、筆遣い、色の配合、テーマ・・・、みたいな。現在、2015年である。この年号と
、具象絵画の選評。超絶、違和感。いや、具象絵画「のみ」との選定ではない、から、余計に凄

まじい違和感。

下読み部隊が三千作ぐらいの中から、六編を選んでいる。この最初のフィルターのクオリティー

が疑問。三千作ぐらいの中の六編にも、先生方は疑問符、辛辣な批評。下読みのフィルターから

漏れた作品を読んでみたい気がしてしょうがないのだ。

ふむ、この乗りで賞を決めると、サドバドール・ダリになる、受賞は。以下、下読み段階で撥ね

られる人たちを列記してみる。理由は書かない。

ヘンリ・ミラー　阿部薫　レイモン・ルッセル　アルフレッド・ジャリ　マルセル・デュシャン

　吉岡実　ジョン・ケージ　深沢七郎　沼正三　稲垣タ

ルホ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久保はつじ　裕イサオ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

レイモン・ケノーは、ドゥマゴ賞を受賞している。パリのカフェ、ドゥマゴに屯す文士たちが自

分たちで作った賞である。これを、授与されている。賞は、自分で作っちまった方が良いので

ある。

ところで、元現代美術家の目で文学賞の選評を読むと、先記の通り「具象絵画の選評」である。

とっくの昔に美術史の中では終焉している概念。具象、抽象、コンセプチュアル、オブ

ジェ、ビデオ、パフォーマンス・・・、ある意味、美術の世界は無形の哲学世界へ、ずっと前か

ら突入している。のに、日本の高名な文学賞の選評が、このレベルでは、レイモン・ルッセルと

いう天才は浮かばれない。それと、日本ではフリージャズ系の書き手が町田康以外に現れない。

ヘンリ・ミラー、セリーヌ、ブイコフスキー、アンリ・ギベー・・・。うーーーん、閉塞してい

るなぁー、日本文学。



私のお気に入りブロガーさんたちへ、こそ、私は文学賞をお送りしたいと、本当に思う。

良い物は自分で選ぶのがベストということだ。まあ、裕センセには、特別な賞を差し上げよう。

哀川賞だっ！　文句あんのかってっ！



睡眠愚１

2015.11.04 Wed
いやぁー、忙しかったぁー。アルコールゼロなんちゅうの三十年ぶり。睡眠、二時間半。眠い

眠い。といいつつ、這ってパソコンへ。その前に眠りながらピアノ。凄まじい演奏。確実に一

流だった。眠り狂四郎じゃ。

でね、「白夜」というタイトルにして、本文なしとしようと思った。でも、こういう発想は出尽

くしているから、止めたのだけれど、意外と、その発想自体を発想しない人の方が多い気がする

。荷物の発送だけ。確実にご存知どころか、凄まじい発想をする師匠は、支障がなければ久保の

兄貴である。おっ、つぶらの背中に巨大飲み、間違えた、蚤。はい、あれは、裕イサオでした。

私は返信変心変身が出来るのです。昔、仮面ライダーもやってました。嘘。「仮面の告白」じゃ

なくて、仮面ライダーが泣きながら、その仕事の辛さを語るのが「それ」で、たぶん、三島由紀

夫を超えるはずである。

でね、この愚記事のカテを「文学」とした訳は、先日の記事にある。「日本ではフリージャズ系

の書き手が町田康しかいない」と書いたからである。ちょっと、待ちぃー。彼はパンク歌手だ。

俺はフリージャズ。この胡散臭い感じはそっくりだし、かれより、２ｍｍぐらい、俺の方がハン

サム。

うだば、フリージャズ作家のサッカー選手と日本で閉塞する「小説蚊」へ向けてのメッセージと

しようと思うのだ。この糸のほぐれは、久保の兄貴しか知らない。

思い知るのだっ、読者諸氏。フリージャズライティングの凄みをっ！

あれっ、あっ、そうそう、うちの娘も息子もよく寝る。若い人はよく寝る。当然にして数学上は

棺桶が遠いからである。で、じっちゃんばーちゃんは逆に寝ない。残り時間がねぇーから。でね

、俺、逆なのだ。昔は寝ないで美術作品を作っていた。じっちゃんになったら、眠いのである。

分析してみる。通常の数式では・・・

若い＝棺桶が遠い＝ぐっすり

じっちゃん＝棺桶が近い＝寝ない

という訳ではないのは医学的には知っているけれど、その、詩的なのかは知らんけれど、たとえ

、ね。



生の最中の人たちはよく眠り、そうではない人は眠らなくなる。パラドックス人間もいるのだ。

生き急いでいる人は眠らない。死に急いでいる人はよく眠る。そして、後者は死の恐怖から解放

されている。作者注　パラドックスはさらに逆です。

俺もよぉー、後者だから、睡眠二時間半は止めてっ！

おっ、誤解？　俺は、別に急いではいないわけ。「その恐怖」がなくなった。楽チンだ。

あれっ、読み返すと、逆のことをいいたかったような気もする。でも、ヘンリ・ミラーが「北回

帰線」を書いている最中の名言。

「俺は、一切、俺の書いたものを推敲しない」

これぐらいの気骨はいる「文学」と名乗るには、な。どうも、私は「作法」というものに怒りを

感じる系、なのである。むちゃくちゃ、そうじゃないと、若い人たちは、どうすればいいわけ？

　二十歳で余生だよ、よせいやぃっ！



睡眠愚２

2015.11.05 Thu
昨晩は熟睡。十時間寝た。明朝は午前五時起きで帰宅が、たぶん、午前一時というハードな日だ

から、眠れる時に寝ておかないと・・・。で、昨日の夕方一時間半ぐらいピアノを弾いた。超絶

眠い。ビール、ワインと飲みながら。こういう雑念ゼロ次元で演奏すると、自分でも仰け反るよ

うな凄いものになる。裕イサオなんちゅう固有名詞が吹っ飛び、指さんたちが久しぶりに野に放

たれた子犬君状態。この子犬君たちの元気に飼い主が仰け反るのである。とはいえ、眠り狂四

郎も、日頃の切磋琢磨君がないとでけんから、アホのように練習をする以外に方途はないのだ。

私の父方のおじいちゃんは八十六歳で亡くなった。あれっ？　私の現在の年齢を－すると三十年

。ふーーーん、もし、私がその年齢まで生存すると、「残り時間」が三十年。「しかない」と思

うのか「げっ、なっ、なげぇー」と思うのか？　五十六歳で上昇は、まっ、医学的にはない。衰

退のみ。まっ、気持ちは上昇していてもいいけれど、肉体は、仮にそうでも反比例。

最近、カミサンとお墓の話をよくする。どこ、どういう・・・という基本的な疑問が沸いて来る

。で、私、カミサン、意見が一致している。場所、それとバン・ゴッホみたいな超シンプル。で

、私は、「もう、購入していつでも入れるようにしておこう」と思っているのだけれど、カミサ

ンが六十五歳の時にしようという。うーーーん、私的には、今から、自分の墓参りをしたいのだ

けれど・・・。花飾って。隣の人がね、「ご親族の方ですか？　このお墓？」「えっ、あっ、

これ？　俺の」なぁーーーんて素敵っ！　いつでもね、ムーミンじゃね、ユーミンじゃね、永眠

できる。こういうの逆パワー現象が起きるから、なんのなんのぉー、まだまだ、ピアノのレベル

がぁー、などと、がんばっちゃったりするのだ。それとね、自分のお墓見て、「いい奴だった

よなぁー、彼は」なんて感慨に耽る。素敵ぃーーー！

その「ガッツリ」(コピーライト、サクライ君)生きようなぁーーーんていう気はない。ぶっちゃけ
、クリエーション脳は終焉している。芸術家生命は終わっている。「元」そうだったとなって

いる。二十代後半の自分の写真を先日見た。美術作品の大作「不燃性の木」を作っている頃の。

目付きが「狼目」。現在は「兎目」または「好々爺目」。だめだぁーこりゃ、と本当に思った。

いいのだよ、重力には逆らわない方針なのだ。このフレーズのコピーライトは蝶姉さん。

まっ、仮に三十年間あるとする。健康体だったとする。なにをやるのか？　無理も上昇もしない

。いつバツッと途切れてもいい。はい、その一。ピアノのレベルアップ。三流と二流の間ぐらい

だから、これは十分に可能だし、未知数も相当ある。ふーーーむ、小説第十一作目の執筆。近頃

、「フリージャズ流北回帰線みたいな訳の分からない小説のような詩のようなエッセイのような

もの」を書いてみたい気がしているのだ。おっ、もしかすると「このブログ自体がそれ」なのか

も知れない気もする。それと、未完の美術作品の制作。新作はもう脳が駄目に



なっているから、未完の作品の制作。絶頂期の設計図郡が保管されているのだ。それ

とぉー、ミニ私設文化センターを作りたいしぃー、自宅に音楽スタジオ作りたいしぃー・・・。

わっ、三十年じゃ、足りねぇーっ！

しゃーわせ(コピーライト、久保の兄貴)なおやじだねぇー、裕ちゃんは。貧乏暇なしの王道と呼ん
でくれたまえっ！



睡眠愚３

2015.11.06 Fri
えー、この度、パリの郊外在住の大変著名な無名ピアニスト、裕イサオ氏が審査員長を務める日

本ブログ村エッセイ部門のブロガーさんたちへ、というか、彼のお気に入りブロガーさんたちへ

、ブログ賞を・・・。独断ではございますが、偏見はない。私は、こう見えても、ブランドは私

だというぐらいだから、「見る目の感度と精度はアインシュタイン」と申し上げておく。と、裕

センセはきっぱりとおっしゃっておられるのである。

「メビウス賞」久保はつじ氏

えー、日本国百七十万の読者諸氏に異論はないであろう。この突出した才能、日本国を代表する

ブロガーであることを、わたくしは信じてやまないのである。久保はつじ氏に、まず、巨大将棋

をお送り致す。駒一つの重量が２３キロ。将棋と筋トレが同時にできるから、ブロぐる時間の確

保が容易になる。それから、すでにパリ市長の承諾は得ておるのだが、バンドーム広場のナポレ

オンの銅像を久保氏のそれと取り替えることになった。それから、粗品ではあるが、飲み助蚤人

形を差し上げる。それと、クラインの久保という壷。ねえ、裕ちゃん、これってさぁー、いくら

クライン？　これクライン。という高尚な会話が推察できるのだ。

「エッセスト賞」蝶姉さん

老いを見詰める鋭い記事郡を君たちは読みたまえ。うーーーんと毎々うなっておる、あた

しゃー。うーーーん、あたしの世代って、脳と肉体のバランスが医学的におかしくなっている

から、その狭間で揺れる蝶ブログが誕生するのである。姉さんへは、自己プログラミングできる

姉さんそっくりのロボットを謹んで進呈、ありゃ、謹呈って一語と一緒じゃん。でだ、このロボ

ットは、整理とか孫守りとかプログラミングすると、全部、やってくれるから、ブログ三昧の時

間ができる、はずだ。

「素敵な詩的賞」サクライ君

この日常を、キラリと非日常に代えてしまう魔術師サクライ君。ニュートラルな詩人目線にわた

くしは癒されるのだ。毒々しい感じのわたくしには、その毒素を清涼水に代えてくれるのである

。サクライ君へは７ヘクタールのバルコニーを進呈致す。鉢の渦に巻かれてジャングル大帝に

なっても、わしゃ、知らん。ただ、問題は、お宅の建物から、建物よりでかいバルコニーが横

にバァーーーンと出ているから、金魚迷惑ではあるが、まっ、サクライ君次第だ。

「スイスイユーモア賞」系姉さん

まず、目、お大事に。早期の復帰を指折り数えて待っておる。指、本当に折っちゃったらピアノ

は弾けないから暗喩、比喩、寓話？　なんていうのでしたっけ？　系姉さんへは、翡翠の指輪を

進呈致す。どうして？　あのぉー、姉さん、これ、翡翠っす。それと、マッターホーンの実物大



の書割。自宅の正面に飾って頂くと、待ったなしのマッターホーン。なんか、羽振りがいい

でしょ。それと、タゲールが発明した初めてのカメラ。姉さんなら、絶対に凄い写真撮るよ。

「お茶山龍之介べい賞」裕イサオ氏

えー、審査員長と致しまして、えー、あたしだけ、なんもないのも切ないから、勝手も知らずに

勝手に付けました。あんたの勝手っ！



デュシャンの子供たち

2015.11.07 Sat
昨日、私がドライバーとしてハードな一日を送っている時、フランスで唯一のフリージャズのプ

ロデューサーのジュリアンが、１０月２０日の我々のコンサートの彼自身の録音を送ってきてく

れた。色々と音のバランスを調整後だから、そのままCD化できる。オリビアのベースが凄い。ベ
ースは現場ではよく聴こえているけれど、録音すると逆になる。さすがプロの録音である。バラ

ンス調整が完璧だ。

「デュシャンの子供たち」と呼ばれる一群の芸術家たちがいる。ティンゲリーとかアンディー・

ウォホールとか・・・。とはいえ、デュシャン自身のインタビューを私なりに要約してしまうと

、「私が彼らの原基と呼ばれることは光栄ですが、私がやってきたことと彼らがやっていること

とはまったく違う。私は、芸術でお金を儲けようとは考えていなかったし、大量の作品を作るこ

とも慎重に避けてきました。第一、私は公に芸術家だったことは一度もないのです」。

マルセル・デュシャン　ピカソと同じ時代を生きてきた。二十世紀の美術史を根底から変えた

人物。しかし、彼の生き方のせいなのだろう、相変わらず、「美術史を変えた最も著名な無名芸

術家」である。この歴史のスタンスは素晴らしい。というか、もう少し、美術の歴史を我々は知

るべき、とまでは言わないけれど・・・、ルーブル、オルセー、素晴らしい。しかし、なぜにポ

ンピュドゥーへ行かない？　二十世紀の傑作が、これほど多いところはないのだ。私のパリの中

心は、ポンピュドゥーセンターなのだ。印象派でストップでは美術は語れない。

デュシャンの最もすぐれた作品は、「その人生の時間の使い方」とインサイダーでは有名な話が

ある。

作品の制作放棄　三十三歳

ニューヨークで図書館勤務　フランス語の先生

チェス三昧の日々を送る　フランスのチャンピョンにまでなっている

六十歳と推測される　秘密のアトリエで、密かに作品が作り始められた

八十一歳　友人との昼食後、自宅で倒れ、そのまま亡くなった

彼には、ピカソのようなガツガツ感がまるでない。そして、ピカソが二十世紀の天才と呼ばれて

いる。

本当の美術史は、そうではないのである。五十六歳になった一人のデュシャンの子供たちがいる

。たぶん、彼のコンセプトを一番理解している、もしかすると、唯一に近い男なのかも知れない

。チェスがピアノに変わった。それだけだ。彼の真意と自負は、たぶん、この初志貫徹の力から



くる。そういう意味で、彼は、芸術家と呼ばれてもいいのかも知れない。



「ノベンバー・ステップス」返礼に代えて

2015.11.08 Sun
このタイトル、括弧付けにしたのは、武満徹の代表作の名前であるから。でね、この記事の原案

をピアノを弾きながら色々と考えた。

「ようこそ、ヨジレマイオス国へ」、それから、「吸血鬼ブロガー、裕伊沙子」、それから、「

１１月の春」。１　フリージャズ文体　２　お笑いおねぇー文体　３　しっとり、純文学。で、

すべて、脳内で却下したのだ。

うん、あのね、その、ですね、ファン心理というのかしら？　心の内奥で、お気に入りブロガー

さんたちを、裕イサオ、ヨジレマイオス国へ巻き添えにしちゃいかん、という年相応の分別が

ある。でも、そこがファン心理なのだ。やっぱ、お気に入りについてはお話をしたくなる。

なんで、吸血鬼？　おっほほほほほぉー、そっ、良質なブログの血を吸って、おっほほほほ

ほほぉー、あたいのブログの肥やしにしているのだわ。血を吸われた方はどうなるの？　おっほ

ほほほほほぉー、いいのよ、他人なんてぇーーー、あたいだけ若蛙。自己中も極めると哲学にな

るのよぉーーー、おっほほほほほぉーーーーー。

私は、肩幅の広い息子の後姿を見ながら枯葉の中を歩いていた。その横に、息子と腕を組んで歩

く私の家内がいた。私は、その恋人のような、二人の後姿を見ながら、いいもぉーーーん、僕

には、ブッ、ブログ仲間がいるもぉーーーん、と呟いていた。

ブログ、これは、とても面白い媒体である。その書き手の人となりが、これほど、見事に出るも

のはないとも思うのである。妬み、炎上、中傷、悪口、どこに行った、なにを食べた・・・。

この℃素人集団の渦の中で、芸能人のそれなんか、酷い。宣伝宣伝、以上。異常である。物を書

くことは、自分、他人、自分の人生、現在地の確認という磁石機能がある。

私は、ブロガークオリティーの目利きと自認してしまいたい。記事の後ろ側の人生と人の厚み。

これが受賞ポイントと謹んで申し上げる。

わっ、すいませんぇーーー、巻き添えっ！　もう、しませぇーーーん、といいつつ、する。だ

って、俺の名前は、牧ゾエ。

兄貴　筋色の将棋　蝶姉さん　自己プログラミングロボ　朱実ちゃん　サクライ君　７ヘク

タールバルコニー



系姉さんは、目の手術でブログ読んでないけど、マッターホーンの実物大書割り

さっき、送った。えっ、兄貴、銅像はいらない？　駄目駄目っ、はい、どうぞっ！

オジーギャグる。

皆さん、今後とも、よろしくお願い申し上げる。



お笑い芸人的寂寥感

2015.11.10 Tue
私は以前にも書いたけれど、私のブログからは想像し難いとは思うのだけれど、慢性的鬱の傾向

がある。根暗なのかも知れない。だからこそ、パラドックスパワーで元気にブログを書き、ピア

ノを弾く。とはいえ、枯葉を踏みしめながら１１月の、変な単語だけれど、暖秋の日差しの中を

歩いていると、砂嵐のような寂寥感にしばしば襲われる。

会社を辞したこと。つまり、社会的な地位、安定した生活を自分で放棄したこと。それによる「

老後の不安」のようなもの。自意識、自尊心の在り処が、すべてピアノに集約してしまったこと

。体力の衰え、目力の衰え、負けん気の衰え・・・。諸々の志が砂上の楼閣、蟻地獄の中へ。

そして、すべての存在がピアノに集約している、集約させたのに、相変わらず「売れないジャズ

ピアニスト」のままである。

先日、志村けんさんの番組をユーチューブで見ていたら、三十代半ばの中堅コンビが出ていた。

ネタを書いていない方の言い分が実に面白かった。「僕ら、今年で十五年目なんですよ。二人と

も三十五歳。十五年やって冠番組一つ持っていない。相変わらずライブで地方巡業の毎日。こう

いう芸人が五十になった時に、声を掛けてくれるテレビ局は、間違いなく皆無だと思います。志

村さんとかたけしさんとか、ほんの一握りの人しか生き残れない。そして、残った人たちは、僕

らの年ぐらいの時には大ブレイクしている。今、僕は株の勉強を始めたのですよ」。相方が本気

で怒っていた。「おまえぇー、ネタ書いている俺の身にもなってみろよぉー、寂しいこという

なよぉー、だから、もっと、がんばろうよぉー。ふざけんじゃねぇー、お前、番組終わったら

マジ、ぶんなぐったるっ！」「がんばります？　俺は我々の現実を客観的に見ているだけだ」「

もう、止めろっ、収録中に、そんな話は止めろっ！」。

延々とブレイクしない芸人。挫けて別の仕事に就く者。大ブレイクの後、消えて行く芸人たち。

唯一の番組は「あの人は今」である。この心境は、私にとっては当然にして他人事ではない。

でも・・・、詩人たちのことを考える。誰一人、ブレイクなんかしない。ベストセラーなんてい

うものにも無縁である。でも、彼らは書くことを止めない。いや、ランボーのように見切りを付

ける者も稀にいる。考えてみたら、私が美術に見切りを付けたこともランボーと同じレベルであ

ったとは言わないけれど、一つの共通項ではある。もしかすると、その理由も同質のものだった

のかも知れない。一つの頂点に達したという実感が私の中にあった。究めた後の繰り返し、「宴

の後」のような作品制作に耐えられなかったし、意味があるとは思えなかったからである。

筑摩書房に勤務しながら、暗黒詩を書き続けた吉岡実のことを考えるし、七十代で「エロ爺さん



」として変なブレイクをした金子光晴のことを考えたりもする。

「フリージャズ」が「芸能(テレビ的な)」なのか良く分からない。「芸術」なの？　良く分から
ない。前者であれば「売れない」のは拙い。後者であれば、売れようが売れまいが頂点を極める

まで続けるしか方途がない。私のピアノのレベルは頂点へはほど遠い。カフカの城に迷い込んだ

のと同じである。でも、そもそも、フリージャズでブレイクする、七十年代以降は前例がない。

全員売れないことをやっている。

そうなると、詩人たちとまったく一緒でインサイダーの評価しかなくなる。でも、この閉塞感に

違和感を覚える。たとえば、私とてインサイダーの間では名前を知られている。しかし、インサ

イドの目しかないという違和感。その閉塞感を溶解させるために、私はブログを書いてるのでは

、とも、思う。もっと、多くの人へフリージャズというこの究極的非商業音楽を聴いて欲しいと

切に願う。私および仲間たちのためにも。もう少し、アウトサイドへ拡散した方がいいと思う

のだ。なんなら、お笑いトークショウの合間に演奏、お笑いフリージャズの立ち上げ、結構、私

は真面目にこれを考えている。吉幾三のフリージャズ版？



高年微妙心理

2015.11.11 Wed
今年のフランスは、実にお天気がいい。十一月だというのに快晴の暖かい日が続いている。

先日、ディナートランスファーというサービスをしたのだけれど、待機中、午後九時。車内の温

度計の表示が、なんと二十四度。もちろん、外気温度である。十一月のパリである。異常な温度

。

暖秋、こんな単語あるのかしら？　新しい仕事も順調。裕イサオトリオの方向性もクリアーと何

一つ悩みや迷いがない。のに、である。なんだか知らないけれど、鬱君が楽屋で登場の機会を伺

っている気配を感じる。そういやぁー、もう、随分、登場していない。どうしてなのか？　自己

診察をしてみる。

私は、社会的な地位とか財力とか、そういうものを得た人たちへの憧れも嫉妬もまったくない。

取り立てて、お付き合いをしたい気もなければ、避ける気持ちもない。とはいえ、フリージャズ

メンがそういうハイソの人々にお会いする機会は、実際上はあまりない。でも、私は要人専用ド

ライバーという仕事に就いたから、当然にして車の後席に乗っている方々は、普段、お付き合い

の機会がない人々である。これは別に構わないけれど、否応なしに、そのコントラストが鮮明に

なる。貧乏、社会的地位ゼロ・・・。

高級レストラン。私の乗るベンツＳクラス。私は高級レストランの裏側の薄暗い小道で待機する

。どうせ、ゆっくりと食事を摂れないのであればお弁当にしようと思い、自分で鰯フライ弁当

を作った。鰯フライ、ご飯、海苔、梅干。この自己愛弁当は実に美味かった。ベンツの中で鰯

弁当・・・。一瞬、この私の姿をドキュメンタリーとして撮影したら・・・、と思った。NHK人
間シ

リーズ？　なんでもいいのだけれど、これを映像で見たら、なんか、哀愁とかみじめとか、そん

な感じになっちゃうの？　とも脳内にてやや寂寥感。

こういう時、人間もターミネーターも自己修復をしようとする。僕はねぇー、こう見えても、元

某日系企業の偉いさんだったのだぞっ！　自主退職している私とすると、なんか自負の支えには

弱い。僕はねぇー、こう見えてもジャズピアニストなのだっ！　でもなぁー、レベルがねぇー。

やっ、やばいっ！　こうなると自己修復ができないし、ピアノは私だっ、とまで言っているから

辻褄が合わないし、第一、そのピアノのために、結果、こうなっているから、ますます、論理矛

盾である。

楽屋の鬱君が、おっおっ、出番かしらぁーと盛り上がっている気配。



なんのなんのと、先日のコンサートのプロの録音の方をヘッドホーン、大音量で全編聴いちま

ったっ！

腰が抜け、目が垂れ、鼻水を流しながらも、至福の表情で眠りに付く裕センセがいた。フランス

唯一のフリージャズプロデューサーのジュリアンと同席していたオーストリアの高名なサックス

奏者。この二人に、コンサート終了後、絶賛されたことを思い出した。サックス奏者からは共演

の申し出まで受けた。なんか、完全燃焼後だから、こちらは上の空。後で聴き返してみたら、自

分でぶち飛んだのである。もしかして、一流に迫っているの、俺？　なぁーーーんて思ったから

、いいのだ、これで。と自己修復は無事に終了。鬱君、じゃ、また。出番ねぇーよって。



土の道

2015.11.12 Thu
私の住まいは、パリから北西に三十五キロ。ピサロが住んでいた町である。

私の住まいのある通りは、この人口三万人の小さな町の富裕層が住んでいる通りである。その

中の、私は浮遊層なのだ。

昔の絵葉書。１９００年初頭なのだろう、私の住む通りの写真がある。左右の家は同じだ。その

真ん中の道が土のそれだ。

三ヶ月前ぐらいから、大規模な配水管工事をしている。最後の仕上げなのだろう。昨日、すべて

のアスファルトが削られた。

土の道が、突然、出現したのである。

隣人達が写真を撮っていた。「ピサロの世界に戻ったね」「我々が子供の頃は、道って土

だったね」「懐かしい風景だね、土の道、車のない通り」・・・。

私には、初心とか初期化とか、なんか、その風景が、そんな風に見えた。迷いはいらない、とも

、思った。


